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　―――大陸暦一五四六年十一月二日・王都パルナム




　気温も少し肌寒くなった程度で過ごしやすい秋晴れの日。食欲の秋、読書の秋、芸術の秋などと言われる季節だけど、いまの俺はまさにスポーツの秋の真っ最中だった。

「さああと三周！　もっと足を上げて、大だい腿たい二頭筋を意識してくだされ！」

「うへぇ……」

　ご意見番兼教育係の老将オーエン・ジャバナの野太い声を浴びながら、俺は衛兵たちの訓練場の端をもう三十分は走り続けていた。人によっては大したことないと思うかもしれないけど、インドア派にはかなりきつい。ゆっくり自分のペースでなら楽だけど、ちんたら走っていたらオーエンの暑苦しすぎる声援が飛んでくるのだ。

「がっはっは！　筋肉は努力を裏切りませんぞ！　健全なる精神は健全なる身体に宿ると申しますからな！　健全な治政も統治者の健全な身体に宿るものなのでしょう！　さあ己の限界と向き合い、下腿三頭筋をいじめ抜くのです！」

「じ、自分をいじめる……趣味はないぞ……」

　オーエンは教育係を任せられてからというもの、時間があれば俺を鍛えようと訓練場に連れ出していた。そしてランニングからの素振り、オーエン相手に模擬戦などのメニューを一通りやらされるわけだ。目標は兵長レベルまで鍛えることらしい。

　ランニングを終えて、俺はその場に仰あお向むけに倒れた。

「だ、大丈夫ですか？　陛下」

　アイーシャが心配そうにタオルを差し出してきた。

「わ、割とマジで……死ぬ」

　受け取って汗を拭いながらそう言う俺を、オーエンは笑い飛ばした。

「危険なラインはちゃんと見極めていますので大丈夫ですぞ。ここ何日かほどで陛下も余分な力を抜くことを憶おぼえた様子。これならあと十分は走れましょう」

「もう勘弁してくれ……まだこのあと政務もしなきゃならないんだから」

「どうせ動かないのですから、政務中に身体からだを休ませればよいではないですか」

「眠くなるから勘弁してくれって言ってるんだよ！」

　まあ本体が眠ってても【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で分裂させた意識は起きているので、政務的には一人分の労働力が減るだけなんだけど、それでもすっごく疲れるのだ。

「あの、陛下？　お辛つらいのでしたらそんなに無理しなくても……」

　アイーシャが心配してそう言ってくれた。しかし、

「身体を鍛えるのは大事なことよ。ソーマには健康でいてもらわないと」

　いつの間にかやってきたリーシアにそうピシャリと言われた。

「それに、ソーマ自身も満更じゃないみたいだし」

「えっ？　そうなのですか？」

「ソーマは向こうの世界ではお祖じ父い様と暮らしていたんでしょ？　泣き言を言いながらも投げ出さないのは、オーエン殿にお祖父様の姿を重ねてるからなんじゃない？」

「……まあ、そういう面もあるかもな」

　元気なご老人を見ているとどうしても……ね。うちの祖父ちゃんはあんなムキムキマッチョじゃなかったけど、なんとなく懐なつかしく思っているのも事実だった。

「それでリーシア、なにか用があって来たんじゃないのか？」

「あっ、そうだった。ハクヤが捜してるわ。大事な報告があるとかで」

「そうか……聞いたとおりだオーエン。ここまでにさせてくれ」

　俺がそう言うとオーエンはやれやれと肩をすくめた。

「では、この続きはその大事な報告が終わってからですな」

「まだやる気なのか……」

　元気爺じいさんのテンションの高さに俺は辟へき易えきした。




　政務室へと戻ると宰相のハクヤがすました顔で立っていた。

「報告っていうのは例の工作活動の件か？」

　そう尋ねるとハクヤは恭しく一礼をした。

「はい。工作は着々と進行中です。順調……と言っていいでしょう」

「？　なにか気になることでもあるのか？」

　歯切れの悪さを感じたのでそう尋ねると、ハクヤは思案顔で頷うなずいた。

「少々、順調すぎるようにも思えましたもので。なにやらこちらとは違う意思が動いているように思えるのです。その場合、結果が予想外の方向に転がることも考えられます」

「不測の事態は避けたいけど……いまさら手を引くわけにもいかないだろう？」

「御意に」

　切れ者の家臣とどんなに策を巡らせたとしても、事態はそうそう思い通りに動いてはくれない。さきの戦いでもそうだったように不測の事態は必ず起こるものだ。だからこそ常に備えなければならない。どんな結果が待っていたとしてもすぐに動けるように。

「計画の変更はできない。事態の推移を注視しつつ油断なく進めてくれ」

「承知いたしました」

　ハクヤが一礼したところで、俺は大きく伸びをした。

「さてと……訓練場に戻るかな。ふけるとオーエンがうるさいし」

「……嫌そうに言うわりにはちゃんと戻るのですね」

　呆あきれ顔がおでそう指摘するハクヤに俺は苦笑しながら言った。

「ま、これも不測の事態に備えるってことなんだろうさ」
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　近この衛え騎士団長ルドウィン・アークス。

　二十代後半という若さでありながら、有事の際には禁軍四万を統べる近衛騎士団長という役職を賜っている俊英だ。王国の禁軍と陸・海・空軍が解体・再編されて国防軍となってからは次期国防軍総大将となることを目されており、現在の総大将であるエクセルの副将として修行中だった。金髪ストレートの似合うイケメンで家柄も良く、城勤めの侍従メイドの間では抜群の人気を誇っている。しかし、そのわりには女性関係で浮いた噂うわさの一つもなく、逆に男色ではないかという妙な噂を立てられて本人が困惑することもあった。

　ルドウィンの変な噂といえばもう一つある。

　実は家計が苦しいのではないかというものだった。

　というのも、ルドウィンはなぜかいつも、城内で侍中や衛え士じが使う一般食堂で食事をしているのだ。まるでなるべく出費を抑えようとしているかのように。家柄も良く、重要な役職に就き、それなりの俸ほう禄ろくをもらっているはずのルドウィンがまさかとは思うのだけど、食堂で一番安いパンのみを食べている姿が度々目撃されている。このことを、

「衛士と同じ物を食べることで、彼らと苦楽をともにしようとしているのだ」

「節制に努めることで、有事の際に備えているのだ」
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　……と、好意的に解釈する声もあれば、

「実は吝りん嗇しよく家かで、相当な守銭奴なのではないか」などと言う者や、

「もしかして愛人や隠し子がいて、その者たちに貢いでいるのではないか」

　などとゴシップネタを囁ささやく者たちもいる。

　ただ、ルドウィンが派手に金を使ったという話もなく、かといって貯蓄している感じでもない。ならばルドウィンの俸禄はどこに行っているのか？

　その答えを、俺たちはやがて知ることになる。




　◇　◇　◇




　―――大陸暦一五四六年十一月上旬・王都パルナム




　秋も深まり、段々と肌寒くなってきた今日この頃。

　アミドニア公国との戦争の後処理も終わり、国内で暗躍していた不正貴族たちも一掃されたことで、エルフリーデン王国は一時の平穏の中にいた。

　不正貴族たちという内憂、アミドニア公国という外患を同時に片付けたことで、国王である俺や宰相ハクヤの株も上がり、三公との軋あつ轢れきがあったときには日和見をしていた貴族たちも臣従し、一気に中央集権化を図ることができた。

　そんな国政改革に弾みを付けられるだろうと期待が膨らむ穏やかな秋の午後。

　パルナム城の政務室で、俺はリーシアにある物を見せていた。

「こいつを見てくれ。こいつをどう思う？」

「すごく……細くて長くて反り返ってるわね」

　興味津々といった様子で、リーシアはそれをマジマジと見つめていた。

「試してみるか？」

「いいの？　それじゃあ……」

　リーシアはその白魚のような指を腰に差しているレイピアの柄つかに掛けた。

　そして、目を細めてレイピアを抜き放つとそれに向かって振り下ろした。次の瞬間、キンッと甲高い音が鳴り、レイピアの切っ先が切り落とされて地面に落ちた。

　リーシアは分断された切っ先と本体とを交互に見比べ、驚きの声を上げた。

「わ、私の剣!?」

「なんでいきなり斬りかかるんだよ……」

　リーシアの狼ろう狽ばいする様子を見ながら、俺は大きく溜ため息いきを吐ついた。

「だって試してみるかって言ったじゃない！」

「手に取るか、その場で素振りでもするかって意味で聞いたんだよ。それがなんでいきなり試し切りが始まるんだか……」

　リーシアってときどき脳筋な発想をするよな。師匠ゲオルグの影響だろうか？

「そもそも、刃と刃がぶつかればどうなるかくらいわかるだろう？」

　そう尋ねると、リーシアはバツが悪そうに視線を泳がせた。

「そ、それはその……ほら、これって〝九く頭ず龍りゆう刀〟なんでしょ？　切れ味に興味があったっていうか……」

「まったく……」

　ちなみにリーシアの剣を切り落としたのは、エルフリーデンの海を隔てて東にある九く頭ず龍りゆう諸島を束ねる海洋国家『九く頭ず龍りゆう諸島連合』で打たれた刀、いわゆる九く頭ず龍りゆう刀だった。片刃で、刀身は薄く、細く、反っていて、鎬しのぎと峰の間には血ち溝みぞも走っている……と言えばわかる人にはわかるだろうけど、九く頭ず龍りゆう刀は日本刀とよく似ていたのだ。

　叩たたき斬るといった感じのこの国の剣（西洋式）とは違い、押して引いて切断することに特化しているところもそっくりだ。もしかしたら製作過程も同じなのかもしれない。

　そんな九く頭ず龍りゆう刀が鞘さやから出された剝むき出しの状態で、刀掛けの上に刃を上にして置かれていたのだ。そこにリーシアがレイピアで斬りかかり、返り討ちにあったわけだ。

　リーシアは九く頭ず龍りゆう刀の刃をマジマジと見つめていた。

「それにしても、凄すごい切れ味ね」

「俺のいた国に似たような刀があるんだけど、切断力ならトップクラスだったな」

　以前、なにかの番組で見たのだけど、ウォーターカッター（高圧の水流で物を切断するという代物）の水流さえも切り裂いていたからな。生半可な切断力ではないはずだ。

　それを聞いてリーシアは感心したように唸うなっていた。

「凄いわね。でも、なんでそんな九く頭ず龍りゆう刀がここにあるの？」

「エクセルからの献上品。拿だ捕ほした九く頭ず龍りゆう諸島の漁船にあったものらしい」

「漁船？」

「最近多いらしい。うちの近海まで来て密猟している九く頭ず龍りゆう諸島の船」

　この世界には、鉄の船艦を引っ張る海竜シードラゴン類（山や羊ぎ角の生えたプレシオサウルスの化け物みたいなヤツ）のような大型の海かい棲せい生物が存在している。

　海竜シードラゴン類は比較的温厚だが、大型海棲生物の中には超巨大鮫ざめ『メガロドン』のような凶暴な生物もいるそうだ。ただ、そういった大型海棲生物は主に遠洋に生息しているため、必然的に漁場は大陸や島の近海に限定されている。

　それでも十分な水揚げがあるので、それほど問題ではなかったのだけど、近年、我が国の近海までやってきて漁をする九く頭ず龍りゆう諸島の船が増えているらしい。

　この世界の常識では、漁場は自国の近海か遠洋（もちろん危険も伴うのだが）であるとされており、他国の近海で漁をすれば密猟となる。密漁船であれば拿捕や撃沈されても文句は言えない。にもかかわらず、我が国近海で漁をする密漁船は増えていた。

　それにともない、漁民同士の衝突事件も増えているようだ。

「国としても九く頭ず龍りゆう諸島連合に抗議しているんだけど……返答は無しだ。エクセル旗下の艦隊に哨しよう戒かいさせてもいるんだけど、あまり成果はあげられていないみたいだな」

「向こうは海洋国家だもの。造船・操船技術はこの世界随一と言っていいわ」

　リーシアの言うとおり。九く頭ず龍りゆう諸島は海竜シードラゴン類以外にも船を曳えい行こうできるような生物を飼育しているらしい。それがとてつもなく速いんだとか。それに漁船は木造だし、大砲なんかも積んでいないから船足が速い。逃げに徹せられたら軍船では追いつけなかった。

「今回拿捕した船も運悪く座礁していたところを捕まえたらしい」

「それなら、うちも船足の速い木造の船で追わせれば？」

「その場合、向こうが武装していたら甚大な被害が出るだろ？」

「……そうね」

　警備する側は最低限、装備を調えなければならないのが辛つらいところだ。リーシアは腕を組みながら頭を捻ひねっていた。

「でも、少し変よね。たしかにうちの近海までくれば、漁自体は安全にできるんだろうけど、行き帰りに大型の海洋生物がいる遠洋を通らなければいけないはずよ。なんでそんな危険まで冒して、捕まるかも知れないのに密猟をするのかしら？」

「さあな……九く頭ず龍りゆう諸島でなにか起こっているのかもしれないけど、こちらにはそれを知る術すべがない。島国の情報はほとんど入ってこないし」

　配下の諜ちよう報ほう工作部隊『黒猫』を潜入させて諜報活動をさせたとしても、周囲を海に囲まれていては繫つなぎをとることも難しい。伝書クイでは休む場所のない海を越えられないし、玉音放送の宝珠はでかすぎて密ひそかに持ち込むのも難しい。失うリスクもあるしな。

　結局、遠洋を渡って人の手で届けられることになるのだけど、それにはどうしても日数が掛かってしまう。情報は鮮度が命だ。たとえ重要な情報を摑つかんだとしても、それをすぐに本国に伝える手段が無ければ意味がない。

　一応、歌姫ローレライの一人ナンナのような九く頭ず龍りゆう諸島から流れてきた人々に話を聞いてはいるのだけど、盟主こそ九く頭ず龍りゆう王で統一しているものの各島によって生活状況は異なっているらしく、断片的な情報を集めても全体像になかなか結びつかなかった。

「なに考えているのかわからない国って明確な敵国より厄介だよな。備えるべきなのかどうかさえわからないんだから」

「そうね……」

　俺たちはそろって首を捻ったけど、結論がでるはずもなかった。

「……まあ、ここで考えてもはじまらないか。話を九く頭ず龍りゆう刀に戻すけど、これによく似た俺のいた国の刀は切れ味こそ凄すさまじいものの、衝撃には弱くて折れたり曲がったりしやすいという欠点があったんだ。だけどこの世界には付与魔法があるだろ？　この刀も、ある程度の打ち合いにも耐えうる頑丈さを確保できている」

「刀剣類としては最強クラスね。まあ……刀剣類〝自体〟としてはだけど」

「？　どういう意味だ？」

「私たちは武器の力だけで戦っているわけじゃないわ。この世界の人はみんな大なり小なり魔法が使え、その多くは火・水・土・風の四属性を操ることができるもの。戦闘になれば自身の武器に、そういった属性を纏まとわせることができるわ」

　ああ、それは見たことがある。アイーシャが大剣に風を纏わせて切断力や攻撃範囲を底上げしていたり、ハルなら炎を纏わせて敵に投げつけて爆発させていたっけ。

「だから武器本来の切断力自体はあまり重要視されないのよ。もっとも、水属性以外の魔法が使いにくい水上戦闘なんかでは抜群の強さを発揮するんだけどね。九く頭ず龍りゆう諸島の水上戦は、高速接近からの切り込みという海賊スタイルが主流らしいし」

「ふうん……海洋国家向けの武器ってわけか……」

　リーシアの説明を聞きながら、俺は九く頭ず龍りゆう刀の刃の部分をジッと見つめた。

「でも……この鍛冶技術は欲しいなぁ」

「あれ？　あまり意味がないって話じゃなかったの？」

「武器としてはね。でも、切れ味の良い刃物の使い道は他にも沢山あるだろ？」

　切れ味の良い包丁を量産できれば、料理人はさらに繊細で美お味いしい料理を作ることができるだろう。切れ味の良い工具があれば、その工具を使ってさらに性能の良い工具を作り出せるかもしれない。そしてメスなどの医療器具。これが一番急務かな。外科手術のさいには器具の切れ味が良いほど患者への負担は軽くなる。

　ことほどさように使い勝手が多い技術なのだ。是が非でも欲しい。

「一応、うちでも研究させてはいるんだけど……時間が掛かりそうだしなぁ」

　俺も日本刀については、鉄を重ねて熱して打って鍛える……くらいのザックリとした知識しかない。タマハガネとヒヒイロハガネって、どっちが実在する金属だっけ？　この程度の知識ではとても日本刀を再現することなんてできないだろう。

「国交さえあるなら相応の対価を支払ってでも、技術移転交渉をするんだけど……」

「肝心の九く頭ず龍りゆう諸島連合はなにを考えているのか、ってわけね」

「そのとおり」

「それはまた難儀な話ね」

　まったくだ。アミドニア公国に明確な侵略の意図があり、こちらにしても切羽詰まった状況下だったから戦う決断を下したけど、年がら年中隣国と戦争をしていたらこの国が保たない。不必要な衝突を避けるためにも国交を結びたいんだけどなぁ。

「……まあともかくだ。うちはうちで、こういった余よ所そにない独自の技術を開発していかないとね。技術や学問は情勢に揺るがぬ国の基礎となるものなんだから」

「もっともな意見だと思うけど、具体的には？」

「技術を生み出すのは人だ。だからこそ、技術を持ってそうな人間に片っ端から当たっていく他ないだろう。ちょうどお誂あつらえ向きなヤツがいそうだしな」

「お誂え向き？」

　訝いぶかしげな顔をするリーシアに、俺は大きく頷うなずいた。

「だいぶ前にルドウィンが言っていただろう？　禁軍にマッドサイエンティストがいるってさ。あのときの『今度紹介します』って約束を果たしてもらうとしようか」

　と、そんなことを話していたそのときだった。

　政務室の扉がノックもそこそこに開け放たれ、話題の人物であるルドウィンが転がり込むように入ってきた。そしていきなり床に膝を突き、地面に額が付くぐらいまで深々と頭を下げた。形は違うけど土下座に近い格好だ。そして、

「陛下！　申し訳ありません！」

　いきなりそんな風に謝罪の言葉を口にした。

　いきなり謝罪を始めたルドウィンに、俺とリーシアは目を丸くしながら尋ねた。

「いきなりなにを謝っているんだ？」

「なにかあったのですか？　ルドウィン殿？」

　するとルドウィンは顔を上げると、言葉を選ぶようにしながら言った。

「それがその……私の知人がとんでもないことをしでかしておりまして……」

「とんでもないこと？」

　なんか厄介事でも起こったのか？　王位を譲られてからというもの、山積みになっていた政務もようやく片付いてきたところなのに、またなにか起きるのだろうか。そんなことを考えて辟へき易えきとした気分になっていると、ルドウィンが恐る恐る尋ねた。

「あのう……陛下。以前に私が、陛下に会って欲しい人物がいると申し上げたことを憶おぼえておられますでしょうか？」

「ん？　ああ。ちょうどいまリーシアとその話をしていたところだ。知り合いにマッドサイエンティストがいるって話だろ？　是非会ってみたいと思っていたんだけど、ここのところ慌ただしかったからな。時間がとれずに済まない」

「いえ、そのことは重々承知しております。ただ……」

　ルドウィンは言いにくそうにしながらも、意を決したように言った。




「そのやらかした人物というのが、その知人なんです」




　◇　◇　◇




　王都パルナムと新湾岸都市ヴェネティノヴァの中間あたりにアークス領はあった。

　近この衛え騎士団長ルドウィン・アークスが当主を務めるアークス家の治める土地だ。といってもルドウィンは基本王城常駐なので、普段は代官が経営しているらしい。

　この国の貴族・騎士階級の所領規模としては中くらいにあたる。

　ルドウィンは先の戦に功があったので、本当ならより大きな所領に転封しようとしたのだけど、自領にこだわりがあるらしくルドウィンは頑として受け取らなかった。無理に転封させることもないので、そのときは周辺の土地を増やす方向で調整した。

　そんなアークス領に、俺とリーシア、そしてルドウィンは王家外遊用の飛竜ワイバーンが運ぶゴンドラに乗ってやって来た。数日前、ルドウィンから聞いた事実を確かめるために。

「よかったの？　アイーシャのこと置いてきちゃって」

「まあ、ルドウィンがいるからな」

　今回の外出に際して護衛は連れてこなかった。アイーシャはかなり心配してゴネてたけど、近衛騎士団長がいるのだから問題はないだろう。それに……今回のことは内々で処理したいという思惑もあるので人数は少ないほうがいい。

　上空から見たアークス領は散った木の葉が地面を覆って橙だいだい色いろに染まっていた。また田畑や放牧地が多いため、のどかな風景が広がっている。

　体感だけど三国志の時代の中国よりも一回りは大きいだろうこの大陸では、北と南でかなり環境が異なる。北に行くほど暑くなり、南に行くほど寒くなる。それはこの国の中でも同じことで最南端のほうではすでに雪も降り始めているそうだ。そしてこのアークス領は比較的北にあるため、まだまだ秋の過ごしやすい日という感じの気候だった。

「このままのんびりピクニックでもしたいなぁ」

「気持ちはすっごくわかるけど、それはべつの機会にね」

　ぼやいていたらリーシアにやんわりと窘たしなめられた。

「今日はやることがあって来たんでしょ？」

「わかってるんだけどさ。あんまり良い陽気なんでね……」

「あっ、ここです陛下。ここで降ろしてください」

　ルドウィンの指示でゴンドラが降り立ったのは小さな森の端だった。ゴンドラから降りて見ても、ただ木が並んでいるだけのなんの変哲もない森に見えた。

　ゴンドラの馭ぎよ者しやにこの場に待機するよう命じてからルドウィンに尋ねた。

「本当にこんな森の中にあるのか？」

「ええ。正確に言うならば、〝中〟ではなく〝下〟ですが」

「下？」

「実際に見ていただいた方が早いでしょう」

　そう言うとルドウィンは、森へ向かって歩き出した。

「それでは陛下、姫様。ついてきてください」

　ルドウィンの先導にしたがい、リーシアと並んで森の中を進んでいく。一応、野生生物を警戒して、ダークエルフの里救援のときにも使った小型ネズミ人形をばらまいて周囲を索敵させたけど、とくに脅威となるような生物はいなそうだった。小さい森で人も良く入っているらしいし、いまは木々も葉を落として森の中も明るく見通しいい。いざとなっても、ルドウィンとリーシアがいれば大抵なんとかなりそうだし。

　先行するルドウィンが剣や盾で邪魔な枝葉を払ってくれているので、俺たちはただそのあとを付いていけばよかった。落ち葉の道を踏みしめて歩いていると、またピクニック気分になってきた。自然とそれっぽい雰囲気の歌などが口から出てきた。

「～♪」

「良い歌ね。なんの歌なの？」

　隣を歩くリーシアに尋ねられた。

「国民的モンスターアニメの劇場版第一作目の主題歌」

「……わけがわからないってことだけはわかったわ」

　呆あきれ顔がおのリーシアだったけど、不意に思案顔になった。どうしたのだろうと思って見ていると、次の瞬間、俺の腕に自分の腕を絡めてきた。

「どう？　これで少しはピクニック気分になったんじゃない？」

　そんなリーシアのはにかむような笑顔を見て、俺は……。

「……変な汗が出てきた」

「なんでよ！」

「リーシアが可愛かわいすぎてドキドキしてる」

「!?　そ、そう……私もドキドキしてきたわ」

　そんな風にイチャイチャなやりとりをしていると、ルドウィンが立ち止まった。

「ここです。陛下、姫様」

　ルドウィンが振り返ったのでバッと離れた。するといままで気付かなかったのだけど、目の前になにやら大きなものがドデンとあった。それは……。

「車庫？」

　そうとしか形容できない四角い物体だった。苔こけ生むしてはいるが、コンクリートのようなものでできている四角い小屋の一面にシャッターのようなものが付いている。一般乗用車が一台入る程度の大きさだ。たまに飛び抜けた技術があるものの、全体的に見れば産業革命以前の文化水準であるこの世界には似つかわしくないデザインだ。

　混乱していると、ルドウィンが首を振った。

「車庫ではありませんよ。こんな高さでは馬車も入らないですし」

　この世界では車庫・馬車用という認識らしい。ワゴンはともかく、一般乗用車なら余裕で入りそうなんだけど、そんなことを言っても伝わらないだろう……というか、そうなるとますますこんなデザインの建物がある理由がわからない。

「じゃあ、これは何なんだ？」

　俺がそう尋ねると、ルドウィンは真面目な顔をして言った。

「ダンジョンの入り口です。陛下」







　ダンジョン。

　迷宮状になっている場所に、不思議と独自独特な生態系が築かれている場所だ。

　この世界においては、魔王領出現以前に魔物の存在を確認されている場所でもある。

　俺もムサシ坊や君に冒険者の真ま似ね事ごとをさせていたときに、ディスやユノたち冒険者ＰＴパーテイから話で聞いたことがあるのだけど、そのとき聞いたダンジョンはイメージどおりの洞窟だった。こんな明らかに人工物っぽい入り口の話なんて出なかったんだけど……。

　そう疑問を呈すると、どうやらダンジョンにはピンからキリまであるらしい。

「ダンジョンにもいろいろあるわ。場所も平原から森や山岳地、はては海の下にまであるし、中の形状も洞窟だったり、石が敷き詰められた城塞の地下室風だったり、金属に囲まれた摩ま訶か不ふ思し議ぎな空間だったりするらしいわ」

　そうリーシアが解説してくれた。

　あの玉音放送の宝珠もダンジョン内から発見された物だという話だっけ。ダンジョンの中からは他にもオーバーテクノロジーな代物が発見されているっていうし、ダンジョン自体がオーバーテクノロジーでできていてもおかしくはない……のか？

「っていうか、海の下のダンジョンってどうやって発見したんだ？」

「種族によっては水中でだって活動できるし、水中ダンジョンでも中は空気がある場合があるから、そんな場合は大きな鐘のようなものに入って潜るわね」

　ああ、ダイビングベルか。鐘のような乗り物に、空気を送り続けながら沈める潜水装置だっけ。マンガの知識でしか知らないけど……ちょっと乗ってみたい気もする。

「じゃあこのダンジョンの中にも魔物がいるのか？」

　そう尋ねると、ルドウィンは慌てて首を振った。

「いいえ。ここは〝廃ダンジョン〟とでも呼ぶべき場所でして、とうの昔に魔物も野生生物も駆逐されています」

「攻略済みってことか？」

「はい。そしていまは、この廃ダンジョンの所有を王家より譲り受けて、研究所に変えてしまった変わり者の一族……マクスウェル家の人間が住み着いているんです」

　するとルドウィンは入り口の脇にあった、金属の管に向かって呼びかけた。

「ジーニャ！　私だ！　ルドウィン・アークスだ！　滅多に出てこないキミのことだからいないこともないとは思うけど、いたら返事をしてくれ！」

　呼びかけている金属の管は伝声管だろう。戦艦アルベルトにも搭載されていた。というか、滅多に出てこないって呼びかけているジーニャ（名前からして女性かな？）という人物は、普段から引き籠もっているんだろうか。すると伝声管の方から、

　ドンガラガッシャン！

　……と、なにかを倒したような音のあとに、若い女性の声が聞こえてきた。

『あイタタタ……やあルゥ兄。どうしたんだい？』

「どうしたんだい、じゃない。……派手な音がしたけど、大丈夫なのかい？」

『ルゥ兄が急に声を掛けるものだからビックリして物を倒してしまったよ。いやあ危ない薬品じゃなくて、よかったよかった』

「ぜんぜんよくないだろう。大体キミはいつもいつも……」

『あはは、伝声管越しに聞くルゥ兄のお小言というのも新鮮だね』

　まったく悪びれる様子のない声に、ルドウィンはがっくりと肩を落とした。なんかこの構図を見るだけで二人の関係性がわかった気がする。きっと振り回す側と振り回される側って感じなのだろう。ルドウィンは気を取り直すように頭を振った。

「ともかく、今日は大事な御お方かたたちを案内してきたんだ。中に入れてくれ」

『大事な？……わかった。いま開けるよ』

　すると閉まっていたシャッターが独りでに開きだした。スイッチ式なんだろうか。ますますこの世界には似つかわしくない代物だ。シャッターが開ききったときに現れたのは地下へと続く階段だった。この車庫は本当に入り口だけの役割しかなかったようだ。そんな俺の驚きをよそに、ジーニャという人物は軽い調子で言った。

『それじゃあルゥ兄、それにお客さんも、中へどうぞ～♪』







　地下へ続く階段を下りていくと、すぐに広い空間に出た。

　ルドウィンの話ではこのダンジョンはそれほど広くはないらしく、大型のビル六、七階分を地下に埋めたぐらいらしい。しかも、このダンジョンの持ち主であるマクスウェル家の人間は広い空間を確保するために階層の床や壁をぶち抜いてしまったようで、いまはだだっ広い四角い空間が一つあるだけだった。

　巨大空間の壁面に這はうように設置された階段は断崖絶壁のようでかなり怖い。手すりぐらい欲しいところだ。それに壁面は何やら金属でできているようだ。リーシアはこういったダンジョンを「金属に囲まれた摩訶不思議な空間」と表現していたけど、俺の感覚で言えばまるで未来の宇宙船の中に入ったかのようだった。金属の壁はなにやら微妙に発光していて、地下にもかかわらずまったく暗くないところも未来っぽい。

　そんなオーバーテクノロジーな光景に内心で酷ひどく狼ろう狽ばいしていたのだけど、リーシアやルドウィンはさほど気にしていないようだった。どうやら二人は壁が光っているのは魔法かなにかのせいだと思っているらしい。なまじ魔法でなんでもできてしまうため、この世界の人々は不思議と思う感覚が薄いのかもしれない。

　階段を下りながら、俺たちはマクスウェル家のことについて聞いていた。

「マクスウェル家はもともとここら一帯を治めていた貴族の家柄でした。そういう血筋なのかマクスウェル家は優れた研究家を輩出しており、この国の文化を大きく引き上げたと言われています。とくにダンジョン内から発見される技術の解析は高く評価されています。玉音放送の簡易受信機の使用法などはマクスウェル家が発見したものです」

　へぇ……あの簡易受信機の使用法を発見したのはマクスウェル家なのか。

「ってあれ？　帝国も普通に使ってたと思うけど？」

「かなり昔の話ですからね。何代か前の陛下がこの知識を諸外国に売ったようです」

「んー……まあ、間違っているとも言いづらいか」

　先端技術の流出は怖いけど、流してもあまり影響がなく、いずれ誰かが発見するだろう知識なら売れる内に売っておくのもアリかな。べつの知識と交換するのもアリだ。

「マクスウェル家はその功績としてこの廃ダンジョンと、この辺り一帯の領地をもらい受けました。しかし、研究熱心なマクスウェル家は領地経営には関心を示しませんでした。そこで王家の了解を受けて領地経営を隣接する我がアークス家に委任し、領地の利益の半分をアークス家に渡して、残り半分を自家の生活・研究資金に充てる……という方式を採り始めたのです」

「それはまた……ある意味凄すごいな」

　領地経営は貴族の義務のようなものだ。それを放棄して研究三昧とは……。

「というか、アークス家にとっては損なんじゃないか？」

「マクスウェル家の功績が大きかったので許されたようです。それに、その研究資金で新たな知識を得られれば国はさらに潤いますからね。……もっとも、時代が進みますとマクスウェル家の領地はアークス領に組み込まれ、アークス家はマクスウェル家のパトロンという立ち位置になるのですが」

　つまり家としては存続しているが、領地と呼べるのはこのダンジョンのみという状況になっているのか。そんなマクスウェル家にアークス家は資金援助をしている、と。

「……あれ？　アークス家の当主はルドウィンだよな？」

「はい。そうです」

「そしてここにはジーニャという人物しかいない？」

「はい。ジーニャ・マクスウェル。現在ではただ一人のマクスウェル家の人間です」

「つまりいま現在は、ルドウィンがジーニャとやらに援助しているってことか？」

「うっ……」

　そう尋ねると、ルドウィンは言葉を詰まらせた。そこで俺はルドウィンに関する「実は家計が苦しいのではないか」という噂うわさを思い出していた。

「もしかして、ルドウィンが一般食堂で一番安いパンだけを食べてるのって……」

「……ジーニャは私より五歳ほど下でして、兄妹のように育ったんです」

　ルドウィンがなんか遠い目をして語り出した。

「マクスウェル家への支援額は決まっているのですが、その……私もジーニャもすでに両親は他界しておりまして……そうなるとお互いがお互いにとって、唯一の肉親のような者でありまして……その……妹分の〝お願い〟には弱く、つい自分の俸ほう禄ろくからも……」

「………」

　俺はルドウィンの肩をポンと叩たたいた。







　最下層まで辿たどり着くと、空間の全体の様子がわかった。

　それまでは壁側は光っているものの中央部は真っ暗でどうなっているのかわからなかったけど、最下層までくれば壁と同じ淡い光を放つ床のおかげでこの空間は工事現場で見るような布壁で仕切られていることがわかった。

　まず、この空間の半分を占める巨大な仕切りが一つ。

　残りの空間に中くらいの仕切りが一つと、布が掛けられているいくつかの箱状の物体、そして丸太を組んでできた家（二階建て）があった。

　巨大な仕切りも気になるけど、金属の空間の中にいかにも森の中にありそうな木の家があるのはなんというか、なにかの冗談みたいな光景だった。

　多分この家が、このダンジョンの持ち主であるマクスウェル家の生活空間（兼研究所？）なのだろう。ルドウィンがその家の扉を叩いた。

「ジーニャ、私だ。お客様をお連れしたから開けてくれ」

　ルドウィンがそう呼びかけると、中からあの気の抜けた声が聞こえてきた。

『はいはーい。いま開けるよ～』

　そして開かれた扉から出てきたのは、よれよれの白衣を着た二十代前半ぐらいの女性だった。やややせ気味だけど顔立ちは整っていて、ちゃんとすればそれなりに美人なんじゃないだろうか。しかし、いかにも手入れしてなさそうなボサボサセミロングが台無しにしていた。彼女がジーニャ・マクスウェルなのだろうか。

　小さく丸い眼鏡を鼻に掛けているところがいかにも研究者っぽい。

「やあルゥ兄。良く来たね。……そちらさんは？」

　ジーニャはルドウィンを見て笑みを浮かべたけど、背後にいる俺たちに気付くと首を傾かしげた。そんなジーニャの様子にルドウィンは慌ててこっちに頭を下げた。

「こ、こら、なんて無礼な！　も、申し訳ありません陛下、姫様！　ジーニャ！　こちらに居られるのはソーマ陛下とリーシア姫様だぞ！」

「ああ……ホントだ。よく見れば玉音放送でよく見た顔だね～」

　慌てるルドウィンとは対照的にジーニャはのんびりとした様子でそう言った。

　するとジーニャは白衣の裾を、ドレスの裾のように持ち上げて一礼した。

「お初にお目に掛かります、陛下。ボクの名前はジーニャ・マクスウェルです。こんなむさ苦しいところにようこそおいでくださいました」

　敬意を払ってるんだか、払っていないんだかよくわからない挨拶だけど、とりあえず俺たちを邪険にするような雰囲気は感じられなかった。少し〝ズレ〟てはいるけど、多分これでも彼女なりに精一杯の敬意を払っているのだろう。俺も名乗った。

「エルフリーデン国王（代理）のソーマ・カズヤだ。こっちは婚約者のリーシア」

「リーシア・エルフリーデンよ」

「ふふ、存じております。ご健勝お慶よろこび申し上げたてまつります」

　ジーニャの言葉を聞いて、ルドウィンが見ていられないとばかりに手で目を隠していた。丁寧な言葉遣いが下手すぎてなんだか道化者の口上のようになっている。

「……苦手なようならそんな堅苦しい態度をとらなくてもいいよ。突然押しかけたのはこちらのほうだし。口調もジーニャの話しやすいようにしてくれていい」

「そうかい？　じゃあそうさせてもらおうかな」

「ジ、ジーニャっ」
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　途端に気安い感じになったジーニャにルドウィンが慌てたけど、俺は手で制した。

「構わないよ。ここにいるのは俺たちだけだしな」

「で、ですが……ここに来た目的を考えますと……」

「ああ、〝アレ〟についてはあとでいいよ。話してみてよからぬことを企たくらむヤツじゃなさそうってことはわかったし。それよりも、いまは彼女自身に興味があるかな？」

「は、はあ……」

　ルドウィンがそう気の抜けた返事をすると、ジーニャはクククと笑った。

「まあ立ち話もなんだし家に上がってよ。こんな家でも珈琲コーヒーくらいは出せるから」

　家の中へと通されて、居間のような場所でテーブルに着くと、ジーニャが四人分の珈琲の入ったマグカップを持ってやってきた。ミルクや砂糖はないようだ。ジーニャは珈琲を配り終えて自分の席に着くと、改めて名乗った。

「改めまして、ボクはジーニャ・マクスウェル。このダンジョンを所有するマクスウェル家の当主にして研究者にして科学者にして発明家だよ。ああ、一応禁軍の魔導士でもあるかな。もとは兵器開発部門にいたんだけどいろいろやらかして……」

　途中までは流りゆう暢ちような自己紹介だったけど、ジーニャは最後のほうで言葉を濁した。

「やらかしてって……いったいなにをやらかしたんだ？」

「とんでもないものを造り出したんです」

　そう答えたのは渋い顔をしたルドウィンだった。ジーニャは慌てて補足した。

「ホラ、戦争って起きる度にその土地を荒らすだろう？　だから戦があった場所が緑でいっぱいになるように、生長の早い植物の種子を組み込んだ矢を作ったんだ」

「戦場で植林!?　発想が斜め上すぎだろ!?」

　あっ、いや、たしかに兵器開発部門の発想ではないけど、兵器開発部門を追い出される理由としては弱い気がする。そう思っているとジーニャは首を捻ひねっていた。

「う～ん……発想は良かったと思うんだけど、組み込んだ植物の生長をうながすように光系統の付与魔法で強化したのがまずかったのかなぁ。なんか凄い勢いで増殖するようになってしまってね。あはは……まさか一発の試射で訓練場と、併設された研究所一棟が樹海に吞のまれるとは思いもしなかったよ」

「あれって貴女あなたの仕業だったの!?」

　リーシアが驚きの声をあげた。俺がこの世界に来る前の事件なのだろうけど、こっちでは結構有名な事件なのかもしれない。……うん。追い出された理由がわかったわ。ジーニャは笑い飛ばしているけど、ルドウィンなんかはすっかり頭を抱えていた。

「まあ、開発部門のあの空気は嫌いだったからべつにいいんだけどね。みんながみんな同じ方向を向いててね。もっと自由な発想をしたっていいじゃないか」

「いや、ジーニャの場合はフリーダム過ぎると思うぞ」

「いやいや、優れた文物は自由な発想から生まれるものだとボクは思うよ。言うなればそう、開発は爆発なのさ！」

「それは絶対爆発させちゃダメなものだろ！」

　爆発するのは芸術だけにしてくれ。開発で爆発とか完全に事故じゃないか。ルドウィンだけではなく、横で聞いていたリーシアまで疲れた表情をしていた。

「ソーマが三人になった気分ね」

「えっ、それって俺の相手もこいつの半分くらい疲れるってこと？」

「許嫁いいなずけになってからというもの振り回されっぱなしだし。もっとも……最近ではそれも悪くはないかなって思えてきたけどね」

「あはは、未来の国王夫妻の仲がよろしいようで結構なことだね」

　ジーニャが茶化すように言ったものだから、リーシアは真っ赤になって俯うつむいた。

「……ちょっといい雰囲気になったのが台無しだよ」

「それはごめんよ。とまあ、ボク自身に関するのはこんなところだね。ところで王様。マクスウェル家がどういう家柄か聞いているかい？」

「ダンジョンから発見される遺物の研究に功があった家、だっけ？」

　そう聞き返すとジーニャは「そのとおり！」と指を鳴らした。

「ボクの家はダンジョンから発見される遺物について長いこと研究してきたんだ。いまのこの世界の技術では再現できないほどの代物を、それこそ代を重ねてまでもね。そして、長いこと研究していくうちに朧おぼろ気げながら〝あるもの〟が見えてきた」

「あるもの？」

「魔法とはまたべつの〝この世界の理ことわり〟だよ」

　魔法とはべつの理？　なんだそりゃ？

「王様は、よく玉音放送の宝珠を使っているそうだね」

　ジーニャは意味深な笑みを浮かべながら、そんなことを尋ねてきた。

「あれがどういう代物なのか王様は理解しているかい？」

「たしか……ダンジョンから発見された古代の遺物で、風の精霊シルフと水の精霊ウンディーネの魔力が込められていて、宝珠が映した光景や音声を届ける道具……だっけ？」

「うん。玉音放送を知っている者なら九割九分がそう答えるだろうね。だけど、その認識には二カ所間違いがあるんだ」

「間違い？」

　聞き返すとジーニャは神妙な顔で頷うなずいた。

「ダンジョンから見つかる。これはいい。間違いの一つめは『風の精霊シルフと水の精霊ウンディーネの魔力が込められている』という部分だね。まるで当然のように言っていたけど王様はシルフやウンディーネを見たことがあるのかい？」

「いや、ないけど……俺はもともとこの世界の人間じゃないし、この世界にはいるって話じゃなかったのか？」

「それじゃあお隣のお姫様。お姫様は精霊を見たことがあるかい？」

　話を振られたリーシアは慌てて首を振った。

「そ、それは見たことないわよ。精霊って神話の世界の話だし。でも、魔法や魔法の元になる魔素は神や精霊の賜たま物ものって言われてるし、どこかにはいるんじゃないの？」

「それじゃあ存在を証明したことにはならないよ」

　ジーニャは「やれやれ」といった感じに肩をすくめた。

「わかったかな王様？　いや、もともとこの世界の人間ではない王様のほうが、むしろわかってくれるんじゃないかな？　この世界には魔法という摩ま訶か不ふ思し議ぎな力があるせいで真実が見えにくくなっているんだ。冬になり積もった雪や川に張った氷は、春になり暖かくなれば溶ける。そんな当たり前のことを魔法は簡単に覆してしまう」

「………」

　それは……俺も感じていたことだった。さっきも『なまじ魔法でなんでもできてしまうため、この世界の人々は不思議と思う感覚が薄いのかも』とか考えていたし。

「不思議なこと神秘的なことはすべて、魔法の力や精霊なんかの目に見えないものの力として片付けられてしまう。そして魔法という最大の神秘を解き明かさないかぎり、そんな荒唐無稽な説でさえ否定しきることができない。本当にめんどくさい」

　そう言ってジーニャが渋い顔をしたのは、啜すすった珈琲のせいだけではないだろう。

「真実はこうなんだ。ダンジョンで見つかった宝珠を研究しているうちに、水系と風系の魔力を加えたら周囲の風景を取り込み、同じく発見された受信装置にその風景を映し出すことが偶然発見された。シルフやウンディーネの魔力云うん々ぬんっていうのは、こんなことができるのは精霊の加護なんじゃないかという後付設定でしかないんだ」

「それじゃあシルフやウンディーネなんていないのか？」

「さすがに断言はできないけどね。もしかしたらいるところにはいるのかもしれない。『ガーラン精霊王国』なんていかにもな名前の国もあるわけだし。ただし、現時点では存在すると断定もできないってことさ」

　まあ非存在の証明はそれこそ悪魔の証明だからな。しかし、なんてこったい。

　この世界はまるでＲＰＧなんかで見るような『剣と魔法の世界』だと思っていた。

　いやまあ、剣も魔法もあるんだけれども。だから精霊なんてものがいてもおかしくないと思っていたけど、それって全部思いこみだったってことなのだろうか？

「それじゃあダークエルフ族の住む森を護まもっているっていう神獣は？」

「あー、それは大丈夫。神獣は確かに存在するか存在したはずだ。神護の森にいまでもいるかどうかはわからないけどね」

「そっちはいるのか!?」

「なにせ神獣の中でも最高位の格を持つマザードラゴンが星竜連峰に実在しているんだからねぇ。うんうん、王様の混乱もわかるよ。この世界では存在するものと存在しないものとの境界が曖昧なんだ。それがまた真実を見えづらくさせている」

「……なんだか頭が痛くなってきた」

「大丈夫？」

　リーシアが心配そうに俺の肩にそっと手を添えた。その手に自分の手を重ねて「大丈夫だよ」と答えたんだけど……内心は全然大丈夫じゃなかった。

　俺はこの数分でこの世界のことがわからなくなった。

　魔法があって、でも精霊が存在するかどうかはわからなくて、それでもやっぱり神獣なんてものは存在する……もうなにがなんだかわからない。

　もっと存在するもの、存在しないものを集めて、それを全体的に見て初めてこの世界のことが朧気ながら見えてくるような、そんな感じのもののような気がしてきた。

「話を戻して、間違いの二つめだ。……まあ、これはすでに言ったも同然なんだけど『宝珠が映した光景や音声を届ける道具』って部分だね。さっきも言ったとおり、宝珠の〝放送機能〟は研究中に水と風の魔力を加えることで偶然発見したものなんだ。つまり、我々は宝珠を〝放送のためにしか使えていない〟ってことなのさ」

「なっ!?」

　それってつまり……宝珠は光景や音声を届けるだけの道具じゃないってことか？

「たとえば我々人類は水車を使って色々なことをしている。灌かん漑がいだけでなく小麦の脱穀や製粉、糸を紡いだりもしているね。だけど水車を初めて見た人が糸を紡いでいる様子を偶たま々たま見たとしたら、水車は糸を紡ぐ器械だと思うんじゃないかな？」

「なるほどね……」

　もっと多機能な例を出したほうがわかりやすいだろう。

　たとえばこの世界の人間が携帯電話を発見したとして、いじくり回しているうちに写真を撮る機能だけを偶然発見したとする。この世界の人は携帯をカメラだと思うだろう。俺たちが玉音放送の宝珠をテレビカメラのようなものだと思っているように……。

「それじゃあ……あの宝珠は一体なんなんだ？」

「ああ。それはハッキリしているよ」

　恐る恐る聞いた俺に、ジーニャはハッキリと言い切った。




「あれは俗に、【ダンジョンコア】と呼ばれているものさ」







　ダンジョンコア。

　迷宮の中に独自の生態系が維持されているダンジョンの最下層、最奥にあり、ダンジョンを維持するためのもっとも重要な物だと言われている。

　言われている、というのはこれも推論でしかないからだ。

　このダンジョンコアを破壊・停止させると、そのダンジョン内の環境（温度や湿度など）や生態系も崩れて『廃ダンジョン』となるそうだ。『廃ダンジョン』となってから外からやって来た野生生物などが住み着くことはあるものの、新たな魔物などは出現しなくなるため、このコアがダンジョンの中枢機能なのだろうと言われているそうだ。

　ちなみに、この世界の冒険者たちはダンジョン探索を生業としているけど、その最終目標はこのダンジョンコアを停止させてダンジョンを踏破することだそうだ。

　いま聞いたとおりダンジョンコアは玉音放送の宝珠として利用されるため、持ち帰れば国から莫ばく大だいな富と栄誉を授かることができる。

　ただし、ダンジョンは最下層、最奥に行くほど出現する魔物は強力になっていく傾向にあり、踏破されるのは大陸全体で見ても数年、或あるいは数十年に一度くらいらしい。

　だからディスやユノのような一般的な冒険者は、旅の商人や商隊を賊や獰どう猛もうな野生生物から護衛したり、ダンジョンや魔王領から来る魔物を駆除したりして生活している。たまにダンジョンに潜っても、倒した魔物の素材を売ったり、ときたま発見されるわけのわからない遺物を売る（宝箱なんて都合の良いものはない）のが主流だそうだ。

　話をダンジョンコアに戻そう。

　ダンジョンコアは機能停止させないかぎり、獰猛な魔物をどこからか生み出し続けてしまうらしく、いまだに停止させない状態で持ち帰られたことはないそうだ。無理矢理に持ち帰った結果、地上を魔物だらけにしてしまっては目も当てられないからな。

　つまり、ダンジョンコアは壊れた状態でしか研究できていないわけだ。

　さっきの例で言うなら、壊れた携帯電話のカメラ機能だけどうにか直して使っているような状態だ。ならば研究して他の機能を探せばいいと思うかもしれないけど……考えてみて欲しい。携帯電話は魔物をはき出さない。もしその携帯電話に周囲を吹き飛ばすような自爆機能が内蔵されているとわかっていたら、他の機能を探そうと思うだろうか？

　ダンジョンコアの研究が進んでいないのはそういった理由からだそうだ。

「もっとも、いまのこの世界の技術力では、停止したダンジョンコアを動かすことなんて不可能なんだけどね。どうやって動いてたのかさえわかっていないわけなんだし」

　ジーニャは肩をすくめると、カップの中に視線を落とした。

「このことに関しては魔法で説明をつけたくなる気持ちもわかるかな。未知とは恐怖だ。自分に認識できず説明のつかないものが存在することが怖いから、無理矢理にでも説明をつけて理解し把握しようとする。……いや、把握した気になる、かな？」

「だから魔法とか神秘の力ってことにしてしまう……か」

「そのとおり！　いや～、王様が理解がある人で助かるよ。これがもし宗教国家の『ルナリア正教皇国』とかだったら、こんなことを話しているボクは獄に繫つながれて、最悪、火あぶりにでもされていたかもしれない」

「火あぶりって……」

　大おお袈げ裟さなと思ったけど、ジーニャは至極真面目な顔で言った。

「この世界では、魔法は神や精霊の恩おん寵ちようだと考える傾向にある。その考えは信仰心が強ければ強いほど顕著になる。ましてやあの国は宗教国家だ。神や精霊は自国の権威そのもの。その神秘のヴェールを剝がすような研究を……研究者の存在を認めるわけがない」

「……そうかもしれないな」

　信仰の力が強すぎる国では、ときとして自然の摂理を解き明かした者が弾圧される。教義に反することを解き明かした者は異端として扱われ、最悪……殺される。ガリレオでさえ自説を曲げざるをえなかった。……バカらしい。

「この国をそんな風にはしないさ。俺がさせない」

「その言葉を聞けてとっても嬉うれしいよ」

　ジーニャはポンと膝を叩たたいて、ニッコリと笑った。

「そんなわけでボクらマクスウェル家の人間はね。この世界には『魔法とはまた別の理』があるんじゃないかと考え、研究を続けてきたんだ。ダンジョンコアはたしかに魔法の力で一部の機能が復活したけど、そのコア自身の生成過程を想像すると、どうしても工学的な、あるいは数学的なもののように思えるんだ。神秘の力ではなく、突き詰めていけばどこまでも機能的な真理が存在している気がしてならない。ボクらはその『べつの理』を便宜上、『超科オーバー・学サイエンス』と呼んでいる」

「オーバー・サイエンス……」

「略してオバサン」

「……その略し方はやめとけ」

「そしてボクら一族は自らを『超科オーバー・学サイエンス』を研究する者、『超科オーバー・サイ学者エンテイスト』と称している」

　そう言ってジーニャは「ふふん」とまったく膨らみの感じられない胸を反らした。

「ルドウィンからはマッド・サイエンティストって聞いてるけど？」

「そんな格好悪い呼び方はしないで欲しいなぁ」

「違いがわからない！」

　オーバーは格好良くて、マッドは格好悪いのか？……よくわからない理屈だ。するとジーニャは「さてと……」と言って立ち上がった。

「良き理解者になってくれそうな王様には、ぜひボクの発明品を見て欲しいね」

「ああ、そのつもりで来たんだ。ぜひとも見せて欲しい」

「了解。それじゃあとっておきのものを見てもらおうかな。外に来てくれるかい」

　ジーニャは席を立つと家から出て行った。見せたい発明品とやらは外にあるらしい。だとすると、最下層で見た覆いの中にあるのかもしれない。ルドウィンも「まったく……」と頭を搔かきながらジーニャについていったので家には俺とリーシアが残された。

「……なんというか、変わった人よね」

　リーシアが苦笑しながら言った。ジーニャのことを言っているのだろう。その意見には概おおむね同意するけど、俺は彼女にある種の期待感のようなものを持ち始めていた。

「だけど、彼女は俺たちが探し求めていた人材かもしれない」

　俺は腕組みをしながらいままで考えていたことを語って聞かせた。

「ヴァンで帝国軍の威容を見たとき、このままじゃダメだと思ったんだ。いままでは既にある物でなんとかしてきたけど、これからはまだ見ぬ物を生み出せるようにならないといけないってね。革新的な技術を生み出し、取り入れ、時代をさらに先へと進める。そうしなければこの国はいつまでたっても帝国と肩を並べることができない」

「……そうね」

「そして、時代を先に進める方法がようやく見つかった気がする」

「方法？」

　首を傾かしげるリーシアに俺は力強く頷うなずいた。

「人類の歴史の中では、ときとして時代を先取りした者が現れることがある。先見の明があり、固定概念を壊し、そいつの存在一つで歴史が変わりかねない者だ。……まあ、そういった存在は多くの場合、時代の流れの中で無視、あるいは淘とう汰たされるんだけどな」

　たとえば、『万能の天才』レオナルド・ダ・ヴィンチ。

　名画『モナ＝リザ』などの制作者として名高いダ・ヴィンチだけど、それ以外にも多くの発明品の設計図を残している。その中には戦車や潜水服やヘリコプターなんてものまであったという。その実現性はさておくとしても、これらの発明品が正しく研究されていればヨーロッパの歴史は劇的に変わったかも知れない。

　また彼はそんなトンデモ発明品以外にも、正確な人体の解剖図を残している。

　キリスト教の権威が強い時代に彼は死体を購入し、教会からは死者への冒ぼう瀆とくとして異端視されかねない行為なのに切り刻み、人類の身体からだの構造を知ろうとしていた。これらの解剖図が世に出ていれば医学を大いに発展させていただろうけど、教会の権威を怖おそれてこれら解剖図は長い間封印され、人類の医学史に貢献することができなかった。

「そういう人物は、後世では『生まれるのが早すぎた人物』として惜しまれる。だけどもし、時代の権力者が彼らを正しく認識し、保護し、重く用いたらどうだろう？　そして権力者だけでなく国民全体が彼らを認識できるように導くことができれば、時代を大きく進められるんじゃないだろうか？」

「それって時代を先取りした人たちに時代のほうをあわせるってこと？」

「そのとおり！　なんだけど、一発で理解されるとは思わなかったよ」

「だてに半年間もソーマと一緒に行動してないわよ」

　リーシアはそう言って笑ったけど、すぐに思案顔になった。

「でも、その理屈でいったら、ソーマこそが主導すべきなんじゃない？　ソーマのいた世界ってここよりもはるかに技術が進んでたんでしょ？」

「まあそう思うのもわかるんだけど……それはできないな」

「どうして？」

「俺のいた世界はこの世界の延長線上にはないからな」

　俺のいた世界には魔法なんてなかった。

　以前に魔法があるせいでこの世界の技術体系はバラバラだと感じていたけど、それがこの世界の進歩の仕方なのだ。玉音放送の宝珠など一部の技術ではすでに向こうの世界を凌りよう駕がしているものさえある。多分これからも、この世界は俺のいた世界とは異なる進歩の仕方をしていくのだろう。

「俺が中途半端に口を出すことによって、かえって発展を遅らせるおそれがある。だからこの世界の進歩はこの世界の人間が主体になって進めていくべきだと思う」

「……ソーマの考えはわかったわ」

　そうは言ったものの、リーシアの表情は言葉とは裏腹にぜんぜん納得がいってなさそうだった。むしろ怒っているような悲しんでいるような顔をしていた。

　どうしたんだろうと思っていると、リーシアは俺の手をギュッと摑つかんだ。

「ソーマの考えはわかったわ。でも受け入れられない部分もある」

「……どこが？」

「この世界の人間って部分よ！　ソーマもいまはこの国の人間でしょ！」

　リーシアは俺の手を引っ張ると自分の頰に当てた。

「貴方あなたをもとの世界から引き離す原因を作ったのは父上で、その娘である私が言うのは筋違いかもしれないけど……でもいまの言葉はなんだかとっても悲しくなった」

「あっ、その……ごめん」

「お願いだから、もう二度と、〝自分を私たちと分けないで〟」

　目にうっすらと涙を浮かべたリーシアがたまらなく愛らしく思えた。

「わかった……もう二度と言わないよ」

　俺は当てられているのとは逆の手で、リーシアのもう一方の頰に触れようとした。

『おーい、王様～。早くおいでよ～』

　そんなときに外からジーニャに呼ばれてしまった。二人だけの世界から急に引き戻されて、俺たちは恥ずかしいやらバツが悪いやらで顔を見合わせて苦笑した。







　ジーニャが案内したのは中くらいの仕切りの前だった。

　いや、この仕切りも見上げるくらいには大きいけど、それよりもなによりも、俺はこの空間の半分を占めているあの巨大な仕切りの方が気になっていた。高さも二十メートル以上はありそうなんだけど、あっちは見せてくれないのかな？

　そんなことを考えているとジーニャが両手を真上に掲げながら言った。

「出いでよ、ゴーレム」

　すると次の瞬間、地面が一部剝むき出しになっている場所から土が盛り上がり、やがて身長三メートルほどの二体の巨人の姿が出現した。そんな土の巨人がノシノシと歩き出す。

「ジーニャの魔法なのか？」

「うん。ボクの魔法は土からゴーレムを作り出し、操るというものなんだ。あまり細かな作業はできないけどパワーはあるからね。物の運搬なんかには重宝しているよ」

「土人形を操る……俺の能力に似てるな。闇系統なのか？」

「いいや。土系統だよ。土しか操れないからねぇ。人形みたいに操ることも重力操作の範はん疇ちゆうだろう。もっとも、四大属性とか光・闇なんてカテゴリーは人が理解しやすいように勝手に作ったものだし、そう厳格なものでもないとボクは考えているよ」

「もうなにを信じていいんだか……」

　ここに来てからというもの、世界観が揺らぎっぱなしだった。地球人から見れば未知の事象も、この世界の人間が当たり前だと言っているなら、それは当たり前なのだろうと思っていたのに、実は当たり前とは限らないと言われているのだ。無知の知ならぬ、未知の知。これからあらゆる事象を疑ってかかる必要があるのかもしれない。

「まあそんなことより、見て欲しい物はこれなんだ」

　ジーニャがそう言うと、ゴーレムたちが覆っていた仕切りを取り外した。

　中から出てきたものを見て、俺もリーシアもそのあまりの〝わけわからなさ〟に固まってしまった。目の前に現れたのは、二階建ての建物くらいの大きさがありそうな物体だった。その形状をもっともわかりやすく表現するならば、

「バカでっかいダ○ソンの扇風機？」

「ん？　なんだい、それは？」

「あ、いや……こっちの話だ」

　いやでも、たしかに巨大なダイ○ンの扇風機にしか見えなかった。

　シルエットにすれば胴の部分の短いこけしだけど、頭の部分は輪っか状になっている。一見しただけでは使い道がわからず、なにかのオブジェにしか見えないところもそっくりだった。床との設置部分だけやたら厳重そうに固定しているのが気になるけど……。

　俺はジーニャに尋ねた。

「これは一体……」

「『ススムくん・マークⅤフアイブ』だよ」

　名前ダサっ！……って、マークⅤ!?

「じゃあこんなのがあと四つもあるのか!?」

「そこっ!?　これを見て注目するところはそこなの!?」

　驚く俺たちを見て、ジーニャは良い反応だとにこやかに笑っていた。

「いやあ吹っ飛んだり爆発したりで、マークⅣまではお亡くなりになったよ」

「そんなに危ない代物なのか!?」

「マークⅤは大丈夫さ。これは……完成品だ」

　そう言うとジーニャはこの『ススムくん・マークⅤ』の説明を始めた。

「知っているとは思うけど、この世界の大型船は帆による風力か、大型の海竜シードラゴン類に曳ひかせることによって動いているよね？　この『ススムくん・マークⅤ』はその大型海竜シードラゴン類に代わるものなのさ。船底に取り付ければこれ一基でも大型海竜シードラゴン類に匹敵する力で船を進ませることができる」

「……っ！　推進装置ってことか！」

　スクリューとかモーターみたいな。俺がそう言うと、ジーニャは笑みを浮かべながら『ススムくん・マークⅤ』の胴体部分にポンと手を置いた。

「この機械はね、輪っかの前の空間にあるものを吸い込み、後ろの空間に向かってはき出すことができるんだ。海中で動かせば、海水を吸い込んで後ろにはき出すことができるのさ。その水圧が、鉄の軍船が動かせるほどの推進力になる」

　つまりあの真ん中のなにもない空間に見えないスクリューがあるような感じか。

「ん？　前の空間にあるものを吸い込むなら、いまこの状態で使えばどうなるんだ？」

「鋭いね。陸上では空気を吸い込み、空気をはき出すことができる。実験してみようか」

　そう言うと、ジーニャはゴーレムたちに命じてでっかい布地を用意した。

　そしてそれを俺たちから二十メートルほど離れた位置で、映画のスクリーンを張るように二体のゴーレムに持たせて立たせた。

「さてお立ち合い。『ススムくん・マークⅤ』はボクらのいる側から空気を吸い込み、あっち側に向かってはき出す。その威力をとくと御覧いただこうか」

「あっジーニャ、ちょっと待っ……」

　ルドウィンが慌てた様子で止めようとしたけど、ジーニャは構わず「ポチッとな♪」と、なにかスイッチのようなものを入れた。次の瞬間、




　ボワアアアアア―――ッ!!




　と、大きな音が鳴り、不意に起こった突風で、〝俺たちは〟吹っ飛ばされた。

「うおっ!?（俺）」

「きゃっ！（リーシア）」

「ウボァー!!（ジーニャ）」

「またかああああ！（ルドウィン）」

　いきなり起こった強風に煽あおられて、俺たちは壁に背中を打ち付けることになった。

　というか……こ、この風は凄すごすぎる！　風圧で壁に引っ付けられた身体がまったく動かせない。リーシアやジーニャも同じような状況だった。

　ルドウィンが四苦八苦しながらも匍ほ匐ふく前進で機械に近づき、同じスイッチを押して機械を止めるまで、俺たちは昆虫標本みたいに壁に貼り付けられていた。ようやく風から解放されたあとで、ジーニャは「アハハ……」と乾いた笑いを浮かべていた。

「いやあ、ごめんごめん。前と後ろとを間違えていたみたいだ。極限まで無駄を省いたフォルムにしちゃったせいで、機械の前後がわかりづらいのが欠点でねぇ」

「わかってるんなら対策くらいたてとけよ……」

「だからごめんって王様。ともかく、この『ススムくん・マークⅤ』のパワーはわかってもらえたんじゃないかな？」

「……文字通り、身をもってな」

　皮肉を込めてそう言ったけど、たしかに凄い装置だった。

　しっかりと床に固定されていなかったら装置自体がぶっ飛んでいたかもしれない……あ、だからマークⅣまでは爆発したり、吹っ飛んだりだったのか。妙なところで納得していると、ジーニャはノリノリでこの装置の仕組みについて語り出した。

「この輪っかの部分には特殊な金属と、エネルギーを受け流す付与術式を改造したものが刻まれているんだ。この付与術式はもともと、帝国の魔装甲兵団で使われている『魔法を打ち消す術式』の失敗作がもとになっていてね。

　本来は『魔法を受け流す術式』なんだけど、受け流すだけで受け止められないから魔装甲兵団はいいとしても、後陣に被害が出るので研究が打ち切られたという曰いわく付きのものさ。ボクはその失敗作の術式に注目したんだ。

　魔法を受け流すということは、きっと魔素の働きに干渉しているんじゃないかと思ったんだ。そして魔素は大気にも水にも含まれているという。ならばそこに方向性を持たせれば、それを吸い込みはき出すものを作れるんじゃないか、そのはき出す威力を圧縮できれば推進装置が作れるんじゃないか……とまあ、そう考えたんだ。

　大気や水に含まれる魔素を動かすことは、大気や水自体を動かすのとほぼ同義だからね。そして円状にした金属にその術式を改造して組み込むことによって、エネルギーを送れば魔素を取り込んではき出すこの『ススムくん・マークⅤ』を完成させたわけだ」

「………」

　ジーニャは立て板に水で解説していたけど、付与魔法の話になった時点で俺には真偽の判別ができないことがわかった。まあ実験でジーニャの言ったとおりの事象が起こったのだから、彼女の言っていることは正しいのだろう……多分。

「リーシアは理解できた？」

「ちっともまったくこれっぽっちも」

　どうやらこの世界の人間にとっても難解だったようだ。ジーニャは俺たちがまったくついていけてないことに気付くと、苦笑いを浮かべながら肩をすくめた。

「まあさっきも言ったとおり、これ一基で大型海竜シードラゴン類一頭分の働きができると理解してくれればそれでいいさ」

「でも、だったらこんなものは必要ないんじゃないかい？」

　そう尋ねたのはさっきまで頭を抱えていたルドウィンだった。

「そもそも、これ一基を作るのにかなりの資金がつぎ込まれているのだろう？」

「うん……まあ、海竜シードラゴン類十頭を十年間維持するくらいは軽く……」

「それで一頭分の仕事しかしないなら大損なんじゃないかい？　それに、海竜シードラゴン類と違って小回りが利かなそうだし」

「な、なにを言っているのルゥ兄！　この発明がもたらすものがわからないのかい!?」

「もたらすもの？」

　ルドウィンは首を傾かしげたけど、このことに関しては俺もジーニャに同意だった。

「たしかにこれは凄い発明だよ。ルドウィン」

「へ、陛下もですか？」

「考えてもみてくれ、これ一基で海竜シードラゴン類一頭分の働きができるなら、単純計算で十基集めれば十頭分の働きができるってことだろう？」

「？　そうですね……」

　意図がわかってなさそうなルドウィンに、俺は嚙かんで含めるように言った。

「じゃあ実際に海竜シードラゴン類を十頭繫つなぐことはできるのか？　戦艦アルベルトの二頭立てでさえかなり珍しいって話じゃなかったか？」

「それは……そうですね。たしかに十頭繫いでも、全部に同じ命令を聞かせることなど不可能です。世界的にもせいぜい三頭が限界でしょうか」

「つまり使用法を船に限定したとしても、この装置はいまよりもさらに巨大な船を動かすことができるってことだ。たとえばそうだな……この装置を五基設置した貨物運搬船をつくってみろ。物流に革命がおこるぞ」

　一度に多くの物資を海上輸送できるわけだからな。アミドニアを併合したいまでも、この国の国境線の半分以上は海に面している。物流の拠点となる新都市建設も大詰めを迎えているし、海上輸送能力を強化できる意味合いは大きい。

「な、なるほど……」

　ルドウィンにもこの発明品の凄さが伝わったようだ。俺はジーニャに尋ねた。

「さっきエネルギーを送ればって言ってたよな？　動力源はなんなんだ？」

　この世界に来てからは電気はおろか蒸気機関さえ見たことがないからな。こんな機械的な物を動かせるエネルギーというと、やっぱり魔力とかなんだろうか。

「それはね王様、これを内蔵してあるんだよ」

　そう言うと、ジーニャは白衣のポケットからなにか塊のような物を取りだし、俺に手渡してきた。手の平サイズだけど見た目よりはやや重く感じる（オモリを持ったときみたいな感じだ）真っ黒なキューブ状の結晶体だった。

「これは？」

「俗に『呪カース鉱こう石せき』と呼ばれている物の結晶体さ」

「呪カース鉱こう石せきですって!?」

　呪カース鉱こう石せきと聞いて一際強い反応を示したのはリーシアだった。

「知っているのか、リーシア!?」

「なによその言い方……この世界では鉱石の採掘にも魔法を使っているの。水の魔法で鉱山を掘り進んだり、土の魔法で坑道を固めたり、風の魔法で空気を送り込んだり、火の魔法で金属を溶かしたりね。だけど、この呪カース鉱こう石せきの鉱脈が近くにあるとなぜか魔法が使えなくなるのよ。しかも、それでも無理に使おうとすると……」

　握った手をパッと開くジェスチャー付きでリーシアは「ボカンッ」と言った。

「爆発!?　鉱山内で爆発ってやばいんじゃないのか？」

「採掘師泣かせよね。鉱山を掘り進めていって、この鉱石にぶち当たったらもうそれ以上は掘れないってことだもの。この世界では魔法は神様や精霊の祝福のように考えられているから、それを使えなくしてしまうこの鉱石は神や精霊の祝福を受けられない〝呪われた石〟である……つまり『呪カース鉱こう石せき』と呼ばれているわけ。やっかいなことに、エルフリーデン王国の地下からは良く採れるのよね」

　リーシアは自嘲気味にそう言った。エルフリーデン王国はもともと鉱物資源に乏しい国だ。起伏に乏しい地形のために鉄などはそれなりに採れるけど、金など他の希少金属はあまり採れないようだ。加えて呪カース鉱こう石せきまで大量に埋まっているとなると採掘自体がしづらいことになる。まだまだ知らないことが沢山あるなぁ……とそんなことを考えていると、ジーニャが不敵な笑みを浮かべていた。

「呪われた鉱石？　バカなことを言っちゃいけないよ、お姫様。むしろ、この鉱石が地下に沢山埋まっているこの国は神に祝福されていると言っても良い！」

　ジーニャは大仰なリアクションでそんなことを言い出した。

「神秘のヴェールを通して見るから呪いなんて荒唐無稽な話になるんだ。呪カース鉱こう石せきは魔法を使えなくしているんじゃない。そのエネルギーを吸収しているんだ。考えてもみてくれ。呪カース鉱こう石せきの近くでは魔法が使えなくなり、それでも使おうとすると爆発するというのなら、その爆発エネルギーはどこから来るんだい？　魔法のエネルギーを吸収しているからこそ、その許容範囲を超えたとき爆発するんだと考えた方が自然じゃないかい？」

　えっと……つまり呪カース鉱こう石せきは充電池みたいなもので、魔法のエネルギーを吸収していたってことか。そして過充電になりすぎると爆発する、と。……なんだろう、この焦燥感は。俺たちはいま、とんでもないものを目の当たりにしているんじゃないだろうか。それこそ、世界の有り様を一新させかねないほどのものを。

　そしてジーニャはとんでもないことを言い出した。

「そしてボクは、魔法のエネルギーを吸収した呪カース鉱こう石せきから吸収したエネルギーを取り出すことに成功したんだ。そして、この装置の動力源として利用している」

「なっ!?」

　その一言に背筋が凍った。それが本当なら、本当に充電池みたいじゃないか！

　まだいろいろと理解は追いついていないけど、それでも呪カース鉱こう石せきとその秘密を解明したジーニャという存在のとんでもなさはわかる。電気はおろか蒸気機関さえないこの世界で、〝エネルギーを溜める〟という技術を他国に先駆けて獲得できれば、この国は大きく飛躍するだろう。それこそ〝帝国超えさえ夢じゃないほど〟に。

　そして、それと同時にこの技術の危うさにも思い至った。

　まず呪カース鉱こう石せきにまつわる迷信。神の祝福を受けられない呪われた鉱石を研究していることが知られれば、迷信がはびこるこの世界の人々に疑念を抱かれるかもしれない。

　国内だけだったら今後の国民の啓けい蒙もう次第ではなんとかなるかもしれないけれど、たとえばルナリア正教皇国のような宗教国家は確実に敵に回るだろう。教義によって治めている国にとって、教義を崩されることは（たとえそれが迷信の類であろうと）統治能力の低下を意味する。絶対に認めないはずだ。

　また信仰心の強くない国もこんな技術を持っていると知れば、確実に「寄よ越こせ」と言ってくるはずだ。リーシアの話では呪カース鉱こう石せき自体もこの国にはかなり埋まっているらしい。下手すれば周辺国全てが資源戦争を仕掛けてくるかもしれない。

　帝国とは秘密同盟を結べそうだし、アミドニアの脅威をやっと取り払ったとはいえ、そんな事態になればこの国は消し飛ぶだろう。この技術はこの国を大陸一の国家にできる可能性を秘めていると同時に、この国を滅ぼしかねない危険性を秘めているのだ。

「どうするんだ、これ……」

「ちょ、ちょっとソーマ!?　どうしたのよ!?」

　よろめいたところをリーシアに支えられた。

「……ごめん。ハイリスク、ハイリターンな想像に気分が悪くなったんだ」

「想像？」

　俺はいました想像をリーシアたちにも話して聞かせた。話を聞いていくうちにリーシアとルドウィンの顔が青ざめた。俺の話に俺と同じような恐怖を感じたのだろう。

　ただ、ジーニャだけはどこ吹く風といった感じだった。

「なにをそんな心配しているんだい。他国に狙われる前に徹底的に研究して、他国が口出しできないくらい強くなってしまえばいいんじゃないかい？」

「……楽天的すぎるけど、それしか道はないか。だけど、この件に関しては極秘裏に進める必要があるな……」

　そうなると問題になってくるのはジーニャの身柄だ。

　いまや彼女はこの国にとってトモエちゃん並みの重要人物だ。

　万が一にでも他国に出奔されたり誘拐されるわけにはいかないし、国内においても信頼できる人材に預けておきたい。本人は研究一筋っぽいけど二十代前半という女盛り。

　彼女の重要性に気付いた貴族が言い寄る事態も避けたい。

　―――となると、だ。

　俺はリーシアを手招きすると、その耳元でいま考えていることを伝えた。そしてリーシアから意見をもらったあとで、訝いぶかしげな顔をしたイケメン近この衛え騎士団長を見た。

「……なあ、ルドウィン」

「はい？　なんでしょう、陛下」

「お前、ジーニャのこと好きか？」

　俺がそう尋ねると、ルドウィンはあからさまに動揺しだした。

「い、いきなりなにを言い出すのですか！　陛下！」

「大事な話だ。お前がジーニャをどう思っているか……そして、ジーニャがお前をどう思っているかで、これからの対応を考えなくてはならないからな」

　焦るルドウィンに俺は大まじめに答えた。

　ジーニャはいまやこの国の重要人物だ。できるならば信頼できる人間のもとに嫁いでもらい、この国に深く根を張って欲しい。だから……ルドウィンにその覚悟があるなら良いけど、ないなら別の案を考えなくてはいけない。

　ちなみにこの提案をする直前に、俺とリーシアの間で、

（「なぁリーシア。ジーニャをルドウィンに娶めとらせたいと考えているんだけど、同じ女性としてジーニャはルドウィンに好意を抱いていると思う？」）

（「……六割ぐらいね。多分、好いているとは思うわ」）

（「ハッキリしないな。なんでそんな微妙な数字なんだ？」）

（「女の子はわかりにくいのよ。でも、そんなこと気にしなくてもいいんじゃない？　ジーニャさんだって貴族の娘よ。王命で嫁げと言われたら嫌とは言わないでしょ」）

（「かもしれないけど……そういう強引な手法はできるかぎり使いたくない」）

（「……そうね。じゃあ、ソーマから見たルドウィン殿のほうはどうなの？」）

（「そりゃあ九割九分好きだろうさ」）

（「ずいぶんとハッキリ言い切るのね？」）

（「……男はその点わかりやすいんだよ」）

　……という小声でのやりとりがあったことは内緒だ。ルドウィンも俺の本気さに気付いたのか口を引き結んでいた。どう答えるべきか迷っているのだろう。すると、もう一方の当事者であるジーニャが小首を傾げた。

「ボクがルゥ兄のお嫁さんになるのかい？」

　当事者とは思えないほど、のんびりとした口調だった。

「ジーニャは、ルドウィンに嫁ぐのは嫌かい？」

「ううん。嫌じゃないよ」

　拍子抜けするぐらい呆あつ気けなくジーニャは言い切った。

「ボクだって女だからね。いつかは誰かと一緒になりたいとは思ってたし、その相手はできればルゥ兄がいいなぁとも思ってた。もっとも、女性に人気のルゥ兄だから、誰か正妻を娶ったあとで第三夫人ぐらいにしてくれればいいと思ってたけど」

　ジーニャのそんな告白に俺もルドウィンも目を丸くしていたけど、リーシアだけは共感できる部分でもあるのかしきりに頷うなずいていた。

　しばらくして我に返ったルドウィンは、苦く悶もんの表情を浮かべながら、「陛下。お言葉を返すご無礼、お許しください」と前置きしてから反論した。

「いくらジーニャがこの国に留め置きたい人材であるからといって、いきなり婚姻で縛るようなことをなさるのは……」

「それを俺たちに向かって言うのか？」

　前国王のアルベルト殿は俺をこの国の王にするために娘のリーシアをあてがった。逆にリーシアから見れば俺をこの国の王に留とどめるために嫁がされる形になった。そんな歪いびつな形で始まった俺たちの関係だけど、艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えたいまはもう絶対に切り離されたくない繫がりになっている。俺はルドウィンの肩をポンと叩たたいた。

「経験者としての意見だけど、はじまりがどうだったかなんて大した問題じゃないよ。そこからどういう時間を一緒に積み重ねてきたかが大事なんじゃないか？　ましてや、ルドウィンたちには幼おさな馴な染じみとして積み重ねてきた時間があるんだろう？」

「陛下……」

「もっと背中を押してやろうか？　もしジーニャとの婚姻が成立したらマクスウェル・アークス家を名乗るといい。それならマクスウェル家の名跡も残るだろう。それに結婚資金は全額王家がもとう。……それと、これからかかるジーニャの研究費の九割は国が出してやる。もうアークス家のみで負担する必要はない」

「そ、それは大変嬉うれしいお申し出なのですが……一割は自己負担なんですか？」

「……少しは身銭を切らせないと本当に際限なく使い込みそうだからな」

　いくら有用な発明品だったとしても、いきなり国の財政が傾くような物を作られてはたまらない。俺が冷ややかな視線を送るとジーニャはそっぽを向いて口笛を吹くマネをしていた。その様子を見て、ルドウィンは「なるほど……」と苦笑していた。

「私に手綱を握れと」

「もしくは自己負担額を大きくできるように馬車馬になれってことだろ」

「……そっちの方になりそうで怖いですね」

「さあ、ルドウィン。ジーニャの次はお前の番じゃないか？」

「……は、はい！」

　ルドウィンはジーニャと向き合った。

　ルドウィンは真っ赤になっていたけど、ジーニャの頰も心なしか紅あかくなっている。

　二人並べばルドウィンの方がはるかに高身長なのに、緊張でガチガチになっているためか同じくらいに見えた。あんなに緊張していて大丈夫かと思っていたけど、そこは数万の軍勢を率いたこともあるイケメン近衛騎士団長。ハラが据わるのも早かった。

「ジーニャ。私のお嫁さんになってくれるかい？」

「……ルゥ兄こそいいのかい？　ボクは貴族の奥様ってガラじゃないよ？」

「知っているよ。それでも、ずっとそばにいてほしい」

「物好きだねぇ……でも、うん。わかった。これからよろしく、旦那様」

　そして二人はなぜか握手していた。そこは抱き合う場面じゃないだろうか、とも思ったけど……まあ、こっちの方がこの二人らしいかもな。幸せそうだし、余計な口をはさむこともないだろう。この一件が穏便に片付いてよかった。

「ふぅ……これで八方丸くおさまりそうかな？」

「……いえ、陛下。まだです」

　俺が気を抜こうとした瞬間、ルドウィンが苦渋に満ちた顔でそう言った。先程までは幸せそうだったのに、この一瞬の間になにがあったんだろう？

「私もいままで忘れていたのですが……今日、ここに来た目的をお忘れですか？」

　ルドウィンは苦渋の表情のままそう言った。あー……そういえばそうだったな。すっかり忘れていたけど、俺たちはここに発明品を見に来たわけじゃない。

　するとルドウィンがジーニャの頭にゴチンッとゲンコツを落とした。

「痛っ!?……ルゥ兄、婚約早々家庭内暴力はいただけないよ」

「バカ！　いいから、私と一緒に陛下にお詫わびするんだ！」

　そう言うとルドウィンは、ジーニャの頭を引っ摑つかんで床に付けさせ、自身も額を床にこすり付けるようにして頭を下げた。形は少々異なるがこの国式のＷ土下座だった。ルドウィンがジーニャの頭を押さえつけながら、謝罪の言葉を口にした。

「この度は私の……婚約者が、とんでもないことをしでかしまして……」

「ちょ、痛いってばルゥ兄。髪の毛抜けちゃう」

「ジーニャは黙って！　この度の件、ひらに、ひらにご容赦いただきたく」

　いや、そんな全力で謝られても……こっちはそこまで気にしてないんだけどなぁ。

「ルドウィンもジーニャも頭を上げろ。別段、咎とがめ立てしようとは思っていない」

「陛下……ありがとうございます！」

「あー、でも気にはなってるかな。なあ、ジーニャ？」

　俺は腰を落とすと、ジーニャと真っ直すぐ向き合って尋ねた。

「どうしてドラゴンの骨なんて持っていったんだ？」







　凡およそ半年前のことだけど憶おぼえているだろうか。

　主要都市の上下水道を整備する一環として王都パルナムの近くに沈殿池用の穴を掘ったとき、魔物などの骨がゴロゴロと出てきたことがあったのだけど、その中にあった巨大なドラゴンの骨が丸ごと行方不明になっていたことを。

　恨みを持って死んだドラゴンはスカルドラゴン化することがあるというから、一時はそのせいではないかと心配されたけど、その場合、スカルドラゴンは障気をまき散らすはずなのでパルナムが平穏無事である以上その可能性は低いとされた。

　次に疑われたのが何者かによる窃盗だったけど、窃盗だとするとその理由がわからなかった。魔力が残っている状態なら魔術の触媒や装備品の材料なんかに使えるものの、その骨は魔力が抜けきっていてその価値がなかったそうだ。そもそも使い道がないから博物館にでも展示しようかと思って保管していたわけだしな。

　だから結局、好事家が持ち去ったのではないかと言われていた。

　妙な事件ではあるものの、それが大事件に繫つながるとは思えなかったので、次第に記憶からも消えていた……はずだったのだけど、つい先日、その真相がひょんなことから明らかになった。ルドウィンの仕事書類の中に一枚の紙が紛れ込んでいたのだ。そこには、

『ルゥ兄へ　ドラゴンの骨もらってくから手続きヨロ　ジーニャ』

　……といったことが簡潔に書かれていたらしい。

　そう。ドラゴンの骨を持っていったのはジーニャだったのだ。

　ゴーレムを使って運び出させたらしい。報告に紙切れ一枚、しかも返事も待たずに持って行ってしまうところがジーニャらしいと言うかなんと言うか。その紙はちょうどゴタゴタしていた時期だったために、他の書類に紛れてしまっていたのだ。

　先日、その紙がついに発見されて、幼馴染みの犯行を知ったルドウィンは俺に平謝りしたというわけだ。そして今日、骨の所在を確認しに、ともにジーニャのダンジョン工房まで足を運んだのだった。

　そして俺たちは、ついに消えた骨と対面したのだけど……。

「「　なあっ!?　」」

　骨は変わり果てた姿……というか様変わりしていた。

　骨の所在を問われたジーニャが案内したのは、この大空間の半分を占めていた天幕の中だった。中へと入り、目に飛び込んできたのはメタリックなボディが輝く巨大でメカメカしいドラゴンだった。まさに『機メ械カのドラゴン』とでも呼ぶべきそれを見た瞬間、俺の頭の中には『ゴジラＶＳメカゴジラ』のあの重低音なメインテーマが流れた。

　いや、あそこまで巨大ではないし、高さもせいぜい二十メートルくらいだけど、そのフォルムはあまりに現実離れしていた。

　呆気にとられている俺たちを尻目にジーニャは自信満々に説明をはじめた。

「この子の名前は『メカドラ』だよ。本物のドラゴンの骨格の上に、野生生物や魔物の素材やら装甲やらを取り付けて、ダンジョンから発見された謎部品やらを組み合わせて肉付けした機械仕掛けのドラゴンさ♪」
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　ジーニャは楽しそうに語っているけど……なんだろう。魔物の素材やダンジョンの謎部品ってところから嫌な感じしかしない。リーシアも開いた口が塞がらなくなっているし、ルドウィンにいたっては卒倒しそうになっている。俺はジーニャに尋ねた。

「……これ、暴走したりしないよな？」

「あはは。暴走なんてするわけないよ」

　するとジーニャは、メカドラに近づき、その足下にポンと触れた。

「そもそもこれ、動かないし」

「え、そうなのか？」

「当たり前だよ。外枠の完成度は高いと思うんだけど、肝心の各部を動かす命令を送る仕組みがないからね。これじゃあ……ただの案か山か子しだね」

　お前は「ヤローブッコロシテヤル！」の人か……という、絶対に伝わらないツッコミはさておくにしてもだ。なるほど、機械のドラゴン自体は作ったものの、それを動かすプログラムや、それを伝達する回路のようなものはないってことか。

　なんでも生物の関節の動きを研究するために実験的に製作した物で、最初から動かすことは考えていなかったのだそうだ。いやまあ、この世界の科学レベルからすれば当たり前の話なんだけど、ジーニャを見てるとそこらへんが麻ま痺ひしてくるな。

　ジーニャはメカドラの足の爪パーツを片手で上下させていた。

「ホラ、こんなふうに動き自体はなめらかなんだよ。全く力が無くても動かせるからね」

「ああ、凄すごいよ。凄いけどもさ。なんてもんを作ってくれたんだよ……」

　俺は頭を抱えた。これはさすがに星竜連峰から怒られるんじゃないだろうか。

　たとえば人間なら、古代人の骨を博物館に展示するくらいはする。

　だけどさすがに機械の中に埋め込むとなると、嫌悪感を持つ人も出てくるだろう。死者を冒ぼう瀆とくしているととられかねないわけだし。同胞の骨がこんなことになっていると知られたら、下手したら竜ドラゴンたちが攻めてくるんじゃないだろうか。

　……帰ったら星竜連峰に謝罪の書簡を送ろう。そして返答次第では解体して、埋葬するなり送り返すなりしよう。そう心に誓っていると、

『これじゃあ……ただの案山子だね』

　……という、ジーニャの言葉を思い出した。

（案山子……田畑をまもるために立てられる人形……人形!?　まさか……）

　俺はメカドラの足先に触れてみた。そして【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で、意識の一つをこのメカドラに移してみる。すると、ゴゴゴゴゴゴゴ……と金属のきしむ音を響かせながらメカドラが動きだした。うわっ、操れちゃったよ!?

「ちょっと王様!?　なにかしたのかい!?」

　これにはさすがのジーニャも驚いている様子だった。

　俺は両腕を広げて映画に出てくる怪獣の真ま似ねをしたり、ラジオ体操をやりだしたメカドラを見ながらさらに頭を抱えることになった。ホントにどうするんだよこれ。鉄製の竜ドラゴンを動かす技術があるっていうのは他国にとっては脅威なんじゃないだろうか。

「でも、機械仕掛けの竜ドラゴンを動かせたとして戦力になるの？」

　リーシアにそう尋ねられて俺はハッとなった。言われてみればただ動くだけの鉄の竜ドラゴンなんて戦力にはならないだろう。こんなでかい図ずう体たいをしていたらいい的まとだ。飛竜ワイバーン騎兵隊の空爆や『竜の息吹ドラゴンブレス』の集中砲火を受けてすぐに爆発四散することだろう。

「このメカドラには武装はあるのか？」

「あるわけないよ。動かすことすら考慮に入れていないものにわざわざ武装を施すほど、ボクも酔狂じゃないからね」

「どの口が言うんだか……」

　そうなると本当に使い道がないな。せいぜいが『お台場○ンダム』みたいに展示して客寄せに使うぐらいしか思いつかない。他国から警戒されかねない代物なのにまったくの役立たずって最悪じゃないか。無用の長物にもほどがある。

　結論としてメカドラに関しては我が国の超極秘事項として扱い、星竜連峰の返答を待つまで厳重に封印されることになった。日の目を見る日は来るのだろうか。

　そしてそんな厄介なものを製作したジーニャはというと、新たに王都近くに建設した専用の研究所へと移り、今日も研究開発にいそしんでいる。国からも研究資金が支給されることになってからというもの、その働きにさらに拍車がかかっているようだ。

　……今度、ルドウィンには胃薬を贈ろうと思う。
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　―――大陸暦一五四六年十一月下旬・王都パルナム




　アミドニアとの戦争終結から一ヶ月近くが経たとうとしていた頃。

　そろそろ本格的な冬の到来を感じ始めたこの日、玉音放送の宝珠が設置された部屋で俺はいま、とある人物が映し出されている簡易受信機と向かい合っていた。

　向かい合うのは一人の女性。均整のとれたボディラインを純白のドレスで包んだ、ゆるフワにウェーブがかかった金色の髪が美しい女性だった。

　彼女の妹とは顔見知りだったけど、その妹とも大分印象が異なっている。顔の輪郭は似ているものの、パチクリと大きな目に女の子らしさが残っていて、彼女のほうが年下に見えてしまう。たしか俺よりも一つ年上という話だったとは思うけど。

　ともかく、とても美しい人だ。リーシア、アイーシャ、ジュナさんというそれぞれタイプの違う美人に囲まれて相当に目が肥えたと思っていたのだけど、それでもこの人は一目見て美しいと思ってしまった。その美人さんが口を開いた。

『はじめましてソーマ殿。マリア・ユーフォリアです』

　彼女は帝国の聖女ことグラン・ケイオス帝国女皇マリア・ユーフォリアだった。

「はじめましてマリア殿。ソーマ・カズヤです」

　東と西の大国のトップが初の顔合わせを行っている。本来ならば握手の一つでも交わすべき場面なんだろうけど、玉音放送の画面越しではそれも不可能だった。

「こうしてお会いできて嬉うれしいです。マリア殿。貴女あなたとはいつかゆっくりと話してみたいと思っていましたから」

『私もです。ソーマ殿の手腕は帝国にも鳴り響いておりますわ』

「私の手腕などでは……部下が優秀で助かっています」

『ご謙遜を。良臣は名君の下に集まる物です』

　しばらくはそんな社交辞令が続いた。

　とりとめもないことを話しながらも俺はマリアの様子を探っていた。しかしニコニコ笑顔で話す姿は純じゆん真しん無む垢くな少女そのもので、こうやって彼女を見定めようとしている自分が後ろめたくなるくらい眩まぶしかった。だけど同時にこうも思う。

　純真無垢なだけの少女には広大な帝国を治めることなどできないだろうと。

『ところでソーマ殿？』

「なんでしょうか？」

『ここ一ヶ月のアミドニアの件はどういうお考えなのでしょうか？』

　マリアが僅かに目を細めながら言った。ただそれだけで彼女の纏まとっている雰囲気が変わった気がした。口元は微笑ほほえんでいるように見えるのに怒っているように見える。……それも仕方のないことだろう。今回の一件は帝国から見れば裏切りに近いからな。
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『ジャンヌから交渉結果の説明を受けたとき、東に頼もしき盟友ができたと喜んでいたのですが、それは私の勘違いだったのでしょうか？』

「……いいえ。こちらはいまでも帝国の盟友のつもりです。言い訳に聞こえるかも知れませんが、此こ度たびの結果はこちらにしても想定外の事態でした」

『王国の仕組んだことでは無かったと？』

「僅かな企てがあったことは否定しません。ですがここまでの結果はこちらとしても望んでいませんでした。正直なところ頭が痛い状態が続いています」

　頭を搔かきながらそう言うと、ひとまずマリアの怒気は収まったようだった。

『……詳しく説明していただけるのですよね？』

「それはもちろん。公国を監視させていた諜ちよう報ほう部隊の報告によると……」




　◇　◇　◇




　話は一ヶ月前、アミドニアにヴァンが返還された頃に遡る。

　ユリウスはグラン・ケイオス帝国の威光を借りる形で首都ヴァン及びその周辺領土を取り戻し、ガイウス八世の跡を継いだアミドニア公王としてヴァンへと帰還した。

　新たに公王となったユリウスに彼の直臣たちがまず献策したのは、ヴァンに残るエルフリーデン王国の影響を排除することだった。

「いまのヴァンの風紀の緩さには目に余るものがあります」

「然さ様よう。ガイウス様の生きておられた頃の質実剛健な空気こそが、このアミドニア公国にもっとも相応ふさわしきものでしょう。取り締まりを強化なさるべきです」

「手始めに玉音放送の広場にある掘っ建て小屋を解体なさってはどうでしょう」

「………」

　かつての姿を取り戻すよう詰め寄る直臣たちの言葉を、ユリウスは瞑めい目もくしながら聞いていた。そんなユリウスの脳裏にはいま、あの男の言葉が浮かんでいた。

『圧政に喘あえぐ民が果たして屋根や壁をカラフルにしようと思うだろうか？』

　それはあの日のソーマ・カズヤの言葉だった。

『支配者が圧政を敷いていれば、国民は支配者の目を気にして目立たないように行動するだろう。派手なことをして目を付けられたら、自分たちにどんな災難が降りかかるかわからないからな。だから圧政を敷かれている民衆ほど不満を口にせず、気持ちを態度に出さず、本音を心の奥底へとしまい込むものだ』

（なぜ……いまこのときにヤツの言葉を思い出すのだ……）

　憎き相手の言葉がユリウスの胸を刺していた。

『然しかるに、貴殿らがヴァンにいたとき街の色はどんなだった？』

（うるさい！　お前に言われるまでもなく我ら公王家は国民のことを思って……）

『本当にそうか？』

（っ!?）

　いまの声はソーマではなかった。この声はそう、自分の声だ。

（……そういうことか）

　なんてことはない。脳裏にソーマの声を聞いていたのではなく、ソーマの言葉をユリウスは〝自問自答していただけ〟だったのだ。自分の選択が本当に正しいのかどうかを。

　ユリウスはつい先日まで公太子であり、国の重要な決定はつねにガイウス八世が決断していた。ユリウスにしてみればガイウスの決定に従っていればよかったのだ。

　しかし、いま公王の座はユリウスのものとなり、国の命運を分けるような決断を自ら下さなくてはならなくなった。そうなったとき、ユリウスは初めて父ガイウスという頸くび木きから解放されて多角的な情報を求めるようになった。

　ユリウスは武力を重視する思想こそガイウスと共通しているが、彼のような直情型な性格ではなく、もっと思慮深く怜れい悧りな人間だった。様々な状況を判断した上で決断を下す、その点ではガイウスよりも妹のロロアとよく似たタイプだった。

（ロロアか……いまごろどこでなにをしているのだろうな……）

　ヴァンが王国軍に占領されるよりも前に一部の官僚たちと雲隠れしたあの妹はどこにいるのだろう。そんなことを考えている自分にユリウスは自嘲するしかなかった。自分とは反りが合わず、政敵となることを警戒していた相手だ。なにをいまさら……。

「ユリウス陛下！」

　直臣たちに声をかけられ我に返ったユリウスは、重々しく決断を下した。

「いいだろう。王国の影響は排除せねばなるまい」

「「「　ははっ　」」」

　直臣たちは命令を受けとると一礼して政務室を出て行った。

　ユリウスは結局、王国の統治下で行われた様々な変化を叩たたき潰し、かつての公国の姿を取り戻す決断を下した。現政権のために前政権の影響を払拭する……その方針自体は間違っていないはずだ。もっと穏やかなやり方があるのじゃないかと思われるかもしれないが、いまのユリウスにそんな選択肢は用意されていなかった。

（いまはなにがなんでも公王としての権威を取り戻さなくてはならないからな……）

　権威の継承は先代の存命中に然るべき後見を得て行われるべきものだ。

　そうしなければ家臣に若輩者と侮られることになる。そして独裁色が強い国ほどその地盤固めが重要になってくる。しかしガイウスが先の戦争で急死したことにより、ユリウスは地盤固めができていないまま公王となるしかなかった。だからこそ、自分に権力を集中させるための行動がまず第一に求められたのだ。そのためには価値観の多様性などを認めるエルフリーデン色をヴァンから払拭しなければならない。

「そう……たとえ圧政と呼ばれようともだ」

　ユリウスは悲壮な覚悟が見える顔でそう呟つぶやいた。




　まずユリウスはアミドニア全土に対して玉音放送の視聴を禁止する通達を出した。

　玉音放送の宝珠は王国が預かっているため、視聴できるのは王国側の放送だけだったからだ。当然、玉音放送を見るために集まっていたヴァンの屋台群は強制撤去されることになった。もっとも露店主たちはユリウスの復権後すぐに雲隠れしていたため、ただ無人となった屋台を解体しただけだったらしい。すでにヴァンの人々にとっては市場となっていた屋台広場を解体するユリウスを、ヴァンの人々はどんな目で見ていたのだろうか。

　またソーマが睨にらんだとおり、ヴァンの周辺に造った俺や家臣たちの名前が付いた橋をユリウスたちは破壊したようだ。防衛上の観点から王国がヴァンに攻めるルート上にある橋ならば破壊もやむなしと思うけど、それと関係ない橋まで「王国が造った物だから」と壊したのは愚行だろう。交通網の寸断は人によっては死活問題になる。

　それ以外にも、王国統治下で行われていた炊き出し等の支援を行わない、風紀の取り締まりを強化し、特に女性がオシャレを楽しむことを禁止する、ヴァンに蔓まん延えんしていた芸術行為の禁止……等々を行ったようだ。壁に歌姫ローレライの絵を描いた家などは兵士たちによって焼き討ちまでされたらしい。与えられていた自由を奪われヴァンの領民たちは、

『ソーマ王の頃は良かった』

『王国領だったときはこんな苦しい思いをしないで済んだ』

『子供にちゃんとご飯を上げられていたのに』

『なんでユリウス様は他国の王様より自国民を大事にしてくれないんだ』

『ソーマ陛下、またヴァンを占領してくれないかな』

　……と、ヴァンの城に恨みの視線を送っていたらしい。

　もっとも彼らの恨み節の中にはユリウスのせいじゃない部分もある。そもそもエルフリーデン王国とアミドニア公国では人口も国土面積も経済状況も異なる。王国ができた支援策をそのまま公国ができるかと言われればそれは無理というものだろう。

　しかしそんなことは一般市民にはわからない。結局、ユリウスがヴァンから王国色を消そうとすればするほど、領民たちの心は次第に離れていった。




　それではヴァン周辺以外の地域についてはどうだったかというと、これも上う手まくいってはいなかった。先にも述べたとおり、ガイウスの急死により権威の継承が行えていなかったため、ユリウスはアミドニアの諸侯から侮られることになった。

　この侮り方には二種類ある。

　一つは、公王家がなんだ、なぜあんな若わか僧ぞうに頭を下げねばならんのだ、という『相手を見下す形』での侮り。もう一つはあの若輩の王は頼りにならぬ、自分の身は自分で守らなければという『相手をアテにしない形』での侮りだった。

　実際、アミドニアに領地を持つ貴族・騎士階級で多かったのは後者だった。

　そもそも封建体制の国家では自らの領地と財産を保障してくれるからこそ君主に忠義を尽くすものであり、君主にその力がないなら家臣は自らの手で領地と財産を守らなくてはならない。君主のためではなく、自分自身のために行動するようになる。

　ソーマはユリウスに『苦労をして得た国は治めるに容易たやすく、苦労をせずに得た国は治めるのに難しい』というマキャベッリの言葉を語って聞かせたけど、案の定、帝国の威光を借りて楽をしてヴァンを得てしまったユリウスは苦労したようだ。

　中央の権力基盤が崩れていることを象徴するような話もある。

　先程ユリウスは玉音放送の視聴を禁止する通達を出したと言ったけど、それが守られているのはヴァンに近い一部の地域だけで、それ以外の地域では「公都からの通達なんぞ、知ったことではない！」と視聴が続けられていたようだ。

　そんな風に中央への信頼が揺らぐと、各都市で兵士や傭よう兵へいなどを搔き集める動きも出てくる。王国がこの時期に三公軍や貴族軍を解体し、『国防軍』として統一・再編しようとしていたことを考えれば真逆の動きだった。

　各地の領主が独自に兵を搔き集める動きはユリウスにとって看過できないものであったはずだけど、それを咎とがめようとすれば諸侯が雪崩を打って反乱を起こす危険がある。しかし結果から見ればここが全ての膿うみを出し切るチャンスだった。

　マキャベッリならこのときこそが『残虐』の使い時だと指摘することだろう。

　たとえ反乱を起こされたとしてもここで敵対勢力を全て駆逐し、他の去就に迷う者たちに睨みをきかせることができたかもしれない。しかしユリウスはその手が打てなかった。事なかれ主義だったのか、敗戦後に減じた兵力をこれ以上失うことを怖おそれたのか、理由は当人に聞かないとわからないだろう。

　そして……ここで無策だったことが、泥沼への第一歩となる。




　―――いまより一ヶ月程前、アミドニアの北西部で民衆の反乱が起こったのだ。




　切っ掛けは食糧難に端を発する民衆の暴動だったようだ。

　王国でもそうだったけど、食糧難は地方に行くほど酷ひどくなる。

　ヴァンの北西部はとりわけ酷かったようで、餓死者の数も数百ではきかないほどになっていた。領民たちは領主に対し支援を求めたようだけど、領主側はそれを拒絶した。領地を守るために兵を集めたため、少ない食糧備蓄は兵の維持に回されたのだ。領主がそんな態度なものだから領民たちの怒りは爆発し、領主の館を襲った。

　領主は領地を守るために搔き集めた兵で、怒れる領民たちの相手をしなければならないという事態に陥ってしまったのだ。しかも集めた兵のほとんどは食いっぱぐれた領民だったから、同じ領民に怒りをぶつけられすぐに逃ちよう散さんしてしまった。領主たちは這ほう這ほうの体で公都ヴァンまで辿たどり着くと、ユリウスに対し暴動の鎮圧を要請した。

　暴動が長引けば、不満が燻くすぶる各地に飛び火するおそれがある。

　それにここで力を見せておけば、貴族たちも自分に従うようになるだろう。

　そう判断したのか、ユリウスは正規軍を率いて自ら反乱鎮圧へと乗り出した。怒れる民衆とはいえ正規軍が相手では為なす術すべもなく、反乱は徐々に鎮圧されていった。北西の村々では暴徒と化した民衆の死体が転がる凄惨な光景が広がっていた。

　ようやく北西部の反乱を鎮圧し終えようとしていたユリウスだったが、そこでさらに驚くべき一報がもたらされた。

　留守にしていた公都ヴァンで住民たちが蜂起し、都市を占領。しかもエルフリーデン王国側に恭順及び援軍要請の使者を送り、王国もそれを了承し直すぐさま軍を派遣。

　ヴァン及び周辺一帯を再占領したというのだ。




　◇　◇　◇




『そして貴方あなたは……ヴァンを再占領するに至った』

「ええ。ヴァンの領民からの要請でしたから」

　マリアの詰問するような視線に俺は静かに頷うなずいた。

　もっともこのヴァン領民の蜂起はカゲトラ率いる黒猫部隊を使って煽せん動どうもした。

　彼らはヴァン近隣に潜み、経過を観察しながら都市の有力者と繫つなぎを取りつつ、ヴァンを再占領するタイミングを見計らっていたのだ。恭順の使者が来てから再占領までの時間が早かったのは国境線近くに事前に軍を配備していたからだった。

『「人類宣言」では武力による国境線の変更を禁じています。ヴァンの住民たちは武力蜂起し都市を占領しました。これによりアミドニアの国境が変更されれば、「人類宣言」に違反することになります。そうなれば帝国は盟主として再度両国の間に入って仲介をしなければなりません。王国に対しても厳しい態度で臨むことになりましょう』

「それができますか？」

　その一言だけでマリアはぐっと押し黙った。

「『人類宣言』では同時に民族の自決権を認めています。ヴァン及びその周辺の領民たちが、帰属をアミドニアからエルフリーデンに移したいと望んだならば、帝国は『人類宣言』の盟主としてそれを承認し支援する必要があるのではないですか？」

『………』

　マリアもそのことはわかっているのだろう。だから二の句が継げなくなっていた。

　そんなマリアに俺は小さく溜ため息いきを吐つきながら、ハッキリと告げた。

「これが、王国が『人類宣言』に参加しなかった理由です」




《対魔族人類共闘宣言・主要三箇条》

一つ、人類同士の争いによる、武力による国境線の変更を認めない。

一つ、各国内の諸民族の平等な権利と自決権を尊重する。

一つ、魔王領遠方国は魔王軍の防波堤となる魔王領近接国を支援すること。




　思想的には大変立派な物だ。

　だけどこの三箇条の中には帝国も気付いていない矛盾が存在している。たしかにこの三箇条を厳格に守れば、〝外部〟との、国家間の争いであれば防ぐことができただろう。しかしこの条文では〝内部〟に起こる問題に対して身動きが取れなくなるのだ。

　今回のヴァンの事例に当てはめるなら、民族の自決権を認めるのならば人類宣言加盟国は今回のヴァンの領民たちの行動を認めなくてはならない。

　しかし、それでアミドニアの国境が変更されるとなると、それを認めるわけにもいかない。またヴァンが独立するなら人類宣言加盟国でなくなるのではないか、という理屈も通らない。独立を望むヴァンをアミドニアが弾圧すれば、それは加盟国のアミドニアが民族自決権を認めなかったとして糾弾されることになる。

　つまり人類宣言加盟国は身動きが取れない状況に追い込まれたのだ。

　どうして帝国がこんなことに気付かなかったのかと思う人もいるだろう。

　しかし、こういったことは実際に起こってみないと気付けない物なのだ。なにせ〝二十世紀の地球人だって気付かなかった〟のだから。

「ジャンヌ殿に話した昔話について聞いていますか？」

『……ええ。二つの神の争いに巻き込まれることを怖れた人々が、ルールを決めて戦争を回避しようとした話ですよね』

「世界は平等であるべきだ」という東の神様と、「世界は自由であるべきだ」という西の神様がいて、この二柱の神を信仰するそれぞれの国家が睨み合っていた時代。二つの神の争う境界の近くにある国々は、戦争に巻き込まれない為ために、東西の多くの国々と共にあるルールを設けた、という昔話。そのルールは以下の通りだ。




一つ、武力で国境線を変更するのをやめましょう。

一つ、それぞれの国の民族に自分のことは自分で決められる権利を与えましょう。

一つ、東西の国の文化交流をはかって仲良くなりましょう。




『ジャンヌから聞きました。本当に「人類宣言」と似ていますね。その昔話の結末が気になります。その後、世界はどうなったのですか』

「問題はありましたが、しばらくは一定の成果を挙げました。やがて東の神が分裂し、力の均衡が崩れたことで緊張状態は解除されて両陣営の全面戦争は回避されました」

『それは……良かったのではないですか？』

「ええ、そのときは。ですがその後、とある多民族国家で、とある民族が独立しようと武装蜂起しました。民族独立を認めなければ民族自決の原則に反する。しかし独立を認めてしまえば武力による国境線の変更を容認することになる。この矛盾に、ルールを定めた国々は身動きが取れませんでした」

『今の帝国のようにですか？』

　マリアの問いに俺はハッキリと頷いた。

　もう気付いているかも知れないけどこの昔話は地球の歴史だ。

「人間は平等であるべきだ」と言った東の神とは『社会主義』。

「人間は自由であるべきだ」と言った西の神とは『自由資本主義』。

　それぞれの神を信仰した国々が睨にらみ合っていたのは『東西冷戦時代』のことだ。

　そして戦争を回避するために話し合った国々とは一九七五年の『欧州安全保障協力会議（ＣＳＣＥ）』の参加国（後の『欧州安全保障協力機構（ＯＳＣＥ）』）で、取り決めたルールとはその会議で合意された『ヘルシンキ最終文書』と呼ばれる物だ。

　俺が『人類宣言』の矛盾にすぐに気付けたのは、それとよく似たこの『ヘルシンキ最終文書』のことを知っていたからだ。大学受験の時に近現代史も勉強したからな。

　だからこの『ヘルシンキ最終文書』が、冷戦時に東側と西側との全面戦争を回避するのに一定の役割を果たしたものの、その後に起こったユーゴスラヴィアにおけるセルビア人とクロアチア人の民族対立に対しては身動きが取れなかったことも知っていた。

『これが、ソーマ殿の言っていた人類宣言の落とし穴ですか』

　マリアはとても残念そうにそう言った。

「ええ。この穴はうちのような多種族国家にとっては致命的です。ですから、王国は人類宣言に参加できないのです」

　酷い話かも知れないけど、アミドニアのような一部の種族が強い国家であればさほど大きな問題にはならない。元々他種族の地位が低ければ、もしくはその人口が少なければ、国内で独立しようという気運にすらならないだろう。

　逆に、うちのような多種族共存型の国家であるほど危険なのだ。

　国家経営が上う手まくいっている内は問題ないけど、もし経営が悪化すれば分離・独立について考えるようになるだろう。今日上手くいっているように見えても、明日の我が身は知れない。マキャベッリの言うとおり運命の変転には備えなければならない。

『耳の痛い話です。我が帝国も多種族国家ですから』

　……だろうな。いまは帝国に勢いがあるから良い。

　北から魔王領が侵食して来ている現状では、人類最強の国家である帝国以上に安全な場所はないからな。帝国内の多種族も帰属を変えたいとは思わないだろう。

　しかし、もし経営が上手くいかなかったら、もしくは魔王領の脅威が無くなったら、人類宣言を抱えている帝国はどうなってしまうのだろうか。

「マリア殿……」

『わかっています。ですが、いまは旗を降ろすわけには参りません』

　そう言ってマリアは強い意志を持った瞳で微笑ほほえんだ。

『たとえ茨いばらの道だとしても、帝国は今日を生きる人々の希望の灯ともしびでありたいと私は思います。魔王領に対しては人類一丸となって臨まなくてはならないことは明白です。たとえ一時でも、人々の心を繫ぐために帝国は旗を掲げ続けます』

「……聖女と呼ばれる理由がわかった気がします」

　甘い理想論だとは思うけど、そういう言葉が人を惹ひき付けもする。

　いつか辛つらい現実にぶち当たる日が来るかもしれないのに、それさえも覚悟して彼女は理想を掲げている。見ていて危ういけど見ていたくもある。そんな魅力が彼女にはあった。

（ジャンヌ殿も気苦労が絶えないだろうな……）

　姉よりは現実的な妹将軍を思い出してそんなことを思ったけど、ハクヤがこの心の声を聞いていたなら「貴方がそれをいいますか」と青筋を立てていたかもしれない。

　マリアは気持ちを切り替えるように頭を振った。

『ヴァン再占領の件に関しては理解しました。一応、そちらに非のない形であったように思われます。〝たとえ裏でなにかが動いていたのだとしても〟』

　どうやらマリアもヴァンの蜂起に黒猫部隊が関わったことは感づいているようだ。それをこの場で詰問しないのは、各国も似たような諜ちよう報ほう工作はやっているからだろう。アミドニアもやっていたしな。マリアはため息を一つ吐いた。

『ですがソーマ殿。私にはわかりません』

「なにがですか？」

『どうして王国はアミドニア公国〝全土〟を併合したのです？』

　マリアの目が真っ直ぐにこっちを見据えていた。

　……まあ当然、その点は追及されるだろうと思っていた。いまエルフリーデン王国は公都ヴァンのみならず、アミドニア公国〝全土〟をその統治下に置いているのだから。

　しかしそれは、こちらが望んでなったことではなかった。

「無論この件についてもちゃんと説明しますが、その前に一言述べさせてください。この件を主導したのは我々ではありません。むしろ状況は不本意と言ってもいいです」

『……いったいなにがあったのですか？』

「我々は、最後の最後でたった一人の少女に出し抜かれたんです」




　◇　◇　◇




　出し抜かれた原因はなにかと問われたら、俺たちの視野が狭かったためと言うしかないだろう。エルフリーデン王国の目はヴァンにしか向いていなかった。

　ヴァン及びその周辺の領民たちの救援要請という大義名分を掲げて、人類宣言に違反しない形で公都ヴァンを再領有する。これは既定路線だった。

　そもそも先の戦いでこちらは多額の賠償金を得る予定にはなっていたけど、ユリウスが経営するアミドニア公国に支払い能力があるとは思えなかった。

　アミドニアの財政官僚たちはどうやら会戦よりも前に雲隠れしたようで、ユリウス復権後も姿をくらましたままだったようだしな。軍事第一主義のユリウスとその周囲の人材だけでは、いまのアミドニアを立て直すことなどできないだろう。

　またガイウスの急死により権威の継承も上手くいっておらず、こちらがなんの手出しをしなくても国が荒れるのは見えていた。諸侯はユリウスを侮り反抗的になるだろうし、賠償金の捻出のために増税すれば民の不満が爆発する。内乱状態になれば当然、賠償金を支払う余裕などない。

　だから俺はヴァンを再領有できるように動いたのだ。

　これで賠償金が支払われなくなるとしても、あまり旨うまみはないものの勝者としての体裁は保てる。カーマイン及びバルガス公領も解体したし、国内向けの恩賞は十分に確保できていたわけだしな。このヴァン領民の要請についてだけど、本来なら帝国が返還を迫ってきたときにも使えた手ではある。ヴァンに暫定的な領主を選ばせて、エルフリーデン王国への編入を希望させれば良かったのだ。

　それでも一度返還に応じたのは帝国に仲裁はしたという姿勢をとらせるためだ。

　あの時点で人類宣言の穴を突き、ヴァン領有を認めさせていたら帝国の顔に泥を塗ることになる。だから一度返還に応じることで帝国に対し花を持たせた形にしたのだ。これならば再領有したとしても帝国の威信は揺らがないだろう。

　そんなわけで王国の目はヴァンにしか向いていなかったのだけど、予想外の事態はその外側で起こった。ヴァンを再領有した王国軍はとんぼ返りしてくるであろうユリウス率いる公国軍からヴァンを防衛すべく布陣していたのだけど……結論から言えばユリウスがヴァンへと戻ってくることはなかった。民の暴動を鎮圧したユリウス率いる公国軍が再占領されたヴァンへと戻ろうとしていたとき、更なる情報が、しかも多数もたらされた。

　エルフリーデン王国がヴァンに兵を入れたのとときを同じくして、アミドニア公国各地で同時多発的に争乱が発生したというのだ。

　その内容はバラバラだった。圧政を敷いていた領主に反発した領民たちが暴動を起こし、領主一族を滅ぼして都市を制圧したというもの。

　ユリウスの力量を軽んじた大貴族が取って代わろうと反乱を起こしたというもの。

　ユリウスが北西部の民を弾圧したことに心を痛めた貴族が、逃れてきた民を保護しユリウスに抵抗する構えを見せているというもの。

　王位継承の際に、妹姫ロロアの存在を無視して即位したユリウスに、ロロア派の貴族が反発し軍を起こしたというもの……等々、理由は多岐にわたっている。

　中にはエルフリーデン王国が流した玉音放送を見て、ヴァンと同じように自分たちも王国に併合して欲しいと自ら願い出る都市まであった。

　奇妙なことに、その思惑は様々なのにそれらがまるで示し合わせたかのように同時に起こったのだ。気がつけばアミドニア公国という碁盤の上は反乱の黒石で溢あふれており、ユリウス率いる公国軍という名の白石は〝駄目詰まり〟の状態へと追いやられていた。

　もはや誰が味方かもわからず、ユリウス率いる公国軍は公国領内にありながら四し面めん楚そ歌かの軍（自国領内なのである意味当然だけど）となってしまっていた。

　このような事態に陥ってしまっては王国軍と戦うことも反乱軍を鎮圧することもできない。ユリウス率いる公国軍内からは脱走兵が相次ぎ、反乱軍の足音が近づいてくる。

　結局公国軍は散り散りとなり、ユリウスは僅かな供回りを連れて帝国へと亡命していったそうだ。こうしてアミドニアは一時、主あるじ無き分裂状態となった。

　王国から見ればヴァンは再領有でき、敵性国家は分裂したのだ。予想外の事態ではあったものの、ここまでは願ったり叶かなったりな展開だった。……そう、ここまでは。

　しかし、その分裂状態も長くは続かなかった。いや、続けていられなくなった。

　―――アミドニアに外敵が侵攻してきたためだ。







　動いたのはアミドニアの北にある『ルナリア正教皇国』と、南にある『トルギス共和国』だった。西の『傭よう兵へい国家ゼム』は永世中立を謳うたっているため、侵攻の素振りこそ見せないけど、両国に対して傭兵を売りつけているだろうことが考えられた。

　ルナリア正教皇国は月の女神ルナリアを祀まつるルナリア正教の総本山であり、その教皇が国を治めている政教一体の宗教国家だ。ルナリア正教はこの大陸では、星竜連峰に住まうマザードラゴンを祀る母竜信仰と並んで二大宗教に数えられている。

　教義では博愛・相互扶助・寛容を唱えているけど、熱心な信徒の中には他宗教に対して攻撃的な思想を持つ者もいるそうだ。地球の感覚ではユダヤ・キリスト・イスラム教に近い。ちなみに多種族国家であるエルフリーデン王国は信仰に規定はなく、各々が好き勝手に好きな宗教を信仰している。扱いとしては多神教国家になっている。

　話を戻そう。そんなルナリア正教皇国はこの争乱に対し、アミドニア公国内のルナリア正教徒の保護を掲げてアミドニアとの国境線沿いに軍を展開した。

　アミドニアから逃れてきた教徒を保護し、もしもの場合には救出のために公国内に進軍する姿勢を見せたのだ。ただしその動き自体は鈍かった。ヴァン周辺には王国軍が展開しており、これと衝突する事態を避けるためにまずは様子見をしていたのだろう。

　実際に国境線を越えてきたのは南のトルギス共和国だった。

　この大陸は南に行けば行くほど寒くなる。最南端のトルギス共和国は極寒の地だった。

　とくに南部の半島部分は一年の大半を雪と氷に閉ざされており、上空は飛竜ワイバーンも墜落するような乱気流となっている。その厳しい自然の前には全盛期の帝国軍でさえこの国には手出しできなかったと言われている。この国の兵士は、この国にしか生息していない巨大なヤクのような生き物に乗り、寒冷地戦では無敵の強さを発揮するという。

　そんなトルギス共和国軍が国内へと侵攻してきたという情報は、すぐに公国全土へともたらされた。いまの公国はまとまりもなく切り取りし放題の状態だ。

　トルギスが北上してくれば、全ての利を奪われる前にルナリアも動き出すことだろう。そうなればアミドニアは崩壊し分割統治されることになる。

　幸い、トルギス共和国軍の進軍は南部の防御都市ネルヴァの領主にして、百戦錬磨の老将ヘルマンの奮戦によって阻まれていた。分割統治されるくらいならいっそ、頼りになる人物に国を丸ごと任せてしまった方が良いのではないか。公国民がそう考えたとき、思い浮かんだのは、玉音放送に映っていた隣国の王様の明るい表情だった。公都ヴァンを問題なく治め、公国に忠義を尽くそうとしたワンダー将軍さえ登用した若き王。

　……まあ、つまるところ俺のことらしい。

　気がつけば、エルフリーデン王国にアミドニア公国を併合してもらい、トルギスやルナリアに対抗しようという考えが公国内で主流になっていた。

　その過程であくまでアミドニアの独立に拘こだわる人間（大体がユリウスに取って代わろうと反乱を起こした者たち）は、併合派によって駆逐された。

　ネルヴァでトルギスを食い止めていた老将ヘルマン・ノイマンと、彼の下に身を寄せていた元財務大臣のギャツビー・コルベールが連名で併合派を支持したことも大きかった。コルベールは財政難を支えた名臣として国民からも信頼されていたようだ。

　そして俺の下に公国全土からの併合要請が届けられるに至ったわけだ。

　…………。

　……うん。どうしてこうなった、って感じだ。

　アミドニア公国を併合するメリットとデメリットを比べるとデメリットの方が大きい。メリットは人口が増え、長期的に見れば国力が増大するであろうこと。

　またアミドニア公国は金など希少な鉱物資源が豊富なので、王国内では採掘されなかった鉱物資源が安定供給されるだろうということなどだ。

　逆にデメリットはようやく王国内の食糧問題が解決したというのに、今度はアミドニア領内の食糧難に対応しなくてはならないことだ。

　またつい先日まで敵国だった場所なので統治が難しいということもある。

　それに国境線が変更になり、いままで東方諸国連合・アミドニア公国・トルギス共和国の一部としか隣接していなかったのに、アミドニアが消える代わりに傭兵国家ゼム・ルナリア正教皇国とも隣接してしまうということも難点だ。隣接する国家が増える分だけ外交がややこしくなるからな。

　それと最初からアテにはしていなかったけど、戦争賠償金が支払われなくなるというのもデメリットか。国の一部になる以上、賠償金を払う側と貰もらう側の垣根がなくなる。

　こうして見るとアミドニア併合にはデメリットの方が大きいように見える。

　しかし、こちらに「拒否する」という選択肢は無かった。

　なぜなら〝アミドニアを併合しないデメリット〟の方が大きいからだ。

　まず「ヴァンは領民からの要請により王国に編入した」という大義名分が揺らぐことになる。ヴァンの編入だけ認めて他はしないでは、「なんだ。結局王国は欲しかった土地を侵略したかっただけか」と後ろ指を指されることになる。

　またトルギス共和国やルナリア正教皇国の侵略するままに任せれば、結局、国境線を接する数は増えることになる。また食糧難を抱えたアミドニアの統治は難しい。二国が統治に失敗し、旧アミドニア領内で飢き饉きんや内戦が起これば、また我が国に難民が押し寄せることになる。だったら最初から全部まとめて面倒を見た方がマシだろう。

　いまは苦労するだろうけど、長期的に見れば元は取れるだろうからな。

　結局、俺はアミドニア全土の王国編入を認めることにして、そのことを諸外国に通知した。それと同時にエルフリーデン王国南西部に留とどまっていたエクセル配下の海軍部隊をトルギス共和国との国境線沿いへと動かし、いつでも攻め込める態勢をとらせた。

　共和国側から見れば、主力がネルヴァを包囲している間に本国に攻め込まれては堪たまったものではない。即座にネルヴァからの撤退を決め、共和国軍は潮が引くようにアミドニアから去っていった。

　また国境線沿いに軍を展開していたルナリア正教皇国も、アミドニアがまとまったのを見て臨戦態勢を解除した。トルギスとは違い、こちらは大きな動きを見せていなかった。そのぶん、なにを考えているのかわかりにくく、不気味に感じられた。

　ともかく、これが今回、アミドニアを併合するに至った経緯だった。







　トルギス共和国の撤退からしばらくたった頃。

　アミドニア併合後の処理のために、公都のヴァン城へと戻って来ていた俺は、この日、トルギス共和国軍を防ぐのに功のあった人物を表彰するため、謁見の間で玉座に着いていた。急なことであったため、あまり多くの家臣を連れて来られなかったけど、いつものようにリーシア、アイーシャが俺の両脇に立ち、ハクヤがこの式を取り仕切っている。

　今回表彰する人物は二名。攻め込んできた共和国軍からネルヴァを守り抜き、同時にアミドニアを守り通した老将ヘルマン・ノイマンと、分裂したアミドニアをヘルマンと連名でまとめ上げた元財務大臣のギャツビー・コルベール（名前で呼ぶならギャツビーだけど、元財務大臣だしコルベールと呼びたくなる）だ。

　ヘルマンはゲオルグやオーエンが持っていた歴戦の武人と言った風格の老将で、コルベールは二十代中盤の知性派な優男だった。二人の背後には覆いが被かぶさっているので中身まではわからないが、なにかが山積みにされているであろう小山が二つそびえ立っていた。なんでも我が国への献上品らしい。絨じゆう毯たんの上に傅かしずく二人に、俺は「面を上げてくれ」と声をかけた。二人が頭を上げたのを見て、まずはコルベールの方へと声を掛けた。

「コルベール殿。よくぞアミドニアの民をまとめてくれた。貴殿の尽力なくば混乱は長引き、アミドニアの民は塗炭の苦しみを味わったことであろう」

「勿もつ体たいなきお言葉にございます」

　そう言ってコルベールは深々と頭を下げた。さりげなくアミドニア公国民を自国の民のように言ってみたのだけど、とくに反応は無かった。まあ……俺に全部押し付ける気でいるのだろうから当然か。コルベールは顔を上げると、

「つきましては陛下。お納めいただきたい物がございます」

「なんだろうか？」

　するとコルベールは二つある小山の内、一つの覆いを取り払った。

　出てきたのは山と積まれた書類の束だった。横に立っていたハクヤが「なるほど」と苦笑していた。なにがなるほどなのかはわからないけど、俺はコルベールに尋ねた。

「それは？」

「アミドニア公国内の収支報告書や権利関係の書類にございます。元はヴァン城内の書庫にて保管されていた物ですが、戦火による紛失を怖おそれ、戦争が起きる前に運び出しておりました。戦も終わりましたので公都へとお返しするべく持参いたしました」

　あー、そう言えばアミドニアから担保として書庫内の書物を預かったとき、それ関連の物が一切合切持ち去られていたようだと報告が上がっていたっけ。ハクヤが苦笑したのはこれが理由か。ハクヤからしてみれば思惑を外された形になったからな。

「なるほど。それは素晴らしい贈り物だな。統治が楽になる」

「そう言っていただき光栄にございます」

「しかし、それは貴殿自身の手で持ち帰るが良かろう」

「え？」

　俺が受け取りを拒否すると、コルベールは呆あつ気けにとられたような表情になった。

　ふむ、これで一本取り返せたかな。俺は口元をにやつかせながら言った。

「元アミドニア公国財務大臣コルベール！　俺に仕える気はあるか！」

「は、はい！」

　ほとんど条件反射のようにコルベールは答えた。よし、言質は取ったぞ。

「よし。ならばアミドニアの時と同じ地位を用意しよう。貴殿はこれよりエルフリーデン王国及びアミドニア公国の財務大臣として、この新たな国の財政を支えよ」

「わ、私はアミドニア側の人間ですが……よろしいのですか？」

「構わない。使える者ならどんなヤツでも使う。出身や種族なんかに拘ってたらいつまでたっても国の再建なんてできないからな」

「は、はあ……」

　いやーホント、こういう人材が欲しかったんだよ。

　俺は文系だったから計算とか経済関係の判断は苦手だった。国が豊かでもないのに軍事費に予算を取られていたアミドニア公国を、それでも財政破綻はさせなかった手腕の持ち主ともなれば是が非でも配下に欲しい人材だ。優秀な財務大臣が無駄な出費を切り詰めてくれれば、いままで予算の関係でできなかった「あーんな政策」や「こーんな政策」にも予算が付くかもしれない。ふふふ、夢が広がるな。

「財務大臣コルベール。それらの書物はそなたにとって仕事道具となるであろう。持ち帰り、アミドニア地方の再建のために働いてくれ」

「は……はい！　承りましてございます！」

　コルベールは再度平伏した。俺は頷うなずくと、今度はヘルマン将軍を見た。

「ヘルマン殿もよくぞトルギス共和国軍を防いでくれた。貴殿の奮闘なくば共和国軍はネルヴァを抜け、アミドニアの内陸まで食い込んでいたことだろう。そうなれば我が国の救援も間に合わず、いまよりも酷ひどい混乱に包まれていただろう」

　そう感謝を示したけど、ヘルマンは厳いかつい表情を崩さなかった。

「士は民を守る者。主あるじ無きとてそれは変わらず。それがしはその本分に従ったのみ」

　か、堅苦しいな……。職務に忠実な、職人タイプの人間なのだろう。オーエンが『ガハハじじい』なら、こちらは『頑固じじい』って感じだ。うむ、日本の古きツンデレじいさんみたいで好感が持てるな。先程の台詞せりふも「べ、べつにアンタの為ためじゃないんだからね。君主が居なくなってしょうがないから守ってあげただけよ！」みたいな感じか。

　するとヘルマンは立ち上がり、覆いが掛かっているもう一つの小山の前に立った。

「それがしも、陛下に献上したい物がござる。受け取り返されぬ事を望みもうす」

　そう言ってヘルマンが覆いを取り去ると、そこにあったのはロールケーキのように巻かれ、山積みにされていた色とりどりの織物の数々だった。

「アミドニア南部は羊毛生産が盛んで、良質のウールがとれもうす。これらはその羊毛にて織り上げし物。どうかお納めいただきたい」

「ほう……近くで見ても良いか」

「ご随意に」

　俺は立ち上がり、織物の山まで近づくと、そのうちの一つを撫なでた。うん、良い手触りだ。これは絨毯かな？　あまりこういう物の良し悪あしには詳しくはないけど、それでもこれが良い物だってことはなんとなくわかった。

「ん？　絨毯？」

　贈り物で絨毯……ねぇ。……なんだろう。このシチュエーションどっかで聞いたような気がする。たしか地球の歴史でこんな場面があったような……っ!?

「……ヘルマン殿」

「なんでしょうか」

「もしかしてこの絨毯の中に女性が隠れていたりしない？」

　そう言った瞬間、ヘルマンの顔がこわばった。

　え、マジで!?　すると、山積みにされた織物の中の一つがモゾモゾと動き出した。刺客でも潜んでいたか、と控えている兵士やアイーシャが殺気立ったとき、




「なんやなんや！　一世一代のサプライズやったのに、なんで気付かれとんねん！」




　動いていた織物がスルスルと解かれ、中から高校生ぐらいの女の子が出てきた。

　長い髪をうなじの辺りで二つに結んだお下げ型のツインテールと、端整な顔立ちにクリクリっとした瞳が愛くるしい、そんな女の子だった。少女は右手はうなじに、左手は腰に、少し身体からだを捻ひねってモデルのようなポーズをとった。

「呼ばれず飛び出てぱんぱかぱ～ん♪　ロロアやで～」

　そう言って「うっふん♪」と科を作るロロア。身長はリーシアよりもやや低く、起伏の乏しい体形なため、無理矢理大人ぶっている少女にしか見えなかった。

　ま、まあそんな仕草も小動物チックで、可愛かわいらしいと言えば可愛らしいけども……っていうかロロアってたしかユリウスの妹の名前じゃなかったっけ!?

　いきなりの出来事に呆気にとられていると、ロロアはぷんすかと怒り出した。

「なんやノリ悪いで。ソーマはん」

「ソーマはん!?」

　○○はんなんて初めて言われたぞ……じゃなくて！　え、なに？

　ガイウスもユリウスも殺気立った怖い感じのする人だったのに、なんでこの子はこんなにフレンドリーなの？　アミドニア王家ってエルフリーデン王家を恨んでるんじゃなかったのか？　いろいろ混乱しているとロロアがポンポンと俺の肩を叩たたいた。

「しかしなぁサプライズ潰しは感心せえへんわ。うち、こん中に小一時間は入ってたんやで？……うん、予想外に暑くてしんどかったわ」

　そりゃあ羊毛にくるまれてたらなぁ……。

「ってかなんで気付いたん？　気付かれん自信あったんやけど？」

「いや、俺のいた世界に似たようなことをした女性がいたんでな」

「くっ、ネタ被りしとったんか！　不覚やわ～」

「ちなみにその人は全裸だったらしいが」（※諸説有り）

「なんやねんその女。痴女かいな」

「一応、鼻の高さ次第では歴史が変わったのではないかと言われるほどの偉人なんだけどな……」（※これも諸説有り）

　自分のやや貧相な胸を隠すように抱いたロロアを見て俺は溜ため息いきを吐ついた。

　ちなみにロロアはちゃんと衣服を着ている。さすがに全裸だったらこんなに吞のん気きに会話はできなかっただろう。婚約者二人も後ろで見ているしな。

「えっと……ロロアでいいのか？　アミドニアの妹姫の？」

「せや。眉目秀麗、才色兼備、水もしたたり石をも穿うがつアミドニア一の美少女、ロロアちゃんとはうちのことや」

「あーもう、どこからツッコメばいいのか……」

「〝突っ込む〟って、うちのどこに何を突っ込む気なん？……ぽっ♪」

「ぽっ、て口で言うなよ！　あと下ネタ解釈はやめてくれ！」

「いややわ、うちらまだ逢あったばかりやろ？　まずは夫婦からはじめましょう？」

「ゴールインしてるだろそれ！　そこはお友達からだろ！」

「アンタたち……初対面なのになんでそんな息が合ってるのよ」

　ロロアに律儀にツッコミを入れていたら、リーシアに冷めた目で見られた。はっ！　そういえばなんでだろう。ロロアはケラケラと笑っていた。

「ええわ～ソーマはん。ええツッコミやわ～」

「なんでそんなにノリが軽いんだよ。本当にアミドニアのお姫様なのか？」

「せや。なんならちゃんと挨拶しよか？」

　そう言うとロロアは表情を改めて恭しくお辞儀をした。

「元アミドニア国王ガイウス八世が娘、ロロア・アミドニアと申します」

　そういった仕草をすれば、不思議なことにお姫様にも見えてくる。

「……そのロロア姫が、一体何な故ぜこのような場所に？」

「ああ。その理由っちゅうんはな」

「もう口調が崩れてるけど!?」

「そんな気にすることもあらへんやろ。だってうち」

　そしてロロアは最高の笑顔で、この日一番の爆弾発言を投下してきた。

「ソーマはんとこに嫁ぎに来たんやし♪」







「ちょっと待ちなさい！」

　ロロアによる突然の嫁入り宣言に思考がフリーズしていると、慌てた様子のリーシアが駆け寄ってきてロロアに詰め寄っていた。

「貴女あなたはアミドニアの姫でしょ!?　なに言ってるのよ！」

「なにって姉あねさんと同じことしとるだけや」

「姉さん!?」

　リーシアに対するロロアは平然とした様子だった。

「姉さんかてエルフリーデン王国のお姫さんやろ？　ソーマはんところに嫁いだのは、最初は王国を治める大義名分を与えるためやったんちゃうん？」

「なんでそれを知ってるの!?」

　リーシアが驚くのも当然だ。ロロアはこちらの事情を正確に把握していた。

「商人の情報網をなめたらあかんよ。だからまぁ、うちかて同じや。うちが国ごと王国に嫁ぐことで、ソーマはんはアミドニア公国と公国を治める大義名分を得る。公国側は王国と一緒になることで損害賠償をチャラにできるし、王国に組み込まれることで王国領側からの食料支援なんかも受けられる。お互いに利益のある婚約と思わん？」

　理詰めで相互利益を強調するロロアだったけど、リーシアは尚なおも渋った。

「それは……たしかに最初は私たちの婚約は国益のためだったかもしれない。でも、いまは純粋にソーマのことを支えたいと思っているわ。好意だって抱いてる。私もアイーシャもジュナさんも、自分たちの意志でソーマのそばにいることを選んだのよ！」

　告白みたいなことを大声で言われて、そばで聞いていた俺のほうが驚いた。

　自分のことをこれほどまでに思ってくれている女の子がいる。そんな熱い思いを告げられて俺は自分の頰が熱くなるのを感じた。

　ロロアもそんなリーシアの宣言に頰を赤らめていたけど、すぐにニシシと笑った。

「あー、なら問題あらへんわ。うち、ソーマはんのこと結構好きやし」

　そんなことをサラッと言われ、今度はリーシアが呆あつ気けにとられる番だった。

「好きって……今日が初対面でしょ？」

「顔を見たことならあるで。潜伏しとったときに音楽番組とやらでな。いやーあの使い方は画期的やったわ。まだまだ応用できそうやし、やり方次第では一財産築けるわ」

　ロロアは楽しそうにパチンと指を鳴らした。

「そうやな……王家や公く家げには『御ご用よう達たし』の制度があるやろ？　献上品の中でも良い品質の物に、お上がお墨付きを与える制度や。あれは商品の質の保証であると同時に、保証されるだけの物であるという宣伝でもあるんや。だからあの玉音放送でわずかな時間でも有料で商品の宣伝を流す時間を作ったらどうやろか？　自分とこの商品を宣伝したがっとる大おお店だななら、結構な額を出してでも依頼してくるんちゃうかな？」

「なるほど。ＣＭコマーシヤルを流すわけか。それは見落としていたな……」

　現在の玉音放送は公共放送として流しているため、ＣＭのことはまったく考えていなかった。テレビという物が存在しないこの世界の人間に、ＣＭスポンサーになろうと思う者がいるとは思わなかったしな。だけどロロアの言うとおり、『御用達』のように宣伝を商売に利用する商人はいる。宣伝場所さえ用意すれば資金も集まるかも知れない。それで番組制作費用を賄えればそのぶん国費も浮くだろう。

　そんなことを思案していると、ロロアは腰に手を当ててにこやかに笑った。

「ソーマはんなら王国も公国もひっくるめて、いまよりもっと豊かな時代へと導いてくれそうやしな。それに一緒におればまだまだ楽しげなことが見られそうやし、どうせ嫁ぐんならおもろい人がええなって前から思っててん」

「……キミの考えはわかったけど……ロロアはそれでいいのか？」

　俺は真っ直すぐにロロアの目を見ながら尋ねた。

「俺は……キミの父親、ガイウス八世の仇かたきなんだぞ」

　俺がそう言った瞬間、王国側に緊張が走った。

　ロロアの父親であるガイウス八世は先の王国との合戦で命を落とした。そしてその王国軍を率いていたのは俺なのだ。つまり俺はこの子にとって親の仇になるはずだ。

　しかし、ロロアは気にした素振りを見せずに肩をすくめた。

「それを言うなら、うちは兄あにさんを国からおん出してもうたわ。商人の情報網を駆使して同時多発的に反乱が起きるよう調整してな」

「なっ、あれはキミが仕組んだことだったのか!?」

　暴動が起きるように王国が煽せん動どうしたのはヴァンの周辺だけだった。

　それ以外の場所での家臣の反乱や民衆の蜂起にはまったく関わっていなかったのだけど、この子が仕組んだものだったとは……。なんて女の子だ。

　呆気にとられる俺にロロアはヒラヒラと手を振った。

「親おや父じ殿のこと、ソーマはんが気に病むことはあらへんよ。それともこういうとき『よくも父上を！』とか言って恨み言をぶつけるようなのが好みなん？　そんなうちを力ずくで屈服させて『仇の子を産まされるなんて……』とか言って欲しいん？」

「そんなサディスティックな趣味はない！」

「ソーマ。それはさすがに……」

「なんでリーシアが若干引いてるのさ！　ロロアの勝手な想像だからな！」

　あーもうなんだろう。さっきから普段出さないような大声を張り上げているせいか、頭がクラクラしてきた。完全にこのエセ関西弁ガールのペースに吞のまれていた。

「はあ……なあ、ロロア」

「なんや？」

「本当に俺に思うところがないのか？　まったくこれっぽっちも？」

「……まあそう聞かれると、まったくなにも感じんわけでもないんやけどね」

　ロロアは胸の前で腕組みをして瞑めい目もくした。

「あんなでも一応うちの親父殿やし。でも、親父殿もソーマはんを殺そうとしとったんやろ？　戦場じゃあ討たな討たれてしまう。それはもう、しょうがあらへんことや。遺体も丁重に送ってくれたみたいやし、うちからはなにも言うことはあらへんよ」

「………」

「まあ……それで済んでしまうくらい、うちら親子は合わなかったっちゅうことや」

　そう言うとロロアは少しだけ淋さびしそうな顔をした。

「親父殿や兄さんは王国への復ふつ仇きゆうに取り憑つかれて他が見えとらんかった。アミドニアは貧しい国や。希少な鉱物資源はあるけど……それだけや。食糧自給率も低い。いま国民たちを苦しめているのはエルフリーデン王家でも、王国民でもない。飢えと貧困や。本当に必要だったのは職とご飯。そう思ってうちやコルベールはんら文官たちは、必死にお金を捻出した。だけど親父殿たちは、それをすぐに軍事費につぎ込みおった」

　そう語るロロアの目は冷え切っていた。さきほどまでのおちゃらけた様子はなく、肉親への失望や諦観が滲にじみ出ているようなそんな声色だった。

「ちゃんと使えば、飢える者も、身売りする娘さんも、口減らしに売られる子供も、いくらかは減らせたやろうに。王国への憎悪を煽あおって不満を抑えたところでそんなん健全ちゃうわ。いつか必ず破綻する。せやのに……親父殿たちはそんな諫いさめに耳を貸さんかった。いつからやろな……そんな親父殿たちを家族と思えんようになったんは……」

「ロロア……」

　ロロアは気を取り直すように首を振ると、ニッコリと笑った。

「うちにとっての家族は、ヘルマンのじいさまと兄様分のコルベールはん、そして公国に住まう市井のおいちゃん、おばちゃんたちや。うちが守りたいんは血が繫つながってるだけの家族ちゃう。うちが大事に思う家族や」

　血の繫がっているだけの家族ではなく、自分が大事に思う家族を守りたいか。

　戦後交渉のとき、ユリウスは政敵になりかねないからとロロアのことを見捨てていた。

　そしていま、ロロアもユリウスを見限っている。

　状況としてはイーブンのはずなのに、ロロアの方に親近感が湧くのはなんでだろう。多分ロロアはユリウスとは違って家族の大切さを理解しているからだろう。

「もう一つだけ聞きたい。つい先日、アミドニア公国北西部で民の暴動が起こり、ユリウスに鎮圧されたよな。あれもロロアの差し金か？」

「そないなことするわけないやろ！」

　ここに来て、初めてロロアは怒気を発した。

「むしろそういう事態を避けるために、同時期に反乱が起きるよう調整しとったんや！　兄さんを一息に雁がん字じ搦がらめにして国民たちが弾圧されんように！　あんな悲惨な目に遭うのが目に見えているような蜂起をうちが許すわけないやろ！」

　悲痛な声。どうやら噓うそではないようだ。

「じゃあ北西部の反乱は自然発生だった？」

「それもちゃうわ。地理を見てみ。暴動が起きた北西部近くになにがある？　そこで不審な動きをしているのがおらんかったか？」

「……っ！　『ルナリア正教皇国』か！」

　アミドニアの北西部はルナリア正教皇国と隣接している。

　そして正教皇国はアミドニア領内の信徒を保護するとして、国境線沿いに軍を集結させていたようだ。ロロアは悔しそうな顔をしながら頷うなずいた。

「宗教に国境線はあらへん。あの地域は正教皇国に近いだけあって、ルナリア正教の信徒が多い。恐らくは正教皇国が信徒に対し、教皇の勅命とか言うて煽動したんやろう。そんで信徒を保護するって名目で軍を入れるつもりやったんやろな」

「だが、北西部は豊かな土地ではないだろう。暴動になったくらいだしな。正教皇国が獲得する意味はあるのか？」

「あいつらが欲しいんは国土やない。人や。信徒や。敬けい虔けんな信徒ならどんなに生活が苦しくても総本山から離反することはない。苦境も苦難も神が与え給たもうた試練らしいしな。せやから国は国民の生活なんて考えんでもええ。祭さい祀しさえちゃんとしとけば支持される。だからあの国にとって信徒は多ければ多いほどええんや」

「厄介だな……っていうか、ロロアはルナリア正教を嫌ってるみたいだな」

「ルナリア正教自体はどうでもええねん。うちが嫌いなんは宗教を政治利用して私腹を肥やしたり、過激なことをして周囲の無関係のもんを傷つけるヤツらや」

「ああ。その点については同意する」

　宗教は政治と結びつくと厄介なのはどこの世界でも同じようだ。

　本来なら人の心を癒いやすための宗教が、自らの行いを正当化させる言い訳に使われるようになる。教義の解釈は時の権力者に委ねられ、異教徒だから、自分たちの教義に従わないからと神の名の下に断罪しようとする。本当に厄介なことこの上ない。

「できることなら一生関わりたくないな」

「それは無理やろな。あの国は必ず、ソーマはんと接触しようとするはずや」

「なぜ？　俺は信心深くなんてないぞ？」

「あの国は星竜連峰とグラン・ケイオス帝国を嫌っとるからな」

「星竜連峰はなんとなくわかるけど、帝国もなのか？」

　知恵あるドラゴンたちの事実上の国家である星竜連峰。

　そこに住まうというマザードラゴンを祀まつる母竜信仰は、この大陸においては（魔王領内の信仰事情は知らないけど）ルナリア正教と同時に二大宗教に数えられている。だから正教皇国が母竜信仰の総本山である星竜連峰を嫌うのはわかる。

　だけど、なんでグラン・ケイオス帝国を嫌ってるんだ？

「帝国の女皇マリア殿は『聖女』って呼ばれとるやろ？　あれは彼女の弱者救済政策に救われた市井の民たちが勝手に呼び始めたことなんや。ルナリア正教では『聖人』・『聖女』の認定は教皇の専決事項ってことにされとる。実際、ルナリア正教内にも『聖女』って呼ばれてる女はいるみたいやしな。だからルナリア正教皇国にとって、マリア殿は聖女を詐称している許し難い悪女っちゅうわけや」

「民が勝手に呼んだのなら、マリア殿に罪はないだろう」

「そんなん知ったこっちゃないんやろ。宗教国家になによりも求められるのはカリスマ性や。自然発生の聖女なんて認めてしまったら沽こ券けんに関わる。だからこそ、アミドニアを併合して国力が増大したエルフリーデン王国を、正教皇国が放っておくとは思われへん。どこかで必ず接触をもってくるはずや。もしかしたらソーマはんに『聖王』とか適当な名前をあたえといて、帝国との争いに引きずり込もうとするかもしれへん」

　うわあ……ありそうで嫌だなぁ。

　帝国との秘密同盟は、秘密であるが故に他国は察することができない。というか察せられてしまう方が問題なので、両国の諜ちよう報ほう部が頑張って隠蔽している。教会が時の権力者に宗教的な地位を与えることで、自らの権威を不動の物にしようとするっていうのは地球の歴史にも見られたことだしな。うちを『神聖エルフリーデン王国』にして、帝国との争いの旗頭にしようとするかもしれない。

　かと言って、正教皇国と敵対するのはできるだけ避けたい。

　宗教の厄介なところは総本山を潰したり指導者を潰しても信徒は残るというところだ。信徒は弾圧を加えれば結束を固め、指導者が殺されても殉教者としてさらに崇あがめるようになる。しかも信徒の大半は教団内の策謀とは無関係な市井の民である場合が多い。そんな信徒さえも根絶やしにしようとすれば、こっちが大虐殺の主犯となるだろう。

　ルナリア正教皇国……協力も敵対もしたくない本当に厄介な相手だ。嫌な想像に辟へき易えきとした気分になっていると、ロロアが空気を変えるようにパンパンと手を叩たたいた。

「まあ正教皇国のことはいまはええやろ。それよりも決断すべきはうちとの婚姻や」

　ロロアはクリクリとした瞳でまっすぐに俺の目を見つめていた。

「ソーマはん……うちのこと、欲しいん？　それとも欲しくないん？」

「うっ……」

　言葉に詰まった。そんな聞き方をされたら答えは一つしかない。

「……欲しい」

　それはもう喉から手が出るほどに。悩む余地さえない。

　なにせ娶めとるメリットが大きすぎるからだ。

　まず併合したアミドニアを治めるのにロロアとの婚姻はその正当性の補強になる。ロロア自身が公国民から愛されているのもあるし、彼女が王国に嫁いで幸せそうにしているのを見れば、公国民の王国に組み込まれたことへの不安も軽減できるだろう。

　また人材としても魅力的だ。ＣＭによる広告収入などを思いつく先進的な経済観念と、独自に築いている商人のネットワークは素晴らしい。それに俺やハクヤが見落としがちな貴族の使う手口を知ってそうなのも良い。ちょうど欲しかった人材だ。

　それに……ロロアの考え方にも好感が持てた。

　下町の商人気質かたぎというか、「世の中、銭や」と現実的でありながら義理人情は心得ている。ガイウスたちのせいで実りこそしなかったが、民のために稼いだ金を民のために使おうとしていた。大事な人たちのためになら、実の兄とさえ渡り合う度胸もある。

　その上こんな可愛かわいい女の子なら妃きさきに迎えるのに不満なんてない。

　あと問題があるとすれば……リーシアがどう思うかだな。長年敵国だった国のお姫様なわけだし、妃といういわゆる同僚として迎え入れることはできるのだろうか。

「リーシアはどう思う？」

「ソーマが必要と判断したのなら、それでいいわ」

　リーシアはとくに悩んだ様子もなくあっさりと了承した。そんなにあっさりＯＫしちゃっていいのか？　意外に思っているとリーシアは肩をすくめてみせた。

「私の目から見てもこの子は有能だわ。妃に迎え入れるだけの価値はあると思う。あとは継承問題さえソーマがちゃんと管理してくれるなら、なにも言うことはないわ」

「リーシア……その……ありがとう」

「もちろん、ちゃんと私たちのことも大事にしてよ？」

「それはもちろん」

　本当に……いい女の子だ。リーシアが婚約者で……婚約者になってくれて本当に良かったと思う。なんとなく良い雰囲気になっていると、ロロアが口を挟んできた。

「あー、二人の世界に浸ってるとこわるいんやけど、そこらへんは心配せんでもええよ、うちはアミドニアの公王位なんてどうでもええし」

「そうなのか？」

「うん。……そんかわり、ダーリンにお願いがあんねん」

　ダーリンって……まあいいか。するとロロアはまるでおねだりする子供のように愛あい嬌きようを振りまきながら、俺の目を上目遣いに見つめてきた。

「うちな、自分の商会が持ちたいねん」

「商会？」

「せや。うちはなダーリン。自分の才覚で稼いだお金で、この国がどんな風に変わっていくのかが見たいねん。ダーリンの政策は先見性があるけど、毎回予算が付くわけやないやろ？　リスクが高かったり、無駄に思える物に国庫のお金は使いにくいはずや」

「それは……まあな」

　国王の権力が強化されたいまならば、例えば流通を活性化させるための道路整備や新都市建設など有用性を証明しやすい事業には割と簡単に予算を通すことができる。

　しかし、すぐには効果が現れなかったり、一見意味の無いような事業には予算は付けにくいのは相変わらずだ。専門分野における研究費とかな。「二位じゃダメなんだ」と専門家はわかっていても、それを専門外の人に言ったところで理解はされないだろう。

「そこでや。ダーリンになにかやりたい政策があって、それに予算が付かなかったらうちに言い。商会で稼いだ金で全面バックアップしたるわ」

「それは頼もしいけど……でも良いのか？　王妃が商人みたいなことしてるって、国民からしてみたら権威もなにもあったもんじゃないと思うんだが」

「うちは裏方に回るし、その心配はあらへんよ。せやね……表の代表はうちがヴァンで懇意にしとった『銀の鹿の店』の店主、セバスチャンにでも任せるわ」

『銀の鹿の店』のセバスチャン……って、ああ！　ジュナさんとトモエちゃんと行ったあの店か。その名前で執事じゃないのかとか思ったから印象に残っていた。

　それじゃあセバスチャンの言っていた「子こ狸だぬきのような愛くるしい御お得とく意い様さま」っていうのはロロアのことだったのか。たしかにセバスチャンはできる商売人って感じのナイスミドルだったし、商会の代表も務まるだろう。

「っていうか、ロロアとセバスチャンは繫つながってたのか。俺のことを探っていたのか？」

「そりゃあまあうちの嫁ぎ先くらい調べときたいやろ？」

「抜け目ないなぁ。もうそこまでくると流石さすがだな」

　たしかに子狸だわ。子供だけど狸。見事に化かされた気分だ。

「あのう……これから国庫を預かる者として一言よろしいでしょうか」

　するとコルベールが困ったような顔をしながら口を挟んできた。

「どうした？」

「そのようなお金があるなら国庫に納めて欲しいのですが」

　……うん。コルベールの気持ちもわかる。王国も最近まで節約三昧だったからなぁ。

「「　だが断る　」」

「なんでいきなりシンクロしてるんですか!?」

「ええやん。うちが個人の資質で稼ぐんやし」

「予算があればもっと自由に内政ができそうだからなぁ」

「ですが陛下……」

「まあまあ、親おや父じ殿たちみたいに浪費するわけでもないんやから。ここは役割分担といこうやないか。うちは稼ぐ。コルベールはんは引き締める。それでええやん」

「……あまりに無駄遣いが過ぎるようでしたら全力でお止めしますからね」

　コルベールは渋々ながら引き下がった。彼はこれ以降、俺とロロアが無茶な出費をしないように目を光らせることになる。ロロアのように資金を提供してくれる人材も大事だけど、コルベールのように節約してくれる人材もまた貴重だった。

　するとロロアは近づいてくると、スルスルと俺の腕に自分の腕を絡めてきた。

「そんでな、うちとダーリンの間に子供が生まれたらその商会を継がせるんや。うちらの子供やと、多分王位に興味はないやろうしな」

　まあたしかに、俺（「平穏に生きたい」）とロロア（「退屈は嫌いや」）の性格を引き継いで生まれてくる子なら、面倒事の多い王様になんてなりたがらないだろう。

　……というか、その理屈だと王位を継げるのって責任感の強いリーシアとの子しかいなくないか？　アイーシャの性格は為政者向けじゃないし、ジュナさんも「自由に動けるほうがいいです」と側妃になることを希望しているしな。

　これ……継承争いどころか継承したくない争いが起きるんじゃないか？

　リーシアには頑張って責任感のある跡継ぎを産んでもらわないとな。リーシアが聞いたら「他人事みたいに言うな！」と怒られそうだけど。

「セバスチャンとこには最近女の子が生まれたらしいから、男の子やったら入り婿って形がええやろな。女の子やったら……そんとき考えようか」

「気が早いわよ！っていうか、いい加減ソーマから離れなさい！」

　リーシアが引き剝がしにかかったけど、ロロアは俺の身体からだを盾にしながら、右腕、左腕とくっつく腕を変えつつ、まだベタベタしてきた。

「ケチなこと言わんといて。姉さんはこれまで散々イチャラブしとったんやろ？　これからしばらくはうちのボーナスターンでええやん」

「してないわよ！　忙しすぎてそんな暇なかったわよ！」

　リーシアが逆上気味にそう言うと、ロロアはキョトンとした顔になった。

「……もしかして姉さん、まだ……」

「まだよ！　悪い!?」

　それを聞いたロロアがこっちに冷たい目を向けてきた。

「ダーリン……それはさすがに……」

「批判の矛先がこっちに向いてきた!?」

「そうよ！　ソーマが〝ちゃんと〟しないからいけないんでしょ！」

「そうやそうや～」

　怒り顔のリーシアと悪戯いたずらっ子みたいな笑みで茶化すロロア。なんで二人とも息があってきてるの!?　すると、背後で見守っていたアイーシャも俺の袖をつかんできた。

「あの……私にも、その……〝ちゃんと〟して欲しいです」
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　ぐっ……いつの間にやら形成された婚約者三人による包囲網。冷や汗がとまらない俺を家臣たちは若干の苦笑と共に、やれやれといった感じで見ていた。




　その数日後、アミドニア公国を併合したエルフリーデン王国は、新たな国家『エルフリーデン及びアミドニア連合王国』（通称『フリードニア王国』）となった。

　この頃から俺は『即位して一年にも満たないのに版図を広げた偉大な王』として『フリードニア大王』と呼ばれるようになる。この『大王』という呼称だけど、俺はあまり好きではなかった。イカやグソクムシの印象が強いんだよなぁ……あとデデデ。

　また併合したアミドニア公国の公女ロロアを娶ったことから、『ソーマ王は嫁を迎える度に強くなる（版図が増える）』だの、『おロ姫ロ様ア欲しさに敵国を滅ぼした好色漢』だのと噂うわさされることになる。まったく、どうしてこうなった……。




　◇　◇　◇




「……ということがありまして」

『それはまた……なんとも……ぷっ』

　簡易受信機越しのマリアが、口元を手で押さえて肩をぷるぷると震わせていた。どうやらツボに入ったみたいだ。一応会談の場なので笑わないように堪こらえようとしてくれているみたいだけど、もういっそ大笑いしてもらったほうが気分的にはマシだ。

『ふふふ……ソーマ殿も見事に思惑を外されてしまいましたね』

「ええ。蝦えびで鯛たいを釣ろうとしたら鮫さめが掛かった気分ですよ」

『釣った魚の面倒はちゃんとみてくださいね』

「リリースしちゃ……ダメですよねぇ」

　マリアはしばらくクスクスと笑っていたが、やがて真面目な顔になった。

『それと、ルナリア正教皇国が暗躍していた件ですが……』

「ロロアの話では、聖女を名乗っているマリア殿を嫌っているとか」

『事実です。聖女を名乗らないよう要請……という名の抗議が度々届いています。といっても、自分で名乗ったわけでもないのでどうしようもないのですが』

「民衆に聖女と呼ばないで、って言うのも変な話ですからね。……そうなると、正教皇国は帝国にとって潜在的な敵であり続けるでしょうね。ロロアの言うとおり、こちらと接触を持とうとするかもしれません」

『ソーマ殿は……正教皇国の権威、惜しくはないのでしょうか？』

　推し量るような目を向けられたので、俺はハッキリと首を振った。

「冗談じゃありませんよ。これから時代を進めようってときに、神権政治の時代に逆戻りだなんて御免です」

　俺たちの国にジロラモ・サヴォナローラはいらない。俺がハッキリと否定したことでマリアも安あん堵どした様子だった。

『正教皇国のことは帝国にとっても頭の痛い問題です。ルナリア正教の信徒は帝国内にも多数いますし、宗教集団相手には「人類宣言」も意味がありません。むしろ、ソーマ殿にご指摘いただいた穴を突かれるおそれがあります』

　国内の信徒が集結して独立を宣言する、みたいな感じか。一度、信徒たちが集団となってしまったら根絶は難しい。宗教は弾圧すればするほど燃え上がるものだ。対策としては、集団となる前に独立を企たくらむ者を逐次検挙していくぐらいしかない。

『人類宣言』という御旗は人を引き寄せもするけど、こんな風に穴も大きい。

「それでも、帝国は『人類宣言』の盟主であることをやめないのでしょう？」

『はい。いまは人類が一丸とならねばならないときです。その旗振り役が必要ならば、帝国がその任につきます。正教皇国とてそれはわかっているはずです。人類同士がもめていて、魔王領からやってくる脅威に対処できなくなったら元も子もありません。いまはまだ、彼らもおかしな真ま似ねはしないだろうと思います』

「……どうでしょうね」

　この問題はそこまで楽観視していいものではない気がする。

　時代が混迷すればするほど、宗教はその真価を発揮する。その根源にあるのは『救われたい』と願う人の心だ。社会や時代に対する絶望が人々を宗教へと駆り立てる。魔王領からの脅威があるいま現在、一部ではすでに終末思想も起こっていることだろう。

　いまのまま社会に絶望が蔓延はびこっていけば、正教皇国はその絶望を糧にいずれとんでもない勢力になるかもしれない。

　それを防ぐには……人々に希望の光を見せる必要がある。

　世界は滅びないと、いついかなる時でも明日は必ず来ると、そして未来は現在いまよりもさらに素晴らしいものになると人々に信じさせる必要がある。そのためには……。

「マリア殿」

『はい』

「貴女あなた方、グラン・ケイオス帝国が、人類が一丸となるという理想を掲げるかぎり、我がフリードニア王国は帝国と共に歩みます」

　帝国には……マリアには人類にとっての希望の光であってもらいたい。

　その間に王国は着実に時代を進めて行こう。人々が絶望しないように、絶望しても神に縋すがらず自分自身の力で起き上がれるように。

「二国が補い合えば、どんな事態にも対処できると私は信じております」

『はい。願わくは、この盟約が幾久しく続きますように』

　理想うえばかり見ていたら足下の石に転ぶことになる。

　かといって現実したばかり見ていたら目的地を見失う。

　だからこそ、共に歩むのだ。

　俺たちは画面越しに、顔を見合わせてうなずき合った。
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　―――大陸暦一五四六年十一月三十日・王都パルナム




　アミドニア公国併合による混乱が収まり、国民が落ちつきを取り戻した頃。

　すっかり冬の空気になりベッドの温ぬくもりから離れがたくなってきた朝。バタンッと扉を慌てて閉めたような音で目を覚ました俺は、半分眠ったままの頭で身じろぎをした。うう……寒い。あと頭がなんか重い。風邪でもひいたんだろうか。政務室の簡易ベッドに備え付けている毛布の枚数を増やすべきだな。あとで侍従メイドさんたちに頼んでおこう。

　そんなことを思いながら寝返りを打つと額が柔らかいなにかに触れた。

「あはん♪」

　それと同時に妙に艶なまめかしい声が聞こえてきた。……なにかがおかしい。

　頭が覚醒していくにつれて自分の置かれている状況に気がついた。まず俺の頭がガッチリと固定されている。どうやら誰かに頭を抱え込まれているようだ。頭が重いと感じたのはこのためだったのか。風邪じゃなくてよかった……って、そうじゃない！　俺の額はその人物の胸元に押し付けられているのだ。そこがわずかに柔らかいということは……。

「うおっと!?」

　焦った俺はそのホールドから力任せに抜け出した。

　すると、目の前には気持ちよさそうなロロアの寝顔があった。ちょっとよだれが垂れていたけど、そこは見なかったことにしてあげよう。

（え、なに？　この状況……なんでロロアが俺の横で寝てんの!?）

　部屋は……たしかに王都パルナムの政務室だよな。簡易ベッドで間違いない。じゃあなんで俺はロロアと同どう衾きんしているんだ？　服は……ちゃんと着ている。

　というか、二人とも寝間着ではなく普段着のままだった。

（あれ、昨日一体なにがあったんだっけ？）

　必死に頭を働かせて昨日のことを思い出そうとしていると……。

「ソーマぁ？　なにやってるのかしら？」

　頭の上からそんな冷ややかな声が降ってきた。ギギギ……と油の切れたロボットのような動きで俺が横を向くと、リーシアが般はん若にやのオーラが見えそうな笑顔で立っていた。

　その後ろにはなんでか涙目になっているアイーシャの姿もあった。

「あー……おはよう。リーシア、アイーシャ」

「おはよう、じゃないわよ！」

　そう言うとリーシアは掛け布団を引っぺがした。ロロアは寒そうに胎児のように丸まったけどまだ起きそうに無かった。リーシアは腰に手を当てながら言った。

「これはいったいどういうことなのよ！　アイーシャが私の部屋に涙目で駆け込んで来て、なにかと思って話を聞いたら『陛下を起こしに行ったのですが、ロロアさんと一緒に寝ていました！』って言うじゃないの！」

「どうして姫様や私よりも先にロロアさんに手を出すんですか！　納得いきません！」

　アイーシャが涙目でそんなことを叫んだ。

　あの、お願いだから大声でそんなことを言わないでくれ。城の中で働いている者たちに聞かれたら「すわ修羅場か」と話題になっちゃうから！

「落ち着けアイーシャ！　俺もロロアも服を着ているだろう？　多分、二人の思うようなことは無かった……はずだ」

「なんで言い切ってくれないのですか!?」

「いや、寝たときのことが思い出せなくて……そもそも俺たちはなんで普段着のまま一緒のベッドに寝ていたんだ？」

「……本当になにがあったの？　昨日の夜のことを思い出してみれば？」

　リーシアに言われて昨日の夜のことを順々に思い出してみる。

　たしかアミドニア併合の後始末として、税制関連の調整（アミドニア公国は王国に比べて人口が少なく、その分、一人あたりの租税は高かったようだ）のために、ロロアやコルベールを始め、両国の財政官僚たちと夜遅くまで打ち合わせを行っていたのだ。

　その話し合いは一昨日から続いていて、すでに一徹済み。休憩などを挟みながら続けられていたものだった。結局、一定の目め処どがついたのは、日付が変わった本日の午前三時ぐらいだったはずだ。そのときはみんなもうフラフラの状態だった。

　コルベールや官僚たちはゾンビのような足取りで帰って行き、俺は政務室に設置されている自分のベッドへと着の身着のままダイブして……寝たのだろう。そしていまに至るわけなんだけど……もしかしてロロアは自分の部屋に帰らずにここで寝たんだろうか。

　俺は尚なおも睡眠をむさぼろうとするロロアの肩を揺らした。

「おい、ロロア。起きてくれ」

「んん……なんやねん？　ダーリン……うち、まだ眠い」

　眠い目をこすりながらロロアは上半身を起こした。

「なんやねんじゃない。なんでロロアがここで寝てんだよ」

「堪忍してぇな。昨日、会議終わってめっちゃ眠かってん。とても部屋まで戻る気力なんてなかったから、ダーリンの布団で眠らせてもろたわ」

　そう言ってロロアは大きく伸びをすると、フラフラとした足取りでベッドから立ち上がった。目はまだトロンとしていて焦点が合ってないままだった。

「あかん。まだ眠い。自分の部屋でもっかい眠らせてもらうわ～」

「もう……アイーシャお願い。この子を部屋まで運んであげて」

　見かねたリーシアが、呆ぼう然ぜんとしていたアイーシャにそうお願いした。

「はっ！　承知しました。姫様」

「あと、姫様って呼ばないでって言ってるでしょ？」

「りょ、了解です。ひ……リーシア様」

　第二正妃候補になってリーシアと立場が近くなったこともあり、リーシアはアイーシャに「姫様」ではなく名前で呼ぶように言い聞かせていた。まだ間違えてるけど。

　アイーシャは寝ぼけてふらつくロロアを支えながら政務室を出て行った。

　そんな二人を見送ってから、俺は恐る恐るリーシアの方を見た。

「あの……こういう事情ですので、今回は許していただけないかと」

　なんでか浮気男の言い訳みたいになっているけど、これはもう男の悲しい性さがだろう。

「まったくもう……」

　リーシアは少し頰を膨らませながらベッドの上にストンと腰を下ろした。

「ここにベッドがあるからこんなことになるのよね。壊そうかしら？」

「それは勘弁してくれ。どこで寝ればいいんだ」

「やっと自室を作ったんでしょ？　それとも私たちのベッドで寝る？　日替わりで」

　リーシアがジーッと俺の目を見ながら聞いてきた。日替わりでリーシア、アイーシャ、ジュナさん、ロロアのベッドに寝に行くのか……。

「……緊張して眠れなくなりそうだから勘弁してくれ」

「もう。私はマルクスに『早く世継ぎを！』ってせっつかれてるんだけど？」

「うっ……もう少し待ってくれ。一応、俺にも考えてることがあるんだ」

「考えてること？」

　俺はベッドから立ち上がると、大きく伸びをした。

「やっと王国の内側が固まったんだ。帝国とも秘密同盟を結べたし、周囲に不穏な国はあるけど当分は安定するだろう。まあ魔王領がどうなるかにもよるけど」

「そうね……」

「そして……俺自身、王になることを自分自身に納得させることもできた」

「そこは決意したって言い切って欲しいんだけど」

「決意は……したのかな？　腹は括くくったけど」

「よくわからない違いね」

「俺の前を遮る物はなにもない。だから、」

　俺は自信満々に見えるように胸を張って言い切った。

「これからは俺の好きなようにやらせてもらう。いままでは政権の安定が第一で、あまり社会を大きく動かすような政策は避けてきた。あまりに突飛な政策を行って国内に無用の混乱を起こせば、敵対しているヤツらの利になってしまうからな。でも、もうその心配はない。この国をどんどん作り替えていかなくちゃ」

　そんな風に力強く宣言したのだけど、リーシアは冷めた目のままだった。

「それはいいけど……それと私たちに手を付けないことと、なんの関係があるの？」

「………」

　……誤魔化せなかったようだ。話題を逸そらせたかと思ったんだけどなぁ。

　言っておくけど、リーシアたちとそういうことをするのが嫌なわけじゃない。いや、むしろイチャイチャしたい。いまの状態は色々と生殺しだし……。でも、その前に成し遂げなければいけないことがあるんだ。リーシアたちのためにも。

「……ま、まあ、そのうちわかるよ」

「誤魔化してない？」

　顔を覗のぞき込もうとするリーシアから俺は全力で顔を背けた。







「やはり人材が足りない」

　俺はリーシア、アイーシャ、ジュナさん、そして二度寝から起きてきたロロアの五人で〝炬こ燵たつ〟を囲み、お昼ご飯を食べているときにそう切り出した。

　ここはハクヤから「いい加減、自分の部屋を持ってください」と言われたので、城内に造り上げた俺の部屋だった。実は部屋自体はだいぶ前に与えられていて、ムサシ坊や君の保管庫にしていたのだけど、どうせならということで大改修を行ったのだ。

　それもいままで使い道が無く貯たまっていた国王の生活支度金（給金）をつぎ込んで、かなり趣味に走った大改修を行った結果……なんということでしょう。

　与えられた六畳ほどの小部屋二つが室内の扉で行き来が可能になっている部屋は、まるで日本のアパートの部屋のようになっていた。

　一部屋はフローリングに絨じゆう毯たんが敷かれており、足踏みミシンや作業台が置いてある。完全に趣味の服飾やムサシ坊や君などの人形製作に没頭するための部屋になっていた。

　そして普段の生活空間となる部屋は匠たくみ（俺）の粋な計らいにより、完全和風の部屋となっている。九く頭ず龍りゆう諸島には畳文化があると聞くや、数畳取り寄せてこの部屋に敷いた。また部屋の真ん中には円形に窪くぼんだ部分があり、その上には足と台の間に布団を挟んだ円形のテーブルが置かれている。その窪んだ部分の中には更に窪んだ部分があり、その下にはジーニャにアイデアを提供して開発させた温熱装置が置かれている。

　つまるところ『掘り炬燵』を再現したわけだ。

　足を入れる窪みの中にはドーム状の鉄格子が設置されていて、中に足を入れても温熱装置に触れないよう工夫がされている。冬は暖かく、夏は布団を外せば風通しのいい素敵空間。まさに匠（俺）のこだわりが詰まった素敵空間と言えるだろう。

　……とまあ、そんな感じで作った俺の部屋だったのだけど、これをリーシアを始めとする俺の婚約者たちももの凄すごく気に入ってしまい、入り浸るようになっていた。とくにみんなに人気なのが掘り炬燵だ。すっかり寒くなってきたからね。

　アミドニア併合後は「威厳を維持するためご理解下さい」とハクヤに城内の一般食堂の利用を禁じられてしまったため、朝・晩のごはん（昼は大体政務室）は大体はここでリーシアたちと食卓を囲むようになっていた。

　大体の料理は城の料理人が作ってくれるのだけど、今日は和食が食べたいなぁと思うときにはたまに自分でも作ったりする。お米も醬しよう油ゆも味み噌そもあるからな。俺が作る料理は物珍しさもあってかリーシアたちには好評なんだけど、ハクヤやマルクスなどは渋い顔をしている。味にではなく、俺が見た目に質素な料理を自作して、それを婚約者にもふるまって美お味いしそうに食べている姿が、国王像とかけ離れすぎているからだとか。

　べつに食べるものまで国王らしくする必要もないと思うんだけどなぁ……。

　そもそも俺もリーシアたちも贅ぜい沢たくをしたがるタイプじゃない。俺とジュナさんは元庶民だし、リーシアは物資の限られる軍隊生活をしていたし、アイーシャは森育ちで美味しいものならなんでも食べる。ロロアも「ダーリンの世界の料理、流は行やらしたら売れるんちゃうかな？」と興味津々のようだった。それに見た目は質素に見えるかもしれないけど、あまり普及していないお米などを使っているからエンゲル係数は高めなんだけどね。

　ちなみに今日のお昼は親子丼と味噌汁とぬか漬けだった。

「アイ姉ねえ、そっちのお漬物とって～」

「はむ、ほむほ、ほほははん（はい、どうぞ、ロロアさん）」（←ご飯ほおばり中）

「ちょっと、ロロア。お米付いてるわよ」

「ん、おおきにシア姉」

　口元についたお米をリーシアにとってもらっているロロア。ガツガツとご飯を搔かき込んでいるアイーシャを微笑ほほえましそうに見ているジュナさん。みんなで炬燵を囲むこの風景だけを切り取ってみるなら本当にただの家族の団らんシーンだった。

「アイーシャ様。お味噌汁ののおかわりはいかがですか？」

「んぐ。い、頂きます。セリィナ殿」

「ジュナど……様。ご飯のおかわりもある、ますです」

「ふふ、そんなに硬くならなくても大丈夫ですよ。カルラさん」

「きょ、恐縮です」

　……訂正、一部おかしな部分もあるか。

　部屋の隅には小学校の給食当番の時に使った配膳台のようなものが置かれていて、そこに侍従メイドのセリィナとカルラが給仕役として控えている。あれはミスマッチだな。

「っていうか……みんな俺の話を聞いてたか？」

「うん～。聞いとる聞いとる～」

「あからさまな空返事だな……」

「聞いとるわ。人材が足らへんのやろ？」

　ロロアがそう言うとリーシアが眉をひそめた。

「まだ集めるの？　もうかなり濃い人材が揃そろっていると思うんだけど……」

「人材は多ければ多いほどいいよ。まあ、いま求めているのはちょっと違うけどね」

「どういうこと？」

「う～ん……あんまり褒められたことじゃないけど、人材にＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅってランクを付けるとしたら、いま欲しいのはＢ・Ｃランクの人材。それを大量にかな」

「ごめん。言っている意味がよくわからない」

　俺はとなりでスプーンを咥くわえているロロアの頭に手を置いた。

「例えばロロアの経済センスは非凡な物だ。大金を扱えて、資金を捻出でき、更なる利益を上げることができる。人材としたらＳランクだ。だけど、ロロア一人だけで国を回せるわけじゃないだろ？　ロロアの手足となって働く官僚組織。さらにその下で働く『計算のできる人間』が必要だ。不足しているのはそんな『計算のできる人間』だ」

　この世界は識字率も低いし、算術を扱えるのも貴族・騎士階級を除けば商人ぐらいしかいない。つまり字が書けて数字を扱える人材は、この世界にとってＢ・Ｃクラスの人材ということになるのだ。いまのこの国にはそういう人材が不足している。

「そういうことやったら儲もうけが出ずに店たたもうとしとる商人や、そういった身分から、なんらかの理由で奴隷に落ちたのを雇用したらどうなん？」

　ロロアがそう提案してきたけど、俺は首を振った。

「それはもうやろうとしたんだけどダメだった。少しでも有能な人間は貴族・騎士階級が囲いこんじゃってるんだ。まあ……それも俺が原因なんだけどさ」

　頭をガシガシと搔いているとリーシアが首をかしげた。

「ソーマが原因ってどういうことなの？」

「功績の評価の仕方を変えたんだ」

　この国においての貴族・騎士とは簡単に言ってしまえば『領地を持っている』だ。領地を持っている武官を騎士、文官を貴族と呼んでいるに過ぎない。だから貴族内に公爵とか子爵とかの区分は無く、大領を持っている者を「公」付けで呼ぶ程度だった。

　貴族には首都や地方都市に出仕して官僚として働き、領地は代官に任せる『官僚貴族』と、自ら領地に赴いてその経営に力を入れる『地方貴族』とがいる。身内で言うならハクヤやマルクスは官僚貴族であり、アルトムラの領主ワイストなどは地方貴族ということになる。その力関係は様々で、ハクヤのように国政に携わる官僚貴族もいれば、有力な地方貴族の都市に出仕する田舎の官僚貴族等もいる。

　それに対して騎士は軍に所属する代わりに領地の管理は代官を置いて行っている。もっとも、こちらもそれが絶対では無く、ワイストのように引退した騎士が貴族となる場合もあれば、軍への出向義務を子供に譲り、自分は領地経営を行うという騎士もいる。

　そんな貴族・騎士階級の昇格・降格（言い換えれば所領の増減）についてだけど、これまでは騎士の場合は戦場において武勲を挙げて軍内の階級を上げれば昇格、働きが悪かったり軍令違反や作戦失敗などがあれば降格といった具合だった。

　つまり領地の経営状態を問われることは無かったのだ。経営状態の悪化の責任は代官にあり、クビにすれば騎士自体の責任は問われなかったわけだ。もっとも、それでも同じ事態が何度も続くようではさすがに処罰の対象になるのだけど。

　そして貴族の場合は官僚貴族となって首都や地方都市で働き、出世することで昇格できる。国政に参加したいという強い意志を持たない者ならば、ある程度所領が増えたところで地方貴族に転身して領内経営に力を入れるのが普通だった。そのほうが儲かるからだ。また出世欲のない貴族もいまの所領だけで満足ならば地方貴族でいる場合が多い。ただし、地方貴族になると領内の経営悪化は責任問題になる。

　さて、そんな貴族・騎士階級の評価方針を俺がどう変えたかというと、

「いままでの方針に加えて領地の経営手腕の方に重きを置くことにしたんだ」

　簡単に言ってしまえば、いままでの評価方針に加えて『所領の統治が良ければ加増』、『悪ければ減封或あるいは没収』という評価方法を導入する旨を発表したのだ。

　直属の諜ちよう報ほう工作部隊『黒猫』を目付役に派遣して、良政を敷いている貴族・騎士に対しては所領を増やし、悪政を敷いている貴族・騎士には減封・あるいは没収する。

　これは時代劇で見るような悪徳領主や悪代官がいれば取り締まり、領主に領民と積極的なコミュニケーションをとらせて距離を近づけようというのが狙いだった。良政を敷くには領民がなにを求めているのかを知る必要があるからな。

　そして……その結果なにが起こったのかというと、いままで所領を代官任せにしていた貴族・騎士たちは慌てて自らの所領に目を向け始めたのだ。

　代官が有能かあるいは普通ならば問題ないけど、無能であった場合は自らの進退に関わってくる。官僚を辞めて自ら領地に戻り、経営に本腰を入れ始めた貴族もいる。しかし自身に統治能力のない大半の騎士たちや、官僚としての出世の道が残っている貴族たちは、慌てて有能な代官とその下に付ける有能な人材を探し始めたのだ。

　そう説明すると、ジュナさんが口元に指を当てて思い出すように言った。

「そういえば凄い混乱ぶりだったと大おお母かか様さまが言ってましたね。一時期は貴族・騎士たちが『人材～、人材～』と餓鬼のように町中を彷徨さまよったとか」

「……うん。俺も正直、早まったかなとも思った」

　人材を求める貴族・騎士たちの熱意は俺の予想を遥はるかに超えていて、筆記・算術ができる人間ならば一般市民であろうと、まるで賢者を迎えるかのような下にも置かない扱いで迎えているらしい。権力を翳かざして強制連行すると処罰の対象になるためだ。また奴隷（罪を犯して労働系に処された奴隷は除く）や娼しよう婦ふ、貧民街の人間などの中に筆記・算術ができる者がいるとわかれば身請けまでして迎えたりもしたそうだ。

　筆記・算術ができるというだけでその扱いなのに、その上、それが得意という人間がいればもう大変だ。代官にしたい！　でも代官にするには身分が足りない！

　そうだ、縁戚にすることで無理矢理身分を上げてしまおう！

　そんな貴族たちの発想のせいで、本来ならばあり得ないような成り上がりを果たした市民や奴隷もいたとか。大きな変革は反発を生むから奴隷解放はゆっくりやるべきと帝国のマリアには言っておいて、うちの身分制度のほうが崩壊していないか？

「これを利用してうまいこと奴隷制度を有名無実化できないかなぁ……」

「あっ、奴隷で思い出したわ」

　するとロロアがポンと手を叩たたいた。

「パルナムで『銀の鹿の店・二号店』をオープンさせたセバスチャンから仕入れた情報なんやけど、なんでもこのパルナムに風変わりな奴隷商がいるらしいわ」

「風変わりな奴隷商？」

　そう尋ねるとロロアはキシシと悪戯いたずらっぽく笑った。

「多分やけどダーリンの好きそうな人材ちゃうかな。うふふ、今度うちと一緒に王都をぶらつきながらその人物に会いに行くってのはどうやろか？」

「むっ……それはデートなのではありませんか。ずるいです」

　アイーシャが少しむくれた顔をしたけど、ロロアはヒラヒラと手を振った。

「聞いた話やとうち以外はみんなダーリンとデートしとるっちゅう話やん。うちかてせっかく婚約したんやし、ダーリンといちゃラブしたいわ」

「私は護衛役に付いていっただけでデート自体はしてません！」

「じゃあアイ姉も一緒に付いてくればええやん。どのみち護衛は必要やろうし」

「それならば問題ありません」

　付いてきていいと言われたことでアイーシャはあっさりと矛を収めた。ちなみにリーシアとジュナさんは「今回はロロアに譲る」とのことだったので、俺とロロアとアイーシャの三人でパルナムの街へと繰り出すことが決まった。

　風変わりな奴隷商か。どんなヤツかちょっと楽しみだな。




　◇　◇　◇




　僕の名前はジンジャー・カミュ。十七歳。

　エルフリーデン王国……あっ、いまは『フリードニア王国』だっけ。そのフリードニア王国の王都パルナムに店を構えている奴隷商人だ。……うん。奴隷商人なんだ。

　あんまり良い職業じゃないよね。人間が人間を売り買いするんだから。まあ罪を犯して奴隷になった人間を除けば、大半はお金がないから食いっぱぐれないために、あるいはお金が必要だからと身売りして奴隷になった財産奴隷なのだから、ある意味社会保障の一環ととれないこともないんだけど……神経が図太くないとできない職業だろう。

　僕？　細いよ？　木綿の糸なみだよ？　毎日、胃の痛みと戦っている。

　そんな僕がどうして奴隷商なんかやっているのかというと、奴隷商だった祖じ父いちゃんが亡くなったためだった。両親はすでに他界していて、祖父ちゃんが男手一つで僕を育ててくれたんだけど、なんの仕事をしているのかは文字通り死ぬまで教えてくれなかった。

　葬儀を終えて祖父ちゃんの遺産を整理していると、その中にこの店と保有している奴隷たちがいたというわけだ。無理！　こんな物を残されても扱いに困る！

　いっそ全員他の奴隷商に売り払って、自分は細々とでもいいから新しい商売を始めようと思っていたのだけれど……実際に資産である奴隷たちを見て、僕は言葉を失った。

「えっと……」

　一堂に会した商品である奴隷たち。子供から中年まで、性別、種族もバラバラの奴隷たちが二十名ほど並んでいた。貫頭衣のような粗末な薄い衣服を着ていて、みんな不安に怯おびえたような目をしている。なにをそんなに怯えているのだろう。

「わかりませんか？　商店主様」

　そんな中、一人だけ勝ち気な目をした少女の奴隷が歩み出て来た。

　歳としは僕より少し上くらい。凜り々りしい顔立ちに三角の耳と太くて長い縞しま模も様ようの尻尾を持った綺き麗れいな獣人族の少女だった。薄着なのでスタイルもかなり良いのがわかる。

「……妖よう狸り族ぞく？」

「洗せん熊ゆう族ぞくです」

　キッと睨にらまれた。人間族の僕には違いがよくわからないのだけど、妖よう狸り族ぞくと洗せん熊ゆう族ぞくは見た目がよく似ているためか、互いが互いに間違われることを嫌うそうだ。

「ご、ごめん……キミは？」

「失礼いたしました。奴隷のサンドリアと申します」

「じゃあ、サンさんだね。よろしく」

「え、……あ、はい」

　僕が差し出した手を、サンさんは目を丸くしながら取った。なにを驚いていたのかはよくわからないけど、彼女ならこの沈んだ空気の原因を知ってそうだ。

「サンさん。なんでみんな怯えているの？」

「それは商店主様のお祖父様が亡くなられたからです」

「奴隷なのに祖父ちゃんの死を悲しんでくれるの？」

「お祖父様は一般的な奴隷商と比べれば、奴隷の扱いは良かったですから」

　サンさん曰いわく、奴隷商によって奴隷の扱いは異なるらしい。

　一応、この国において財産奴隷は、最低限死なないための社会保障としての側面を持っているため、主あるじによる暴力的・性的虐待を禁じてはいる（「性交可」というオプションを付けて、自分を二倍以上の値段で買わせる方法もある）。

　しかし、それがどこまで守られるか、或いはそもそも守られるかどうかは、その地域の治安や主のモラルによるところが大きい。

　例えば若い女性奴隷が主となった貴族に手て籠ごめにされ、それを訴え出て、その貴族が罰せられたとしても、その女性に財産はない以上、結果的にまた奴隷商の下で新たな主に買われるのを待つしかない。それならいっそ（命の危険があればべつだけど）我慢したほうが良いと考えてしまうだろう。男性奴隷の場合は肉体労働力として買われるのがほとんどだ。過労で倒れるまで働かされたとしても、それを虐待と証明するのは難しい。

　そんな闇が蔓延はびこる奴隷の世界。奴隷商もまた十人十色だった。

　動物扱いしてろくに食べ物を与えない。首輪のみしか着用を許さず、寒い夜に布きれ一枚与えない。病気になっても放置。特殊な性癖の貴族と専属契約していて、差し出された女奴隷がどうなったかは誰も知らない……等々。そんな黒い噂うわさの奴隷商もまだ相当数いるらしい。まあ新国王陛下はそういった状況を憂慮しているらしく、かなり摘発したらしいのだけど、地方や都市の深しん淵えん部ぶにはまだ残っていることだろう。

　そんな中で、祖父ちゃんの奴隷の扱いは良かったようだ。粗末ではあるけど着る物も、食べる物もちゃんと与えられていて、虐待もしないし、病気になったら介抱してくれて、あまり変な客に売るようなこともしない。至極真っ当な奴隷商だったようだ。

　祖父ちゃんは僕にこの商売を営んでいることを知られたくなかったみたいだけど、自分の中のやさしい祖父ちゃん像とかけ離れてもいなくて、正直ホッとした。

「でも、話を聞く限り、好かれるってほどでもないと思うんだけど？」

「それでも、奴隷たちにとっては十分だったんです。少なくとも変な目に遭う心配はしなくてよかったですから。……ですが、これからはどうなるかわかりません」

「え？」

「商店主様のお祖父様は生前、貴方あなた様にはこの仕事を引き継げないだろうと仰おつしやっていました。気弱で、やさしすぎる孫に、この仕事は重荷でしかないだろうと」

　ああ……だから僕には教えてくれなかったのか。僕が気に病むと思ってずっと隠していてくれたんだろう。そんなことを思っているとサンさんが続けた。

「ですが、そうなると私たちは他の奴隷商に払い下げられることになります。この数をまとめて引き取る奴隷商はいません。私たちはバラバラとなります。この中には夫婦や姉妹の奴隷もいますが、そんなことは考慮されません。そもそも引取先の奴隷商が、商店主様のお祖父様のような真っ当な御お方かたであるという保証もありません」

「それは……」

「またこの中には幼い子供を抱えた者もおります。現国王であらせられるソーマ陛下は十二歳以下の子供奴隷の所有を禁止されました。ですので子供は奴隷ではありませんが、買い手から親しかいらないと言われれば孤児院に預けられることになります。だからこそ、みんなお祖父様の死を悲しんでいるのです」

　なるほど。祖父ちゃんの死そのものではなく、自分自身の境遇を悲しんでいるのか……。そういうものなのだろう。僕は奴隷じゃない。だから彼らの苦しみもわからない。だけど、どんな明るい未来も想像できないというのは、多分、思う以上に辛つらい。

　言葉を失っていると、サンさんはある物を僕に手渡してきた。

　それは馬のお尻を叩くのに使う鞭むちだった。なんでこんなものをと思っていると、サンさんは俺に背を向けて、いきなり着ている物を脱ぎだした。そして下の下着一枚（上半身裸）になり、前を着ていた服で隠しながら、まるで懺ざん悔げするかのように両膝を突いた。なだらかな背中とモフモフの尻尾が目の前に晒さらされている。

「って、サンさん!?　なにやってるの!?」

「奴隷の分際で生意気なことを申しました。罰を与えていただきたく思います」

「だからなんで!?」

「商店主様にもの申すなど、奴隷にあるまじき行為。殺されても、嬲なぶられても、最悪な買い手に売り払われても文句は言えません。それは私も嫌なので皆の前で鞭打ちされることで、どうかご容赦下さいませ」

「いや、だからって……」

「大丈夫です。その鞭は特別製で、打った対象に傷一つ付けることなく激痛を与えられます。私の商品価値が下がることはありません」

「そういうことを言ってるんじゃないよ！」

　僕は鞭を投げ捨てるとサンさんの前へと回り込み、屈かがんで目線を合わせた。

「サンさんは叩かれて喜ぶ変態さんなの？」

「……そんなつもりはありませんが」

「じゃあどうして、叩かれるかもしれないのにそんなことを言ったの？」

　なるべく穏やかな口調で尋ねると、サンさんは顔を伏せた。前髪が下がって表情が見えなくなったが、その声には嗚お咽えつが混じっていた。

「この店を畳まれるにしても……少しでも便宜を図っていただけるように……せめて、親類だけでも一緒にいられる引き取り手を探していただき……たく……」

「この中にサンさんの親類はいるの？」

　サンさんは首を振った。いないのにこんなことをしたのか……。

　奴隷たちを見回す。子供を胸に抱えながら不安そうに見ている女性奴隷がいた。

　姉妹のように見える十七歳前後の少女奴隷が手を繫つないでいた。

　穏やかだけど芯のしっかりしてそうな子（姉？）が、気が強そうな目をしているけど不安に揺れている子（妹？）を励ますようにしっかりと握っている。

　サンさんはそんな彼女たちのためにこんな危ない真ま似ねをしたのだろう。

「サンさんって仲間思いなんだね」

「………」

「とりあえず、服を着てもらえる？」

「！　ですがっ」

「いいから」

　念を押すように言うと、サンさんは渋々ながら服を着直した。

　そのとき形の良いぷるんとした物が見えてしまったので僕は全力で顔を背けた。サンさんが落ち着いた頃を見計らって、僕は奴隷たちに語りかけた。

「あなた方の事情は理解しました。かといって僕にこの店を継ぐ気はありません。奴隷商になるなんて、僕には無理です」

「………」

「ですが、ここにいる皆さんが売れるまでの間はこの店を存続させようと思います。もちろん、変な買い手には売るつもりはありません。そこは僕が責任を持って吟味します。親類はなるべく一緒にいられる引き取り手を探しましょう」

　もし僕が大金持ちだったら全員を解放して店を畳むこともできただろう。だけどいまの僕にそんな力はない。……でも、できる範囲のことはしてあげたかった。僕の言葉を聞いて奴隷たちが安あん堵どの表情を浮かべる中、僕は呆ぼう然ぜんとしているサンさんに笑いかけた。

「これが精一杯です。良かったでしょうか？」

「……過分です。お人ひと好よしが過ぎます。商店主様」

「その呼び方、どうにかならない？　僕はジンジャー・カミュ」

「承知しました。ジンジャー様」

　そして僕とサンさんはしっかりと握手をした。







「なんや兄ちゃん。綺麗な奴隷はべらせとんなぁ」

「いくらしたんや？　もしかして良いとこのボンボンなんか？」

「あ、その……どうも……」

　投げかけられる露店主の商人スラングに愛想笑いで返しながら、僕とサンさんは真昼の王都の商店通りを荷物を抱えて歩いていた。荷物のほとんどは食糧と石けん、それに新しい貫頭衣を作るための真新しい布だった。ここまでくればわかると思うけれど、これらはほとんど奴隷たちのための物だった。

「いやー良い布が沢山手に入りましたね。あの『銀の鹿の店・二号店』というお店は良い。店主さんもダンディーでしたし、用途が奴隷の衣服を新調するためと聞いても、嫌な顔一つせずにこんなに沢山格安で売ってくださるんですから」

「それはようございました」

「あっ……すみません、サンさん。荷物持ちに付き合わせてしまって」

「奴隷にそんなお気遣いは無用です。なんなりと御命じ下さい」

　澄まし顔でそう言うサンさん。僕よりも少しだけ高い身長で、背筋を伸ばして歩く姿は奴隷とは思えないほど堂々としている。もしかしたら、いいとこの出身なのかな？

「しかしまあ、店なのに奴隷以外は店主しかいないってどうなんだろう」

「奴隷は隷属の首輪がある限り絶対服従です。仕事もさせられるので、これが普通かと」

「そうなんだ」

「それよりも……なぜジンジャー様は手放すはずの奴隷に十分な食糧を与え、新しい衣服を与えようとしているのですか？」

「……清潔なものと汚いもの、どちらがより大事にされると思いますか？」

「それは……清潔なものだと思いますが……」

「でしょ。それと同じですよ」

　人を物のように言うのはどうかと思うけど、物のように扱われてしまうのが奴隷だ。

　だったらせめて、大事にされる物にしてあげたいじゃないか。それが欺ぎ瞞まんだってことはわかっているけど、いまの僕にできることぐらいはしてあげたい。

「清潔で、血色が良く、綺麗な衣服を着た奴隷のほうが高級感があります。単純な労働力として使い潰そうとする買い手を遠ざけられるんじゃないかと思うんです」

「……商売は売ってなんぼです。その姿勢は売り手としていかがかと」

「だから、僕は奴隷商人になんかならないってば」

「そうでしょうか？　案外良い奴隷商になるように思われますが？」

「数秒前と言ってること真逆なんですけど!?」

「奴隷の戯たわ言ごとです。お聞き流し下さい」

　そう言ってサンさんは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。くっ、絶対からかってるでしょ。

「お怒りでしたら鞭で……」

「叩たたかないからね！」

「でも一度叩いたらなにかに目覚めるかもしれませんよ？」

「目覚めたくないから！　というか、叩かれて喜ぶ変態さんじゃないんだよね!?」

「そこは誰に叩かれるのかによるのではないでしょうか？」

「えっ!?　それって……」

「ふふふ、冗談ですわ」

　サンさんは楽しそうに微笑むと、僕をほったらかしにしてスタスタと歩いて行ってしまった。僕は一瞬あっけにとられていたけど慌ててその後を追った。

　これではどちらが所有物でどちらが所有者なのかわからないな……。







　―――数日後。

「ハイ皆さん。それでは三の段を言ってみましょう。サン、ハイ！」

「「「　三一が三、三二が六、三三が九……　」」」

　僕の号令で奴隷たちがかけ算の三の段を唱和しはじめた。

　その横ではべつの奴隷たちが板きれに水で濡ぬらした筆で文字を書く練習をしている。紙とインクは高価なため、それで代用してもらっている。本当は用意してあげたかったんだけど……さすがにそこまで余裕もないからなぁ。そんなことを考えていると、

「……今度はなにをなさっているのですか？」

　頼んでいたお使いから帰ってきたサンさんに呆あきれたようにそう言われた。

「ん？　みんなに筆記と計算を教えようと思って」

「……なぜ？」

「考えたんだけどさ。道具だって付加価値が付いている物のほうが、付いていない物よりも大事にされるよね？　じゃあ人間に付けられる付加価値ってなにかなぁって考えたときに『教育これ』かなぁ～、と」

　悲しいけど奴隷は安価な労働力であり、使い潰す物だと考える輩やからもいる。

　それはまあ極論だけど、ただの奴隷では肉体労働で酷使するぐらいしか使い道がないこともまた事実だ。だけど、計算や筆記を憶おぼえた奴隷ならどうだろう。読み書き計算のできる奴隷ならば肉体労働で使い潰すのがもったいなくなるのではないだろうか。

　実際にそういった教育を受けた者が奴隷身分に落ちた場合、通常の奴隷よりも高く売られていて、使われ方も肉体労働専門の奴隷に比べて幅広い。商店の店員や貴族の使用人や秘書として雇われることもある。

　ならばすべての奴隷に筆記や計算を教えればいいと思うだろうけど、それだと効率が悪いのだ。奴隷の教育には時間が掛かるため、そのぶん維持費も高くなる。それに奴隷商を訪れる人間の多くが求めているのは肉体労働要員だ。教育を受けた奴隷を買う人間は限定されており、多く用意したところで売れ残ったり、肉体労働要員として安く買いたたかれてしまったら意味がない。あくまでもこれは商いなのだから。

　もっとも、そんなことはいまの僕には関係ない話だった。

　僕にはこの仕事を続けていくつもりなどない。

　祖じ父いちゃんの残してくれた貯たくわえをある程度使い込んででも、いまここにいる人たちがなるべく良い買い手に引き取って貰もらえればそれでいいと思っている。たとえ儲もうけにならなくても良いと思える引き取り手には積極的に売って、全員の行く末を見届けてから店を畳もうと考えていた。それが僕にできる祖父ちゃんへの餞はなむけだと思うから。

「僕は祖父ちゃんからそういった教育はちゃんと受けているし、それをみんなに教えるくらいはできるからね。サンさんにも教えようか？」

「……大丈夫です。私の実家は商店でしたから筆記も計算もできます」

　実家が商店？　それなのに奴隷になってるって……。

「あの……理由を聞いても？」

「なんてことのない話です。人に騙だまされて借金を背負わされた商店主が、店と家族を守るために娘の一人を売らなければならなかった。それだけのことです」

「それだけのことって……」

「よくある話ですよ。こんなことは……どこにでも転がっている不幸です」

　国が豊かでも政治が良くても治安が良かろうと、人の悪意が消え去ることはない。こういったことは少なからず発生してしまう。自分はそれに嵌はまってしまっただけなのだと、サンさんは冷めた眼まな差ざしでそう言った。まるですべてを諦めているかのように。

「まあせっかく持っている能力ですし、私も皆に教えましょう」

「……よろしくお願いするよ」

　奴隷には難しいことかもしれないけど、サンさんにも希望を持たせてあげたい。年少奴隷に文字を教えるサンさんを見ながら、僕は痛切にそう思った。







　……とは言ったものの、奴隷たちの売れ行きは芳しくなかった。というか、全く売れなかった。ハハハ……どうしたもんかね……。

「お客様は来ていたと思うのですが、なぜ売らなかったのですか？」

　カウンターで頭を抱えていると、お茶を運んできたサンさんにそう尋ねられた。うん、たしかに何人かうちの奴隷を買いたいというお客さんは来た。だけど実際に面接したかぎりでは、到底売るわけにはいかない相手ばかりだった。

「……僕はね、『人を見抜く目』にだけは自信があるんだ」

「ジンジャー様の目から見て、不合格であったと？」

「どの人もこの人も奴隷を使い捨ての道具としか見てなかったよ。たとえどんなに紳士的に振る舞っていてもね。心の汚い部分はそう簡単に隠せはしないよ」

「そうなのですか……」

「みんなには信頼できる買い手を探すと約束したからね。ちゃんと厳選しないと」

「そんなことを言っていたら、貴方様こそ借金苦で奴隷に落ちてしまいますよ？」

「それは困るけど……昔、祖父ちゃんが商売の心得についてこう言っていたんだ。『凪なぎはいつか終わり潮目は唐突に変わる。だからいついかなるときも諦めずにじっとチャンスを待ち、そのときが来たらば見逃さずに摑つかみ取れ』ってね」

　だからいまは、どんなに苦しくても辛抱しよう。いつかやってくるであろうチャンスを逃さないために。そんなことを考えていると、サンさんがクスリと微笑んだ。

「不思議ですね……。ジンジャー様といると奴隷の身でありながら、未来に希望を抱いてしまいそうです」

　やわらかな笑みだ。この笑みのためならまだまだ頑張れるような気がする。

（大丈夫。必ずチャンスは来る。多分……ううん。絶対っ！）

　そう自分に言い聞かせて僕らは待ち続けた。そして……。

　―――その機はそれからしばらく経たったある日、唐突に訪れることになる。







　ある朝。いつもと同じように店を開けると、

「すみません！　こちらに筆記や計算のできる奴隷はおられませんか！」

「大至急必要なんだ！　言い値でいいから譲ってくれ！」

「こちらにも頼む！　要求が有ればなんなりと言ってくれ！」

　いきなり大勢の人間が店の中へと押し入ってきた。それもみんなそれなりに身なりのいい人たちばかりだ。主人の使いという人が多いけど、中には貴族様や騎士様ご自身が買い付けに来ているケースもあって、僕もサンさんも呆あつ気けにとられてしまった。

「えっと……うちの奴隷たちは皆、筆記も計算もできますが……」

「本当か!?」

「是非！　是非、私どもに売ってくださいませ！」

「拙者が先だ！　領地が心配なんだ！」

「お、落ち着いてください！　これは一体どういう状況なのですか!?」

　サンさんたちに全員分のお茶の用意をしてもらいつつ、お客様に事情を聞いてみた。

　どうやら事の発端はあの若き新国王であるソーマ陛下が打ち出した貴族・騎士階級への評価方針の転換にあるらしい。先代の王様から王位を譲られてからというものその活躍はめざましく、反発していた三公を降くだし、攻め込んできたアミドニア公国を破り、つい先日には王国に併合してしまった。いまや確固たる地位を築いているという。

　そんな王様が突然、『今度からは騎士・貴族階級の昇格・降格の評価方針に、領地の統治能力の有無も加えるから、よろしく』（こんなフランクな言い方はしないと思うけど）と言い出したのだそうだ。焦ったのはあまり自領を顧みず、統治を代官に任せていた貴族・騎士たちだ。都市に出仕している官僚貴族は国政に参加することが出世の道だと信じていたし、騎士は戦で手柄を立てることが昇格の道だと思っていた。だから自領の統治能力を問われた途端、大慌てで優秀な代官とその下で働く官僚を探し始めたのだ。

　地方官僚に求められるのは文字の読み書きと計算能力だけなのだけど、この国で両方を兼ね揃そろえた者はまだ少ない。どちらも教養であり、そんな教養を受けられる（逆に言えば受ける必要のある）人間は社会構造の上のほうに限られている。商人ならできるだろうけど自分の店を持っており、その儲けに見合う報酬を出せないと登用できないだろう。つまり、わざわざ地方領地の官僚になってくれるような人間は本当に限られているのだ。

　それこそ身分は低いながらも、いつか役に立つだろうと独学に励んでいたような人材は真っ先に声を掛けられた。しかしそんな人材も、より良い条件を出せる有力な貴族・騎士が登用してしまう。困ったのは身分が低めの貴族・騎士階級だった。人材は欲しい。でも見合った条件を出せない。そんな彼らが最後にすがったのが奴隷だった。

　そう言えば奴隷の中には様々な身分だった者たちがいる。筆記や計算ができる奴隷も、通常よりは値が張るが売られていたではないか。

　そう思いたった貴族たちが奴隷商のところへと駆け込んでいるそうだ。大おお店だなの奴隷商店にいた筆記・計算のできる奴隷はすぐに売り切れてしまい、いまは中小の奴隷商店を回っているのだとか。そして僕らの店にも押しかけてきたというわけだ。

「えっと……事情はわかりました。条件なども踏まえた上で面接させてもらいます」

　そうして僕は購入希望の人たちを一人一人面接していった。

　重視したのは購入金額よりも購入後の奴隷の待遇だ。『官僚として登用したいので奴隷身分から解放してもいい』という人も相当数いたので、そういう人たちを優先的に奴隷と引き合わせていった。僕の目で見て悪意のありそうな人には売らず、親類縁者はなるべくまとめて引き取ってもらうことにした。あの幼子を抱えたお母さん奴隷は、

「奴隷からも解放する！　子供も一緒でいい！　だからどうか我が領地に来てくれ！」

　……と半泣きで頼む女騎士様に買い取ってもらった。なんでも凜り々りしいリーシア姫様に憧れて騎士になったものの、武勇一辺倒で領地経営はからっきしだったそうだ。それで大慌てで人材を探していたらしい。根はいい人っぽいしこの人なら大丈夫だろう。

　そんな感じで奴隷たちの引き取り手は次々に見つかっていったのだけど……一番驚いたのは姉妹で奴隷だった娘たちだった。

　どうも若い貴族様が彼女たちのことを気に入ってしまい自由民にした上で、二人とも娶めとりたいと言ってきたのだ。しかもこの貴族様、どうやらかなり大きな家の人間らしい。

「代官や官僚をお探しだったのではないのですか？」

「もちろんそのつもりだったのだが、彼女たちの美しさと聡そう明めいさに惚ほれたのだ。我が家は少し事情があっていま他家とは縁戚を結ばぬ方が良い状態だしな。陛下たちにも市井の民を嫁とした方が安あん堵どしていただけるだろう。それにこれからの任地のことを考えると、他家の娘に嫁に来てくれとも言えないしな」

　この貴族様の名前はピルトリー・サラセン。

　この国でもかなりの家柄であるサラセン家の若き当主だそうだ。熱血漢で、見た目通りの好青年に見えた。こんな御お方かたがなんで奴隷なんて欲しがっているのだろう。多分、事情や任地とやらが関係しているのだろうけど。

「あの、あまり危ない所へは……」

「心配しないでいただきたい。少しの間、外国へと出なくてはならなくなっただけだ。なあに妻となってもらう以上、私が命に賭けても守り抜いてみせよう。彼女たちが私より先に逝くことはないとここに誓約してもいい！」

「は、はあ……とりあえず二人の意見を聞いてみましょう」

　熱意に押し切られる形でピルトリー殿を姉妹の奴隷さんたちに引き合わせてみると、どうやら姉妹さんたちもこの青年を気に入った様子だった。イケメンだし好青年だし玉たまの輿こしだしで条件としては破格だし、なにより二人一緒というのが決め手だろう。

　ピルトリー殿がこれから向かう任地とやらが、他国であるグラン・ケイオス帝国だったことには少し怯ひるんでいたけど、それでも付いていくと二人で決めたようだ。

（まあ、良い人であるのは間違いなさそうだし、本人たちが良いならそれでいいか）







　その後も、奴隷の待遇にかなりの条件を付けているにもかかわらず、買い手は毎日のようにやってきて、数日が経った頃には僕の手元に残っているのはサンさんだけになっていた。サンさんが最後まで残っているのは僕の手伝いをしてくれていたからだ。あの人数を僕だけで捌さばくのは無理だったから、サンさんには凄すごく助けられた。

　もちろん美人でスタイルもいいサンさんをアンズ・シホ姉妹に劣らない好条件で買い取りたいという人も多かったのだけど、サンさん自身が、

「他の人たちがちゃんと買い取られるまではジンジャー様をお手伝いします」

　と言ってくれていたのでその厚意に甘えてしまったのだ。開店前の店内。カウンターに座る僕に、横からお茶を差し出すサンさんに視線を送った。

「サンさんは……」

「なんでしょうか？　ジンジャー様」

「あっ……その……なんでもない……」

「？」

　奴隷たちのため、そして僕のために一生懸命に働いてくれるサンさん。その姿を見て思うことがないわけではない。

　幸い皆を買い取っていった貴族様たちのお陰で資金面でも余裕があるし、このままサンさんを奴隷から解放して二人で新しいお店を開けたら……なんて思ってしまう。

（……でも、サンさんならもっといい引き取り手が出てくるだろう）

　僕の新しい商売が成功する保証なんてないし、そのほうがサンさんにとっては幸せなんではないだろうか。そんなことを考えていると、『Close』の札を掛けてあったはずの扉が開かれた。なんだと思って見ると、一人の青年が入ってきた。

「お願いする。その奴隷を売っていただけないだろうか」

　青年は異国の旅人のような出いで立ちをしていた。三さん度ど笠がさを深々とかぶり、旅簑みのを身につけている。あの出で立ちは……九く頭ず龍りゆう諸島の人間なのだろうか。

「あの、まだ開店前なのですが……」

「これは失礼。その洗せん熊ゆう族ぞくの奴隷に見み惚とれてしまい、居ても立ってもいられなくなりました。どうか私にその奴隷を譲っていただけないでしょうか？　もちろん相応以上の代金は支払うつもりでございます。買った後、彼女を奴隷身分からも解放します」

「それはいかほどでしょうか？」

「サンさん!?」

　勝手に話を進めようとするサンさんに驚いていると、彼女はニッコリと微笑ほほえんだ。

「ジンジャー様には奴隷一同良くしていただきました。残るは私だけです。ですので最後のご奉公として高く買い取っていただき、過剰分をジンジャー様にお渡しします。新しい商売を始める資金になさって下さいませ」

「なにを言ってるのさ！」

　サンさんったらそんなことを考えていたの？

　すると異国風の青年は、小さな袋をドンと机の上に置いた。

「この中に大金貨が十枚に金貨が五十枚入っています。この額でよろしいでしょうか？」

　大金貨が十枚に金貨が五十枚って……百万Ｇ!?　奴隷一人あたりの平均的な値段は十万～二十万Ｇが適正なのに、そんな大金をポンと出すの!?

（この青年……なにか変だな）

　やってることは大金持ちが金の力に物を言わせている感じなのに、目の前の青年からはそんな嫌らしい感じがしない。かといって姉妹さんを迎えたピルトリー殿のように、本当にサンさんに惚れ込んでいる感じでもない。むしろ……彼の意識は僕のほうを向いている気がする。大金を前に僕がどう動くかを観察しているかのような……。

「十分です。よろしくお願いします」

　僕が警戒しているとサンさんが青年に頭を下げた。

「だから勝手に決めないでよ！」

　僕は立ち上がると二人の間に割って入り、置かれた袋を摑つかんで青年に突き返した。

「申し訳ないですが彼女は売れません。彼女には僕が新しい商売を始めるときに、従業員になってもらいたいと思っていますので」

「ジンジャー様……」

　彼女の目が驚きで見開かれていた。これは……僕のわがままだ。

「ごめん、サンさん。もしかしたらこの人に買われるほうが貴女あなたにとっては幸せなのかもしれない。かなりの財力もあるみたいだし、僕の商売が成功する保証もない」

　でも、ダメだ。サンさんを……奪われそうになって初めて気がついた。僕はこんなにもサンさんを失いたくないと思っていることに。

「でも僕は、僕のわがままとして貴女を手放したくない」

「ジンジャー様っ……差し出がましい、ことを、いたしました……」

　涙ぐみながらそう言うサンさん。そして僕のそばに歩み寄ると頭を下げた。

「どうか、私を……ジンジャー様のそばに置いてください……」

「うん。もちろんだよ」

　僕はサンさんをやさしく抱き留めた。しばらくそうした後で、僕たちは異国風の青年をほったらかしにしていることを思い出した。見るとその青年は居心地悪そうに苦笑交じりで立っていた。僕はサンさんを離すと青年に頭を下げた。

「も、申し訳ありません！」

「いや、その……こっちもすまなかった。試すだけのつもりだったんだけど、まさかいきなり愛の告白が始まるとは思わなかったんで……その、おめでとう」

「あ、ありがとう……ございます」

　は、恥ずかしい。一連のやりとりを思い出すと顔から火が出そうだった。

　……って、あれ？　試す？　いまこの人は試すって言わなかった？

　すると青年の後ろから、フード付きのローブを纏まとった愛くるしいお下げの女の子が店内へと入ってきた。女の子は愉快そうに笑いながら青年の横に立った。

「なあ？　セバスチャンの言うとおり面白い奴隷商やったやろ？」

「まったくだな。世に人無きにしもあらず。灯台もと暗しというか、王都にもまだこんな人材が隠れていたとはね。これだから人材探しはやめられない」

　すると青年は三度笠をとった。その顔は……玉音放送で見たことがあった！

「ソ、ソーマ陛下!?」

　そこにいたのはソーマ・カズヤ陛下だった。

　しかも、その隣にいる少女は元アミドニア公国の公女で、この前の玉音放送でソーマ陛下との婚約が発表されたロロア姫じゃないか！　僕とサンさんは慌てて跪ひざまずこうとしたけど、陛下に「あ、いまはお忍びだからそういうのはナシで」と止められた。

「あの、陛下は……どうしてここに？」

　混乱したままの頭でそう尋ねると、ソーマ陛下はニヤリと笑った。

「キミの評判を聞いたんだ。なんでも奴隷に筆記と計算を教えて、待遇の良いところに買い取ってもらえるようにしたそうじゃないか。いまでは王都中の奴隷商がキミを真ま似ねして奴隷に教育を施すようになっている。待遇も上がっているみたいだ」

「は、はあ……」

「……その様子だと、自分がどれほどの偉業を成し遂げたかわかっていないようだ。まあ、それくらい謙虚なヤツだからこそ成し遂げられたことなのかもな」

　ソーマ陛下はなにやら納得したように頷うなずいていた。

「ジンジャー。キミは社会的な弱者に対して、手に職を付けさせることで待遇改善を図った。その結果、奴隷が奴隷でなくなったんだ。これは俺やマリア殿みたいなトップが望んでいても中々できない偉業だぞ？　それを現場のキミがやってのけたんだ」

「そんな……僕はただ……そこにいた人たちだけでも、守ってあげようと必死で……」

「そういうことができる人材を俺は求めていたんだ」

　そう言うと陛下は、カウンターの上に両手を置いた。

「俺はこれから国内の奴隷商店を公営化する。奴隷商は公務員として、ちゃんとした審査を設ける。その方が管理しやすいからな。その上で、奴隷たちがただ肉体労働で使い潰されることがないよう、手に職を付けられる職業訓練所も造るつもりだ。同時に、奴隷に落ちないよう職業斡あつ旋せん場所も造るつもりだけど」

「それって……」

「そう。キミがやってたことと同じだ。それを国がやるんだ」

　それは凄い！　それならきっとサンさんみたいな人をもっと救えるだろう。そう思っていると、陛下は僕に手を差し出してきた。

「そしてその職業訓練所の初代所長としてキミを登用したい」

「ぼ、僕をですか!?」

「自分で考えて実践できたキミだ。キミこそが相応ふさわしいと俺は思っている。さっきの金は準備金にするといい。その金で彼女を自由にして二人でこの事業を始めてみないか？」

　僕はサンさんのほうを見た。サンさんはにこやかな顔で頷き、あの言葉を紡いだ。

「『凪なぎはいつか終わり潮目は唐突に変わる』」

　……うん。そうだねサンさん、祖じ父いちゃん。いまがそのチャンスだ。僕はサンさんに頷き返すと、差し出されていたソーマ陛下の手を握った。

「やります！　やらせてください！」

「ありがとう。キミの辣腕を期待しているよ」

　ガッチリと握手を交わした。これで契約は成立した。

（祖父ちゃん、僕は王様に仕えることになったよ。だから心配しなくていいからね）

　天国に行ったであろう祖父ちゃんに瞑めい目もくしながらそう報告していると、「話はまとまったようやね」と言いながらロロア様がソーマ陛下の腕に抱きついた。

「んじゃ、今日の仕事はここまでってことにして、こっからはうちらのデートタイムってことでええんとちゃう？　ねぇ、アイ姉ねえ？」

　ロロア様がなにやら戸口のほうに呼びかけると、ダークエルフの凜り々りしくも美しい女性が入ってきた。たしかこの人ってソーマ陛下の第二正妃候補であるアイーシャ様じゃなかった!?　この前の音楽番組でソーマ陛下と司会をやっているのを見た憶おぼえがある！

　アイーシャ様は少し恥ずかしそうにしながら、ロロア様とは逆の腕に抱きついた。

「そ、そうですね。是非そうしましょう」

「あの、二人とも？　よそ様の目があるところでは控えてもらえると……」

「「　嫌や／です！　」」

「……あっ、はい」

　二人に声を揃そろえて拒否されて、ソーマ陛下はガックリと肩を落としていた。

　見た目的には両手に花の状態なのに気苦労っぷりが目に見えるようだった。アミドニア公国を打ち破ったやり手の国王様といえども、伴侶となる女性には弱いようだ。

「僕も気を付けたほうがいいのかな……」

「なにか仰おつしやいましたか？　ジンジャー様？」

　するとサンさんが二人の真似をしたのか僕の腕に抱きつき、ニッコリと微笑んだ。その微笑みを見ただけで満たされた気分になり、なにも言うことができなくなった。




　―――愛する女ひ性とに頭が上がらないのは国王も庶民も一緒のようだ。
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　ジンジャー・カミュという予期せぬ人材を発見できた日の正午過ぎ。

　スカウトを終えてジンジャーの店をあとにした俺とアイーシャとロロアの三人は、そのままパルナムの城下街をぶらぶらすることにした。ロロアに言わせればデートということらしい。俺は二人と腕を組んだ両手に花状態で街を歩いていた。

「まあ、デートっちゅう割には花のない格好やけどな～」

　ロロアが不満そうに口をとがらせた。

　俺はいつものお忍び用の九く頭ず龍りゆう諸島連合の旅人ファッション（北風小僧スタイル）で、今日の二人はいつもの格好の上にフード付きのローブを羽織っていた。三人とも顔が売れてしまっているので、騒ぎにならないようにこんな格好をしているのだ。

「仕方ないでしょう。バレたらそれこそデートどころじゃありませんし」

　アイーシャがそう言うとロロアはペロッと舌を出した。

「せやね。うちの場合は立場もあるし、なおさら顔出しできんわなぁ。アミドニア公国のことをよく思ってないのもおるやろうし」

　ロロアは茶化した感じで言ったけど、それはたしかにあると思う。最終的にはお互いの利益に合致した平和的な併合だったとはいえ、エルフリーデン王国とアミドニア公国は長らく敵対関係にあったのだ。その確執はそう簡単に消えるものではないだろう。

　なんとも言えない気持ちになっていると、ロロアは不敵な笑みを浮かべた。

「まあ、うちは愛され系女子やし、王国民の心を摑むのも時間の問題やろな。うちよりダーリンのほうが心配やわ。愛想よくせんと公国民に嫌われてまうよ？」

「……そうだな」

　ロロアのこういう悪い空気を吹き飛ばすような明るさは素敵だと思う。

「俺はロロアのようにはやれないから、地味でも堅実な治世で公国民の生命と財産をきっちり守って、国王だと認めさせることにするよ」

「ふふ。あと、うちとラブラブしとれば公国民も安心するんとちゃう？」

　そう言いながら抱きついてきたロロアをアイーシャが引き剝がした。

「お、往来ですよ。羨まけしからんです！」

「むぅ、ええやんデートなんやし。アイ姉も一緒にラブラブしよ？」

「したいのは山々なのですが……デートすることを許してくださった第一正妃リーシア様のことを考えると、あまり羽目を外すわけにもいかないのではないでしょうか」

　アイーシャは第二正妃候補であり、ロロアは第三正妃候補だった。

　騎士・貴族階級以上の家や豪農・豪商などでは一夫多妻が主流（少数だが一妻多夫もある）なこの国では、のちのお家騒動を避けるためにも、こういった妃きさき間・妻間の序列は常に意識するべきもののようだ。しかしロロアは不満のようだった。

「そないなこと言うてもダーリンとシア姉が婚約して半年くらい経たっとるんやろ？　子作りはまだっちゅう話やったけど、チューくらいはしとるんちゃうん？」

　ロロアに視線を送られて、俺は露骨に視線をそらす羽目になった。俺とリーシアでした婚約者っぽいことと言うと、膝枕、ほっぺにチュー、あと添い寝くらいか。俺の態度で大体のことを察したらしいロロアは冷めた目で見つめてきた。

「……ダーリン。まさかそんなことさえもしとらんの？」

「いや、その……いろいろと忙しくて……」

「さすがにそれはシア姉が可哀かわいそうなんちゃうん？」

「ロロアさんもそう思いますよね！」

　アイーシャまでもがロロアの意見に乗っかってきた。

「最初はお互いに勝手に決められた婚約だったから、陛下がリーシア様に遠慮していたのは知っています。ですが、いまはもう端から見ていてもわかるくらい、お互いに思い合っているじゃないですか。私たちの立場ではリーシア様を差し置いて寵ちよう愛あいを受けることはできないのですから、もっと素直になってイチャイチャしてください」

　……ぐうの音も出なかった。アイーシャは初期のころから俺とリーシアの関係を見てきているからな。ロロアも腕組みをしてウンウンと唸うなっていた。

「そうそう。そんでうちらとも同じくらいいちゃラブしようやないの」

「……わかってる。そのときが来たら〝ちゃんとする〟から」

「うむ、約束やで。ちゃんとしいや」

　上から目線でそう言うロロア。自分より三歳下の女の子に窘たしなめられる俺って……。少しばかり情けない気分になっていると、ロロアがニャハハと笑って俺の手を取った。

「でもまぁ、せっかくうちらとのデートなんやし、もっと楽しまんとな」

「そうですね。リーシア様も今日は楽しんでくるように言っていましたし」

　アイーシャもそう言って頷いていた。……それもそうだな。

「せっかくの休日だしな。二人はどっか行きたいところはある？」

「あっ、それならば私は……」

「ちなみにメシ屋はあとな」

「先手を打たれた!?　な、なぜなのですか？」

　アイーシャはお預けを食らったチワワみたいな目をして言った。

「アイーシャの食事に付き合うと、お腹なかいっぱいになってそのあと動きたくなくなるんだよ。メシ屋にはあとでちゃんと行くから、まずはどこかに行こう」

「あ、はい。そういうことでしたら……」

「とは言うてもうちは王都に来たばかりやしなぁ。どこになにがあるかわからんし」

　ロロアが首を捻ひねっていた。

「ダーリンのオススメのデートスポットみたいなのってどこかないん？」

「デートスポットねぇ……」

　元の世界だったら映画館、遊園地、動物園、水族館、カラオケやゲームセンターなどいろんな選択肢があったけど、そんなものはこの世界にはない。そういった娯楽が少ないからこそ、玉音放送の娯楽番組がヒットしているわけだしな。

　それじゃあ娯楽以外のデートスポットって言うと、あとは……あっ。

「あそこならいいかも」

「なになに？　なにか思いついたん？」

「つい先日オープンさせた施設なんだけど、あそこに行けばいろいろと珍しいものが見られると思う。まあ娯楽施設というよりは国の教育機関なんだけど」

「デートなのに教育機関？　なんていう場所なん？」

　首をかしげるロロアに俺は笑いながら言った。

「『パルナム国立博物館』だよ。なんの捻りもない名前だけどね」







「でかっ!?」

　パルナム国立博物館の入り口の前に来たとき、ロロアはそこに展示されているものを見上げながら驚嘆の声を上げた。上野の国立科学博物館の外に展示されているでかいものと言えばシロナガスクジラだけど、パルナム国立博物館の前にあったのは全長十メートル以上はあろうかという巨大な骨格標本だった。

「これってなんの骨なん？　トカゲかなにかっぽいけど……」

「王都の地下空間に潜伏していた巨大山椒魚サラマンダーだよ」

「サラマンダーってこんなにでっかくなるん？　アミドニア地方にも住んどったのは精々が二メートルくらいやったけど……って、こんなんが王都の地下におったん!?」

「……ホントびっくりだよなぁ」

　このサラマンダーはパルナムの地下にある脱出用の地下迷宮を上下水道に利用するために、冒険者ギルドに調査と住み着いている野生生物の駆除を依頼したときに発見されたものだった。というか、発見したのはディスやユノたちで、俺もムサシ坊や君越しにだけどその瞬間に立ち会っていた。国もギルドもまさかこんなバカでかいのが王都の地下に潜んでいるとは思っていなかったので注意喚起を怠り、ユノたちを危険に晒さらすことになってしまった。なんとか無事に撤退できたからよかったものの、最悪の事態になっていたかもしれないことを考えると大いに反省しなければならないだろう。

　そんなサラマンダーなのだけど、ユノたちからの報告を受けた俺はすぐに禁軍の部隊を派遣してその討伐にあたった。ユノたちが苦戦したのはサラマンダーの弱点である水系統氷属性の魔法を使える者がいなかったためであり、そういった魔法を使える者を重点的に配備すれば容易に討伐することができた。

　討伐されたサラマンダーは解体され、骨格標本となったわけだ。

「まあこれ自体は本物の骨の型をとって作ったレプリカだけどね」

　俺はその骨格標本をペタペタと触りながら言った。本物を野外に展示すると盗難や持ち去りが怖いからな。ちゃんと脇には『原寸大のレプリカですので、実際に触ってみてその大きさをたしかめてください』という看板が立てられている。

「こういうの……なんと言いますか、冒険心がくすぐられますなぁ」

　アイーシャが目を輝かせながら言った。

「男の子とかが見たら喜びそうです」

「う～ん……情操教育になるかと思ってためしに王城に保管してある本物を、託児所で預かっているロウくん（トモエちゃんの実弟）たちに見せたら大泣きされちゃったんだけどね……。俺はそのあとでリーシアにこってりとお説教をされたよ」

「なにやっとんねん……」

　ロロアに呆あきれた顔をされた。……うん、対象年齢って大事だね。

「といいますか、骨格標本ばかりに目を奪われていましたけど、この建物自体も中々に大きくて立派ですね。まるで大貴族の邸宅のようです」

　アイーシャが建物のほうを見ながら言った。なかなか鋭い指摘だ。

「まるでもなにも大貴族の邸宅だったものを改築したものだからな」

「そうなのですか？」

「ああ。ほら、あの戦争のあとに不正貴族を動かしたり、アミドニア公国と内通していた有力貴族を処断しただろう？　この建物はその貴族の持ち物だったんだ」

　本当に……どでかい館だった。

　本館は歴史ある大学の校舎かってくらいの大きさと広さがあり、これまた大きい別館が二つある。手入れの行き届いた庭もあり、当時は財政難だった王国でよくもまあここまで蓄財できたものだと感心する。……まあ、ハクヤが調べたところによれば、不正を犯して私腹を肥やした貴族から、さらに上前をはねていたようなんだけど。

　ともかく、当主だった貴族が処断されて空き家となっていたこの邸宅を、パルナム博物館として改築したのだ。これだけ大きくて立派だと家臣を住まわせると余計な嫉妬を生みそうだし、かといって解体するにも費用がかかるからな。ちょうど良かった。

「なんや、そう聞くと貴族の怨念がこもってそうで嫌やなんやけど……」

　ロロアが口の端をピクピクさせながら言った。

「あ、あはは……うん、まあ、展示してある甲かつ冑ちゆうが夜になると勝手に動きだす……みたいな噂うわさ話ばなしはすでにあるみたいだな」

「やっぱりか」

「でもほら、人でも物でも利用できるものはなんでも利用するのがうちの国だし」

「そのうちお化け屋敷として利用するようにならんとええんやけど……」

　……あ、うん。それはマジで勘弁願いたいな。

「とりあえず中に入ろう。中も結構凄すごいからさ」

　俺は二人を促して博物館の中へと入っていった。責任者に話を通せば入れてくれるだろうけど、一般人に紛れるために入り口ではちゃんと三人分の入場料を払った。

　中に入って真っ先に出迎えたのは甲冑の列だった。これは王城内に保管されていた歴代の近この衛え兵へいたちの鎧よろいだった。もう使われておらず埃ほこりをかぶっていたものだったので、これを機に蔵出ししてこの博物館に寄贈したわけだ。

　武人として興味を引かれるのかアイーシャが「ほう」と感嘆していた。

「古い鎧ですがこれだけ並ぶと壮観ですね」

「っていうかダーリン、そもそも博物館ってのはなんなん？」

「あれ？　そこから伝わってなかったのか？」

　そう言えばこのパルナム国立博物館を設立する際に、ハクヤが、

『初めて聞きましたが興味深い施設ですね。私も是非とも観みに行きたいものです』

　……って言ってたっけ。つまりここが王国内に造られた最初の博物館であり、ロロアたちが知らないのも当然だったわけだ。帝国にはあったりするのだろうか？

「博物館っていうのは簡単に言ってしまえばいろんな事物を集めて、学芸員にそれを研究させながら、展示品という形で訪れた一般人も観られるようにした施設なんだ。収集された事物の研究や訪れる人々の教養を深めることが目的の施設だけど、単純に物珍しい物が観られて楽しいからな。俺のいた世界ではデートにも使われてたよ」

「ふ～ん……城の宝物庫を一般人に開放したような感じなん？」

「ああ。まさにそんな感じだね。収蔵品は歴史的な文物や美術品、あとは動物の骨や剝製なんかの自然科学分野のものもあるかな」

　と、そんな話をしていると、鎧たちの中によく見知った鎧があることに気付いた。

「これはたしか近衛騎士団長殿が着ていた鎧ではありませんか？」

　アイーシャも気付いてそんなことを言った。たしかに背中を向いているけどその白銀の鎧はルドウィンの物によく似ていた。……でもおかしいな。ここに展示してあるのは国が近衛兵に対して支給した物だけのはずだ。たしかルドウィンの鎧は自前の一点物だったはずなんだけど……と考えていると、急にその鎧がこっちを向いた。

「うおっ」

「あーすみません……ってあれ？　もしかして陛下ですか？」

　そう言って振り返ったのはルドウィンその人だった。えっ、本物!?　まさかの本人登場に驚いていると、その後ろからジーニャがひょっこりと顔をのぞかせていた。

「なにしてるのさ、ルゥ兄」

「ってジーニャもいるのか。もしかしてデート中？」

　そう尋ねるとルドウィンは「違いますよ」と疲れた表情で言った。

「陛下がここの警備を近衛兵や衛え士じたちで行うと仰おつしやったから、ローテーションの打ち合わせのために来たんです」

「あっ、そうだったのか。……なんかすまない」

　ここにはかなりの値打ち物も収蔵されているため、警備も大幅に強化しなければならなかったのだ。そして警備する側も信用できる者たちでなければならなかったので、守備と警戒が仕事の近衛兵や衛士に任せることにしたのだった。
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「そしてボクはルゥ兄に頼まれて防犯装置の設置に来たってわけさ。近づいただけで付与魔法が作動するような仕掛けもあるから、変なところから入ろうとしないでおくれ」

「それは怖い……」

　超科オーバー・サイ学者エンテイストジーニャの防犯装置か。なにが起きるのか予想も付かないのが怖いな。なんとなくだけど、ピ○ゴラスイッチみたいな連鎖的な仕掛けで、最終的に入り口付近に投げ出されるような仕掛けを想像してしまった。

「ところで陛下たちはデートなのですか？」

「せやねん。ダーリンとうちとアイ姉の三人でなぁ」

　ロロアがそう言いながら腕に抱きついてきた。するとルドウィンは首をかしげた。

「三人？　でも……っ！　そ、そうですか。楽しんできてくださいね」

　そう言うとルドウィンはジーニャを連れてそそくさと去って行った。途中でなにか言おうとしていたように見えたのだけど……気のせいだろうか？

「とりあえず、行こうか」

　俺は二人を促して先へ進むことにした。途中でアイーシャが何度か足を止めて振り返っていたようだけど、なにか気になる物でもあったのだろうか？

「………」

「アイーシャ？」

「……いえ、なんでもありません」

　アイーシャは駆け寄ってくると俺の腕に抱きついてきた。まさか本当に甲冑が勝手に動き出していて、アイーシャはそれに気付いて怖くなった……とかじゃないよね？　不安になって尋ねようとしたとき、ロロアが俺の袖を引っ張った。

「な、なあダーリン。なんでここは骨ばっか展示されてるん？」

　ロロアに引き気味の声で尋ねられて前を向くと、そこにはガラスケースの中に様々な生き物の骨が組み立てられて並べられていた。現代人の感覚で言うなら自然科学分野の博物館で見慣れた光景だけど、この世界の人々の目には異質に映るようだ。

「なんや妖しい儀式でも始めそうな雰囲気やわ」

「ははは、違うよ。この本館に収蔵されているのは歴史的な物だったり書物だったり、生き物の骨や剝製なんかの自然科学分野の展示品なんだ。ちょうどここにあるのは沈殿池を造ろうとしたときに発掘された骨たちだな。研究が終わった物をこうして展示しているわけだ。動物以外に魔物の骨なんかもある」

「魔物の骨って……大丈夫なん？　骨だけの魔物とかもおるんやろ？」

「えーっと……研究員の話ではそういった魔物の骨には魔力が必要らしく、魔力の抜けきった物はもはやただの骨なんだそうだ。俺もよくわからないんだけど」

　まあ魔法のプロが鑑定して大丈夫だと言うのだから大丈夫だろう。……多分。

「それにしてもいろんな骨がありますなぁ。これは巨大な鹿でしょうか」

　オオツノジカの化石をさらに巨大化させたような生き物の化石を見ながら、アイーシャが感嘆のため息を漏らした。

「これほど巨大な鹿は神護の森でも見たことがないです。この生き物がかつては王都周辺にいたというのですから驚きですね」

「ああ。そんな風に想像力をかき立てられるのが博物館の醍だい醐ご味みだよな」

「あー、それはちょっとわからんでもないわ」

　ロロアは巨大な水牛のような生き物の化石と睨にらめっこしながら言った。

「この生き物の相場はいくらくらいやろうな。肉は結構とれそうやけど大味そうやしなぁ……かといってこのサイズだと農耕には向かんやろし、やはり肉食用……」

「そういう想像!?　どう売りさばくかなのか!?」

「肉ですか……じゅるり」

「やばい。アイーシャの想像まで完全に丸焼きになっちゃってる」

　ま、まあ同じ物を見て誰もが同じ感想を抱くわけでもなし、こうやってワーキャー言いながら観賞するのは楽しいよな。いやまあ、静かにしなくちゃいけないんだけど。

「……あれ？」

　古代人のものと思われる骨の前に立ったとき、俺はなにかが引っかかった。そこには人間族の骨と獣人族の骨が並べて展示してあり、構造の違いがわかるようになっていた。獣人族のほうには尻尾まで骨があり犬歯も長くなっているようだ。

「どうしたのですか？　陛下」

　アイーシャに尋ねられて、俺は自分でもよくわかっていないまま説明した。

「いや、こうして並んだ骨を見ると……不思議だなぁと思ってさ」

「不思議、ですか？」

「ああ。どうやって進化したらこういう生き物になるんだろうなぁって」

　文系だったので生物学は詳しくないけど、進化論ぐらいは知っている。人類は猿のような生き物から進化して、その猿はネズミのような生き物から進化したんだっけ。

　それじゃあこの世界にいる多種多様な獣人族や、エルフなどの種族はなにから進化したものなのだろうか。というか、そもそもこの世界に進化論は適応されるのだろうか。まだあまり調査していないというのもあるけど、地球で言うところの恐竜のような一億年前の生物の化石は発見されていないようだし、またべつの成り立ちが……。

「ダーリン、ダーリン」

　思考の海に陥っていたところをロロアの声で我に返った。

「え、あっ、なんだ？　ロロア」

「もう。折角のデートなのに女の子ほったらかしで難しい顔してたらあかんわ」

「あー……ごめんごめん」

　たしかにアイーシャとロロアをほったらかしにして考えることでもなかったな。どうせ判断材料が少なすぎて結論がでるようなものでもないんだし。

「ほな、次行こか」

　ロロアに手を引っ張られて俺とアイーシャは苦笑しながら歩き出した。

　生き物たちの展示フロアを抜けて階段を上がっていくと、次にあったのは文明の利器の数々だった。この世界の昔の人が使っていた道具なんかが並んでいた。古代の武具、防具、農耕具などから黄ばんでいていかにも古そうな紙まである。

「このフロアにはどういう物が置かれてるん？」

「前に帝国への支援金と国政改革の資金を捻出するために、城の宝物庫を整理したことがあったんだ。そのときに宝物を『歴史・文化的に価値があるＡ類』、『歴史・文化的価値はないが資産価値があるＢ類』、『魔法関連など取り扱いに注意を要するＣ類』に分類分けしてＢ類だけを売り払ったわけなんだけど、ここに収蔵されているものは残ったＡ類の物品がほとんどなんだ。つまるところ『歴史のフロア』って感じかな」

　そんな風に説明したんだけど、ロロアは眉根を寄せていた。

「歴史・文化的に価値があるなぁ……この黄ばんだ紙も？」

「もちろん。それは昔の王様が家臣に送った手紙だ。手紙っていうのは人々の暮らしに身近なものだから、該当時代の様子を知るのに貴重な資料となるんだ」

「貴重なんはわかったけど、わざわざ見に来たいとは思わんなぁ」

「じゃあこっちにあるのはどうだ？　昔のとある貴族が意中の人に送った甘々なラブレターと、それをやんわり断った女性からの往復書簡らしいんだけど」

「それは気になるけど……その貴族は草葉の陰で泣いとんのとちゃう？」

「……そうかもしれないな」

　学術的に貴重なものだとはいえ、本人的には黒歴史っぽい物を展示されちゃっているわけだし。するとロロアは腕組みをしながら「う～ん」と唸うなった。

「でも、書簡とか道具とか地味なもんばっかやわ。もっと人を集められるような目玉展示物みたいなもんはないん？」

「……それなら、とっておきのがあるぞ」

　俺はロロアとアイーシャをある展示物の前に案内した。それを見た二人は、

「「　ふあっ!?　」」

　と、思わず息を吞のんでいた。それは白銀に金の装飾が施された格好良くも美しい甲かつ冑ちゆう一式だった。街灯にも使われているヒカリゴケでライトアップされていて、眩まばゆいばかりに輝いている。籠こ手てやブーツ、剣や盾まで同じような装飾で統一されていて、胸部と盾にはこれでもかと自己主張が激しい形でエルフリーデン王家の紋章が刻まれていた。

「これが当館の目玉展示物。『初代勇者王の装備一式』でございます」

　俺はバスガイドのように手のひらで指しながら言った。

　俺と同じように異世界から召喚されて、エルフリーデン王国を建国したとされる初代勇者王が使用していた装備一式が目の前に鎮座していた。ちなみに本物です。これをレプリカで作ろうとするとショボくなるし、お金もかかりそうだからなぁ。

　その威容にアイーシャもロロアも目を見開いていた。

「なんて美しい装備なんでしょうか……」

「ホンマやなぁ……って、これってマジの国宝なんちゃうん!?」

「まあ国宝っていえば国宝だな」

「そんなもんをこんなとこに飾っとってええの？」

　ロロアがこめかみを押さえながらそう言ったけど、俺は笑ってごまかした。

「調べてみたんだけど、この装備に付与されてる魔術は魔法耐性がめちゃくちゃ高くなる程度のものらしいんだ。帝国の魔装甲兵団の鎧よろいみたいなものだな。勇者王の鎧となると俺以外が使うのも問題があるし、かといって俺が使うような機会もそうはないだろう。宝物庫で腐らせておくくらいなら、こうやって展示したほうが有効利用になると思ったんだ」

　これ目当ての来館者が増えれば、この博物館の運営費の足しになるからな。大変なのは警備だけど、そのために禁軍の精鋭部隊にここの警備を任せたのだから問題なしだ。

　自信満々にそう言い切る俺を見て、ロロアはため息を吐ついた。

「まったく……シア姉が聞いたら怒るんとちゃう？」

　あっ……それは間違いないだろうな。国の顔とも言える代物だし。

「ま、まあ売り払ったりしたわけじゃないし。ちゃんと有効活用しているんだから、わざわざリーシアに言う必要はないんじゃないかと……」

「あのぅ……多分もう手遅れだと思いますよ？」

　アイーシャが申し訳なさそうにそう言ったとき、俺の肩にポンと手が置かれた。

「え？」

「ソ～マぁ？」

　振り返ると貼り付けたような笑顔のリーシアが立っていた。その後ろには「すみません」といった感じに手を合わせているジュナさんの姿もあった。

「ふ、二人とも、どうしてここに？」

「今日はロロアに譲るとは言ったけど、こっそりついて行かないとは言ってないわ」

「すみません。本当は陰から見守るだけにするつもりだったのですが……」

　開き直り気味のリーシアの言葉を、ジュナさんが申し訳なさそうに補足した。二人ともずっと付けてきていたの!?　するとアイーシャが訳知り顔で頷うなずいた。

「やはりあの気配はお二人だったのですね」

「アイーシャ!?　気付いてたんなら教えてくれても……」

「ソーマ！」

「は、はい！」

　そこからしばらくはリーシアによるお説教タイムとなった。展示場だと他のお客さんの迷惑になると言うことで、中庭の片隅に移動して芝生の上に正座させられてのお説教となった。国宝をなんだと思ってるのとか、仮にも勇者として召喚された貴方あなたが勇者の装備を見世物にするなんてとか、もっと国王としての自覚を云うん々ぬんかんぬん。リーシアは生真面目な性格だから、こういったことはきっちりしないと気が済まないのだ。

「あの……リーシア様。陛下も悪気があったわけではないので」

「一応、この国のための事業なんやし勘弁したってや」

「今日はロロア様のデートの日なのですから、お説教もそのくらいで……」

　ただ、アイーシャ、ロロア、ジュナさんが取りなしてくれたのでお説教は比較的短時間で済んだ。……はい、いつものお説教はもっと長いんです。

「まったく、今回は三人に免じて許すけど……いい、ソーマ。権威を気にする貴族たちの中にはこういったことを嫌う人だっているの。だからこういうことをするときはちゃんと私に相談してよね。エルフリーデン王家である私が許可を出せば、貴族たちから余計な反発を買わなくて済むんだから」

「……はい。すみませんでした」

　正論すぎてぐうの音も出なかった。リーシアのお説教が長いのは心から俺のことを案じてくれているからだ。それがわかっているから俺も甘んじて受けることにしている。

　お説教が終わったところでロロアがパンパンと手を叩たたいた。

「さて、それじゃあそろそろデート再開といかへん？」

「あっ、ごめんロロア。譲るって言ったのについて来ちゃって」

「んー、まあシア姉たちの気持ちもわからんでもないしなぁ。ついて来ちゃったものはしょうがあらへんし、ここからは一緒に回ろか」

　そう言うとロロアは甘えるようにリーシアの腕に抱きついた。

「こんだけ人数いるならショッピングとかどうやろか？」

「いいわね。ソーマには罰としてみんなの荷物持ちをしてもらいましょうか」

「わ、私はもうそろそろお腹なかがペコペコなんですが」

「ふふっ、それではさきに喫茶ローレライに行きませんか？」

「「「　異議なし　」」」

　………。気が付けば口を挟む暇もないままに午後の予定が決定していた。

　このパワフルな女の子たちの前では、国王だろうが勇者だろうが形無しだ。

「ほらソーマ、早く行きましょうよ」

「まだまだ楽しまんとな、ダーリン♪」

　そう言ってリーシアとロロアが俺の手をとった。なんだろう。二人に手を引っ張られながら、俺は将来のパワーバランスを思い知らされたような気がした。




　ちなみに勇者装備の件はその後に話し合い、年に一回決まった期間だけ展示することに落ち着いた。警備の負担も減るし特別感も出るのでそれもまた良しだろう。
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　―――大陸暦一五四六年十二月中頃




　王都はすっかり冬らしい空気に包まれ、そろそろ雪でも降るんじゃないかと思うほど寒い日が続いている。そんななかなか毛布から出られなかった朝。

「今日は大事な用事があって城下に行くんだけど……」

　俺はいつも通り婚約者四人と朝ご飯を食べているときにそう切り出した。

「女性がいてくれると助かるんだ。誰か一緒について来てくれないか？」

「それって仕事？　遊びに行くって感じじゃなさそうだけど」

　みんなを代表してリーシアに尋ねられて、俺は苦笑しながら頷いた。

「残念ながらね。今回のことは大事な案件だから俺が直接出向きたいんだ」

「そう……。私は行けるわ。みんなは？」

　そうリーシアが他の三人に話を振った。すでに妃きさきたちを束ねる第一正妃としての貫かん禄ろくが出ている気がする。すると真っ先にロロアが頭の上で「×」マークを作った。

「残念やけどうちは行けんわ。ダーリンに商人ギルドとの交渉を頼まれとるし」

「あの奴隷商を公務員化するって話？」

「せや。ダーリンは一度、古金屋を公務員にして〝りさいくる業〟とやらをやらせとるらしいけど、今回はそない簡単にはいかんねん。元々古金屋はゴミ漁あさりみたいなもんで、ギルドに所属してたわけやない。だけど奴隷商は卑しく見られとるのは同じやけど、ちゃんと商人ギルドに登録しとる。それをギルドから切り離して国の管理下に置くっちゅうことは、事実上、奴隷を『専売』にするっちゅうこっちゃ」

　そう言うとロロアは卓上に置かれた塩の瓶を手に取った。

「塩や鉄ならともかく、奴隷の専売なんて初めて聞いたわ。奴隷は地産地消のもんちゃうしな。当然、他国からも入ってくる。奴隷商を公務員化するっちゅうことは、そういった他国からの流れを防ぐことにもなる。公務員になれば収入は安定するけどボロ儲もうけはできひん。せやから儲けたい奴隷商は他国へと行ってまう。反発もあるやろな」

「多少の反発は覚悟しているけど……」

　犯罪奴隷が労働刑に服するのはべつに良いけど、口減らしのために女・子供が売られたり、奴隷の子は奴隷で当たり前みたいな時代はとっとと終わらせたい。人道的な見地だけでなく、この国全体をさらに豊かにするためにも。

　しかし、交渉を任されたロロアの表情は険しかった。

「奴隷制度の縮小がダーリンの望みなんやろうけど……国内の犯罪奴隷と財産奴隷だけで、需要を満たせるかどうか。ほんま厄介やわ」

「……やはり難しいか？」

　そう尋ねると、ロロアは「ううん」と首を振った。

「やる。うちはダーリンから聞いた奴隷制の次の世界が見たいねん。誰もがお金を稼いで、誰もがお金を使えて、誰もが経済を回していく……そんな世界を」

　賢いロロアには俺の世界の経済史を一部教えてあった。

　技術革新が起こって物が大量生産されるようになると、それを販売する市場が求められるようになり、財産を持たない奴隷を市場に変えるために奴隷解放へと流れていくあの時代の話をだ。もちろん、人間は平等な権利を持つという思想の下に戦った人々がいることは知っている。自由を勝ち取るための奴隷たち自身の頑張りや、彼らの自由を願った人々の努力を否定することはできない。

　ただ、どんな制度も結局は時代に合っているかどうかなのだ。

　南北戦争は奴隷解放戦争のように言われるけど、むしろ北軍は荘しよう園えん領主の多い南軍に負けないよう支持を集めるために『奴隷解放』を掲げたというのが実情のようだ。理想を掲げても実現できそうになかったことが、実情と合致した瞬間に成し遂げられてしまう。逆に、どんな立派な思想も時代に合わなければ踏みつぶされてしまう。

　結局は時代次第だ。奴隷制度が終わっても、次の時代には資本家と労働者の争いが待っているわけだしな。だけど、ロロアは俺の話にフロンティアを見たようだ。

「多少強引やけど、帝国と足並みを揃そろえられるんならやれるわ。大陸の人類側の勢力圏半分が奴隷縮小に動けば反発もしにくいはず。そして足りなくなりそうな労働力は、ダーリンの話とは順番が逆になるけど技術の進歩で補うしかあらへん」

「ああ。そっちの目め処どはついている。俺に任せてくれ」

「期待しとるわ。うちはうちにできることをするさかい」

「頼りにしてるよ」

「むっふっふー。もっと言うて」

　ガッシリと俺たちは腕を組んだ。経済面でロロアは本当に頼りになる。

　さて、ロロアは来られないとなると、アイーシャやジュナさんはどうだろうか？

「申し訳ありませんが次の音楽番組の打ち合わせがあるのでご一緒できません」

「わ、私も新兵の訓練に付き合って欲しいと頼まれていまして……もちろん陛下がどうしてもと仰おつしやるならば、他の用事など放り投げてでもお供いたしますが」

「いや、無理にとは言わないよ。うん……でも、そうだな……」

　今回の件、あまり大人数で行きたくないんだよなぁ。

　人数を連れて行くと相手方も警戒するだろうし。かといって護衛の人員が居ないのは、さすがに不安だ。リーシアもいるわけだしな。……でも、下手な護衛よりもリーシアのほうが戦闘力が高いんだよなぁ。黒猫部隊はいま各国の諜ちよう報ほう任務に当たらせているし、護衛に人員は割けないだろう。できれば個人戦闘力では最強のアイーシャか、諜報活動もできるジュナさんのどちらかには来て欲しかった。すると、

「陛下。進言をお許し下さいますでしょうか」

　壁際に控えていた侍従メイド長ちようのセリィナが瀟しよう洒しやな物腰で一礼した。

「セリィナ？　なにか意見があるのか？」

「はい。護衛をお探しでしたら推薦したい人物がおります」

「誰のことだ？」

「陛下の教育係であるオーエン殿です」

「ぐっ……オーエンの爺じいさんか……」

　ジャバナ家当主という貴族にして老将でもあるオーエン・ジャバナ。

　その熱すぎるくらいの謹厳実直な気性と直言をズバズバ言うところを評価して、現在では俺のご意見番兼教育係になっているガハハ系の爺さんだ。

　たしかにあの爺さんなら武術の腕は立つし、役職的にも俺がいないと暇だろうけど……。普段から喧やかましいしお忍びには向かない人材だと思うんだけどなぁ。

　そんなことを考えていると、セリィナは更に続けた。

「それと侍従メイド隊からカルラさんを連れて行くといいでしょう」

「ええっ!?　私ですか!?」

　セリィナの隣にいたカルラが驚きの声を上げた。

「カルラさんは侍従メイド隊に在籍していますが立場的には陛下の奴隷です。こういったときにこそ肉のた……馬車馬のように酷使しませんと」

「いま肉の盾って言おうとしてませんでしたか!?　というか、言い直した馬車馬もかなり酷ひどいと思うのですが！」
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　カルラはそう抗議したけど、セリィナがスッと侍従メイド調教用の鞭むちを取り出すと、

「あ、はい！　誠心誠意務めさせていただきます！」

　慌ててビシッと敬礼をした。完全に飼い慣らされてるなぁ……。

「とりあえずカルラ。よろしく頼む」

「しょ、承知しました。ご主人」

　とりあえずこれで、俺、リーシア、オーエン、カルラの四人で城下に下りることが決まった。……これだけのことを決めるだけでどっと疲れたような気がした。







　そしてやってきたパルナムの城下街。

　真昼の商店通りを俺、リーシア、オーエン、カルラの四人は歩いていた。お忍びでの行動のため馬車などは使わずに徒歩で移動しているのだ。

「がっはっは！　護衛に某それがしをご指名くださるとは嬉うれしいですぞ！　陛、」

「しぃ！　オーエン……こんな街中で陛下って呼ぶなって何度も言ってるだろ」

「おっと、これは失礼しましたぞ」

　まったく悪びれる様子もなく笑い飛ばすオーエンには頭が痛くなってきた。オーエンは護衛に指名されてご機嫌のようでいつにも増してテンションが高めだった。

「今回はお忍びなんだからな……ホントに頼むぞ」

「もちろん存じておりますとも」

　本当かな？　というか、お忍びのはずなのにこの集団は妙に目立っていた。

　ここ最近ではお忍びと言えばこれと定番になっている北風小僧っぽい旅装束の俺と、初めて城下街に出たときと同じ学生服のリーシア、メイド服半竜人ドラゴニユートのカルラと、冒険者風の軽けい鎧よろいを装備したマッチョマンの爺さんが並んで歩いているのだ。なんなんだこの統一感のない面々は。すれ違う人々が思わず二度見してしまうのも無理ないことだろう。

「臨時で組んだ冒険者ＰＴだってもっと統一感があるだろうに……」

「ソーマが前のときみたいに学生服を着てくれば良かったんじゃない？　オーエン殿の格好は実技の先生に見えないこともないし」

「それを言うならリーシアが、冒険者風の格好をすればＰＴに見えただろ」

　そう言い合いながら俺たちは二人揃って後ろを歩くドラゴンメイドを見た。

「な、なんですか!?　二人してこっちを見て」

「……どのみちカルラは浮きそうね」

「……露出度高めのメイドドレスだしな。どんな組み合わせでも浮きそうだ」

「好きで着てるわけでもないのに酷い言われようです!?」

　カルラが抗議の声を上げたけど……だってメイドドレスだしねぇ。もちろん着替えさせようという案もあったのだけど、それはセリィナが頑として受け入れなかった。カルラのメイド服は一般的なロングスカートのクラシックタイプとは違い、ヒラヒラとしたドレスタイプ（もっと言えばメイド喫茶タイプ）だ。そんな格好で町中を歩かせるセリィナさんマジどＳ。カルラもさっきから羞恥で真っ赤になってるし……。

「ところでへい……カズヤ殿。本当に、このままの道でいいんでしょうか？」

　オーエンに少し困惑気味に尋ねられた。

「ん？　そうだけど……なにかあるのか？」

「いえ、某の記憶がたしかならばこのまま行くと……」

「っ！……そうね。このまま行くと……」

　リーシアもなにかに気付いたようで言葉を濁した。……ああ、そういうことか。

「このまま行けば旧貧民街だな」

「然さ様ようです。あまりカズヤ殿や姫様を連れて行きたい場所ではないのですが」

　王都パルナムといえど闇はある。人口が多い分、事業に成功する者もいれば、可もなく不可もなくな稼ぎの者もいるし、失敗する者もいる。そんな風に失敗した者たちが流れ着き、奴隷にまでは落ちないまでも日銭を稼いでなんとか暮らす場所。

　それが貧民街だった。掘っ建て小屋のような家が多く、衛生環境も悪く病気が蔓まん延えんしがちで、出自が定かではない者たちが集まり犯罪も多い。そんな場所だった。

「まあ、それも昔の話だけどな」

「いまは違うの？」

「見て貰もらった方が早いだろう。なにせ、貧民街の今後について検討していたとき、」

　俺は手になにかホースのような物を持つ仕草をしながら言った。

「汚物は消毒よ～、って妙に張り切ったヤツがいたからな」







「あれ？」

「うぬ？」

　旧貧民街へと到着したとき、リーシアとオーエンは揃って首を傾かしげた。

　そんな二人の様子を見て、カルラも首を傾げた。

「なにかおかしな点でもあるのか？　リーシア」

　カルラが奴隷落ちしたあとも、リーシアはカルラにいままで通り普通に話すよう強制していた。二人はいまでも良き友達のままだった。まあ公の席では問題だけど、リーシアのプライベートにまで口を出すこともないだろう。

　リーシアはきょとんとした表情のままカルラに答えた。

「えっ……あ、うん。貧民街に来たことはなかったんだけど、聞いていたイメージと大分違ってビックリしたっていうか……」

「イメージ？」

「暗くジメジメしていてかび臭く治安も悪い……某もそう聞いておりました」

　オーエンがそう補足した。たしかに旧貧民街はそんな感じだったらしい。

「たしかに殺風景だが、かなりスッキリしてるように見えるが？」

　カルラの言うとおり、いま俺たちの前に見えているのは、白くて四角い、豆腐のような家が並んでいるだけの風景だった。

　現代人にわかりやすく言うなら震災後、被災地に並んだ仮設住宅群を思い浮かべて欲しい。殺風景ではあるものの、日も良く当たっていて明るいし、風通しもよくジメジメはしていなかった。冬で乾燥しがちと言うのはあるかもしれないけど。それでも、幼い子供たちが地面に絵を描いて遊んでいる光景を見ると、治安が悪いようにも見えない。

「ここが本当にあの貧民街なの？」

「ああ。結構良くなっただろ？」

　リーシアに尋ねられて俺は胸を張って言った。

「都市の衛生問題に取り組んだとき、頑張って整備したからな」

「衛生問題って、たしか馬車の大通り以外への乗り入れを禁止したり、上下水道を整備したときにも言っていたわよね。この貧民街を整備したのもその一環なの？」

「よく憶おぼえてたな。そう。暗く、ジメジメしていて、風通しの悪いところは病原菌が繁殖しやすい。加えて貧民街ゆえに住民たちの栄養状態も悪く、病気になりやすい。一度、流行はやり病やまいが舞い込めばたちまち蔓延してしまう土壌があったんだ」

「びょうげんきん……聞いたことがあるような気がするけど」

　リーシアたちが「なにそれおいしいの？」って顔をしていた。

「あれ？　前のときには説明しなかったっけ？」

　……あー、そう言えば沈殿池の話をしたときに病原菌ってワードは口にしたけど、それについての詳しい説明はしていなかったっけ。となると……そもそも病気というものがどうやって起こるのかから説明しなきゃダメか。

「えっと……この世界には目に見えない小さな生き物たちが、空気中や地中、体内などありとあらゆる場所に無数に存在しているんだ。そういった小さな生き物たちが、物を腐敗させたり、病気を引き起こしたりしているんだ。逆に食品の発酵を促したりと、良い影響を与えるものもいるけどね」

　乏しい理系の知識（文系だったので）を振り絞りながら、俺はリーシアたちに細菌や微生物について説明した。あまり上う手まく伝えられた気はしないけど、それでも俺の知識が部分的にこの国の学問を凌りよう駕がしていることを知っているリーシアなどは、「ソーマがそう言うなら、いるのだろう」という程度には納得してくれたようだ。

　この世界の医学・衛生学自体はそれほど発達していない。

　これは光属性の魔法の存在も大きいだろう。光属性の魔法は身体からだの治癒能力を増大させて、ケガなら重度のものでも治せてしまう。それこそ、すぐに処置すれば切り落とされた腕を繫つなげることもできるほどだ。

　そのため、医学・衛生学は発達しなかったようだ。だからこの世界において、細菌や微生物といった物の存在を知っている者はごく〝僅か〟だった。

　その光属性の魔法も自然治癒力を活性化させているだけなので、感染症や、治癒能力の落ちている老人のケガなどは治せないという欠点を持っている。そのため、感染症治療に関してはつい最近まで、原料不明の薬や怪しげな民間療法が蔓延はびこっていた。俺は衛生問題に取り組むときに、この現状を早急になんとかしなくてはならないと考えた。

　それにはまず、目に見えない細菌・微生物の存在を認識させないといけない。

「でも、目に見えない物をどうやって人に認識させるの？」

「この世界にも、細菌や微生物の存在を知っている者……というか種族がいたんだ。その種族が持つ『第三の目サード・アイ』をこらすと、普通ならば見えないような微生物の姿を捉えることができるらしい。そんな彼らの協力を取り付けた」

「第三の目サード・アイ……もしかして『三つ目族』のこと？」

　リーシアに尋ねられて俺は頷うなずいた。

　三つ目族。読んで字の如ごとく目が三つある種族のことだ。

　王国の北部の温暖な地域に住んでいて、一般的な左右の目に加えて眉間の少し上に第三の目サード・アイがあるのが特徴だった。天○飯や写楽○介を思い浮かべてもらえばいいけど、あそこまであからさまな眼球というわけではなく、その目は赤く小さくて、一見では宝石が埋め込まれているようにしか見えない。リーシアは溜ため息いきを吐ついた。

「よく協力してくれたわね。他種族との接触を嫌う種族だと聞いてたんだけど」

「……その排他的だった理由も第三の目サード・アイが原因だったみたいだな」

　三つ目族に見える物が他の種族には見えない。それが三つ目族を排他的にさせた理由だったようだ。三つ目族は第三の目サード・アイにより衛生・不衛生が一発でわかってしまう。だから自然と潔癖性になり、他種族との接触を極力避けるようになっていったようだ。

　加えて三つ目族はその第三の目サード・アイによって細菌の存在を知っていた。それが光属性の魔法でも治せない、病気の原因であることも。しかし、三つ目族がいくらそれを訴えたところで、それを見ることができない他種族には信じて貰えない。迷信がはびこる世の中では、正しいことを訴えても、怪しげな言説で世を乱そうとしているように見えてしまう。

　そのため、三つ目族は他種族との接触を嫌い、種族内でのみ独自の医学・医術を発達させていくことになった。とくに感染症に対する研究はこの世界の医学レベルを数百年は先んじるほどだった。人間族・獣人族が六十年生きれば長生きと言われるこの世界において、元々は同じだったはずの三つ目族の平均寿命は八十年を超えていた。

「そこで、彼らの言うことが真実だと知っている俺は、彼らとの会談の場を設けて協力を依頼したってわけさ。その上で、彼らの能力を証明するために、他種族でも微生物や細菌が見えるようになる装置を作らせたんだ」

　つまり光学顕微鏡だ。この世界にレンズはすでにある（メガネもあるし）。あとは俺がうろ覚えながら顕微鏡の仕組みを図にすれば、学者や職人たちが造り上げてくれた。この光学顕微鏡のおかげで、三つ目族の言い分が正しかったことが証明されたわけだ。

「いやあしかしとんでもなかったぞ、三つ目族。まさかすでに抗生物質まで作ってるとは思わなかった」

「こうせいぶっしつ？」

「さっき説明した細菌の増殖を抑える為ための物質だよ」

　有名なのはペニシリンだろうか。文系の俺でも知っている（マンガの知識だけど）くらいだし。あれってたしかアオカビから抽出されるんだっけ？

　三つ目族の場合は不衛生な環境下でも生きられる特殊な粘動生物から抽出するのだそうだ。この粘動生物はゼルリンの亜種ではぐれ○ライムみたいな形状をしている。無名だったのだけどこれを期に『ゼルメディック』と命名した。効能を聞く限り抗生物質で間違いないと思うのだけど、ペニシリンとは似て非なる物なのかも知れない。

　ちなみに、三つ目族はこの薬のことを単純に『薬』と呼んでいた。

　それだと今後紛らわしいことになりそうなので、王様権限で『ミツメディン』という名前を贈った。三つ目族の作った薬メデイスンだから縮めてミツメディンだ。べつに薬やくとか薬ピルでも良かったんだけど……もと日本人としてはべつの薬を想像しちゃうからね。

「その……ミツメディン？　が菌の増殖を抑えることに、どんな意味があるの？」

「感染症の特効薬……まあ流行病を治療したり、外傷が化か膿のうすることを防いだりできる凄すごい薬だと思えばいいかな」

「流行病の治療!?　そんなことができるの!?」

　リーシアが驚くのも無理はない。この国の医療レベルは部分的（再生医療など）には現代医学を凌駕しているものもあるけど、全体的に見れば日本の江戸時代並みだった。感染症に関しては薬草を煎じて飲むなどして、症状の軽減に努めるしかなかったのだ。

　しかし抗生物質があればある程度の病を根本から治療することができる。リーシアが呆あつ気けにとられたような顔をしていた。

「なんてことなの……そんな凄い薬が見逃されてたなんて……」

「まあ微生物や細菌の存在を認識できない他種族に、それに対抗するための抗生物質があるって言っても信じてはもらえないだろう。裏を返せば、三つ目族は細菌が見えるからその対抗手段の存在も見つけられたわけなんだしな」

「それで、そのミツメディンは量産できるの!?」

　リーシアは食い気味でそう聞いてきた。うん、気持ちはわかる。俺も三つ目族の長老と会談したときには似たような反応をしたし。ただそばで見ているカルラやオーエンは、そんなリーシアの様子に目を丸くしていた。俺はリーシアに頷いた。

「まだ余裕はないけど少しずつ生産は増やしてる。アミドニアとの会戦の時にはすでに軍に配備していたんだけど、気付かなかったか？」

「幸運なことにお世話にならずに済んだから……。あっ、そう言えば、あの戦いで出た負傷者数の割りには死者数が少ない気がしたわ。それもミツメディンのお陰なの？」

「かもな。傷口に菌が入って悪化……みたいなのはある程度は防げるわけだし」

「凄い……」

「ともかく、三つ目族は全面協力してくれているし、国としても医療分野に関しては援助を惜しむつもりはない。一番のネックはミツメディンの抽出元であるゼルメディックの数が少ないことだったんだけど、それもトモエちゃんのお陰で呆気なく解決できた」

　ゼルリンのような粘動生物は分類としては植物らしく、動物程は意思の疎通もできないようだったけど、それでもその思考から住みよい環境や増殖条件などがわかったようだ。目下、ゼルメディック繁殖場にて増産中だった。

「……私たちの義妹いもうとながら便利すぎね」

「本当にね」

　昨今、巷ちまたではトモエちゃんを『賢けん狼ろう姫き』と呼んでいるようだ。

　ライノサウルストレイン、ヴァン猩しよう々じよう軍団、そしてゼルメディック……その名に恥じない働きをしているのは間違いない。

「とまあそんなわけで、いま我が国では医療・衛生改革の真っ最中なんだけど、その一環としてこの貧民街も整備したんだ。古い家屋を撤去して日当たりや風通しを良くし、ついでに犯罪者や違法薬物などを撲滅して、そっちの意味での風通しも良くした。住民たちには新しく建てたプレハブ小屋に移ってもらったよ。小屋は狭いし小さいけど無償だ。加えて彼らに都市の清掃活動を依頼することで、支援と衛生管理を両立させている」

「いろいろやっているのね。……無理してない？」

　心配そうな顔をするリーシア。俺はそんなリーシアの頭にポンと手を置いた。

「苦労もあるけど……やりがいはあるし楽しいよ。自分の思うように都市を、国を作り替えていくのはさ。その結果で人々の笑顔が増えるなら尚なお良しだ」

「そう……なら良いわ。でも、私にできることがあったら言ってね」

「もちろん。頼りにしてるよ」

　俺とリーシアはニッコリと微笑ほほえみ合った。そんな良い雰囲気の中、




　プシュ～




　と、不意に気の抜けるような音が聞こえてきた。

　なんだと思って前を見ると、大きな樽たるを背負った人物がその樽から伸びたホースの先にある金属製の筒から、なにやら霧状の物を地面に噴射していた。

　その人物はダークエルフ程ではないものの、褐色がかった肌に金髪というエキゾチックな風貌の女性だった。二十代後半くらい。多分美人でスタイルも抜群っぽいけど、口に三角マスク、背中に樽のその格好が全てを台無しにしている。

　その女性の額には三つ目族特有の第三の目サード・アイが輝いていた。

「くくっ……ふふふっ……あははははは！　汚物は消毒よ～！」

　その女性は笑いの三段活用を決めながら、ノリノリで地面や小屋に霧状のなにかを散布していた。そのあまりの光景に、リーシアもカルラもオーエンも言葉を失っていた。

　俺はといえば、また頭が痛くなってきた気がした。

「なにやってんだよヒルデ……」

　彼女の名前はヒルデ・ノーグ。三つ目族が支援と名誉回復のお礼として、医療改革のために貸し出してくれた三つ目族でただ一人の『医者』だった。







　そもそもこの世界において、現代日本人の感覚で言うところの医者はごくわずかしかいない。医療行為を行うのはもっぱら光属性の魔導士か、薬草などで病状を軽減させる薬師の仕事だった。そして光属性の魔導士は教会に所属している者が多く、したがって病院も教会（建物）に併設されている場合がほとんどだった。

　だからこの世界の人が病気になったら教会に行くのが普通なのだけれど、三つ目族の場合はちょっと違う。医療技術がずば抜けているために、大概の病気やケガなら家庭内での看病で治ってしまうのだ。そんな彼らが家庭内では治せないほど重度の病にかかったときにはじめて、『医者』が調合した薬が求められることになる。当然、その医者は種族内でも屈指の実力者であり、数も限られるというわけだ。

　あそこで消毒液（多分石灰水だろう）を撒まいているヒルデは、三つ目族の中でも屈指の医療技術を持つ、種族内ただ一人の『医者』だった。……いまの格好を見ると、農薬を撒いている農家にしか見えないけどな。さっきまではノリノリで高笑いをしていたヒルデだったけど、いまはどんよりとした空気を纏まといながら暗い笑みを浮かべていた。

「まったく……猫の糞ふんはちゃんとかたせって言ったじゃないか！　野の晒ざらしにしておくからそこら辺一帯雑菌だらけになるんだろうに！　あーもう、不潔不潔！」

　消毒液を撒きながら今度は地団駄を踏んで怒っている。情緒不安定に思うかもしれないけど、これがヒルデの平常運転だった。

　三つ目族の中で最も優秀な薬学知識と細菌を見る目を持つ彼女は、潔癖症が多い三つ目族の中でもその傾向がとくに強かった。それこそあんな風に、常に消毒薬を持ち歩くくらいに。……見えすぎるというのも考えものだな。

「相変わらずだな。ヒルデ」

「ん？　アンタは……誰だい？」

　被かぶっていた三さん度ど笠がさをとって顔を見せた。すると、さして驚いた様子もなく、

「あーなんだ。王様かい」

　そう言うとすぐに消毒液の散布作業に戻ってしまった。

「なんだ、ってのは酷ひどいな。一応、偉い立場なんだけど？」

「なら少しはそれらしい格好をしたらどうなのさ。どこの風来坊かと思ったよ」

　相変わらず辛口だな。元の世界でも医者は辛口ってイメージがあったけど、それはこっちでも同じらしい。とくにヒルデは相手の身分なんて気にしない性格だからな。

『病気は善人だろうと悪人だろうと、裕福だろうと貧しかろうと、老若男女、種族の違いもなく襲いかかる。ならば私ドクターの前に患者クランケは平等だよ』

　……というのが、彼女の持論だった。

「とりあえず……ヒルデ、紹介するよ。彼女たちは、」

「知ってるよ。有名人じゃないか。お姫様に元空軍大将の娘さんだろう？」

　ヒルデは知っているに決まっているじゃないかと嘆息した。

「あれ？　オーエン殿は？」

「そんなむっさい爺じいさんのことなんか知りたくもないね」

「なんですと!?」

　むっさい爺さん呼ばわりされてオーエンは抗議の声を上げた。

「むっさいとはなんです！　これでも身だしなみには気をつけておりますわい！」

「よるんじゃないよ筋肉ダルマ！　ちゃんと身体からだを洗ってるんだろうね!?」（プシュ～）

「こら娘っこ、その変な霧を掛けるでない！　某それがしは清潔ですぞ？　毎朝、裸身に水を被り、乾布摩擦もしておりますからな！」

　思わず朝焼けの日差しの中で、全裸で水浴びをするマッチョじいさんを想像してしまった。うん……想像するだにむさ苦しい。同じような情景を想像をしたのか、リーシアとカルラもいまにも砂を吐きそうな顔をしていた。

　こ、このままだと皆の精神状況が悪化していきそうなので話題を変えよう。

「と、ところでヒルデ。今日はどうしてここに？」

　強引に話を変えるとヒルデは「ふん」と鼻を鳴らした。

「ここの連中は放っておくと、すぐに不衛生になっちまうからねぇ。定期的に来て衛生についての指導と除菌を行ってるのさ」

「なるほど……。そういえば、今日は相方は一緒じゃないのか？」

「あいつのことを相方って言うんじゃないよ」

　ヒルデは忌々しそうに吐き捨てた。

「ブラッドのヤツなら〝外〟に行ってるよ。『肥え太った豚の診療をするくらいなら、汚れ無き野良犬をこそ癒いやしたい』……とかなんとか言っちゃってさ」

「……あいつもブレないなぁ」

「王様からも言ってやってくれないかねぇ。あいつ、しょっちゅうあたしに後輩医師たちへの講義を押し付けるんだよ」

「そ、そうか……」

　話に出てきたブラッドとはいま推し進めている医療制度改革において、ヒルデと両翼になってくれているもう一人の医者だった。名前をブラッド・ジョーカーという。人間族の男で医療の腕はたしかなんだけど……性格的にはちょっと問題を抱えていた。

（あのブラッドが人にものを教えられるとも思えないしなぁ。現場で実技を見せる方が後輩への指導にもなるだろうし、講義はヒルデにやってもらうしかないような……）

「ちょっと、聞いているのかい？　お・う・さ・ま？」

「わ、わかった。言うだけ言ってみるよ」

　怒りのこもった笑みで迫られたら頷うなずくしかなかった。

「それで？　王様たちはどうしてこんなところに？」

「ああ……これから妖よう狼ろう族の長老のところに行こうと思ってるんだ。ついでに、ジンジャーたちに任せている職業訓練所の様子も見てこようかと」

「ああ。そういう用事だったのね」

　リーシアが得心がいったという感じにポンと手を叩たたいた。あっ、そう言えば今日の目的を言ってなかったっけ。

「そして妖狼族の長老に繫つなぎをとってもらってから〝外〟に行く予定だ」

「へぇ～、王様たちは〝外〟に行くのかい。だったらついて行こうかねぇ」

「え、どうして？」

「決まってるだろう。あの診療バカを張っ倒しに行くのさ」

　ヒルデは顔は笑っているのに目が笑っていなかった。

「ま、まあその……ほどほどにな？」

「あのう、さっきから〝外〟と言っていますが、一体なんのことなのでしょうか？」

　カルラが怖おず怖ずと手を挙げながら質問してきた。

「都市部から見て外って言ったら都市を囲む城壁外ってことさ」

「城壁外って言うと……もしかして……」

　リーシアがなにかを察したように神妙な顔つきになった。ああ……多分、その想像で間違っていないだろう。ともかく、こうして異国の旅人と女学生とドラゴンメイドとマッチョじいさんの一団に、新たに女医が加わることになった。

　……うん。ますます意味不明な集団になってきたな。







　まず訪れたのはジンジャーたちに任せている『職業訓練所』だった。

　妖狼族が味み噌そや醬しよう油ゆや酒を造っている『キッコーロー醸造所』と、ジンジャーたちが旧貧民街の人々相手に開いている『職業訓練所』は、両方とも旧貧民街の中にある。

　どちらもかなり広い面積が必要なため、適している場所がここしかなかったのだ。もっとも、職業訓練所の方は言わずもがな、キッコーロー醸造所の方も人手を確保しやすいので立地としては悪くなかった。整備した甲か斐いがあったというものだ。

　職業訓練所は煉れん瓦がの塀に囲まれていて、敷地内にはいくつかの建物が点在している。

　開所したてのいまは希望者に読み書き・計算などを教える寺子屋的な活動しかしていないけど、今後は色々と実験的な試みも予定しているため建物の数も多くなっていた。

　俺たちが入り口の門をくぐろうとすると、数人の子供たちが走り出てきた。

「サン先生、さよなら～」

「さようなら～」

　全員、十歳前後だろうか。身なりはそんなに良くなかったけど元気いっぱいな様子だった。門の中を見ると、元奴隷で現在はジンジャーの秘書をやっているサンドリアが子供たちにヒラヒラと手を振っていた。

「さようなら。皆さん、気をつけて帰ってくださいね」

　わずかな笑みとともに見送るその表情は優しげで、最初にあったときのツンケンした様子とはだいぶ違っていた。あんな顔もするんだな……。そんなことを思っていると、サンドリアも俺たちのことに気付いたようで恭しく礼をしてきた。

「これは陛下。ようこそおいで下さいました」

「やあ、サンドリア。ジンジャーはいる？」

「所長室におります。ご案内いたします」

　俺たちはサンドリアに案内されて一つの建物へと入っていった。

　飾り気もなく四角くてシンプルな構造だけど、部屋数が多いことは外観からもわかるその建物は、現代日本人が見れば病院か学校だと思うだろう。その建物の一階にある『所長室』と書かれた札が掛かっている部屋の前に案内された。サンドリアが中に来客を告げて扉を開くと、書類仕事をしていたらしいジンジャーが慌てて立ち上がった。

「こ、これは陛下。ご無沙汰しております」

　ジンジャーはそう言いながらこっちへと駆け寄ってきた。サンドリアとは違っておっかなびっくりであり、俺と話すときにはまだまだ緊張してしまうようだ。

「そう硬くならなくていいよ。こっちはキミに面倒をかけている立場なんだから」

「い、いえ……面倒だなんてそんなことは……」

「そっちの秘書さんは堂々としてるだろ？」

「私の忠誠はジンジャー様のモノですから」

　しれっとした顔でそう言ってジンジャーの傍らへと移動するサンドリア。

　結構不遜な物言いのはずなのに、それを不遜と取らせない空気を纏っていた。リーシアに仕えるセリィナや、ロロアの商会の表向きの代表になっているセバスチャンのような、『生涯仕えるべき主あるじを決めてしまっている人間』って独特な迫力を持っているよな。なにかこう、主のためになら国王にさえ有無も言わせないような気迫が。

　俺はジンジャーにリーシアのことを紹介した。

「ジンジャー。紹介しよう。俺の婚約者のリーシアだ」

「初めまして。リーシア・エルフリーデンです」

　リーシアが笑顔で会釈をすると、ジンジャーはピンと背筋を伸ばした。

「ひ、姫様!?　こ、このようなところにようこそおいで下さいました！　ぼ、僕……あ、いや、私はジンジャー・カミュと申す者でして、陛下には過分なお引き立てをいただき、このような施設の所長を任されている次第でありまして……」

「ふふっ、そんなに緊張しなくて大丈夫よ。よろしくお願いね、ジンジャー」

「は、はいっ！」

　カチコチになりながらリーシアと握手をするジンジャー。

「なんか俺との初対面の時よりも緊張している気がするんだけど……」

「それはそうでしょう。ご主人との婚約が発表されるまでのリーシアは王国民にとって、いまで言うところの歌姫ローレライのような存在でしたから。高たか嶺ねの花はな、雲の上の存在だったお姫様が目の前にいるのです。緊張するのも無理はないでしょう」

　カルラにそう説明されて納得してしまった。

　王室の人間……とりわけプリンセスやクイーンともなると、国民のアイドル的な部分があるからな。新しいプリンセスの誕生に大フィーバーしたイギリス国民のニュースを見たことがある。日本でも皇室や皇族関連のニュースは注目度が高かったしな。

　そのあとカルラとオーエンの紹介を終えて、ヒルデの紹介をしようとすると、

「ヒルデ先生なら知っています。ここに通う子供たちの健康診断を無償でしてくれていますから。本当にいつもお世話になっています」

　そう言ってジンジャーが頭を下げると、ヒルデはバツが悪そうな顔をした。

「ふん。ガキどもは汚いからね。どんな病気を持っているかわかりゃしない」

「その割には週に一、二度は顔を見せてくださいますね。ケガしている子がいれば治療してくださいますし、なんだかんだ言って子供がお好きなのではないですか？」

「サンドリア……余計なことを言うとアンタのその口を縫合するよ？」

「これは失礼いたしました」

　すまし顔で謝罪するサンドリアをヒルデは苛いら立だたしそうに睨にらんでいた。

　う～ん……いまのヒルデを見ていて、昔、近所に住んでいたパン屋の婆ばあちゃんを思い出した。子供が寄っていくと「うるさいのが来たねぇ」とか憎まれ口を叩くのに、「食い意地の張ったガキだよ」とか言いながら、よく売れ残った菓子パンをくれたっけ。いまにして思えば照れ隠しだったのだろうな。ヒルデは「ふん」と鼻を鳴らした。

「話が終わるまで、あたしは外で待たせてもらうよ」

「子供たちならもうみんな帰りましたが」

「うるさいよサンドリア！　誰が子供たちと遊びたいなんて言ったかい」

「いえ、そこまでは申しておりませんが……」

「ふんっ」

　乱暴に扉を閉めて出て行くヒルデを俺たちは苦笑しながら見送った。

　……さてと。仕切り直そう。俺、リーシア、ジンジャー、サンドリアは会談用のテーブルに着いた。俺とリーシアが、ジンジャーとサンドリアに向かい合う形で座り、カルラとオーエンは俺たちの背後に立っていた。するとリーシアがまず手を挙げた。

「あの、色々と聞きたいんだけど……ここって結局、なにをするところなの？」

「いまのところは希望者に対し、読み書きや計算を教えるくらいです」

　ジンジャーが穏やかな笑みを浮かべながらそう答えた。

「それって、学校のようなものなの？」

「はい。それも身分に関係なく誰しもが学ぶことができる学校です」

　この国にも学問機関はすでにちゃんとある。

　リーシアが着ている制服は軍事関係を学ぶ『王立士官学校』の物だし、その他にも各種研究者を輩出している『王立アカデミー』や、魔法の研究を専門にしている『魔導士学校』なんていうのもある。ただ、そういった学問機関はほぼ貴族・騎士階級以上の家の子女のためのもので、市井の民が学ぶ一般的な学校のようなものは無かった。

　この訓練所はいま、その一般的な学校のモデルケースとなっているわけだ。

「そして、ここでは子供だけでなく大人も学ぶことができます」

「大人も？」

「読み書き・計算のできない大人というのも多いですから。貧しい家庭ほどその傾向は強いようですね。そういった人たちに対してもここでは学びの場所を提供しています。昼間は子供たちが学び、夜は今日の労働を終えた大人がやってきて学んでいます」

「へえ、ちゃんと時間帯を分けているのね……」

「夜に大人が学べる時間を作るというのは陛下のアイデアですよ」

　べつに俺のアイデアというわけじゃない。向こうの世界にあった夜間学校を再現してみただけだ。するとジンジャーは口の前で両手を合わせた。

「いまはまだこれくらいのことしかできません。ですが……これからいろいろとできるようにしていく予定です。そうですよね？　陛下」

　ジンジャーに話を振られたので俺は力強く頷いた。

「ああ。これからはもっと専門的なことを教えられるようにするつもりだよ。たとえばダンジョンの探索や人の護衛なんかをする冒険者を育成したり、土木建築の技術を伝授したり、ヒルデたちに協力してもらって新たな医者を育成したり、農林水産業の生産物を改良する研究をさせたり……あー、あと、料理人を育成する場所も創りたいな」

「ず、ずいぶんと手広くやるのね……」

　ここまで言えばわかると思うけど、俺が創りたい職業訓練所とは『専門学校』あるいは『専門学科』が集まった『大学』のようなものだった。

　この世界の学問研究で主流なのは『魔法』と『魔物』についての研究だった。

　魔法は様々な分野に応用が利き、科学や医学にも繫がっている。

　そして魔物の研究は魔王領が出現してからは最優先の研究課題となっていた。それ以前はダンジョンにのみ出現する魔物だけが研究対象だったのだけど、魔王領出現後は目撃される魔物の数も種類も桁違いに増えており、それらへの対策を立てるためにも研究が急がれていた。また魔物から採れる素材の研究は技術の発展にもかかせない。

　こういった『魔法』と『魔物』の研究は主に王立アカデミーで行われている。そういった優先分野の研究成果が他の学問分野の発展を促す場合があるのはたしかだ。

　ただ、これは日本人的な感覚かもしれないけど、俺は一見無駄と思える研究の中にもとんでもない革新が潜んでいるものだと思っている。下町の工場で人知れず研けん鑽さんされてきた技術が、宇宙船に必要不可欠な部品を作り上げるようにだ。

　どんな分野であろうと極めれば一流。ナンバー１になれてこそオンリー１になれる。

　だからこの世界の研究では脇に置かれている教育・土木・農林水産業・料理・芸術などを専門的に研究し、人に教えられる場所を創りたかったのだ。

　そしてこの訓練所で試してみて成果が見込めるような分野なら、他都市にその分野専門の訓練所（これはもう『専門学校』だろう）を建設することになっている。

　そのためにもまずは国民全体の教育水準の底上げが必須なわけで、まずは小学校レベルの読み書き・計算から教えているというわけだ。俺はジンジャーに尋ねた。

「それで、どうだい？　訓練所の状況は？」

「えっと……十二歳以下の子供たちの集まりは上々です。陛下の提案なさった『給食制度』が良かったんでしょうね。騒がしいときもありますが、とりあえず来て、とりあえず学んで、給食はしっかりと食べて、そして帰るというサイクルができています」

「きゅうしょくせいど？」

「十二歳以下の子供は、ここに来て勉強すればご飯が無料で食べられるんだよ。ここに勉強しに来ればご飯が食べられる。そのことを周知させれば生活に困窮している家の子供ほどここに勉強に来るだろう。労働力としては微妙な子供に働かせて小銭を稼ぐよりも、ここで勉強させて食費を浮かす方が良いと考える保護者も多いみたいだ。ちゃんと勉強していれば将来、貧乏暮らしから脱却できるかもしれないしな」

「ふ～ん。よく考えられた制度ね。それもソーマの世界のやり方なの？」

「ああ。貧しい国の支援のためによく使われていた手法なんだ」

　リーシアは感心していたようだけど、ジンジャーの表情は曇っていた。

「たしかに子供たちの集まりはいいです。しかし逆に、給食制度の対象外である大人たちの集まりは悪いですね。一応、仕事が終わる夕方からも教えられるようにはしているのですが……。『読み書き・計算なんかできなくたって今まで生きてこられたんだ。なにをいまさら習う必要がある』と取り合ってくれません」

「……まあ、いままで教育されていなければ、そう考えるだろうな」

　教育されて初めて教育のありがたみを理解できる。子供のころは「なんで勉強するの？」と思っていても、大人になると「もっと勉強しておけば良かった」と思うものだ。そういった後悔ができるのも、子供のころに勉強させられていたお陰だろう。

「まあ、そこらへんの啓けい蒙もう活動は俺たちの仕事だな。なにか考えてみるよ」

「お願いします。陛下」

　俺とジンジャーは自然と握手を交わしていた。それからいくつかの確認事項を処理して、俺たちはジンジャーとサンドリアに見送られながら訓練所をあとにした。







　次にやってきたのは訓練所からほど近い場所にある『キッコーロー醸造所』だった。

　六角形の中に『狼おおかみ』の字が書かれているのがシンボルマークのこの醸造所は、トモエちゃんのような妖よう狼ろう族が経営していて、醬しよう油ゆ、味み噌そ、酒、みりんなどを生産している。

　すると、ここでもまた知り合いに会うことになった。敷地内にはいると、この冬の寒さの中で半袖の服を着ている太っちょの男性がいた。

「ん？　ポンチョか？」

「こ、これは陛下！　ご機嫌麗しゅうなのですハイ」

　俺たちに気がつくと、ポンチョはペコッと頭を下げた。お辞儀が一回だけなのは少しは慣れたってことなのかな。前ならもっとペコペコしていただろうし。

「ポンチョはどうしてここに？」

「そうなのです！　聞いて下さい陛下！」

　ポンチョがその巨体でグイグイと近づいてきた。

「近い近い！……なんだ急に？」

「ついに、ついに完成したのです！　陛下ご所望のあの〝ソース〟が！」

　引っ込み思案なポンチョにしては珍しくひどく興奮した様子で、俺の前に黒い液体の詰まったビンを差し出してきた。俺が所望していたソース？……あっ！

「まさか、ついにアレが完成したのか!?」

「お味見下さいなのです、ハイ」

「おう！」

　俺は手の甲にビンの中の黒い液体を数滴垂らして舐なめてみた。

　野菜や果物の風味。鼻に抜ける香辛料の香り。まごうかたなきソースの味わいだ。それでいて普通のウスターソースとは異なり酸味と甘みが強く、また味に深みがある。

　このソースは間違いなく焼きそばなどに合う〝粉物用ソース〟だ。

「ソースの味って……男の子だよな」

「なにわけわからないことを言ってるのよ」

　リーシアに呆あきれたように言われて我に返った。

「いや、試行錯誤していたソースがついに完成したんだと思うと感慨深くてさ」

「そ、そこまでのことなの？」

「もちろん！　これがあれば焼きそば、お好み焼き、もんじゃ焼き、たこ焼き、そばめしが作れるからな。そのままソースとして揚げ物にかけてもいいし」

「いまソーマが言った物のほとんどがわからないんだけど……」

「今度作るよ。余ってもアイーシャが全部食べてくれるだろうし」

　しかし、そうか……ついに粉物用ソースが完成したんだな。

　長かった。この世界にはすでにウスターソースのようなソースは存在してたんだけど、ドロッとした焼きそば向きのソースは無かったのだ。なんとか作れないものかと試行錯誤していたのだけど、ソースの知識なんてない俺には再現することができなかった。その結果として、焼きそばパンより先にあのナポリタンパンができたわけだ。半ば開発を諦めていたんだけど、ポンチョは研究を続けてくれていたのか……。

「でもよく再現できたな。ポンチョ自身は食べたこと無かったんだろ？」

「陛下が仰おつしやっていた『通常の（ウスター）ソースよりもトロッとしていて、甘く、酸っぱく感じた気がする』という言葉と、麺にソースを絡めた『焼きそば』なる料理があるということ、それとあのナポリタンというパスタ料理がヒントになったのですハイ」

「ナポリタンが？」

「ハイなのです、ハイ。あのナポリタンには陛下と開発したケチャップなるトマトソースが使われていますでしょう？　あのケチャップが麺料理に合うということはわかっていましたので、もしかしたらその焼きそばという麺料理のソースにもケチャップのようなものが使われていたのでは、と考えましたのですハイ」

「……ああっ！」

　そうか！　このソースの酸味と甘みって野菜や果実のものだったのか！　つまり粉物用ソースって、とろみのあるウスターソースにトマトソースなどを加えた物だったのか。それに独学で辿たどり着いたポンチョの味覚センスはやはり凄すごいな。

「そうしてソースとトマトソースを混ぜた物に、さらなる味の深みを出すため、キッコーロー醸造所で作っている醬油とみりんを少々加えてみました。その……いかがでしたでしょうか？」

　オドオドしながらそう尋ねるポンチョの両肩に手を置いた。

「ポンチョ……良くやってくれた」

「はっ！　恐縮なのです、ハイ！」

「それで、このソースは増産できるのか？」

「キッコーロー醸造所の方で請け負ってくれるそうです」

　それはすばらしい。これでまた、王国の食文化に新たな一頁ページを加えることができる。そのままソース談義で盛り上がる俺とポンチョに、他のメンバー……とくにリーシア、ヒルデ、カルラの女性陣は呆れた顔をしていた。

「ソーマって食い意地が張ってるわけでもないのに、たまに、妙な拘こだわりを見せるのよね。なんでなのかしら？」

「男ってのはそういう生き物なんだよ、お姫さん。女には理解できないようなことに無駄な情熱を注ぎ込んで、それを苦とも思わない。珍妙な生き物なのさ」

「実感がこもっていますな。ヒルデ殿の知り合いに居られるのでしょうか？」

「余計なことを聞くんじゃないよ半竜人ドラゴニユートの嬢ちゃん。その口、縫合するよ？」

「は、はい！　なにも聞きませんですハイ！」

　若干ポンチョの口癖がうつりながら、カルラは慌てて敬礼した。

　とまあそんな感じで予想外の成果にテンションが上がっていたけど、そろそろ本来の目的を果たさなくては。ポンチョと別れたあと、俺たちはキッコーロー醸造所の所長室で、ここの所長でもある妖狼族の長老と面会することになった。

　ジンジャーのときと同じような配置で向かい合う俺たち。長老は白髪も白眉白ヒゲも長くモサモサとしていて、マルチーズを思わせる風貌をしていた。まあフサフサの中身は爺じいさんなんだろうけど。すると長老は席に着いたまま深々と頭を下げた。

「王におかれましては我ら妖狼族の保護と、このキッコーロー醸造所の建設、並びに様々なご支援をいただき感謝の念に堪えませぬ。一族を代表して御礼申し上げます」

「良いさ。こちらもトモエちゃんには世話になっている。それに稲作と、醬油・味噌・みりん・酒などの作り方を知っている貴殿らが来てくれたことは僥ぎよう倖こうだった。美う味まい物を食べられるし、食べさせることができる」

「ありがたきお言葉にございます。して、陛下。今日はどういったご用件でお越しになったのでしょうか？」

「ああ……〝外〟の問題をそろそろ解決させようと思ってな」

「外、というと……難民キャンプですか」

　長老の問いかけに俺は静かに頷うなずいた。

　俺がこの世界に召喚されたとき、この国は多くの問題を抱えていた。食料問題、国内で暗躍する不正貴族、侵攻をもくろむ隣国、魔王領への対処、帝国との関係などなどだ。

　しかし、すでにそれらの問題のほとんどは解決できたように思う。食料問題はなんとか乗り切ったし、国内は纏まとめ上げた。外敵は打ち払ったし、魔王領に対しては帝国と秘密同盟を結んで対処にあたる体制を造り上げた。そうやって一つずつ解決していく中で、最後まで残っていた問題がこの難民問題だった。

　王都パルナムを囲む城壁の外には、魔王領出現によって北から流れてきた難民たちの集落があった。集落と言ってもテントや掘っ建て小屋が集まっているだけのものだ。様々な種族が集まっている難民たちの中で、妖狼族だけは特技を生かす形ですくい上げることができたのだけど、それも難民全体から見れば数パーセントに過ぎない。

　いまだ多くの難民たちがその難民キャンプで生活していた。

　一応、一連のゴタゴタの間にも、最低限の食糧支援などはしていたのだけど、それも長くは続けられないだろう。衛生の問題もあるし、あまり長いこと支援しているとこの国の民との間に軋あつ轢れきを生んでしまうことにもなる。

　できれば妖狼族のように、この国の民として生きる道を選び、自立して欲しいのだけど……それもまた難しいようだ。彼らの願いは『故郷へと帰る』ことだ。この国の民になることは故郷への帰還を諦めるということになる。

　いつか魔王領の脅威を追い払い、故郷を取り返すことを願う彼らからしてみれば到底受け入れられないことなのだろう。何度か配下を難民キャンプに遣わして協議してきたのだけど、いつも物別れに終わっていた。『故郷に帰りたい』、『その時までここに居させて欲しい』という彼らの気持ちもわかるため、あまり強くは言えなかった。

　……しかし、もう時間は残されていない。

「冬の寒さはこれからますます厳しくなっていく。あんな粗末なテントや掘っ建て小屋では、子供や年寄りなど弱い者たちから凍死していくだろう。そうなる前に、俺自ら彼らに決断を迫りたいと思う」

「陛下……」

「そのためにはまず、長老に難民キャンプへと使いを出して欲しい。そして俺が行くことを伝えてくれ。そのほうが混乱も起きにくいだろう」

「……承知しました」

　すると長老は立ち上がると床に膝を突き、深々と頭を下げた。

「我ら妖狼族はすでに陛下の御お手てによって救われております。できますれば……どうか、他の仲間たちのこともお救い下さい」

「ああ……できる限りのことはしてみるよ」

　床に頭をつけながらそう懇願する長老に俺は言った。

「そこはハッキリと、『任せろ』って言ってあげたらどうなの？」

　そうリーシアに言われたけど、それは安請け合いというものだろう。

「説得はしてみるけど……最終的な決断を下すのは俺じゃない。彼ら自身の未来は、彼ら自身が決めるべきだ。その決断を受けて俺は彼らへの対応を決める。たとえそれで彼らに残酷な現実を突きつけることになってもだ」

「ソーマ……」

　リーシアが心配そうな顔をしたけど、こればかりは避けて通れない道だ。願わくは……彼らが『理想』ではなく、『現実』を見た決断をしてくれるといいのだけど……。







　王都パルナムを囲む城壁を抜けて一町くらい行った平原に、難民たちのキャンプ地があった。テントや掘っ建て小屋が乱雑に並び、一部では粗末だけど畑のような物も作られていた。ここには大おお凡よそ八百人ほどの難民が暮らしていた。集まっている種族も様々で、人間族もいれば、エルフも、獣人族も、ドワーフなどもいる。それだけ魔王領の影響によって滅びた国が多く、国を追われた民が多かったということなのだろう。

　彼らはここにキャンプを張り、王国から提供された資源物資を分け合い、足りない分は狩猟と採集で補うという、半ば原始的な生活をしていた。本来、狩猟や採集をするには国の許可がいるのだけど、先代のアルベルト王はこれを放任していたようだ。俺が王位を譲られてからもこの放任路線は続けられてきた。難民問題以外にも課題は山積していたし、最低限の支援だけしてしばらくは放置するしかなかったのだ。

　とてもまともな生活状態とは言えないけど、これでも支援されている分まだマシなほうだった。この大陸において難民を取り巻く環境は苛酷だ。難民を放置できるのはうちや帝国のような、ある程度の国力に余裕がある国だけだ。魔王領と接している国には難民を無理矢理徴兵して最前線送りにするところもあるときくし、他の国でも難民保護という名目の下、安価な労働力として鉱山などで奴隷のように酷使しているとも聞く。

　魔王領から遠く離れているうちの国にまで難民が流れてきているということは、それだけ難民たちにとって安住の地がないことを意味しているのだろう。

　俺たちは妖よう狼ろう族の長老が派遣してくれた先導役の青年に続きながら、そんな難民キャンプの中を歩いていく。少し前までの貧民街を思わせる風景だった。人々の格好を見るだけで衛生環境の悪さがハッキリわかる。ボロボロの服。土つち埃ぼこりで汚れた身体からだ。

　……それでも、死んだような目をしている者はいなかった。

　皆、一様に、生命力に満ちた目をしていた。

「汚れている場所だけど……不思議と目だけは力強いねぇ」

　集落に入ってからというもの、鼻と口を布で覆っていたヒルデがそう言った。潔癖症には辛つらい光景らしい。リーシアたちもそれぞれ心痛そうな顔をしていた。

「『生きる』という意思だけを持って遥はるか北からここまで来たんだ。多分、ここにいる者たちは俺たちが思うよりもずっと逞たくましいだろうな」

　戦争とか天災とか、どうしようもない不幸を受けて、それでも膝を折らない人々には独特の力強さがあるものだ。もっとも、その強さは……危うさでもある。みんなで乗り切ろうという団結心が強くなる反面、集団意識が強くなりすぎて個人の意識が薄くなる。

　こういうときに変な指導者が現れると、全体がコロッとその意見に惑わされてしまうだろう。たとえばルナリア正教皇国の関係者などは絶対に接触させたくない。

　そんなことを考えていると、リーシアが尋ねてきた。

「ところでソ……カズヤ。支援してたって言ってたけど、何をしたの？」

　いま、ソーマと呼びそうになっていたけど、場所が場所なので、俺の名前（まあ正確には苗みよう字じなんだけど）は極力出さないように頼んでいた。

「余り多くはないけど食糧や薪まきなどの必要物資の支援と、冒険者ギルドに依頼を出してここの警備をクエストとして発注したくらいかな」

「食糧支援はわかるけど、冒険者の警備っていうのは？」

「彼らはこの国の民じゃない。そして本来、彼らの後ろ盾になるべき〝自国〟を失っている。たとえば他国でうちの国の民間人が罪もなく殺されて、しかもその犯人が罰せられなかったなら、俺は王としてその国に対し文句を言い、場合によっては制裁を科す。その逆もまた然しかりだろう。つまり国際問題になるんだ。その国際問題になるかならないかという意識は、自国民が他国で犯罪に遭わないための抑止力になる。だけど、」

　俺はこのキャンプに住む人々を見渡した。

「〝自国〟を失っている者たちにはその抑止力がないんだ。『国際問題にならないなら大丈夫』と勝手に思いこむヤツが出かねない。国際問題にならないからといって、この国の法で裁かれることには変わらないんだけど、それでも罪を犯す者の心理的なハードルを下げるには十分だろうからな。だからこそ、俺としては彼らに早くこの国に帰属して欲しいんだけど……」

　そうすれば自国民として扱い保護することもできる。でも、それが言うほど簡単なことではないことは十分わかっている。世の中理屈で割り切れることばかりじゃない。

「人の心が関わる問題は本当に難しいよ」

「そうね……」

　そんなとき、集落の中から不意に悲鳴が聞こえた。それと同時に金属同士がぶつかる音が聞こえてくる。リーシアが眉をひそめた。

「誰かが戦っているみたい。それも複数同士」

「行こう」

　俺の一言で、みんな喧けん噪そうのほうへと走り出した。







　喧噪の中心に辿たどり着くと、そこでは冒険者ＰＴ風の男女と、この集落の者と思われる数名が、傭よう兵へいのような男たち十人以上を相手に戦っていた。冒険者は青年の剣士が一人、格闘家っぽいマッチョが一人、短剣使いのシーフっぽい女性が一人、魔導士の美女が一人という組み合わせだった。……というか、見覚えのある顔が多いな。

（ユノたち、この依頼を受けてくれてたんだな……）

　剣士ディス、拳闘士オーガス、シーフのユノ、魔導士ジュリア。ムサシ坊や君に冒険者活動させているときに、よく一緒に行動したＰＴメンバーだった。

「これはなんの騒ぎですかな！」

　オーエンが手近で震えて見ていた男を問いただすと、

「あ、あの男たちが急にやってきて、ここの子供をさらおうとしやがったんだ！　しかもあいつら、それを止めようとした大人を斬りやがった！　そんで騒ぎを聞いて駆けつけてきた護衛の冒険者さんたちと戦闘になってんだよ！」

　震えていた男はそう叫んだ。大人が斬られた？　見ると端のほうで身体から血を流している男性が、男神官フェブラルに手当てを受けているのが見えた。俺は手早く命じた。

「カルラ、オーエン、冒険者の加勢を頼む」

「承知した、ご主人！」

「御意！」

「ヒルデはあそこにいる神官さんを手伝ってやって欲しい。リーシアは待機だ」

「……やれやれ。しょうがないねぇ」

「ぐっ……わかったわ」

　カルラとオーエンは即座に駆け出し、ヒルデも負傷者の下へと向かった。俺も、いざというときのために人形を準備しようとして、今日は人形を持ってきていなかったことに気がついた。そうだ……城壁の外まで行かなければならなかったので、荷物になるからと置いてきたのだった。俺は、半ば飾りのように佩はいていた剣を抜いて構えた。

「いざというとき、戦える？」

　同じくレイピアを構えたリーシアがそう聞いてきた。

「……わからない。最近じゃあオーエンにしごかれてるけど、まだまだ新兵に毛が生えた程度だって言われてる」

「それじゃあ心もとないわね。見たところ数がいるだけで強いヤツはいないっぽいけど、さすがに新兵レベル以下はいないわ。いざというときは私の陰に隠れて」

「……情けないけど、そうするしかないか」

　自分の弱さが嫌になるけど、しゃしゃり出ても迷惑を掛けるだけだろう。ケガを負うことさえそう簡単には許されない立場だからな。そう思っていたのだけど、

「っ！」

「ちょっと!?　なんで言ってるそばから前に出るのよ！」

　背中からリーシアの声が聞こえたけど、俺は止まらなかった。ユノが運悪く投げ出されていた棒に足を取られて転んだのが見えたからだ。そこにトサカ頭をした野盗の一人が襲いかかろうとしていた。俺は走りながら落ちていた板きれを拾い上げた。

「伏せろ！　ユノ！」

　そう叫んで板きれを男のほうへとフライングディスクのように投げた。

「え？　うわっ」

　俺の叫び声にユノが頭を下げるのと同時に、飛んできた板きれをトサカ頭が剣で切り伏せた。しかし、完全な不意打ちだったので、板きれはキレイには斬れずに半ば粉砕する形になった。そのせいで飛び散った細かな木片がトサカ頭の目に入ったようだった。

「っ……くそっ！」

　目を押さえて後ずさり、闇雲に剣を振り回すトサカ頭。その隙に俺は二人の間に割って入った。やがて視力が回復したのか、トサカ頭が襲いかかってきた。

（落ち着け！　一合で良い！　たった一合凌しのげば、ユノも体勢を立て直せる！　オーエンに叩たたき込まれた、基礎動作を思い出せ！）

　大上段に剣を振りかぶるトサカ頭。これは頭をかち割りに来る。

　そう判断したとき、俺は左足を左斜め前に出し、剣を頭の上で地面と水平になるように構え、僅かに切っ先を地面の方へとたらす。次の瞬間、

　ギンッ

　と金属がぶつかり合う音がすると、ザーッと音を立てながら、トサカ頭の剣が俺の剣の上を滑るようにして俺の右側の地面へと流された。やった……やったぞ！　衝撃に手が痺しびれたけど、何とか〝受け流す〟ことができた！

「「　ボーッとしない！　」」

　体勢を立て直そうとしたトサカ頭の胴体に、リーシアとユノの剣が同時に叩き込まれた。頽くずおれるトサカ頭。相手が完全に動かなくなったのを確認して、リーシアは俺の胸ぐらを摑つかんだ。そして自分の顔の近くまで引き寄せて怒った。

「急に飛び出すなんてなに考えてるのよ！」
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　怒髪天を衝つくって様子だったけど、間近で見たリーシアの目には涙が溜たまっていた。

「あ、その……ごめん……」

「ごめんじゃないわよ！　心臓が止まるかと思ったわ。もし貴方あなたになにかあったら……私は……私たちはどうしたらいいのよ……」

　徐々に涙声になっていくリーシアの声を聞いて、本当に俺の身を案じてくれたのだと感じた。嬉うれしさと申し訳なさで胸が痛くなってきた。

「いやもう、ホントごめん！　知ってる顔が襲われそうになってたもんで、つい身体が動いちゃって……」

「おい、アンタ！」

　と、今度は襟首を摑まれる形で逆の方向に引っ張られた。振り返るとユノがもの凄すっごく訝いぶかしげな顔で睨にらんでいた。

「アンタ、あたしのことをユノって呼んだよな？　なんであたしの名前を知っているのさ？」

「いや……それはその……」

「ちょっとソ……カズヤ。その子は誰なの？」

　今度はリーシアがさっきまでとは違う不機嫌さで睨んでいた。一瞬ソーマと呼びそうになったけど、そばにユノがいたのでお忍び用ネームに切り替えたようだ。

　うん、ナイスな機転だと思う。……だからそんなに睨まないで欲しい。

　カワイイ女の子たちにサンドイッチ状態で睨まれている。人によっては羨うらやまシチュエーションに思うかもしれないけど、生あい憎にくというか俺はこの状況を堪能できるような性癖は持ち合わせていなかった。

（この状況……どうやって説明したらいいんだろう）

　というかどこから説明すればいいんだろう。いっそ俺がムサシ坊や君の中の人（正確には外部コントロールだけど）だってことをバラすか？　すると、ユノの視線がリーシアへと移った。なにか気になることでもあるのかジーッと観察している。

「……なあ、アンタともどっかで会った気がするんだけど」

「えっ？……あっ」

　リーシアがグイッと俺の腕を引っ張り、小声で耳打ちをした。

（「この子、あのときの宴の席にいた娘こよね」）

　えっ？　あっ、そう言えばリーシアはユノと面識があったんだっけ。リーシアはユノのことに気付いたけど、一方のユノの反応を見るに、こっちはリーシアのことに気付いていないようだ。いまのリーシアが軽く変装しているせいだろう。

　ユノは腰に手を当てて不機嫌そうな顔をしていた。

「なにをこそこそ話してるの？　なんだか怪しいな」

「いや、怪しいことなんてそんな……」

　勝ち気なユノの瞳にジーッと見つめられ、なんだかいたたまれなくなってきた。するとそこに賊の殲せん滅めつを終えたカルラとオーエンが戻ってきた。

「なにをやっているのですか、ご主人！　自ら前に出るなど！」

「がっはっは！　見ておりましたぞ。某それがしの教えた剣技が役に立ったでしょう」

　この空気を破るチャンスとばかりに、俺はリーシアとユノのサンドイッチ状態から抜け出して二人の下へと駆け寄った。

「あっ、おい！　ちゃんと説明しろよ！」

　ユノの文句を聞き流しつつ、俺はカルラたちに尋ねた。

「二人ともご苦労だった。……それで、こいつらは一体なんなんだ？」

「問い詰めたところによりますと、どうやら奴隷商とその雇われのようです」

「奴隷商？」

「先頃、ご主人は奴隷商を公務員化したでしょう。その資格審査も厳しくしたと聞きました。そのため他国からの奴隷商はこの国を去り、また資格審査を落ちた自国の奴隷商も他国へと脱出しています。彼らはその資格審査に落ちた奴隷商の一味のようです」

　カルラがそう説明した。俺は先日奴隷商を公務員化させた。まだ奴隷制度自体はなくせないものの、それを有名無実化していくために、〝物〟として扱われていた奴隷をまずは〝労働者にんげん〟に変えたかったからだ。そのため奴隷商の資格審査では、奴隷を物として扱い虐待するような業者はふるい落とすようにしていた。

「でも、なぜそんなヤツらが難民を襲ったんだ？」

「他国に脱出する駄賃として、高く売れそうな女や子供をさらおうとしたようです。難民はこの国の民では無いため、お上も積極的には動かないだろうと考えていたようです」

「そんなわけがあるか！」

「わ、私に言われても困ります」

　カルラに困惑顔で言われて我に返った。たしかにカルラに言うことじゃない。

「……すまない。取り乱して」

「いえ……」

「カルラ。悪いが城に飛んで帰って、ハクヤにいまここで起きたことを伝えてきてくれないか？　あいつならすぐに各地に通達を出すなどの手段を講じてくれるはずだ」

「はっ。承知しました」

　そう言うや否や、カルラは背中の羽を大きく広げて舞い上がると、城の方へとすっ飛んで行った。その瞬間、チラッとガーターベルトが見えたので俺はさっと目を背けた。いや、肝心な部分は見てないから。だからリーシア、そんな目で見ないでくれ。

　そしてカルラが飛び去っていくのとほぼ同時にヒルデが戻ってきた。

「けが人の治療は終わったよ。傷は浅くはなかったが、あの神官の処置が早かったお陰だろうね。命に別状はないよ。傷ももう魔法で塞がっている」

「そうか……よかった……」

「しかし、どうするんだい？　人が集まって来たみたいだけど」

　周囲を見回すと喧けん噪そうを聞きつけてか難民たちが集まり始めていた。お忍びできている手前ここで目立つのは避けたいところだ。俺はオーエンとリーシアを呼び寄せた。

「こいつらを引き渡すのは冒険者たちに任せよう。俺たちはこのまま予定通りこの集落の長おさに会いに行く」

「承知しましたぞ」

「ユノさんはいいの？」

「この状況をうまく説明できる気がしない。それにムサシ坊や君の中身がこの国の王様だっていうことを知られるのもあまりよろしくはないだろうしな」

「たしかに、王様が人形遊びしているって思われたら威厳もなにもないわよね」

　リーシアが納得したように頷うなずいた。そして俺たちはそそくさとその場を後にした。

「あ、コラ！　待ちやがれ！」

　その様子に気付いたユノが叫んだけど、待たない！

　あばよとっつぁ～ん、ってシーフはあっちだけどね。







　騒動の後始末をユノたちに任せ、俺たちはこの難民集落の長に会うという当初の目的を果たすべく集落の奥へと足を進めた。そして先導役の青年について行くことしばらく、やがて現れたモンゴルのゲルのような大きなテントへと案内された。

　テントの中に入ると人間族の大男が一人、あぐらをかいた状態で両手を床に突き、頭を下げていた。時代劇などで家臣が主君に対してしているのをよく見るポーズだ。

　三十くらいに見えるその大男の格好は、一言で表すならネイティブ・アメリカンとかそんな感じの装束だった。日焼けした逞たくましい体格をしていて、もうかなり寒いというのにノースリーブの革の服を着ている。顔には呪術めいたペイントが施されている。

　その後ろでは、似たような装束を着ている少女が同じ体勢で座っていた。

　歳としはリーシアやロロアとさほど変わらないくらいだろう。焦げ茶色の髪の垢あか抜ぬけていない素朴な感じのカワイイ女の子だった。二人の顔立ちはどことなく似ている気がするので、もしかしたら兄妹なのかも知れない。

「よくおいで下さいました。フリードニア大王様」

「……その大王ってのはやめてくれないか。あまり好きじゃないんだ」

　俺はその大男の対面に座るように腰を下ろした。

　椅子などはなく、敷かれたカーペットの上に直接座る。日本人としては慣れ親しんだ感じだ。感触から察するにカーペットの下には板が張られているのだろう。地べたの上に直接敷かれているわけではなさそうだ。リーシアは俺の隣に座り、オーエン、ヒルデ、それと城からとんぼ返りしてきたカルラは俺たちの背後に控えて座った。

　大男は「そうですか……」と思案顔になった。

「それではなんとお呼びすればよろしいので？」

「王でも陛下でも好きに呼んでくれ」

「承知いたしました、ソーマ王。私はジルコマ。この難民集落の長を任されております。さきほどはこの集落の者を助けていただいたそうで、心よりお礼を申し上げます」

　そう言ってジルコマは深々と頭を下げた。

「この国で王をやっているソーマ・カズヤだ。それと、助けたのは派遣していた警備の冒険者たち。礼なら彼らに言ってくれ」

「いえ、その冒険者が派遣されているのもソーマ王のご支援によるもの。物資の支援共々、感謝しております」

「その感謝の言葉は受けよう。……だけど今日、俺がここに来たのは感謝の言葉を聞きに来たわけじゃないのはわかっているな？」

「………」

　俺の言葉にジルコマの表情が引き締まった。俺がここに来た意味をジルコマもわかっているはずだ。なにせこれまで、こちらが派遣した使者と何度となく〝この件〟について、会談を繰り返してきたのだから。

「俺は決断を促しに来たんだ。使者から〝勧告〟は聞いているだろう？　俺が直接出向いた以上、今日こそ決断してもらわなくてはならない。お前たちはどちらを選ぶ？」

「っ！　それはっ」

「よせ。コマイン」

「しかし、兄上！」

　立ち上がろうとした少女をジルコマが手で制した。この子はコマインって言うのか。予想通り二人は兄妹だったみたいだ。ジルコマはコマインを一喝した。

「我らの言は、この集落の者たち全員の行く末を決める。短慮は許されぬ」

「……わかりました」

　コマインは浮かせかけた腰を下ろした。一瞬、後ろのオーエンとカルラも身構えたようだったけど、コマインが矛を収めたのでそちらも落ち着いたようだ。場の空気が重くなる。そんな空気を心配したのかリーシアが口を開いた。

「ソーマ、状況を説明して欲しいんだけど……」

「そうだな……いい加減、この難民問題を解決させたかったんだ。いまのままというのは俺たちの国にとっても、ここにいる者たちにとっても決して良いことではないからな。だから俺は難民たちに対してある決断を強いたんだ」

「決断？」

　俺は重々しく頷くと、ハッキリと言い切った。

「郷愁を捨てこの国の民となるか、あるいはこの国を出て行くかだ」







　魔王領出現により故郷を追われた難民たち。

　彼らの本当の願いは故郷へと帰還し、元の生活を取り戻すことだろう。

　だけど現状その目め処どは立っていない。かつて行われた魔王領への大規模な侵攻作戦は失敗に終わり、人類側には魔王領への恐怖心のみが残された。人類側一の大国であるグラン・ケイオス帝国でさえも再侵攻に対しては消極的であり、各国は魔王領をこれ以上拡大させないことにのみ注力している状況だった。

　もし今後、この状況が好転するようなことがあったとしても、それは明日明後日のことではないだろう。数ヶ月後でも無理だ。数年後でも厳しい。

　ならばその間、難民たちはどうするのか？　故郷への帰還を望みながら、どこの国にも属さぬ者として異国に滞在し続けるのか？

　……それはダメだ。その歪いびつな状況は確実に後の禍根になる。

「先代王は彼らの滞在を黙認する姿勢をとった。俺も他に山積していた問題に取り組むためにも今日までその路線を継承してきた。わずかではあるけど支援もした」

「………」

「だけど他の問題に目処が立った以上、この問題に取り組まなければならない。こちらとしてもいつまでも支援はしていられないし、ここに不法に滞在されるのも困る。これまでは黙認してきたけど、許可もなく狩猟や採集行為を行うのも本来は違法行為だ。それらの不法行為を許していれば、必ず国民の怒りを買うことになる」

　なぜなら彼らはこの国の民じゃないのだから。

　いまはまだ魔王領出現により国を失った彼らに対して同情的な空気がある。

　だけど空気は空気だ。いつ流れが変わるかわからない。

　彼らの帰還の目処は立っていないのだ。いつまでもこの国の民でもない者たちを支援し、不法行為を黙認し続けていれば、遠くないうちに国民の間から不満が噴出するだろう。最悪の場合、国民と難民の間で衝突さえ起きるかもしれない。

「だから俺はここにいる者たちに決断を迫ったんだ。故郷への帰還を諦めてこの国の民として生きるか、あるいは帰還を諦めずにあくまで他国の者としてこの国を退去するか。今日はそれを決めてもらいに来たんだ」

「ソーマ。でも、それは……」

　リーシアが心痛そうな顔をしていたけど、俺は静かに首を振った。

「残酷だと思うかもしれない。でも、必要なことなんだ」

　俺のいた世界では国家を巨大な怪物に喩たとえ、国民は怪物を覆う無数の鱗うろこであるとする本があった。その本の口絵で描かれていた怪物の姿は、山より大きな人として描かれていた。

「国とは……結局のところでっかい人のようなものなんだ。そして人は人を映す鏡だ。自分を愛してくれる人ならば愛せるし、なにがあっても守りたいと思う。逆に無関心な者に対しては無関心になるし、聖人君子でもないかぎり自分を嫌いだという人間は愛せない」

「国も同じだ……というわけですね」

　ジルコマが重々しく言った。俺は頷いた。

　このままでは国民の間から不満が出ることは目に見えていた。

　だからこそ、同情的な空気があるいまのうちに同化を進めたかったのだ。この国は多種族国家だ。単一種族優位の国に比べれば受け入れられる土壌はある。しかしそれは、多種族国家の一員になることを難民側が受け入れられるかにかかっている。人類宣言の欠陥を指摘したときにも話したけど、強すぎる民族主義は内乱の元になる。

「もし、ジルコマ殿たちがあくまでも自分たちの故郷への帰還にこだわり、この国に帰属意識をもてないというのなら、俺は……貴方あなたたちを追放しなくてはならない」

　俺の言葉にジルコマは奥歯を嚙かみしめていた。

「……我らはただ、故郷に帰りたいだけなのです」

「気持ちはわかる。その気持ちを個人の胸の中に抱くだけなら構わないし、もし事態が好転して帰還できる状況になったら帰還してもらって構わない。……だけど、少なくともこの国にいる間は、この国の一員としてこの国に帰属意識を持ってもらう。それができないようなら、この国に置いておくわけにはいかない」

「………」

　言葉を失うジルコマ。すると黙って聞いていたコマインがすくっと立ち上がった。

「貴方に……なにがわかるのです……」

「やめろ、コマイン！」

「いいえ兄上、言わせて欲しい！　貴方はこの国の王でしょう！　ちゃんと国を持ってるじゃない！　国を失った者の悲しみが、貴方に、」

「わかるさ！」

　コマインが激げき昂こうして叫んだけど、俺は真っ直すぐ彼女の目を見て言った。

「キミも聞いているだろう？　俺はこことは違う世界から召喚された人間だ。しかも完全な片道切符でな。わずかにでも希望があるキミたちとは違って俺には帰り道さえない。だから故郷を失ったキミたちの悲しみもわかる」

「ぐっ……」

　コマインが言葉に詰まった。それと同時にリーシアが顔を伏せた。

　真面目なリーシアは自分の父親が、帝国の要請を受けてのこととはいえ、俺を故郷から切り離してしまったことには罪悪感を覚えているのだろう。

「郷愁って……拭いがたいよな。生まれ故郷というものは誰にとっても特別なものだ。当たり前だったものが無くなって初めて大事なものだったことに気付かされる。よくある話だと言うのは簡単だけど、そう簡単には割り切れるものじゃない」

「ソーマ……」

　心痛そうな声を出したリーシアの手にそっと自分の手を重ねた。リーシアの目が驚きに見開かれた。俺はそんなリーシアを安心させるように小さく笑いかけた。

「だけど……俺にはリーシアたちがいた。そばで支えてくれる人たちがいた。俺を思ってくれる人たちがいた。その思いに応えようと俺もこの国のために遮二無二働いた。そうしているうちにいつの間にか、この国を自分の国だと思えるようになった。この国を失ったら多分、故郷を失ったのと同じくらい悲しむだろうとそう思えるくらいに」

　結局、故郷とは〝繫がり〟なのだ。

　風土とそこに住まう人との繫がり。それを失った穴を埋められるとすれば、それはもうべつの〝繫がり〟だけだろう。コマインは力無く腰を下ろして項うな垂だれた。すぐに受け入れられることでもないだろう。だけど、止まったままでは前には進めない。

「だから俺はリーシアたちがしてくれたことを貴方たちにしたいと思っている。貴方たちがこの国を愛し、この国の一員となるならば、国は貴方たちを受け入れる」

「具体的に……我らをどう受け入れると？」

　ジルコマの目がこちらの真意を見定めるかのように一層厳しくなった。

「受け入れる、と仰おつしやってくれている貴殿にこんな事を聞くのは無礼千万であると自覚しております。しかし、我らはこの地に来るまでに辛つらい現実を見聞きしているのです。難民を受け入れると言いながら、安価な労働力として鉱山など苛酷な現場で酷使する国。対魔王領用の兵士として前線に追いやる国など、その対応は様々です」

「そうらしいな……愚策としか思えないけど」

「愚策、ですか？」

「ああ。まず、一番の愚策は前線に送り込むことだ。国防は国家の根幹だ。それを他国人が担うようになれば、やがて重大な国家危機に直面することになるだろう」

　地球の歴史にもそういった事例は多い。例えば西ローマ帝国が民族の移動で侵入するゲルマン人の相手を国内に平和的に移住していたゲルマン人にさせようとして、ゲルマン人傭よう兵へいを軍の主力にした。その結果、軍のゲルマン化を招き、ゲルマン人の傭兵隊長オドアケルによって滅ぼされた。また唐ではソグド人と突とつ厥けつの混血児・安禄山に権力を与えたために反乱を起こされて国の命脈を縮めることになった。

「また奴隷のように扱うのも同じく愚策だ。そんなのは難民たちの反感を買うだけだ。恨みに思った難民たちが反乱やテロを企てたらどうする。国内に災厄の種を育てるだけだ」

「ならば……グラン・ケイオス帝国の方針はどうです？」

　ジルコマは真っ直ぐこっちの目を見ながら聞いてきた。俺は頭を搔かいた。

「……マリア殿らしい方針だよな」

　帝国にも相当数の難民が流入していた。帝国はそんな難民たちに国内の未開拓地を提供し、開拓すればそこを難民たちの臨時居住地として認めるという方針をとっているそうだ。つまり難民村を作らせ、自分たちで自分たちを管理させようというのだ。自給自足できれば帝国の懐も痛まないし、もし後に彼らが北への帰還を果たした場合、開墾された土地がまるまる残ることになる。どちらにしても帝国に損はない。

　……と、まあそんな風にマリアは周囲を説得したのだろうな。

　聖女とさえ呼ばれるほどやさしい彼女のことだ。その本心は多分、難民を不ふ憫びんに思ったからなのだろう。自給自足させることで故郷への思いを断ち切ることなく、帝国に滞在できるように取りはからったのだ。もし帰還できなかったとしても、領地が帝国内にある以上自然と帝国民と同化していくことだろうと考えているのだろう。

　俺がいましようとしているような、難民たちに故郷への思いを捨てさせて、無理矢理自国に同化させようとするのとは真逆な行為だ。でも……。

「悪いけど……王国としてはその方針はとれない」

「なぜです？」

「危ういんだよ」

　未開の地を開拓させて自給自足させれば、たしかに帝国の懐は痛まない。帝国の権勢が衰えないうちは難民たちも帝国に従うし、恩義も感じるだろう。その状況が百年も続くなら、帝国内の民族と同化していくことも期待できる。

　……しかし、時代の潮目はいつ変転するかわからない。

　今日の権勢を明日には失うかもしれないのが人の世だ。もし万が一、帝国の権威が弱まるような事態が起こったら、難民たちはどう動くだろうか？

「自分たちが汗水流して開拓した土地だ。ならば自分たちの土地だと思うんじゃないだろうか？　故郷へ帰還したいと願う世代ならばまだいい。開拓した地よりも、故郷への思い入れの方が強いだろう。しかし、次代はどうだろうか？　その地で生まれて故郷を知らない世代は、父祖が汗水流して切り開いたその土地が、帝国に間借りしているだけだという事実を受け入れられるだろうか？　自分たちの土地だと思わないだろうか？」

　地球の歴史で言えばセルビア人の例がある。

　オスマン帝国によりセルビア王国が滅ぼされたとき、多数のセルビア人がハプスブルク帝国（オーストリア・ハンガリー帝国）へと逃れた。ハプスブルク帝国はセルビア人を積極的に受け入れ、彼らに対オスマン帝国の前線に近い土地を開墾させて、その前線を守る屯田兵にした。セルビア人は辺境を開拓しつつオスマン帝国と戦った。そんな苛酷な環境はセルビア人たちの中に強烈な自治意識を生み、民族主義を育む土壌になった。

　やがて「大セルビア主義」という民族主義が台頭し、第一次世界大戦の引き金となるサライェヴォ事件を引き起こし、結果的にハプスブルク帝国を崩壊させた。またセルビア人のセルビア人中心の民族主義政策は他民族の民族主義を煽あおり、とくにクロアチアの民族主義との間には虐殺して・されての凄惨な紛争が起こった。

　難民は多種族の混成でできているけど、苦楽を共にした共同体意識は生まれることだろう。その共同体意識は難民とそれ以外とを区別する民族主義的な側面を持ちかねない。

　グラン・ケイオス帝国はそんな凄惨な事態を引き起こしかねない火種を、その内に取り込んだのだ。ジルコマは眉根を寄せた。

「陛下は、帝国の方針は誤りだと思っているのでしょうか？」

「いや……そこまで言うつもりはないよ。これは考え方の違いだ。マリア殿は最良を信じてその方針を選び、俺は最悪を怖おそれてその方針を選べない、それだけのことだ」

　人類宣言などを見ても思ったけど、帝国はハイリスクが潜んでいようとハイリターンな政策を選ぶ傾向にあるようだ。対してうちの王国は、リターンよりもリスク管理を重視した政策を選んでいる。どちらが優れているというものではない。

　これはどちらが時代にマッチしていたのか、あとからわかる類たぐいのものだ。

「ならば陛下、貴方は我らの処遇をどうするおつもりなのですか？　故郷への帰還を諦めてこの国の民になれ、さもなくば出て行け、開拓はさせない、兵士化も奴隷化もしない……貴方は一体、我らをどうしようと言うのですか！」

　ジルコマが初めて声を荒らげた。その剣けん幕まくに控えていたコマインさえ、ビクッと身体からだを震わせていた。ジルコマはここにいる難民たちの命運を背負っていた。この迫力は背負うものの重さによるものだろう。だけど重いものなら俺だって背負っている。

「……オーエン」

「はっ」

「例の物を」

「承知いたしました」

　俺はオーエンに長い筒を持ってこさせた。

　卒業証書などが入っていそうな筒を二倍ほど太く、五倍以上長くしたようなその筒の中には、大きな紙が筒状に丸められて入っていた。その紙を皆の前に広げて見せた。その紙に描かれているモノを見て、ジルコマたちは目を瞠みはっていた。

「これは……都市ですか？」

「ああ。今度できる湾岸新都市だ。名前を『ヴェネティノヴァ』という」

　俺が見せたのは物流の流れを加速させるために、交通・交易の要衝として建設させていた新都市『ヴェネティノヴァ』の図面だった。

「俺がこの国に来て交通網を整備すると同時に建設を開始したこの新都市だけど、先頃、ようやく人を住まわせられる程度にはなった。といっても、まだ住宅区と商業区を作って交易港を整備した程度だけどな。これから様々な施設を増やし、文化の最先端となるような都市に発展させていく予定だ。そして近々住民が募集されるんだけど……」

　俺はジルコマたちの顔を見ながら言った。

「俺は難民たちをその住民たちの中に入れようと思っている」

「っ！」

　俺の言葉にジルコマとコマインは息を吞のんだ。

「故郷への帰還を諦めてこの国の民となるならば、住すみ処かを用意しよう。新都市だから仕事も沢山ある。運搬業のような肉体労働から商店の従業員までな。しばらくは支援も継続する。パルナムで醸造所を営んでいる妖よう狼ろう族のように、この国の民となって真っ当に働くかぎり、飢えない、凍えない環境を提供する用意がこちらにはある」

「それは……」

　ジルコマとコマインの表情が揺れていた。

　……自分で言うのもなんだけど、いまの俺はジルコマたちの目にはどう見えているのだろう。苦しいときに手を差し伸べる救い主か……あるいは甘言を弄する悪魔か。

　するとジルコマとコマインはほぼ同時に口を開いた。

「そんな素晴らしい話があるのですか!?」

「そんな酷ひどい話があるの！」

　ジルコマとコマインは顔を見合わせていた。言葉が重なったにもかかわらず、その評価が真逆だったことに当人たちが一番驚いているようだった。

「な、なにを言っているのですか兄上！　これでは『美う味まいエサをやるからしっぽを振れ』と言っているのと同じです！」

「コマイン。陛下は我らに生活基盤を与えてくれると言っているのだぞ。グラン・ケイオス帝国のように開拓する必要もなく」

「だからって故郷への帰還を諦めろだなんて！　兄上は悔しくないのですか！」

「その悔しさを捨てさえすれば、飢えず、凍えずにすむよう取りはからってくれると仰っているのだ。難民たちにとってそれがどれだけありがたいことかわからないのか」

　兄妹で評価が真っ二つに分かれていた。……そういうものだろう。

「二人の意見が違うのも無理はない。俺自身、この提案は一面ではかなり甘く、もう一面ではかなり残酷だと思っている。同じ物を見て必ずしも同じ印象を抱くとはかぎらない。これを厚遇と感じるのか不遇と感じるのかは、その人のモノの見方、感じ方次第だ」

「「　………　」」

　俺はふぅーと息を吐き、その図面の上に手を置いた。

「これが、いまの俺にできる精一杯だ。あとは差し伸べた手を取ってもらうことを期待するしかない。ここから先は貴方あなたたちの決断次第だ」

　俺がそう言うとジルコマは苦しげに呻うめいた。

「……この集落の中にはあくまでも故郷への帰還にこだわる者もおります」

「それは……妹さんのようにか？」

「いいえ！　コマインはこれで頭は柔軟です！　さきほど反対したのはこの集落に住む故郷への思いを諦めきれぬ者たちの思いを代弁したにすぎません！」

「あ、兄上」

「本当のことであろう。先程、酷いと言ったのも、そういった者たちの気持ちを慮おもんぱかってのことであろう。お前は……人の痛みがわかる娘だからな」

「ううっ……」

　コマインは押し黙った。図星だったんだろうか？

　するとジルコマは居住まいを正して深々と頭を下げた。

「陛下の〝ご温情〟痛み入ります。このことは私の一存では決められぬため、集落の者たちを集めた上で話し合いたいと思います」

「……俺は決断を促しに来た、と言ったはずだが？」

「わかっております。ですが、できうるかぎり多くの者が陛下が差し伸べてくださった手を取れるように説得したいのです。それでたとえ……難民を割ることになろうとも」

「………」

　難民を割る。つまり、受け入れられない者たちを追い出すことになっても……か。

　……いまはここまでか。あまり急せかしても良い結果にはならないだろう。

「だけど、あまり時間はないぞ。住民の募集は引き延ばすことはできても〝季節〟を引き延ばすことはできないからな。もう冬は始まっているんだ」

　備えを怠れば凍死者が出る季節だ。それも子供や老人と言った抵抗力が低い者が真っ先に死ぬ。できれば、冬が深まる前に引っ越しが完了できる時期までには、この手を取る決断をして欲しいものだ。ジルコマは再度深々と頭を下げた。

「はっ！　重々、承知しております」

「……ならばいい」

　あとはもう彼ら次第だ。どういった決断を下すにせよ、俺はそれに見合った態度で臨まなくてはならない。できれば冷酷な面を出さずに済むといいのだけど……。

　ともかく今日の会談はここまで、と、そんな空気が流れたときだった。

　白い外がい套とうを纏まとった一人の男がズカズカとテントの中に入ってきた。

　歳としは二十代半ば～後半ぐらいで目つきが鋭い人間族の男だった。特徴的なのはボサボサの髪の毛で、まだ若そうなのに根本まで真っ白だった。

「ここにヒルデがいると聞いた」

　入ってくるなりそんなことを言い出したこの男に、カルラやオーエンは警戒心を持ちながら剣の柄つかに手を掛けた。しかし男はそんな二人に構わず、ヒルデを見つけるとズカズカと歩み寄った。ヒルデも立ち上がりその男を真っ正面から睨にらんだ。

「ブラッド！　アンタ、よくもあたしに講義を押し付けてくれたねぇ！」

　この白髪の男の名はブラッド・ジョーカー。

　ヒルデと共に、この国の医療改革を支えているもう一人の〝医者〟だった。ブラッドはヒルデの文句などお構いなしに、いきなりその腕をガッと摑つかんだ。

「ちょ、なにをするんだい!?　女性の扱いがなってないねぇ」

「文句なら後でいくらでも聞く。悪いが……手を貸してくれ」

「……なにかあったのかい？」

　ブラッドの真剣な眼まな差ざしになにかを察したのか、ヒルデは真顔になって尋ねた。ブラッドは摑んでいた手を放すと、静かに頷うなずいた。

「ああ。急患だ」







　ブラッド・ジョーカーは『反逆の医者』だ。

　医療行為に従事する者が光の属性の魔法（身体組織の活性化による回復魔法）を使える者にかぎられているこの大陸において、魔法に頼らず診察と手術の腕によって難病を治そうとする、この国では唯一の『外科医』だった。

『神に縋すがらずとも、人は人の力で人を癒いやすことはできる』

　それがブラッドの持論だった。この大陸には「光属性の魔法は神の恩恵」という考え方があり、とくにルナリア正教などでは神聖視されているのでなかなかにデンジャラスな思想だった。ブラッドは各国の戦場を渡り歩き、身元不明の戦死者の遺体を引き取り、その死体を解剖して様々な種族の身体構造を調べ上げ、麻酔と手術を駆使した独自の外科医療を確立させた。また三つ目族の知識にも偏見を持たずに吸収し、微生物の存在や抗生物質の効果も熟知し、その技術に取り込んでいる。

　その腕前は『神医（神嫌いのブラッドには皮肉でしかないけど）』と呼んでも差し支えないレベルだった。とくに従来の光魔法では治せなかった悪性腫瘍などを、外科手術で切除できるようになったのは大きい。

『光のみが人を癒すのではない。闇もまた人を慰める』

　……と言っていることは中二病っぽいけど、考えていること自体には共感できたので協力を要請したのだけど、それも一筋縄ではいかなかった。というのも、

『俺がこの力（外科医療）を求めたのは、医療にかかれぬ貧しい者や、光属性の魔導士が居ない僻へき地ちの人々を救うためだ。金や権力になど興味はない』

　……って言うんだもん。じゃあどうやって協力を取り付けたかというと、『金』でも『権力』でもなく、『物』で釣……ゴホン、取引をしたのだ。

　具体的に言うならば王国民が誰でも医療にかかりやすいように俺の世界にあった国民健康保険制度を作ることと、この国一番の鍛冶師にメスや縫合用の針などの医療道具一式を作らせる約束をしたのだ。そして配下にするのではなく協力者という体裁を整えて、ようやく協力を仰ぐことができたのだった。

　いまではヒルデと共にこの国の医療制度の牽けん引いん役となっている。

　もっとも、彼の死体集めや解剖などの行為が人々の嫌悪感を呼び、医療の世界では完全に異端児扱いされていた。彼を登用するのに一番苦労したのは、そんな彼への偏見を取り除くことだった。本人もこんな調子なんで、自己弁護とか期待できないからな。

　仕方ないので、顔の広いこの国の重役の中で身体を患っている者を診察させて、治せないと思われていた病気を完治させることで、彼の腕前を認めさせたのだ。

　一度有効だとわかれば世間の評価は一変する。

　外科医療を学びたいという医療従事者も増えてきた。

　そんなわけでいまこの国では完治した重役に指揮を執らせる形で、新たな外科医の育成中だった。俺は俺で技術を持たない〝偽外科医〟が現れないよう、法整備や外科医師免許の発行を急いでいるところだ。まず外科手術のみを免許制にした。やがて光魔法による治療や薬学関連も免許化する予定だった。と、話を戻そう。

　急患と聞いた瞬間、スイッチが入ったかのようにヒルデの表情が引き締まった。

「……患者は？」

　完全に医者の顔になっている。さすがプロフェッショナルだな。

　そんなヒルデにブラッドは淡々と説明した。

「この集落の妊婦だ。すでに破水している。いつ生まれてもおかしくない状態だが、胎児の位置が悪い。母親の腹の中で、出口を背に寝ている状態だ」

「横位かい……また珍しくも厄介な……」

　二人が話していることはわからないけど、難産らしいことだけはわかった。

「産婆もお手上げだそうだ」

「そりゃそうだろう。骨盤が引っ掛かってしまうからねぇ。普通なら母か子……どちらかを犠牲にするところだ。母子共に助けるには……」

「ああ……切開するしかないだろうな」

　切開……帝王切開か！　しかしヒルデは疑わしそうな顔をしていた。

「……できるのかい？　腹を切った母親の生存率は二割に満たないと聞くよ？」

「生存率が低い理由は決まっている」

「ほう……なんだい？」

「俺とお前が執刀しないからだ」

　さも当然といった感じにブラッドは言い切った。

　そんな自信満々そうな言葉にヒルデは眉をひそめた。

「さらりと凄すごいこと言うねぇ……」

「事実だ。もっと正確に言うならば、俺が持つ技術と三つ目族の感染症知識がないからだ。ヤツらの方式はただ腹を切り、胎児を取り出し、傷口をくっつけて、光魔法で回復させるだけだ。麻酔が無いから妊婦が苦しむ。切開・縫合技術が未熟だから光魔法を使っても上う手まく傷口が塞がらずに失血死する。三つ目族の抗生物質がないから、術後に感染症にかかりやすい。だから生存率が低いんだ」

　そう言うとブラッドはヒルデに向かって手を差し伸べた。

「俺だけでも成功率を八割程度にはできる。だが、お前が傍そばで衛生管理をしてくれれば、その確率を限りなく十割に近づけることができる」

「……ったく、しょうがないねぇ」

　ヒルデはガシガシと頭を搔かくとブラッドの手をとった。

「医者の前で患者は平等だ。だから医者も選より好みはできないね」

「感謝する。お前がいてくれるなら百人力だ」

　するとヒルデは俺たちのほうを向いた。

「王様と難民の大将！　聞いていたとおりだ。悪いがアンタらと部下の力を借りたい」

「ああ、もちろん」

「無論だ。我らは家族。家族を守るのが長おさの務めだ」

「ありがとさん。……半竜人ドラゴニユートの嬢ちゃん！」

「わ、私ですか!?」

　指名されてカルラはビクッと跳ねた。

「王都の医学研究所へ行って、大至急、道具と薬品を持ってきておくれ。あたしの黒バッグって言えば研究員には通じるから、そのバッグごと持ってきてくれればいい」

「しょ、承知しました！」

　カルラは慌ててテントから出て行った。次にヒルデはジルコマを見た。

「難民の大将にはこのテントを借り受けたい。少しでも衛生環境の良い場所に移したいからねぇ」

「構わない。好きに使ってくれ」

「それと妊婦と同じ血液を持ってるヤツを探すから、難民連中を集めておいてくれ」

「承知した」

　後で聞いた話だけど、この世界もＡ・Ｂ・Ｏ式（呼び方は違うらしいが）の血液型らしい。不思議なことに、種族をまたいでも同じ血液型ならばほぼ輸血が可能らしい。ほぼといったのは、ときたまどんな血液型も輸血できない血液型があるそうだ。もしかしたらこの世界の血液型にも、Ｒｈの±があるせいなのかもしれないな。

「それと、王様は衛生がなにかわかっているだろう？　大将たちに説明して、少しでも環境を整えるんだ。あとお湯を沢山沸かしとくれ。器具を消毒したい」

「わかった！　リーシア、オーエン、やるぞ！」

「ええ！」

「承知いたした！」

「わ、私にも手伝わせてください！」

　コマインも俺たちに付いてきてテント内の整備をしたり、沢山のお湯を沸かすのを手伝ってくれた。身分や立場に関係なく各々が、自分にできることをしようと努めていた。

　できる者が、できることをする。

　ある意味、いまのこの国の姿を体現していたような気がした。







　準備さえ整ってしまえば、もはや俺たちの出る幕はなかった。

　いまテントの中ではブラッドとヒルデが手術を行っていることだろう。テントの中からは妊婦の荒い息遣いが聞こえている。俺たちにできることはテントの外で、手術が終わるのを待つだけだった。入り口を見守っていたリーシアが心配そうな声を上げた。

「妊婦のお腹なかを裂くって聞いたけど、大丈夫なの？」

「それだけ聞くと猟奇犯罪っぽいな……。心配ないよ」

　俺はリーシアの頭にポンと手を置いた。

「帝王切開は俺のいた国では難産に対して一般的に用いられる方法だった。そして妊婦死亡率はかなり低かったはずだ。もうほとんどの人が出産時に妊婦が死ぬなんて考えていなかったよ。子供は無事に生まれてくるってさ」

「……相変わらずソーマのいた国って凄いわね」

「まあね。そして……そんな俺がいた国の医療に近いことができるのがあの二人だ。まあ俺のいた世界には光魔法がなかったから、単純には比べられないけどね」

　俺は隣に立つジルコマに話しかけた。

「あの妊婦の旦那さんは？」

「……生死不明です。北から逃れてくるときに散り散りになったようですね。それでも彼女は絶対にお腹の子を産み、母子で夫を待つのだと言っていました」

「そうか……」

　母は強し。それはどこの世界でも変わらないようだ。

「この集落の民にとっても、彼女のお腹の中にいる子は希望でした。我らは失ってばかりでないということを実感させてくれましたから。だから生まれてきた赤子は集落全体の子供として、愛し、育もうと、皆で決めていました」

「そうか……なあ、ジルコマ」

　俺はジルコマの方に顔を向けた。

「俺はブラッドとヒルデの腕を知っている。だから母子共に助かると確信している。その上で言わせて欲しい」

「……なんでしょうか？」

「生まれてくる子はこの国に生まれるんだ。そしてこの国で育つことになる。父祖の地などは知らずに、この国を故郷として」

「………」

　俺の言いたいことがわかったのだろう。ジルコマは瞑めい目もくしていた。

「集落全体の子として愛し、育むと言ったよな？　ならば、なにも知らない子に悲しみを継承させるな。この国の民になるか出て行くかはそちらで決めればいい。だけど、折角この国を故郷にできる赤子にまで亡国の民としての生き方を強いるのは……」

「皆まで申されるな」

「兄上……」

　心配そうな様子のコマインの肩に、ジルコマはポンと手を置いた。

「心を決めました。私は集落の長の役割をコマインに譲ります」

「な、なにを言い出すのですか兄上！」

「……お前はどうする気なんだ？」

　俺がそう尋ねるとジルコマは悲しげに溜ため息いきを吐ついた。

「ハッキリ申し上げて、この集落の者たちは流浪の暮らしに疲弊しきっています。疲弊した者たちがこの国を故郷にできるなら、それは素晴らしいことだと思います。ですが、数名の強硬派は故郷への帰還を諦めきれず、そんな人々を駆り立てようとしています」

　するとジルコマは遥はるか北の空を見ながら言った。

「私は、そんな強硬派数名を引き連れて北へ戻ろうと思います。そして募兵している国に仕官し、前線にて故郷を奪還できる時を待つつもりです」

「兄上！」

　コマインがジルコマの両腕を押し止とどめるかのように摑つかんだ。

「兄上はこの集落に必要な男です！　私は、王の提案を残酷だと言ってしまいました！　その仕事は私がやります！」

「ダメだ。コマインが陛下の提案を残酷だと感じたのは、この集落の人々を思ってのことだろう？　その心があれば、私以上のまとめ役になれるはずだ」

「ですが、兄上は王様の提案を素晴らしいと言っていたではないですか！」

「……私は、お前よりも本心を隠すのが上手いだけだ」

　ジルコマはコマインの手をそっとはらった。

「私の中にも、故郷への帰還を諦めきれない思いがあるんだ。しかし、私はこの集落の長を任されていた。だからその思いに蓋をして胸の奥深くに押し込めていた」

「兄上……」

「しかし、もうその必要もない。陛下はこの集落の人々がこの国を愛するなら、この国の民として受け入れると仰おつしやってくださった。人々は安住できる場所に辿たどりついた。ならばもう私の役目も終わりだ。この思いを解き放っても良かろう」

　涙を流して泣いているコマインにジルコマは微笑ほほえみかけた。その表情はすでに覚悟を決めているようだった。まったく……。

「妹を泣かすなよ。バカ野郎」

「返す言葉もありません。……コマインたちのことをよろしくお願いします」

「俺にできることは精々手続きをすることくらいのものだ。彼女たちを本当に守れるとしたら、それはこの国自体だろう」

「ならばこの国を幾久しく存続させてください。誰からも滅ぼされぬように」

「……努力するよ」

　そのとき、テントの中から「うぇあ～」というか細い声が聞こえてきた。

　なんの声かと思っていると、リーシアが「生まれた！」と声を上げた。ああっ、これって赤ちゃんの泣き声なのか！　もっとオギャーって泣くものだと思ってた……。

（子供は無事に生まれた。あとはお母さんだな……）

　俺たちはテントの入り口を見つめながら、母子の無事を祈った。




　◇　◇　◇




　―――その一週間後。




「カワイイ～♪」

「ぷ、プニプニしているのね……」

「リーシア、わ、私にも抱かせてくれ」

　母親の腕の中で寝ている三角耳の赤ちゃんを、リーシア、コマイン、カルラが代わる代わる抱っこしていた。一週間前のあの日、ブラッドから手術は成功したと聞いてはいたけど、当日は会うことができなかったので経過が気になり、こうしてあのときと同じメンバーで訪ねてきたのだ。俺も赤ちゃんを近くで見たいんだけど、三人が独占してしまっていて入り込む余地がなかった。こ、これが母性か……。

「あー、なんか連れが騒がしくてすみません」

　俺がそう言うと、この子のお母さんは微笑んだ。

「いえ、姫様方に愛めでていただけるなんて、この子も幸せ者です」

　おっとりとした感じの猫耳獣人族のお母さんだった。こうして元気な顔が見られてホッとした。産後の肥立ちも悪くないようだ。お母さんは赤ちゃんの手を握った。

「本当に幸せ者です。陛下にまで心配していただけるのですから」

　お母さんには俺たちの正体を打ち明けていた。俺もリーシアも顔が知られている方なので、隠しておくのも無理だという判断からだった。初めは恐縮しきりだったお母さん（まるで印籠を出した後の黄門様状態だった）も、いまでは大分慣れてきたようだ。

「まあたしかにこの子は幸運だと思うよ。むしろ豪運かな。なにせこの国で一、二を争う医者が二人揃そろっている時に生まれてきたんだから」

「そうですね。この子自身だけでなく、私まで助けてもらいました」

　あの日、ヒルデがこの集落を訪れていたのは偶然だった。偶然、旧貧民街で俺たちと出会い、たまたま、俺たちに難民集落に行く予定があって、だったら付いていこうかとヒルデが思い立ったから、二人の名医がこの地に揃ったのだ。

　もしこの子が生まれてくるのが一日でもずれていたら、そんな名医にかかることもできなかっただろう。そう考えてみればこの子は母親の命さえ救ったように思える。

「まるで福の神だな……」

「フク……ですか？」

「俺のいた世界の言葉で、『幸せ』って意味だ」

「幸せ……あの、陛下っ」

　するとお母さんはズズイと俺の方に寄ってきた。

「その『フク』という名前。この子に付けてやってはいただけないでしょうか？」

「ん？　付けていいか、じゃなくて、付けてやって、なのか？」

「この世界には身分が高い人や偉い人に名前を付けてもらうと、その人の勢いにあやかれるって考えがあるのよ。だから付けてあげて」

　赤ん坊を抱いているリーシアにそう言われた。それならまあいいか。

「この子は男の子だっけ？」

「はい」

「それじゃあキミの名前は『フク』くんだ。元気に育てよ」
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　そう言って頭を撫なでると、フクくんは目を瞑つぶったまま「だうっ」と唸うなった。

　寝ながら返事をした!?　こいつ……将来、大物になるかも知れないな。そんなことを考えていると、リーシアが俺の顔をジーッとのぞき込んできた。

「な、なんだよ？」

「他人の家の赤ちゃんもいいけど、自分の子供だともっとカワイイでしょうね～」

　そんなことを言いながらチラチラッと意味ありげな視線を送ってくる。あー、うん……多分そういうことなのだろう。ハクヤやマルクスからも早くお世継ぎをって言われてるからね。国が安定してきてからはますますプレッシャーがかかってきてるし。

「あー……そうだな。帝王切開による出産方法も確立できたし、産婦人科医も増えてきている。もういつ産んでも大丈夫だろうな」

　俺が照れながらそう返すとリーシアは目を丸くしていた。

「またヘタレたことを言うのかと思ったわ」

「あのなぁ……ってまぁそれもあるよ。リーシアたちの夫になる覚悟は決まったけど、まだ父親になる覚悟は決められてないからなぁ」

「あっ、そ、そう……そうなんだ……」

　リーシアたちとイチャイチャしたい気持ちはある。しかし、先々代国王死後の後継者争いで減りに減った王族を増やすために、「少なくとも一子を儲もうけるまで、避妊は許しませんぞ！」と侍中のマルクスに言われているからな。慎重にもなるさ。

「まあそれとはべつに、この世界の妊婦の死亡率の高さも気になっていたしな」

　この国の人口を調べたときに、新生児と妊婦の死亡率の高さに驚いたのだ。

　現代日本では赤ん坊が無事に生まれるかの心配はしても、妊婦が死亡するようなケースについてはほとんど考えない。しかし、この国においては妊婦も〝たまに〟死亡するらしい。妊婦が千人もいれば数人は死ぬくらいの確率だ。産婦人科医療が確立していないこの国では妊婦にとっても出産は文字通り〝命懸け〟なのだ。

　俺は王として、複数の女性と多くの子供をなせと言われている。

　もし、リーシアや、アイーシャや、ジュナさんや、ロロアとの間に子供ができて、その出産時に彼女たちの誰かを失うことにでもなったら……俺は耐えられないだろう。

「そうならないように、家族を失うようなリスクを極限まで下げるために俺は医療制度改革を進めたんだ。ちょっと職権濫用っぽいけどな」

「いいんじゃない？　結果的にみんなの役に立ってるんだし」

　そう言ってリーシアは俺の腕に自分の腕を絡ませてきた。

「ね、ねぇソーマ。子作り解禁なら早速今夜から励んでみようかな？」

　モジモジと恥ずかしそうに言うリーシアに、思わずグッと来てしまった。だけどさっきも言ったように覚悟を決め切れていない俺はそっぽを向くしかなかった。

「あっ、その……やっぱり、もう少し待ってもらえるか？」

「もう！　結局ヘタレるんじゃないの！」

「ふぇっ……アエエエエエエエエエエエン!!」

　リーシアが大声を出したのでフクくんがビックリしてぐずりだした。

　その後はお母さんに渡したり、みんなで変な顔をしてあやしたり、同じくあやそうとしたらしいオーエンの顔に驚いてまた泣き出したりと大騒ぎになった。




　―――いつか王城でもこんな大騒ぎが起きるんだろうな。




　幸せの喧けん噪そうの中で、俺はそんなことを思った。
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　―――大陸暦一五四六年十二月三十一日・王都パルナム




　この世界では一週間が八日ある。

　そして一ヶ月は四週あり、毎月必ず三十二日まである。それが十二ヶ月で一年になり、つまり三百八十四日で一年が終わることになる。三月～五月が春、六月～八月が夏、九月～十一月が秋、十二月～二月が冬とされているのは日本と同じだった。

　そして今日は十二月三十一日だ。地球の暦で言ったら大おお晦みそ日かだけど、この世界の暦ではただの年末の一日にすぎない。

　この国では大晦日と新年は身内で静かに祝うのが普通らしく、本来ならば王城も（政務的な切り替えは四月一日に行われるので）新年の祭さい祀しを取り扱う神官以外はさほど忙しくないのだけど、いまパルナム城の大広間ではてんやわんやの騒ぎになっていた。

「アイーシャ、そのセットは右のほうに運んで」

「承知しました姫さ……リーシア様」

　リーシアの指示を受けたアイーシャが、大人が数人で運ぶような舞台セットをひょいと担いで運んでいく。力仕事でのアイーシャは本当に頼りになるな……っと。

「カルラ、ハル。その作り物の柱をこっちに二本並べてくれ」

「承知した。ご主人」

「了解、了解。……はあ」

　俺の指示でカルラと国防軍の切り込み隊長ハルバートが、パルテノン神殿にありそうな大理石の柱っぽいオブジェ（偽物）を床に固定していく。その後も俺はリーシアと一緒に手元の図面を見ながらテキパキと配下（＆婚約者）に指示を出していった。

「それにしても国防軍だけでなく未来のお妃きさき様にまで力仕事をさせるとは」

　ルドウィンが苦笑しながら言った。俺たちの後ろでは会場の警備案を、近この衛え騎士団長のルドウィンとその副官となっているカエデちゃんが詰めていた。

「他の国では考えられないのです。それとハル、キリキリ働くのです」

「やってるだろカエデ！」

　俺はルドウィンたちに向かってヒラヒラと手を振った。

「まあまあ、アイーシャも手伝いたいって言ってるし。それにこの王城でアイーシャ以上の力持ちがいないのも事実なんだからさ」

　土系統の魔導士（重力操作）がいれば楽なんだけど、いまは新たに併合したアミドニア公国の道路整備に借り出されていた。室内用クレーンなんてないし、人力に頼らなければならない以上、アイーシャの膂りよ力りよくを遊ばせておく理由はない。

　すると隣のリーシアがやれやれといった感じに溜ため息いきを吐ついた。

「まったく……もっと早く言ってくれてたら、こんなにキツキツなスケジュールにならずに済んだのに……」

「仕方ないだろ。思いついたのが一週間前なんだから」

「その思いつきを、『やろう！』って即決するみんなも凄すごいけどね」

　ま、まあ最近、ブレーキが壊れ気味ではあるな。

　ロロアとコルベールの加入で資金繰りもよくなったし、超科オーバー・サイ学者エンテイストのジーニャも嬉き々きとして新たな発明を生み出している。それにいろいろ目新しい政策を行ってきたためか、フリードニア王国民自体の風潮も、奇くしき物を好み、探求心に溢あふれたものになってきている。日本人っぽい職人気質かたぎというか「無駄も極めれば一芸」みたいな感じだ。

　そんなわけで一週間前にふと思いついて口を衝ついて出た俺の一言、

『そういやもう年末だな。年末と言ったら「紅白歌合戦」か』

　……が実行されるに至ったわけである。まずは俺の呟つぶやきを聞いたロロアが、

『なんなん!?　そのお金儲もうけの匂いのする素敵ワードは！』

　と、食いついてきたので、俺は『紅白歌合戦』について説明する羽目になった。すると今度はそれを横で聞いていたジュナさんが、

『歌の祭典ですか。それは私たちの本領発揮ですね』

　と、珍しくグイグイ前に出てきた。そしてジュナさんから話を聞いたパミーユ、ナンナなどの歌姫ローレライや、将軍から歌手シンガーに転身したマルガリタ等もすっかり乗り気になってしまい、いつの間にやら「やっぱ無し！」とは言えない空気になっていた。

　気がつけばもはや芸能プロ化している歌声喫茶『ローレライ』所属の歌姫ローレライや、ヴァンでやった『のど自慢番組』の参加者などが集まってかなりの規模の企画になっていた。

　そこからはもう突貫作業で準備が進められてきたわけだ。

　まあこうやってみんなでなにかを創り上げるのは文化祭みたいで楽しいんだけど、そのぶんだけ俺の仕事が増えるんだよなぁ……。

　中でも苦労したのは紅白歌合戦の『白』の部分だった。

　ジュナさんを始め、紅あか組ぐみ（女性歌手）の方は層は厚く華やかなのだけど、男性歌手の方が印象が薄いのだ。ほとんどがのど自慢出身で、この世界の民謡のような物の歌い手ばかりなのだ。紅白歌合戦で白組に男性アイドルが誰も出ず、演歌歌手だけだとしたらあまりにも花がないだろう。そのため、いままで温められてきた『歌姫ローレライ』と対になる男性アイドル『歌騎士オルペウス』が大々的に実戦投入されることになった。

「さて、歌騎士オルペウス諸君、集合！」

「「「　はいっ！　」」」

　俺が声を掛けると端の方で打ち合わせをしていた三人の若い男たちが集まってきた。そのうちの、背の高い銀髪の二十代くらいの男が敬礼しながら言った。

「歌騎士オルペウスユニット『ＹＡＩＢＡ』、只ただ今いま着任いたしました」

　彼はヴァン出身の人間族で、この歌騎士オルペウスユニット『ＹＡＩＢＡ』のリーダーでもあるアックス・シュタイナーだ。涼しげな目元が印象的なイケメンなんだけど、アミドニア男子の特徴らしい堅苦しい言葉遣いのせいで堅物感がする。そんなアックスの様子に、彼とは対照的な軽薄そうな虎とら縞じまヘアーの青年が苦笑していた。

「ったく、リーダーは堅苦しくていけねぇぜ。なあククリっち」

「キミは砕けすぎだと思うよ。コテツ君」

　軽薄そうな青年は虎の獣人族コテツ・ブライ。黄色と黒の縞模様の髪が特徴的な熱血漢で、運動神経がよく、ダンスのキレはメンバーの中でもずば抜けている。

　そんなコテツから話を振られたのは中学生くらいにしか見えない美少年（？）ククリ・キャロルだった。苗みよう字じでわかったかもしれないけど、ククリは子こ人びと族ぞくの歌姫ローレライパミーユ・キャロルの双子の兄らしい。ユニットの中ではどう見てもショタ枠だけど、これでも三人の中では一番年長だそうだ。……やはり怖おそろしいな、子こ人びと族ぞく。

　とまあ、この三人がフリードニア王国初のアイドルユニット『ＹＡＩＢＡ』のメンバーだった。ユニット名の由来だけど、三人とも名前が刃物っぽいからという理由で俺が勝手に決めたものだった。命名に時間を掛けてる余裕もなかったしな。

　ついでに同じく武器っぽい名前のハルもメンバーに入れようかと思ったのだけど、本人から断固拒否された。カエデちゃん曰いわく「ハルは声量はあるけど音痴なのですよー」とのこと。それはともかく、俺はパンパンと手を叩たたいた。

「ＹＡＩＢＡの三人はセットができ次第リハーサルに入ってくれ」

「はっ！　私たちが最初でいいのでありましょうか！」

「まずは舞台の強度を確かめたいからな。今回の歌合戦で複数人で歌って踊るのはキミたちだけだ。キミたちが大丈夫なら他の誰が使っても大丈夫だろう」

「はっ！　了解いたしました！」

　相変わらず堅苦しいアックスができあがった舞台のほうへと向かうと、残りの二人も苦笑しながらその後に続いた。

「やれやれ。なんでうちの大将はあんなに硬いんかねぇ」

「緊張してるんじゃない？　元々の性格っていうのもあるんだろうけどさ」

「こら貴様ら！　シャキッとせんか！」

「「　ひっ！　」」

　だらだら歩いているところをいきなり怒鳴られて二人の背中がビクッと跳ねた。

　二人が怖おず怖ずと振り返るとそこには、渋い顔をしたマルガリタが真っ赤なドレスを纏まとって立っていた。格好は華やかだけど、そのぶん迫力が三倍増しになっている。

　マルガリタは二人をギロリと睨にらむと声を張り上げた。

「貴様らはもうフリードニアの顔なのだぞ！　背筋を伸ばしシャンとしろ！」

「「　は、はい！　」」

「わかったら行け！　駆け足！」

「「　りょ、了解いたしました！　」」

　マルガリタは男社会のアミドニアの中で将軍にまでなった人物だ。

　そんな彼女の剣けん幕まくに、二人ともアックスみたいな受け答えになりながら舞台の方へと走っていった。まるで教導官にしごかれる新兵みたいだな。

　するとマルガリタがこちらに気が付いたようで、慌てた様子で頭を下げた。

「こ、これは陛下。恥ずかしいところをお見せしました」

「あー、構わないよ。個性の強い連中だから貴女あなたが仕切ってくれるのは助かる。しかし……凄い格好だな」

「これは、その……衣装合わせの中から抜け出してきまして……」

「抜け出した？」

「あーいたいた。衣装合わせの途中で逃げ出したらあかんよ、マルちゃん」

「ひ、姫様!?」

「マルちゃん？」

　マルガリタが悲鳴のような声を上げたので振り返ると、ロロアが満面の笑みでこっちに駆け寄ってきた。そしてそのままスルスルと俺の腕に抱きついてきた。

「ダーリン。うちも頑張ってんねんで。褒めて褒めて」

　そんなことを言いながら肩口辺りに頰をすり寄せてくる。小動物チックな仕草は多少あざとい感じもするけど……やっぱり可愛かわいいよね。実際、ロロアの資金協力がなければこの企画はできなかったわけだし。俺は「よしよし」とロロアの頭を撫なでた。

「凄く助かってるよ。ありがとうロロア」

「むっふっふー」

「こらっロロア。労ねぎらいの言葉ももらって満足したでしょ？　仕事中なんだからいい加減離れなさい」

　リーシアがじゃれる子猫をどかすかのようにロロアの襟首を摑つかんで引き剝がした。ロロアも調子にのって「にゃーん♪」とか言ってるし。

「ってそんなことしとる場合やなかったわ。ちょいとマルちゃん連れてくわ。まだ衣装合わせの途中やし」

「衣装って、この赤いドレスじゃないのか？」

　そう尋ねるとロロアは「むっふっふー」と不敵に笑った。

「期待しとってな。本番で度肝ぬいたるわ」

「嫌です姫様！　あれだけは、あれだけは勘弁して下さい！」

「もう発注したんやから観念しい」

「嫌だあ！　十八メートルは嫌だあ！」

　いままで見たことがないほど取り乱したマルガリタがロロアに引っぱられていった。並の男共なら一喝できるマルガリタも、元アミドニア公女のロロアには頭が上がらないらしい。元アミドニア陣営のパワーバランスはよくわからないな。

「っていうか、十八メートルってなんだ？」

「ドレスの長さらしいですよ」

　俺の疑問に答えてくれたのは歌姫ローレライジュナさんだった。歌騎士オルペウスユニット『ＹＡＩＢＡ』の後にリハーサルをやることになっているのでこっちに来たようだ。いつもの踊りやすい衣装ではなく、今回は青く輝くドレスを着込んでいてとても綺き麗れいだった。

「って、十八メートルのドレスですか？」

「観客の度肝を抜ける演出が欲しいとロロアさんが言い出しまして……マルガリタ殿を台に乗せて、全長十八メートルの巨大ドレスを着せるんだそうです。そのドレスには街灯に使われるヒカリモの粉末が塗まぶされていて、目も眩くらむような光を放つんだとか」

「それはまた……ド派手ですね」

　なんだろう。毎年恒例になって年々ド派手になっていく未来が見えるようだ。

　マルガリタ……芸能界のビッグボスかと思ったらラスボスだったのか。

　どうしよう。マルガリタには今回『スネークイーター（日本語版）』を歌わせるつもりだったけど、『風といっしょに』に変えようかな。

　と、そこでジュナさんの後ろに一人の少女が控えていることに気付いた。

　その少女は十五、六歳くらいの純朴そうな見た目の女の子だった。可愛いけど突き抜けた感じはない。「クラスのマドンナ」とか、「こんな子が幼おさな馴な染じみに欲しい」とか、そんな感じの自然体な女の子だった。

「ジュナさん。その子は？」

「紹介します陛下。この子はコマリ・コルダさんです。つい最近まで喫茶『ローレライ』で研修中だったのですが、今回の歌合戦でデビューさせようと思います」

「こ、コマリ・コルダです！　よろしくおねがいしましゅ！」

　盛大に嚙かみながらコマリは深々と頭を下げた。そんなコマリの緊張っぷりに苦笑しながら、ジュナさんは彼女について補足してくれた。

「彼女は伸びのある歌声を持っていますし、素直で練習熱心ですのでこの先〝化ける〟逸材だと思っています。それこそ私以上の歌姫ローレライになる素質を秘めています」

「へえ。それは凄いな」

「と、とんでもない！　ジュナ様を超えるなんて恐れ多いです！」

　慌てた様子で謙遜するコマリの姿を見て、あーなるほど……と思った。

　彼女の魅力は、その未熟さゆえに思わず応援したくなるその雰囲気にあるのだろう。これはすでに完成された美しさを持つジュナさんにはない魅力だった。この子が完成されたとき、王国の歌謡界を牽けん引いんするような歌姫ローレライになるかもしれない。

　これからが楽しみな人材だった。

「ああ、ジュナ殿、コマリ殿。ここにおられたのですか」

　すると現フリードニア王国財務大臣のコルベールが現れた。なぜかその肩には猫耳獣人族のナンナが乗っかっていた。その後ろには子こ人びと族ぞくのパミーユも控えていて、コルベールの袖を握っていた。なんというか……雰囲気が完全に親子だった。

「随分と懐なつかれてるな。コルベール」

「陛下が押し付けたんでしょうが……」

　財務大臣の職務とはべつに、コルベールには彼女たちの資金管理（＋各種手続き）をやってもらっている。いまこの国では空前の歌姫ローレライブームとなっている。とくにジュナさん、ナンナ、パミーユは最初の歌姫ローレライということもあり、個人では到底扱えないほどの金が動くのだ。側妃候補として王城にいるジュナさんはともかく、歌姫ローレライとはいえ一市民であるナンナとパミーユに大金を持たせておくのは危険だ。

　そのため財政に明るいコルベールに彼女たちの資産を管理してもらい、ついでに彼女たちを護衛する人員（主に国防軍の女性官から選出）の手配など、その他の庶務も行ってもらうことにしたのだ。言ってみれば二人のマネージャーだな。

　だから二人に接する機会が多いのはわかるんだけど、どうしてここまで慕われているのだろうか。本人たちに聞いてみると、

「ご飯、ご馳ち走そうしてくれるから！　魚沢山食べていいんだぞ！」

「打ち合わせの後、コルベールさんはよく夕飯をご馳走してくれるんです。その際に、私を子供扱いせず一人の女性として扱ってくれますから」

　……だそうだ。餌付けか！　いや、パミーユの場合はちょっと違うけど……。

「コルベール。手を出すなら、二人がもっと大きくなってからにしろよ」

「出しませんよ!?」

「私はもう大きくなりようがないのですが……」

　パミーユがやさぐれたような表情になっていた。な、なんかごめん。

「よ、四人はこれからリハーサルですよね？」

「ええ。ＹＡＩＢＡさんが終わったら、次は私たちです」

　ジュナさんに言われて舞台の方を見るとＹＡＩＢＡの三人が熱唱していた。

　歌っているのは向こうの世界にいたころの男性アイドルグループの曲だ。あまり流は行やりの歌には詳しくなかった俺だけど、ＣＭでバンバン流れていたような曲なら多少は憶おぼえていた。格好良い若者たちが格好良い歌を精一杯格好をつけて歌っている。これでフリードニアの奥様方のハートをがっちりキャッチできるのではないだろうか。

「皆様、お食事をお持ちいたしました」

「か、簡単につまめるようにおむすびとサンドイッチにしましたです。もちろん、ナポリタンパンもありますですハイ」

「兄様、姉様。ご飯ですよ」

　ＹＡＩＢＡのリハの様子を見ていると、セリィナ、ポンチョ、トモエちゃんが侍従メイドたちを引き連れてやってきた。みんな手に大きめのバスケットを持っている。多分、あの中にはおにぎりやパンが詰まっているのだろう。それらを長テーブルに広げていくと、みんながワラワラと集まってきた。

「おっ、美う味まそうだな。食べて良いのか？」

「ハル。ちゃんと手を拭いてからですよ」

「カルラさん。皆様にお茶の準備を」

「りょ、了解であります侍従メイド長ちよう！」

　ガヤガヤと賑にぎやかになってきた周囲を、俺はボンヤリと見つめていた。

「随分と増えたもんだ……」

「そうね」

　思わず出た独り言だったのだけど、リーシアに聞かれてしまったようだ。バツが悪い俺に向かってリーシアはにっこりと微笑ほほえんだ。

「ソーマが人を集めて、ソーマに人が集まって、気がつけばもう大所帯よ」

「……頼もしい反面、緊張もするな。守りたいものがそれだけ増えたってことだし」

「なに言ってるのよ」

　リーシアは左手を腰に当てながら、右の人差し指を俺の鼻に突きつけた。

「貴方あなたが守りたいと思っているものも、貴方の治世を守りたいと思っているわ。だから……貴方が守りたいと思うものがきっと貴方を守ってくれる」

　リーシアに力強く断言されると、そんな気がしてくるから不思議だ。

「……そうか」

「そうよ」

「そうか……。さて、じゃあリーシア。しばらくここを任せてもいい？」

「いいけど……どこかに行くの？」

「ちょっと人と会うことになっているんだ。ほら、ハクヤが迎えに来た」

　入り口の方を見るとハクヤが入ってきたところだった。

「じゃあ、ちょっと行ってくる」

「うん。こっちは任せておいて」

　リーシアに見送られながら俺は大広間をあとにした。

　そしてハクヤと二人、廊下を歩いていく。

「………」

「………」

　道中に会話はなかった。窓から外を見ればもう真っ暗だった。

　時刻は午後の八時くらいか。大広間の状況を思い出す。この時間であの完成状況だとすると……今日は徹夜確定だな。出演者たちは早く帰して休ませないとな。生放送なので徹夜に付き合わせて本番中に倒れられでもしたら……目も当てられないし。

　そんなことを考えながら歩いていると目的の部屋の前に着いた。

　扉の前でハクヤはスッと俺に道を譲り、自分は扉とは反対側の窓を背に立った。ここで待っているつもりなのだろう。べつに入室を禁じられているわけではないけれどハクヤは遠慮した。そして俺に向かって手を前で組み、恭しく一礼をした。

「周囲は黒猫部隊に見張らせてあります。ご存分にご歓談下さい」

「わかった」

　俺は頷うなずくとその扉を開け、中へと入っていった。

　扉を閉めると部屋の中が急に薄暗くなった。燭しよく台だいの火が揺れる室内で目に付くのはキングサイズのベッドと、その向こう側に見える青白い月明かりに照らされたテラスだった。その窓際に置かれたガラス製のテーブルで、目的の人物たちはお茶を飲んでいるようだった。俺が近づいていくと、その人物たちはカップを置いて立ち上がった。

「これはソーマ殿。お久しぶりですじゃ」

「お久しぶりでございます。ソーマ陛下」

　そう言って出迎えた二人に、俺も挨拶を返した。

「お久しぶりです。アルベルト殿、それとエリシャ様」

　待っていたのはリーシアの両親、先代王アルベルト殿とその妃きさきエリシャ様だった。







「どうぞ」

「ありがとうございます」

　差し出されたお茶を受け取ると、前王妃エリシャ様はニッコリと微笑んだ。エリシャ様はリーシアに落ち着きを持たせ、さらに女らしく艶っぽくしたような女性だった。リーシアもこんな風になるんだろうか。それなら年を重ねるのも楽しみだ。

　いま俺はガラスのテーブルを挟み、アルベルト殿の対面に座っていた。

　お茶の用意を終えたエリシャ様は静かにアルベルト殿の背後に控えた。どうやら給仕役に徹するらしい。……考えてみればエリシャ様とはあまり会話したことが無かったな。義理の母にあたる人なのにいつも言葉少なく、アルベルト殿の隣で温和な笑みを浮かべているだけだった。リーシアの話ではもともと穏やかで言葉数の少ない人らしい。

　そんなことを考えていると、アルベルト殿が口を開いた。

「今日はよくぞおいでくださったのじゃ」

　アルベルト殿は会釈をすると穏やかな笑みを浮かべて言った。

「それとアミドニア公国との戦いの勝利と公国の併合、おめでとうなのじゃ。王位を譲られてわずか半年にしてのこの偉業。『大王』という呼び名に恥じない功績なのじゃ」

「いえ……リーシアをはじめ皆の協力があったればこそです」

　俺はお茶を一口すするとアルベルト殿の顔を真っ直すぐに見つめた。

「……ようやく、お会いすることができましたね」

「待たせてしまって申し訳なかったのじゃ」

　先代王アルベルト殿はそう言って頭を下げた。

　俺は今日まで何度もアルベルト殿と面会する機会を求めていた。

　なにも知らなかったころは三公を協力させるため、また急な王位の交代劇に反発したカストールを説得するために協力を要請しようとした。

　そしてすべてに察しが付いてからはその説明を求めて度々面会を求めてきた。

　しかし、その度に返ってきた言葉は、

　前者ならば『この国は既に貴方の国じゃ。儂わしの出る幕ではないのじゃ』

　後者ならば『近いうちにすべてをお話ししますのじゃ。それまで待ってもらいたい』

　……の一点張りだった。「近いうちに話す」と言われてしまってはあとはもうそれを待つしかない。詰問したところで真実を話してくれるかどうかはわからないからな。

　そして今日、すべてを話すと言われて俺はここにいるわけだ。

「全部、答えてくれるんですよね？」

「貴方がそれを望むなら」

「いい加減ハッキリとさせて欲しい。貴方がなにを考えていたのかを」

　全部教えてくれると言っているのだ。順を追って聞いていこう。

「聞きたいことは三つです。まず一つ目は俺に王位を譲ったこと。俺がこの世界に召喚されたあのとき、俺と貴方は初対面でした。だというのに貴方は俺の富国強兵政策を聞いただけで俺に王位を譲りました。ご丁寧にリーシアを婚約者として付けて。お陰でかなり自由に動くことができましたけど……不自然でもあります。初対面で異世界から来たという若造に、どうして貴方は簡単に王位を譲ることができたのですか？」

「………」

　アルベルト殿は黙って聞いていた。どうやら全部聞き終えてから話すようだ。それならば聞きたいことをあらかじめ全部聞いてしまおう。

「二つ目はゲオルグの献身についてです。元陸軍大将ゲオルグ・カーマインは全ての泥を被かぶる形で、俺の政敵となりそうな者たちと心中してくれました。結果から見ればリーシアの説得の手紙があったにしても、ゲオルグはこの計画を前もって準備していたように思えます。これもおかしい。俺がゲオルグと顔を合わせたのは最後の最後だけです。この計画は文字通りの命懸けで、信頼と忠誠心が無ければ実行できないはずなのに」

「………」

「俺とゲオルグは面識がありませんでした。会ったことのない相手に忠誠心を抱くわけがありません。じゃあゲオルグを突き動かした忠誠心は誰への物だったのか。それはもう……先代王である貴方への物としか考えられない」

　ゲオルグと対面したときそのことをたしかめようとしたけど、あの男は、

『いずれ時期が来ましたら、あの人の口から語られましょう』

　と、それだけしか言わなかった。多分今日がその時期とやらなのだろう。

「……最後に、どうして今日まで会ってくれなかったのですか？　すべてが片付くのを待っていたというなら、アミドニアとの戦勝後でも併へい吞どん後でも良かったはずです。なぜ、今日まで面会の機会を待たなければならなかったのか。それも聞いておきたいです」

「……それですべてじゃろうか？」

「大まかには。細かい部分は説明を聞きながら質問させてください」

「承知しましたのじゃ」

　頷くとアルベルト殿はゆっくりと話し出した。

「まず言いたいのは、それらの疑問はすべて一つのことで繫つながっておることじゃ」

「一つのこと？」

「それを説明する前に三つ目の疑問について答えたい。儂らは見定めておったのじゃ。その答えを貴方に伝えるべきかどうかを。あるいはこのまま、なにも伝えずにいるべきなのではないかとも思ったのじゃが……」

「………」

「じゃが、犯した罪を胸の内にしまい込んでいられるほど儂の心は強くないのじゃ」

　犯した罪？　なんのことだ？

「ソーマ殿……人生をやり直したいと思ったことはあるかのう？」

　アルベルト殿は急にそんなことを聞いてきた。訝いぶかしく思いながらも答える。

「……そんなの、しょっちゅうです」

　王位を譲られてからというものいろんなことがあった。

　災害救助も行ったし、戦争も経験した。そんな中で他にやり方があったんじゃないか、もっと上う手まくやれたんじゃないか、もっと多くの命を救えたんじゃないか……と、そんなことを考えてしまう。敵として戦い討ち取った相手であっても、もしかしたらわかり合えたんじゃないかと考えてしまう。それが無理だってことはわかっているのに。

「でも、どうしてそんなことを？」

「……これから話すのは、とある世界の、とある国の、とある愚王の話じゃ」

　そう前置きをしてから、アルベルト殿は滔とう々とうと語り出した。




　◇　◇　◇




　ある国に王様がいた。

　その王様は賢くはないが、馬鹿でもなく、善政を敷いているわけでもないが、悪政を敷いているわけでもない……そんな凡庸の鑑かがみのような王様だった。

　世界が安定していて国が軌道に乗っているときならば、彼は失点のない良い王様であったと言われただろう。しかし当時は魔王領が出現し、魔物の脅威が迫る乱世。その国にまだ戦火は及んでいなかったものの、食糧難と財政難で緩やかに崩壊へと向かっていた。凡庸な王様はそれに対して有効な手立てを行うことができなかった。

　そんなある日、西にある大国から王様の国に伝わる『勇者召喚』を行うよう要請が入った。要請ではあるが拒否権はないに等しかった。

　凡庸な王様は言われるがままに勇者召喚の儀式を行った。

　誰もが成功するとは思っていなかったその儀式は成功し、異界の青年が勇者としてその国に召喚された。王様はその青年を西の大国へと引き渡すべきか悩んだ。この少年を失えば大国との交渉の鍵を失ってしまうのではないかと思ったからだ。

　そんな頭を抱える王様に召喚された青年は言った。

『魔族と戦うならまずは富国強兵を行うべきだ』と。




　……どっかで聞いたような話だ。

　しかし、ここからの展開は自分の知っているものとは異なっていた。




　青年の話を聞き、自分にはない才能を感じた王様は青年を自分の国の宰相として登用することにした。青年は期待に応え必死に働き、様々な改革を行った。その甲か斐いあってか王国は食糧難と財政難からの回復の兆しが見え始めていた。

　しかし、そんな青年を疎ましく思う者たちがいた。

　その国の貴族たちだ。それもあまり評判の良くない者たちだった。

　見ず知らずの若者がいきなり宰相に抜ばつ擢てきされたことも腹立たしかったが、なにより彼らを怒らせたのは青年の改革だった。青年は資金の捻出の為ために不正を摘発し、また上流階級の身を切るような改革を行ったために彼らの恨みを買ったのだ。彼らは何度も国王のもとを訪れ、青年が国の害であることを説き、失脚させようと試みた。

　ただ、その青年にも味方はいた。その国の陸軍大将だった。

　謹厳実直な陸軍大将はその青年の才を正しく見抜き、彼の後ろ盾となった。しかし、そのことも評判の悪い貴族たちにはおもしろくなく讒ざん言げんはむしろ勢いづいた。毎日のように聞かされる讒言に、王様は次第に不安に駆られるようになっていった。

　たしかに青年の才は魅力的だが敵が多すぎる。

　このままでは国が割れるかも知れない。

　そう考えた王様は、結論から言えばしてはならない決断をしてしまった。

　青年を宰相から解任してしまったのだ。職責を解かれた青年は、失意のまま陸軍大将の居城がある都市へと身を寄せた。青年には気の毒だったが、これで国を割らずに済む。結果的に青年の命を助けることになるだろう。王様はそう自分を納得させていた。




　しかし、それで全てが終わったわけでは無かった。

　評判が悪い貴族たちは王様が思うよりも執しつ拗ようだった。いやむしろ、裏の繫がりを考えるとその青年を放置できなかったと見るのが正しいのだろうか。その年、長年その王国を恨む隣国が国境線沿いに軍を展開してきた。

　陸軍大将はこれを迎え撃つべく旗下の陸軍を派遣し、その軍勢と対たい峙じさせた。

　そのときだ。まるでこの時を見計らったかのように貴族軍は蜂起し、陸軍大将の居城がある都市を攻撃したのだ。

　……タイミングから考えるに、おそらく貴族たちは隣国と繫がっていたのだろう。

　その陸軍大将の領土はかつて隣国の領土であったため調略も容易だったと思われた。そして隣国にとっても、天敵になりかねない青年を討ち取ろうと動き出したのだ。

　陸軍大将の居城のある都市は堅けん牢ろうだったが、陸軍本軍はほとんどが国境線に派遣されており、守備兵は五百に満たなかった。対する貴族軍は万を超えていた。

　その都市には陸軍大将も残っており懸命な防衛に努めたが……多勢に無勢であり、やがてその陸軍大将も討ち取られた。都市は炎上し、召喚された青年もその炎の中に塵ちりと消えた。貴族軍の挙兵から僅か数日の出来事であり、王様はなにもできなかった。

　大将を失った陸軍は隣国との戦線を維持できなくなり、敗走した。

　隣国の軍と合流した貴族軍は、その勢いを駆り王都へと進軍した。この事態に王様は慌てて迎え撃つための軍を集めようとしたが……集まらなかった。結果的に青年と陸軍大将を見殺しにしてしまったのだ。陸軍の将兵は反発して自領などへ戻ってしまい、空軍は数が少なく、また海軍は領地が離れていたため自領の防衛に務めていた。

　最後の手段として民から義勇兵を募ろうとしたが、それも不発に終わる。

　青年の改革は貴族たちの反感を買ったが、民たちはその改革に救われていたのだ。

　民たちにとって青年は苦しいときに支えてくれた恩人であり、その青年を罷免した王に親しみを感じていなかったのだ。結局、国王もまた青年と同じように、孤立無援の状態で大軍に包囲されることになった。やがて青年と同じように殺されるのだろう。違うところと言えば、自分には命を懸けてくれる陸軍大将のような存在がいないことか。

　これはもう……因果応報としかいいようがなかった。

　自分の敵になる者たちの讒言を真に受けて、本当に国を想おもってくれていた者たちを踏みにじってしまった己の不徳が招いた結果だった。
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「………」

　アルベルト殿の話を聞きながら俺は言葉を失っていた。

　語られたのはもう一つの現在いま。この世界に召喚されたあのとき、俺は帝国の真意など知らずに引き渡されまいと富国強兵策を語った。一官僚として協力はさせられるだろうけど、帝国の求めていた支援金の捻出くらいできると思っていた。しかしアルベルト殿から王位を譲られたことで、俺は国王として国の舵かじ取とりを任されることになった。

　もしそのときに王位を譲られなかったとしたらどうなっていただろう？

　国王としてではなく宰相となっていたら……アルベルト殿が語ったような未来になっていたのではないだろうか。アルベルト殿の語った世界は思い当たる節が多く、妙にリアルで絵空事とは思えなかった。かなり正確なシミュレーションだと思う。

　……となると、わからないことがある。失礼な言い方だけどアルベルト殿は先を見通せるような人物ではない。このような正確なシミュレートができるとは思えない。

「……まるで見てきたように言うんですね」

「見てきたからのう。いや……見させられたというのが正しいじゃろうか」

「見させられた？」

「そうじゃ。我が妻の能力によってな」

　妻の能力？　思わずエリシャ様を見るとニッコリと微笑ほほえまれた。

「妻がそなたと同じ闇系の魔導を使う者なのは知っておるじゃろうか？」

「話にだけは聞いています。詳しいことはリーシアも知らないそうですが」

「これは極限られた者しか知らぬことなので他言無用に願いたい。それで妻の能力じゃがのう、『過去の対象に記憶を継承させること』なのじゃ」

　そう言ってアルベルト殿は〝続き〟を語り出した。
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　貴族たちによってすべてを奪われようとしていた王様は深い後悔に包まれていた。

　どうしてあの青年を罷免してしまったのだろう。

　どうして彼を大事にしなかったのだろう。

　もし貴族たちの讒言に惑わされず、逆に青年や陸軍大将と手を組み、この国の改革を持続していれば、少なくともこんな苦難には遭わなかっただろうに。

　ここで性根が腐っている者ならば、『すべての元凶は召喚された青年だ』、『あの青年さえいなければこんなことにはならなかった』と自分のことは棚に上げて逆上していたかもしれない。しかし、この王様は暗弱ではあったが基本的にはお人ひと好よしであり、そういった発想は出てこなかった。

　考えるのは、もっとあの青年を重用すべきだったということだ。

　最初の段階で宰相位ではなく、いっそ王位を譲り渡していれば……。そうしていれば自分よりも立派にこの国を治めていたかもしれない。そうだったら……娘も……。

　失意に沈む王様。そんな王様を見かねて王妃様が言った。

『貴方あなた様は失敗しました。私たちの命運はすでに尽きています。ですが、私の能力を使えば〝この失敗を過去の自分に伝える〟ことができます』

　王妃様には不思議な能力があった。

　それは『自分のした経験を過去の自分に送る』というものだった。

　記憶を受け取った過去の自分は送った側の記憶を追体験し、さながら時間が巻き戻ったかのように感じるそうだ。王妃はこの能力によって、泥沼の継承争いを生き残った（厳密には死ぬ直前に記憶を送り、危険を回避し続けたらしい）そうだ。

　そして王妃はその王様に対して謝った。

　その能力を婿選びの時にも使ったのだそうだ。

　なぜかどんな勇猛な者を婿にしても、どんな知恵者を婿にしても、王国は滅びる運命だったらしい。外敵の侵入、魔物の襲来、貴族の謀反、民の反乱など、その理由は違ったものの結果はいつも王都が燃えて終わったのだそうだ。

　ただ、凡庸と思われたこの王様だけが、国を浮揚させるには至らないまでも、長らえさせることができたそうだ。子供が生まれたのもこの王様との間だけだったらしい。

『この力を使ったところで、私たちの現在を変えることはできません。ですが、過去の自分を現在とは違う未来へ導くことはできます。貴方様……どうせここで終わる人生なら、最後にそんな未来を作ってみませんか？』

　王妃様にそう言われて王様は決心した。この失敗を過去に伝えようと。

　そして過去の自分に王位を青年へと譲らせようと。

　それはただの自己満足だったのかもしれない。

　ただ、自らの失敗により失ってしまったものにたいして、幾ばくかの贖しよく罪ざいになるような気がしたから、王様は過去の自分にすべてを託すことにしたのだ。

　そして王様と王妃様は過去の自分たちに、現在の自分の記憶を継承させた。

　―――記憶を継承させたのは、青年の富国強兵策を聞いているときだった。
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「つまり儂わしが、その記憶を受け取った王様というわけじゃな」

　アルベルト殿の話を聞きながら、俺は混乱していた。

　これはタイムスリップ……いや、タイムリープってやつか？

　闇系統の魔法だって言っていたけど、そんなことまでできるのか……あ、でも継承されたのは記憶だけで、本人の意識が過去に戻ったわけじゃないよな。

　それに記憶が本当に過去に継承されたのだとしたら、そこにタイムパラドックスが生じるはずだ。記憶を送ったアルベルト殿には記憶を送られた記憶がないわけなのだから。

　となるとおそらくエリシャ様の能力は異なる次元のよく似た状況に介入するということなんじゃないだろうか。『人生やりなおし機』ではなく『もしもボックス』的な。つまりここは発送元の世界から見れば過去ではなく異次元の世界ということになる。

　……ってこんな話をしても、アルベルト殿たちには理解してもらえないだろう。そもそも異次元って発想自体がないだろうし、俺だって理解できているとは言い難い。

（あーもう、ここって単純な剣と魔法の世界じゃなかったのかよ）

　混乱する俺を余よ所そにアルベルト殿はお茶を啜すすりながら一息吐ついていた。

「まったくのう……送った側も辛つらかったのじゃろうが、送られた側も大変じゃ。感覚としては貴方を宰相にした自分の人生を歩み、愚を犯し、時間を巻き戻したような気分じゃった。向こうでエリシャの説明を聞いておらなんだら、ただ時間が巻き戻っただけだと思ってしまったじゃろう。この儂自身はなにもしておらんのじゃが、貴方に対して罪悪感が消えぬのじゃ。前の儂に成り代わり、謝罪する。申し訳なかったのじゃ」

　そう言うとアルベルト殿は深々と頭を下げた。

「いや、謝られたって……俺にはそんな記憶はないわけだし……」

「わかっておる……ただの自己満足じゃ。謝りたいのだ。謝らせておくれ」

「……それなら、まあ……」

　謝りたいと言うなら、謝らせてあげるべきなのだろう。さすがに理解を超越した状況なので、その心情をわかってあげることもできないからな。

　そしてアルベルト殿は真っ直すぐに俺の目を見つめながら言った。

「そして儂はあの記憶のような状況にならないために、そなたに王位を譲ったのじゃ。これで一つ目と三つ目の疑問には答えられたかのう」

「……そうですね」

　一つ目の「初対面の若わか僧ぞうになぜ簡単に王位を譲れたのか」という疑問の答えは、そもそも（厳密には違うけど）初対面では無かったからということか。

　三つ目の「なぜ面会まで時間がかかったのか」は、この能力について打ち明けていいかどうか迷ったからということだろう。以前とは異なる未来になることを見届けたかったからというのもあるかもしれない。

　あと残るのは二つ目の疑問。ゲオルグの献身についてだけど……っ！

「まさか、ゲオルグにはそのことを話したのですか!?」

「……儂は弱い。このようなことを一人で抱え込めるほど、強くなかったのじゃ」

　アルベルト殿は窓の外を見つめた。

　少し雲が出てきたかな。もしかしたら雪が降るかもしれない。

「儂一人の力で、異なる未来を呼び込めるとは到底思えなかったのでのう。この国で信頼できる漢おとこ、ゲオルグ・カーマインに全てを打ち明けて助力を願ったのじゃ。そしてあのとき、貴方の敵となった不正貴族たちを根絶やしにする策を練った。カストールに不審を抱かせてしまったのはこちらの手落ちじゃった。しかし既に計画は動き出していたため打ち明けるわけにもいかず、貴方に余計な苦労をかけたことをお詫わびするのじゃ」

　それが……ゲオルグの謀反劇だったわけか。

　俺の政敵となりそうな者たちを一網打尽にし、自らと共に一掃するために。

　そのシナリオに俺とハクヤが練っていたアミドニアへの掣せい肘ちゆう策が合わさって、とんでもない大舞台になってしまったわけだ。ロロアはロロアで自分の脚本を用意していたみたいだし、本当に脚本家の多い大舞台だったようだ。

　踊らせるつもりが踊らされ、自分たちで道を切り開いた気になっていたけど、実際は敷かれたレールの上をただ走っていただけだった。

「なんというか……自信をなくしそうです」

「そんなことはないじゃろう。実際、貴方はあの時とは違う未来へと辿たどり着いたではないか。アミドニアを併合し、終わりかけていたこの国をフリードニア王国として再建させたのじゃ。王位を譲った儂の判断は間違っていなかったと確信しておる」

「そう言ってもらえるのは嬉うれしいですけど……結局のところ、どこら辺から未来は変わっていたんでしょうか？」

「最初からじゃろう。今回は最初から、そなたの横にはリーシアがおったからな」

「リーシア？」

　たしかにリーシアは最初のころから俺を支えてくれていたけど、なぜここでリーシアの名前が出てくるのだろうか？　するとアルベルト殿は少し悲しげな顔をした。

「貴方を宰相にした未来でも、リーシアは貴方の隣におったよ。ゲオルグの秘書官をしておったから彼を通じて知り合ったのじゃろうな。リーシアはあの世界でもいまと同じように貴方の才を見抜き、恋慕していたようじゃ。貴方を罷免したあとも、儂の下に罷免の撤回を求め直じか談だん判ぱんしてきたしのう。じゃが……そのときの儂はリーシアの進言を聞き入れなかった。リーシアは悔しそうに貴方の居るランデルへと帰って行ったよ。貴族たちにより灰かい燼じんに帰すランデル城にのう。きっと最期は……貴方と……」

　リーシアは……俺と一緒に死んだのか。そう言えばその世界の王様は「すべてを失った」って言っていたっけ。それは愛まな娘むすめも失ったということだったのか。

「俺が登用した他の仲間たちについてはどうなったのですか？」

「そもそも居なかったのう。あの世界で貴方は玉音放送を使えなかった。儂が慣習を重んじる者たちの意見を採り、そなたに使用を認めなかったのじゃ。だから人材集めも、貴方のやっている番組制作とやらもなかったのじゃ」

　玉音放送なしか……それは大変だっただろうな。思い返してみれば、いまいるメンバーの大半は玉音放送を使っての人材集めで登用した者たちだった。

　玉音放送がなければアイーシャ、ハクヤ、トモエちゃん、ポンチョには会えなかっただろう。それに宰相だったらエクセルがジュナさんを派遣してくることも無かっただろうし、軍関係のルドウィン、ハルバート、カエデちゃんなどと出会うこともなかったはずだ。

　そうなると玉音放送の使用がターニングポイントだったように思える。

　そして玉音放送を使う強烈な後押しとなったのが、譲られた王位とその正当性の保証となったリーシアとの婚約だった。それらがなければ玉音放送を使うことに反対する者たちを黙らせられなかったかも知れない。そう考えてみると……。

「……やばいな。リーシアが勝利の女神に思えてきた」

「大事にしてやって欲しい」

「それはもちろん」

　逆境の中でも俺を見捨てないでいてくれたという女神だ。大事にしなければ罰が当たるだろう。するとアルベルト殿は立ち上がった。

「さて、これで儂の知っていることはすべて話したのじゃ。これで本当に儂の役割は終わったのう。あとは……貴方たちに任せよう」

　そう言うとアルベルト殿はエリシャ様の隣に立ち、その肩を抱き寄せた。

「儂らはこの城を出て、山間にある儂の旧領でひっそりと暮らそうと思う」

「っ！　どうして！」
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「いつまでも旧王がいては良からぬことを考える者が出よう。異なる未来を見届けたら身を隠す。これも当初から決めていたことじゃ」

　そこにあったのは頼りない国王としての顔ではなく、子供を見守るような慈愛に満ちた父親の眼まな差ざしだった。そんな眼差しを……俺に向けてくれるのか。

「……すでに覚悟を決めているんですね」

「ソーマ殿にならばリーシアとこの国を任せられる。儂もエリシャもそう信じておるのじゃ。どうかお頼みもうす、〝我が息子〟よ」

　我が息子。そう呼ばれた俺は立ち上がるとドンと胸を叩たたいた。

「承知しました。父上、母上。いままで、ありがとうございました」

　俺はアルベルト殿とエリシャ様に深々と頭を下げた。そんな俺にアルベルト殿はウンウンと頷うなずき、エリシャ様は最後までにこやかに見つめていた。俺はもう一度頭を下げると二人のもとを去るべく扉の取っ手に手をかけようとして……やめて振り返った。

「最後に一つだけ聞いておきたいことがあります」

「なんじゃ？」

「その俺が宰相になった世界で、俺とリーシアの死体は見つかったのですか？」

「……いいや、灰燼に帰したと言ったじゃろう。なにも見つからなんだ」

　なるほど。死体は見つからなかったのか。それなら……。

「それなら、俺もリーシアも生きていたかもしれません」

「なんじゃと!?」

　目を瞠みはったアルベルト殿に俺は笑いかけた。

「俺一人ならば死んでいたかもしれません。でも、そこにはリーシアもいたのでしょう？　その世界の俺が、いまの俺と同じくらいリーシアを大事に思っていたとしたら、むざむざ彼女を死なせるようなことはしません。危険が迫ればリーシアを連れて恥も外聞もなく逃げたでしょうね。その過程で敵兵に討たれたことも考えられますが、それならば死体が残るはずです。それが無かったということは逃げ切ったんじゃないでしょうか」

　もしかしたらその時間を稼ぐために、ゲオルグは自らを囮おとりにして時間を稼いでいてくれたのかもしれない……なんて、そんなのは義経生存説を信じるようなモノだろう。

　でも、いいじゃないか。目の前の義父殿の罪悪感を少しでも減らせるのなら。

「……ありがとう。婿殿」

　改めて部屋を出ようとしたとき、背中からそんな言葉が届いた。







「こんなところでなにやってるのよ？」

　政務室のテラスから城下町の夜景を眺めていたら、リーシアが毛布を持ってやってきた。

「よくここがわかったな」

「ハクヤが教えてくれたわ。みんな歌合戦の準備でてんやわんやしているのよ？」

「……ごめん。もう少しここにいさせてくれ」

「もう……だったら、もうちょっと暖かい格好をしなさいな」

　そう言うとリーシアは手にした毛布を俺に掛け、その中に自分の身体からだも潜り込ませてきた。密着した身体から伝わる体温がとても心地好よい。

「ふう……やっぱりこの時間の外は寒いわね」

「そりゃあまあ、冬だしな」

「あっ、雪」

「うわっ。ほんとだ」

　気がつけば雪がちらほらと降り出していた。遠くの空にまだ月は出ているのに。

　最初は粉雪だったけど、次第にヒラヒラとした牡ぼ丹たん雪ゆきへと変わっていった。

　月夜に降る雪と城下町の光。とても幻想的だった。

「綺き麗れいね」

　隣に立つリーシアがそんなことを呟つぶやいた。

『……やばいな。リーシアが勝利の女神に思えてきた』

　あのとき呟いた自分の言葉が耳の奥に蘇よみがえった。

　うっとりと雪空を眺めているリーシアの横顔を見ていると居ても立ってもいられなくなり、俺は毛布から抜け出すとそのまま毛布ごとリーシアの身体を抱きかかえた。

「ちょっ、ソーマ!?」

　驚きの声を上げるリーシア。俺は構わずに抱きしめる手に力を込めた。

「……本当は……」

　寒いはずなのに全身が異常に熱く感じられた。白い息が出るくらいの寒さなのに、顔が熱い。もしかしたら、俺はいま泣いているのかもしれない。

「本当は……アイーシャよりも、ジュナさんよりも、ロロアよりも先に伝えなければいけなかったことなんだけど……」

「………」

「リーシア……キミを愛している。俺と結婚してくれ」

　突然のプロポーズにリーシアは一瞬キョトンとしていたけど、

「……本当に、いまさらね」

　そう言ってリーシアは照れたようにくすぐったそうに微笑ほほえんだ。

　そして抱きしめている俺を優しく突き放すと、俺の胸に手を置いてつま先立ちになった。毛布がはらりと落ちる中、リーシアの顔がゆっくりと近づいてくる。

「私も愛してるわ、ソーマ。これからもずっと一緒に……」

　二人の唇が重なった。

　時刻は午前零時を回り、十二月三十二日おおみそかとなっていた。

　新しい年の足音を聞きながら、俺たちはしばらくそうしていた。







なかがき







　現国四巻をお買い上げくださった皆様、どうもありがとうございます。つい先日、ようやく一太郎を最新版に買い換えたどぜう丸です。いままでありがとう２００６……。

　今回はあとがき……というか「なかがき」に三頁ページもらいました。この巻で現国は第一部完という感じですので、いろいろと語りたいこともあるので多めに確保しました。

　物語上ではこの巻でソーマが召喚された大陸暦一五四六年が終わった形になります。自分で言うのもどうかと思いますが、この物語はかなり珍妙な構成になっています。第一巻では内政オンリー、第二巻では戦争ばかり、第三巻では戦後処理づけで、第四巻では戦後処理の続きと残っていた問題の後片付けという構成です。

　これでおわかりいただけたかと思いますが、この物語は第一巻～第四巻までが一つの大きな物語となっているわけですね。ネットではずっと続き物として書いてました。

　つまるところ物語の起・承・転・結を一巻ずつやっていたわけです。だからこそ伏線回収が巻を跨またいで行われるわけですね。一巻時点の三公の思惑がわかるのが二巻、帝国の思惑がわかるのは三巻、初っぱなに王位を簡単に譲った理由がわかるのは四巻目です。レビュアー泣かせですね。一巻ごとに感想を書くのは凄すごく難しいと思います。

　自分は十年ほど新人賞に送っては落選を繰り返していたのですが、こんな書き方の小説を新人賞に送ったら一次選考さえ通らないでしょう。一巻分だけ送ったらただの未完成原稿ですし、まとめて送ったら応募要項（文字数制限）に引っ掛かって審査にかけてすらもらえないかもしれません。……よく書籍化できたものだと思います。

　この小説が書籍化できたのはウェブ小説だったからというのが大きいと思います。

　文字数に制限がなく自分の好きなように書き続けられて、長文を読んでいただける読者がいる。そういった環境があったからこそ評価していただき、出版社の方にお声掛けいただくことができたのでしょう。売り出す前からの宣伝効果やランキングなど派手な部分に目が行きがちですが、本来のウェブ小説の真価はこういったところにこそあるのではないかと思います。古巣の小説投稿サイト様と、ウェブ版にお付き合いいただいた、あるいはpixivにて現在進行形でお付き合いいただいている読者の皆様方には感謝してもしたりません。本当にありがとうございます。




　さて、そんなわけで一段落ついたこの小説なのですが、自分ではこの巻までがとりあえずの打ち切りラインかなと思っていました。ここまで書籍化できれば打ち切られるにしても、とりあえずの格好はつくかなと思っていたわけです。ウェブ版ではここまでが『現実主義勇者の王国再建記』であり、ここから先はタイトルを変更して『現実主義勇者の王国改造記』になってますからね。まだ書いてよさそうなのでホッとしております。

　ちなみに少ない巻数でのタイトル変更は混乱するとのことでしたので、次巻は『現実主義勇者の王国再建記Ⅴ』になる予定です。……再建自体はほぼ終わってるんですけどね。でも、こういうタイトルだけが置いてきぼりにされた長寿番組って結構ありますよね？　法律についてはほとんど話さない相談所とか、世界のはてまで行ってクイズを出さなくなったのにタイトルにＱが残っている番組とか。そういった長寿番組のジンクスにあやかりつつ、いましばらくは書き続けられたらいいなと思っております。




　さてさて、なぜ今回「なかがき」という形式なのかと言うと、このあとにもう一つＳＳがあるからです。四巻部分のウェブ掲載時からお付き合いくださっている人の中には憶おぼえていらっしゃる方もおられるかもしれませんが、この四巻終了後の大おお晦みそ日かのＳＳを本文ではなく活動報告にあげていました。そのＳＳの中で書籍化の発表をしたわけですね。

　そのＳＳのほんわかした雰囲気を気に入っていたので、なんとか収録したいと思ったのですが、四巻の〆部分から見れば蛇足かなとも思いますので、この「なかがき」で一度終わらせてから「おまけ話」という形でこのあとに収録させていただきました。

　どうか最後までお付き合いいただけましたら幸いでございます。

　それではいつもイラストを描いてくださっている冬ゆき様、副編集長就任おめでとうございます旧担当様、これからよろしくお願いします新担当様、デザイナー様、校正様、そしてこの本を手に取ってくださった皆様方に感謝を。以上、どぜう丸でした。
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　―――大陸暦一五四六年十二月三十二日深夜十一時過ぎ・ソーマの部屋




　突発企画だった『第一回フリードニア王国紅白歌合戦』は、まだ第一回ということもあって歌い手の数も足りず、午後七時からの三時間程度で終了した。

　その片付けも終わったあとで、俺、リーシア、アイーシャ、ジュナさん、ロロアの五名は俺の部屋で炬こ燵たつに入りながらのんびりまったりと過ごしていた。前日からほぼ徹夜（一応合間に仮眠はとった）で作業していたので、さすがにみんな疲れていた。

　この年末の忙しさから解放された空気感は元の世界の大おお晦みそ日かとよく似ていた。

　これで年越し蕎そ麦ばでもあれば完璧なんだけど……蕎麦は用意できなかったので代わりにソース焼きそばを用意した。年越しソース焼きそば……これじゃない感が凄すごいな。

「ほうへふは？　んぐ、とても美お味いしいですよ（ズルズル）」

　アイーシャはソース焼きそばを頰張りながらキョトンとした顔で言った。ここ二日ほど体力仕事漬けだったはずなのにまだまだ元気そうだ。

「……まあ、アイーシャはそうだろうな」

「アイーシャさん。ほっぺにソースが付いてますよ？」

「むぐっ。ありがとうございます、ジュナ殿」

　ジュナさんがアイーシャの頰をナプキンで拭ってあげていた。妃きさき候補同士の仲が良さそうで結構だけど、なんというかこの二人は完全に保護者・被保護者の関係になっているな。すると、それを見ていたロロアがリーシアに向かって口を差し出した。

「シア姉ねえ。うちにもやってー」

「なんでよ。自分で拭けるでしょ？」

「ええやん可愛かわいい妹分からのお願いなんやし。いや～うちには兄さんしかおらんかったし、ずっとお姉ちゃんが欲しかってん。せやからやってやって～」

「もう……私も一人っ子だし妹の扱いなんてわからないのに」

　そう言いながらもロロアの口元を拭ってあげるリーシア。リーシアってなんだかんだ言っても面倒見が良いよな。どちらかというとお姉さんというよりオカンっぽいけど。

「顔が映るくらいピッカピカにしてや」

「貴女あなたの顔は鏡かなにかなの？」

「つまりいまのうちの表情は、本当はシア姉の表情っちゅうことやな」

「こら、そう言って変な顔しないの」

　ぺしっとロロアの頭を叩たたくリーシア。完全に姉妹漫才ができあがってるな。そんなのんびりとした空気を感じながら、俺はお茶を飲んでふうと息を吐いた。

「こんなのんびりとした感じは、久しぶりかもしれないな……」

「本当にね」

　思わず口に出た俺の呟きにリーシアが答えた。

「ソーマが来てから月日が経たつのが本当に早いわ。慌ただしくて目まぐるしくて……いつの間にやら凄く遠くまで来た気がする。ものすっごく振り回されたけど」

　そう言って遠い目をするリーシア。あれ？　なんか責められてる？

「そ、そうか？　いろいろセーブはしてきたつもりなんだけど……」

「どの口が言うのよ。他のみんなにも聞いてみなさいな」

　そう言われてアイーシャとジュナさんのほうを見ると二人は露骨に顔を背けた。……うん、どうやらそうらしい。ロロアが訳知り顔でウンウン頷うなずいていた。

「うんうん。ホンマ、大変やったわ～」

「なんでよ。ロロアは途中参加でしょうが」

「ややわ～シア姉。アミドニアで暮らしてきた十数年より、ダーリンの傍そばで働いた二、三ヶ月の方がよっぽど濃密やったわ。大変やったけど充実もしとったな」

「あ、それは私にもわかります。私なんて、半年前まではどこにでもいる喫茶店の歌姫ローレライでしたから」

「いやいやジュナさん、ナチュラルに噓うそを吐つかないでくださいよ。貴女以外にどこに、海軍大将の孫で、海兵隊隊長の肩書きを持っている歌姫ローレライがいますか」

　俺がそう指摘するとジュナさんはペロッと舌を出した。そんな仕草もとてもチャーミングです。そんな俺たちを見ながらリーシアは呆あきれたようにため息を吐いた。

「今年の話ばかりしてるけど来年だって忙しいでしょうが」

「そうですなぁ。来年には陛下の即位式もありますし」

　アイーシャの言ったように来年の秋頃には、これまで延び延びになっていた俺の即位式が行われる予定になっていた。王位は譲られたけど即位前といういまの状況は、言うなれば王冠を持ってはいるけど頭に載っけていない状態だからなぁ。早くなんとかするべきなんだろうけど、まあ予定は予定なのでなにかあったら延期もありうる。

　するとリーシアが「それだけじゃないわよ」と首を振った。

「忘れたの？　私たちとの婚姻の儀だってあるじゃない。即位式と同時に」

「………」

　……そうなのだ。大きい行事を立て続けに開くのは財政的な負担になるとのことで、俺の即位式と同時にリーシアたちとの婚姻の儀も執り行うことになったのだ。

　しかも、二つのイベントを一つにしたぶん規模も大きくなり、イベント好きなロロアの趣向も加わってド派手にやるそうだ。まだ計画を練っている段階だけどね。

　―――それにしても……結婚か……。

「なんか……まだ実感がわかないな」

「なによ。昨夜はソーマのほうから……」

「昨夜？　なんかあったん？」

「……な、なんでもないわよ」

　ロロアに尋ねられてリーシアは慌ててごまかした。昨夜のプロポーズのことを言おうとしたのだろうけど、ロロアたちの前で言うのはさすがに恥ずかしかったようだ。俺だって小っ恥ずかしいし二人だけの秘密ということにしておいてもらおう。

「ソーマは私たちとの結婚……嫌なの？」

　リーシアが真っ直すぐに俺の目を見て尋ねてきた。言い方でふて腐れている感を出してはいたけど、その目は少し不安に揺れていた。……その顔はズルいなー。

「そんなわけないだろ。ただ俺のいた世界だと、男で二十歳で結婚って言ったらかなり早いほうなんだ。二十代前半までは学生してるのも多かったしな」

「そうなの？　この国では人間族の女の子なら十五歳くらいから適齢期よ？　まあ種族によっても変わるけど。ね、アイーシャ？」

「そうですね。ダークエルフは長命で若い時間も長いので適齢期も長めです。ただそのぶん長命種族は子供ができにくいというデメリットもあるのですが」

　ああ……まあ長命な種族がポンポン生まれちゃったら、あっというまに人口過多になってしまうだろうからな。地球の生き物も長く生きる種ほど子供の数は少なくなる傾向にあったし、そういった自然の摂理のようなものは変わらないようだ。

「で、でも、陛下の存命中に一人はできると思います！　頑張ります！」

　グッと両拳を握りしめながらアイーシャはふんすと鼻を鳴らした。

「いや、ここでそんなこと力説されても……」

「ちゃんと頑張りなさいよ。もちろん〝みんなに〟ね？」

「うぐっ……が、頑張るよ」

　リーシアに悪戯いたずらっぽくウインクされ、俺はそう答えるしかなかった。すると、




　リンゴーン♪　リンゴーン♪




　はるか遠くのほうから鐘の鳴る音が聞こえてきた。この音が聞こえてきたということは午前零時を回り、新年を迎えたということだ。除夜の鐘ならぬ除夜のチャペルを聞きながら、俺は居住まいを正すと四人に向かって頭を下げた。

「リーシア、アイーシャ、ジュナさん、ロロア、あけましておめでとう」

「どうしたのよ、ソーマ。そんな、あらたまって」

「俺のいた世界での新年の挨拶だよ。こっちの世界にはないの？」

「ないですね。この国では新年になったら『新しい年に！』と言って乾杯するくらいでしょうか。いまごろ市井の人々は広場に集まってどんちゃん騒ぎでしょうね」

　ジュナさんが言うには、いまの時間、広場では巨大な篝かがり火びが焚たかれていて、その周りでは屋台などが並び、大人たちが飲めや歌えやと盛り上がっているころだそうだ。

　年越しイベントみたいなものか。それはそれで楽しそうだな。

「来年は紅白歌合戦は誰かに任せて、みんなでその騒ぎに交ざりに行こうか」

「ええなー。焼きそばの屋台とか出したら、売れるんちゃうかな？」

「もう、ロロアはすぐお金稼ぎに走るんだから。でも……それもいいわね」

　みんなも乗り気のようだし本当に検討しようかな。警護が大変かも知れないけど、俺とロロア以外は戦闘力高いし、なんとかなりそうな気がする。

「新年か……」

　俺は炬燵に頰ほお杖づえをつきながら呟つぶやいた。

「今年はどんな年になるんだろうなぁ」

「いい年になるわよ。きっと」

　顔を上げるとリーシアが柔らかく微笑ほほえんでいた。

「このさきにどんなことが待っていたとしても、ここにいるみんなで力を合わせれば絶対に乗り越えられるわ。ソーマが『家族はなにがあっても守る』って言ったように、私たちも〝この家族〟を守りたいもの。ソーマも含めた〝この家族〟をね」

　リーシアの言葉にアイーシャもジュナさんもロロアも頷いていた。

「……そうか。ありがとう。確信が持てたよ」




　―――今年はきっといい年になるだろう。
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